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看護学部 1 0 8

1 0 9
リハビリテーション学部【理学療法学科】

1 1 0
リハビリテーション学部【作業療法学科】

※2023 年度より一般選抜試験での
　「小論文」実施はありません。
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国語の傾向と対策

①漢字と語句の意味は得点源。
　語句問題は落ち着いて取り組めば十分に得点源になる。漢
字は同音の漢字を含む熟語を選ぶ問題ばかりなので一つひと
つの漢字の持つ意味をしっかりつかんでおくことが大切であ
る。語句の意味は、日頃から疑問に思った語句に出会ったら
こまめに辞書を引いて確かめる習慣をつけておきたい。でき
れば、総合的な漢字の問題集を１冊選び、これを繰り返し解
いて、力をより確かなものにしていこう。
②論理的に文章を読む練習を重ねよう。
　課題文はなかなか骨のある文章で、要旨がつかみづらいも
のも見られる。こうした文章に太刀打ちできる力をつけるた
めには、語句の意味や、文と文の関係性（順接、逆接、理由
付け、例示など）を正しくつかみ、丁寧に読み進めることを
心がけなければならない。読み進めていく上で、傍線部にあ
たるとすぐにその問いに答えたくなりがちだが、まず一度全

体を読み通して、筆者のもっとも言いたいことをつかんでい
こう。この練習を重ねることが大切である。傍線部説明問題
や内容合致問題では、明らかに違うものを省いていくととも
に、一般的には間違いではないけれども今回の課題文中には
触れられていないものも省いていかなければならない。その
ためにも、まず全体の内容をつかんでから各設問にあたるこ
とが大切である。
③過去問を中心に問題数をこなそう。
　入試本番で焦らずに問題に向き合えるようにするためにも、
問題数をこなしていこう。特に過去問は、設問の形式や問題
傾向を体感するためにもぜひ繰り返し解いてみてほしい。看
護学部では、2023年度の問題を使って、設問に示された条件
をしっかり把握し、意見文を書く練習もしてみよう。慣れて
きたら、本番を意識して時間を測りながら解いてみよう。自
分の課題となる点が見えてくるはずだ。

方式 問題番号 出題分野 出題内容 設問形式

2023年度

Ⅰ 評論 村上陽一郎『西欧近代科学』
漢字（同音異義語）、空欄補充、指示語の内容、理由説明、
語句の意味、傍線部説明、内容合致

Ⅱ 評論 茂木健一郎『思考の補助線』
漢字（同音異義語）、空欄補充、傍線部説明、四字熟語（リ
ハビリテーション学部のみ）、内容を踏まえた意見論述（看
護学部のみ）

2022年度

Ⅰ 評論
長尾伸一「複合危機と資本主義の
未来」

漢字（同音異義語）、傍線部説明、空欄補充、語句の意味、
慣用句

Ⅱ 評論
管賀江留郎『道徳感情はなぜ人を
誤らせるのか　冤罪、虐殺、正し
い心』

漢字（同音異義語）、傍線部説明、空欄補充、語句の意味、
接続詞、内容合致

2021年度

Ⅰ 評論
井手英策『幸福の増税論―財政は
だれのために』

漢字（同音異義語）、語句の意味、脱文補充、接続詞、空欄
補充、傍線部説明、理由説明、内容合致

Ⅱ 評論 國分功一郎『暇と退屈の倫理学』 傍線部説明、空欄補充、理由説明、内容合致

①出題形式　
　例年現代文の読解問題が２題出題されている。形式は５つ
の選択肢から正答を選ぶマークシート式の選択問題である

（2023年度は、看護学部では一部に自分の意見を述べる記述
式問題が出題された）。問題数は2021年が23問、2022年が30
問、2023年は看護学部が28問、リハビリテーション学部が29
問であった。
②出題内容
　どの年度も現代文のみの大問２題の構成で、評論文からの
出題であった。漢字の書き取りや語句の意味なども問われて
いるが、読解問題の比重が大きい。読解問題では、空欄に入
る内容や接続詞などを選ぶ問題、傍線部が何を表しているの
かについてや、理由を選択する問題、本文の内容に合致する
ものを選ぶ問題と形式は多岐にわたる。
　漢字は傍線部の漢字と同じ漢字を含む熟語を選ぶ問題ばか

りであった。語句問題は、「趨勢」などの語句の意味を問う
ものと、空欄でその文脈に合う語句（四字熟語を含む）を選
択するものの２パターンある。
　2023年度の看護学部では、筆者の主張を踏まえて自分の意
見を200字で具体的に述べる問題も出題された。
③難易度
　課題文は３ページ強でそれほど長くはなく、設問も多くは
ないが、読解問題では難しい問題も見られる。課題文中に空
欄が多いので、そこを補い、書き込みながら丁寧に読み進め
た方がよいだろう。また、傍線部の前後だけで判断してしま
うと間違う問題も見られるので、焦らず、まず全体の内容を
熟読してから各問いに向き合った方がよい。漢字問題を含め、
語句問題は基礎的な知識を問うものが多い。自分の意見を述
べる問題も設問の意図をしっかり押さえて書けばそれほど難
しくはない。

 傾向  評論からの出題。漢字、語句はそれほど難しくはないが読解問題では難問も見られる。

 対策  語句の知識を確かなものにし、文章の読解力を養おう。
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　一般選抜試験の英語は、大問数は４題で、看護学部はすべ
てマークシート式の試験だが、リハビリテーション学部では
2023年度から記述式の意見論述問題が１問出題されている。
マーク数は看護学部が34個、リハビリテーション学部は31個
だが、前述のように記述式の問題が１問ある。今年度の大問
の構成は順に、会話文読解、語彙・文法問題、語（句）整序
英作文、長文読解問題が各１問となっている。難易度は標準
的であり、高校までの英語の基礎力がしっかり身についてい
れば、十分に対応できるはずである。
　長文読解問題は、今年度は科学雑誌記事が題材だったが、
新聞や雑誌などの時事的な話題がテーマになる事が多い。設
問は、空欄補充問題や、下線部の指している内容を表す日本
語を選ぶ問題、内容一致問題などである。空欄補充問題では
前後の文脈をしっかりと把握することが求められる。内容一
致問題では、該当箇所を見つけ、選択肢において本文がどの
ように言い換えられているかを見抜く必要がある。したがっ
て、精読と速読の双方の読解力が必要といえるだろう。リハ
ビリテーション学部の記述式問題は、200字で自分の意見を

述べるものである。
　会話文読解問題は、身近な状況において二人の間で行われ
ている会話が題材となっており、空欄補充問題や内容一致問
題が主な出題内容である。内容は平易だが、会話が行われて
いる状況を的確に把握すること、会話文特有の表現を覚えて
おくことが重要である。また、質問に対する応答、あるいは
応答に対する質問を選ぶ空欄補充問題が出題されているが、 
Yes/Noが応答となる質問か、5W1Hによる質問に対する応
答か、といった観点から考えることも重要である。
　文法問題は三つのパートに分けられており、問１は、語

（句）補充形式の文法・語彙問題である。文法問題というよ
りも語彙問題の要素が強い。問２は誤箇所指摘問題であり、
文法力が試される。問３は２つの文に共通して入る単語を答
える問題であり、語彙や熟語の知識が求められる。
　語（句）整序英作文問題は、二つのパートに分かれており、
並べ替えるべき語（句）が問１では５つ、問２では６つだが、
いずれも英作文の力が試されており、熟語や構文の知識を用
いて、英語表現を完成させることができるかが試される。

　高校までに学習した範囲の基礎的な語彙、文法を確実にマ
スターして試験に臨もう。これらは長文読解や英作文に取り
組む上でも基礎となる事柄である。語彙は、同義語、言い換
え表現、熟語も正確に覚えておきたい。文法は、時制、助動
詞、準動詞、関係詞、比較級、仮定法などの重要事項を文法
の問題集などを使って確認しておこう。
　会話文は、内容自体は平易でも、口語表現や会話文特有の
表現を知らないと意味が正確に理解できないことがある。し
たがって、これらを身につけるとともに、応答から質問を推
測する練習も積んでおこう。
　長文では、速読力をつけるとともに、細部にも気を配る精
読力をつけることが重要である。単語については、難しい単
語には注がつけられているので、いたずらに多くの単語を暗
記しようとするのではなく、標準的な単語を確実にマスター

しておこう。また、知らない単語があっても文意から推測す
る練習も積んでおこう。選択肢では、本文中の一文の言い換
えが問われることが多いが、段落や本文全体の理解が問われ
ることもある。語彙、文法、構文の総合的な力を身につけた
上で、多くの長文に触れておきたい。リハビリテーション学
部の記述式問題対策として、200字程度の日本語で自分の意
見をまとめる練習も必要である。
　整序英作文対策では、熟語や構文の知識を定着させて、ま
とまった表現を組み立てる力が必要である。構文では、強調
構文、動詞の熟語表現などが頻出である。
　試験本番では、解答に要する時間も重要な鍵となる。記述
問題も含め、時間内にしっかりと実力が出しきれるよう、練
習を重ねていこう。

方式 問題番号 出題分野 出題内容

2023年度

Ⅰ 会話文読解 祇園祭をめぐる日本人と外国人の会話

Ⅱ 語彙・文法 語彙・文法、誤箇所指摘

Ⅲ 英作文 整序英作文（熟語・構文表現）

Ⅳ 長文読解
質問を恥ずかしがることの弊害（空欄補充・内容一致（一部は看護学部の
み）・意見論述（リハビリテーション学部のみ））

2022年度

Ⅰ 長文読解 エマ・ワトソンの演説（空欄補充・内容一致）

Ⅱ 会話文読解 チケット販売所での会話（空欄補充・内容一致）

Ⅲ 語彙・文法 語彙・文法、誤箇所指摘

Ⅳ 英作文 整序英作文（熟語・構文表現）

2021年度

Ⅰ 長文読解 日本における空き家問題（空欄補充・内容一致）

Ⅱ 会話文読解 日本での生活をめぐる会話（空欄補充　内容一致）

Ⅲ 語彙・文法 語彙・文法、誤箇所指摘

Ⅳ 英作文 整序英作文（熟語・構文表現）

 傾向  全体的に標準レベルだが、長文読解から英作文まで幅広い英語力が試される。

 対策  標準的な語彙・文法力をマスターしつつ、読解力もしっかりと身につけよう。
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物理の傾向と対策

　試験時間は60分で、大問４題の出題である。解答数は、
2021年25問、2022年22問、2023年21問であった。出題範囲は

「物理基礎・物理」である。解答は、解答用紙の解答欄に
マークする形式である。出題分野は、力学、熱力学、波動、電
磁気である。ここ３年間原子からの出題は見られず、熱力学
も物理基礎の熱の範囲から小問集合形式だけで扱われている。
　Ⅰは小問集合形式で、「物理基礎」の範囲からの出題であ
る。2021年は問１が力学で等加速度運動、問２が力学で力の
つりあい、問３が熱で熱量保存、問４が熱で熱効率という構
成であった。2022年は問１が力学で加速度の時間変化を表す
グラフに関する問題、問２が熱で熱量保存、問３が波動で弦
の振動、問４が電気で３個の抵抗からなる回路という構成で
あった。2023年は問１が力学で鉛直投げ上げ運動、問２が熱
で熱量保存と融解熱、問３が波動で定常波、問４が力学で摩
擦によるエネルギーの変換という構成であった。いずれも出
題意図の明確な基礎力を試すレベルの問題である。
　Ⅱは「物理基礎」の力学からの出題であり、A、Bに分け
て２つのテーマを扱っている。2021年のＡは斜面上の物体の
運動に関する問題で、力のつりあい、運動方程式などについ
て問われている。Ｂは下端に板をつけた鉛直ばね振り子に関
する問題で、弾性力による位置エネルギー、力学的エネル
ギー保存則について問われている。2022年のＡは定滑車にか
けられた糸に結ばれた３物体の運動に関する問題で、運動方
程式、等加速度運動について問われている。Ｂは斜面上の物
体の運動に関する問題で、仕事、最大摩擦力、仕事と力学的
エネルギーの変化について問われている。2023年のＡはエレ
ベーターの等加速度運動に関する問題で、速度と時間のグラ
フの扱いがポイントであった。Ｂは滑らかな曲面、粗い水平

面、滑らかな曲面と運動する小物体に関する問題で、力学的
エネルギーの保存、仕事と力学的エネルギーの関係について
問われている。
　Ⅲは「物理」の力学からの出題であり、A、Bに分けて２
つのテーマを扱っている。2021年のＡは可動な台上の水平面
および円筒面での小球の運動に関する問題で、運動量保存則、
力学的エネルギー保存則などについて問われている。Ｂは円
錐振り子に関する問題で、力のつりあい、円運動の運動方程
式などについて問われている。2022年のＡは落下した小球の
45°の斜面との衝突に関する問題で、自由落下、斜面との衝
突について問われている。Ｂは水平ばね振り子と小球の衝突
に関する問題で、力学的エネルギー保存、単振動の周期、衝
突について問われている。2023年のＡは可動な箱内での小球
の運動に関する問題で、弾性衝突、相対運動について問われ
ている。Ｂは水平面内で回転する円板上で円板と共に回転す
る小物体に関する問題で、角速度と回転数、静止摩擦力など
について問われている。
　ⅣはＡが波動から、Ｂが電磁気からの出題である。2021年
のＡは平行薄膜による干渉に関する問題で、屈折の法則、反
射による位相変化、干渉条件、光路差について問われている。
Ｂはコンデンサー回路に関する問題で、帯電量、電圧などに
ついて問われている。2022年のＡはドップラー効果に関する
問題で、観測振動数、波長などについて問われている。Ｂは
点電荷による電場と電位に関する問題である。2023年のＡは
光の屈折に関する問題で、屈折の法則、全反射について問わ
れている。Ｂはコンデンサーを含む直流回路に関する問題で、
過渡現象と定常状態、静電エネルギーの変化について問われ
ている。

 傾向  原子以外の分野から力学を中心に出題されている。基本的な知識や思考力が試される。

　基礎力を問う問題が中心であるから、標準レベルの問題を
解く力を養うことができれば十分高得点が狙える。物理は演
習科目であるから、単に教科書を読むだけでは知識を定着さ
せることは難しい。演習で取り組む問題のレベルを段階的に
上げて理解を深めていくことが大切である。具体的には、ま
ず基本問題から始め，公式や法則を使う練習を通じて物理に
慣れていく。これはスポーツの練習で言えば腹筋・背筋運動、
腕立て伏せ、ランニングといった基礎体力作りに対応する。
ここをしっかりやっておかないと後で伸び悩むことになる。
慣れて基礎力がついてきたら、共通テストレベルの標準問題

に取り組む。このとき、できなかった問題は解答を見て解き
方を覚えても良いが、そのまま丸暗記しないことがポイント
である。各問いの解答で用いる式や法則について何故それを
使うのか、自分なりに納得しておくことが大切である。入試
で問題を解くためには覚えた知識を呼び出す必要があるが、

「何故」と考えて理解しておくと呼び出しやすくなるからで
ある。ここまでの学習で合格するのに必要な点は確保できる
はずである。余裕があれば、一般入試の標準問題にも取り組
んでおきたい。このレベルの解答力が身につけば高得点が狙
えるようになり、他の科目での失点を物理でカバーできる。

 対策   早めに基礎力を身につけ、標準的な問題の演習を積んで高得点を目指そう。

方式 問題番号 出題分野 出題内容

2023年度

Ⅰ 小問集合 力学２題、熱、波動から各１題の小問集合

Ⅱ 力学 Ａはエレベーターの等加速度運動、Ｂは滑らかな曲面と粗い水平面上の物
体の運動

Ⅲ 力学 Ａは箱の中を運動する小球の側壁との衝突、Ｂは円板の粗い上面での小物
体の円運動

Ⅳ 波動、電磁気 Ａは屈折の法則と全反射、Ｂは２個のコンデンサーと２個の抵抗からなる
回路

2022年度

Ⅰ 小問集合 力学、熱、波動、電気から各１題の小問集合
Ⅱ 力学 Ａは定滑車にかけた糸に結ばれた物体の運動、Ｂは斜面上の物体の運動
Ⅲ 力学 Ａは斜面との衝突と水平投射、Ｂはばねで打ち出された物体の衝突
Ⅳ 波動、電磁気 Ａはドップラー効果、Ｂは点電荷による電場と電位

2021年度

Ⅰ 小問集合 力学２題、熱２題からなる小問集合
Ⅱ 力学 Ａは斜面上の２物体の運動、Ｂは下端に板をつけた鉛直ばね振り子
Ⅲ 力学 Ａが可動な台上の物体の運動、Ｂは円錐振り子
Ⅳ 波動、電磁気 Ａは平行薄膜による干渉、Ｂはコンデンサー回路
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数学の傾向と対策
方式 問題番号 出題分野 出題内容

2023年度

Ⅰ 小問集合 絶対値と不等式、命題の対偶、三角比、データの平均値と分散

Ⅱ ２次関数 頂点とグラフ、座標軸との交点の範囲、最大値

Ⅲ 図形と計量 余弦定理、面積公式

Ⅳ 場合の数 自然数の順列、辞書式順序

Ⅴ 図形の性質 円に内接する図形

Ⅵ 整数の性質 不定方程式、約数と平方数

2022年度

Ⅰ 小問集合 有理化、絶対値、三角形の形状、データの中央値と分散

Ⅱ ２次関数 頂点の座標、x軸との交点の配置、グラフの移動と方程式

Ⅲ 図形と計量 正弦定理、余弦定理、面積公式

Ⅳ 確率 玉を取り出す試行による条件付き確率

Ⅴ 図形の性質 多面体、表面積と体積

Ⅵ 整数の性質 記数法、約数と倍数

2021年度

Ⅰ 小問集合 絶対値、２次不等式と係数、三角比の相互関係、箱ひげ図

Ⅱ ２次関数 最大値と最小値、x軸との交点の配置

Ⅲ 図形と計量 平行四辺形と三角形、余弦定理、面積、外接円と内接円の半径

Ⅳ 場合の数 条件付きの最短路の数

Ⅴ 図形の性質 内心、頂角の２等分線と分点比、辺の比と面積比

Ⅵ 整数の性質 自然数列の余りの性質、記数法

　数学Ⅰ・数学Ａから６問に分割され、満遍なく出題される。
大問は３～４題の小問から成り、内容は概ね定まり、以下の
通りである。また解答は選択肢が与えられ、マークシートに
記入する方式で、難易度は教科書章末問題レベルである。
Ⅰ： 小問４題で数Ⅰの数と式、集合と命題、データの分析、

２次関数、図形と計量からの出題で、いずれの問題も基
本問題である。

Ⅱ： 小問３～４問、文字係数の２次関数である。最大値と最
小値、座標軸との交点の配置、グラフの移動などから出
題されるが、グラフの位置からの条件の読み取りなどが
必要である。

Ⅲ： 図形と計量の図形に関する標準問題２、３問が出題され
ている。

Ⅳ： 場合の数または確率から２、３問の出題であるが、いず
れも与えられた条件を整理する必要があり、場合分け、
樹形図の利用法などが重要である。

Ⅴ： 図形の性質から１つのテーマに関する問題が３問出題さ
れている。難易度は基本から標準であるが、図形と計量
での結果も使う。

Ⅵ： 整数の性質の約数と倍数、余りの性質から１問、記数法
または不定方程式から１問の標準問題２問から成る。

 傾向   基礎～標準レベルの出題が中心であるが、手際よく解答する力が求められている。

 対策   教科書章末問題及びセンター試験の過去問レベルを目標に学習方針と計画を立てよう。

　難易度、出題内容が似ている共通テストの前のセンター試
験の過去問が解けることを目標にすると良い。
　教科書の例題を理解し、教科書傍用問題集のA問題で基礎
を固めることは必須である。
　次に教科書の章末問題またはセンター試験の過去問で練習
し、完成を目指そう。章末問題またはセンター試験の過去問
のほうが難易度は高いが実力をつけるには役に立つ。各単元
については以下の通りである。
　数と式、集合と命題、データの分析：すべて標準レベルで
あり、Ⅰの小問でしか出題されない。傍用問題集での反復練
習で十分である。
　２次関数：文字係数である。最大値と最小値、座標軸との
交点の配置、グラフの平行移動と位置などが頻出である。少
し難しいがセンター試験、数Ⅰの２次関数の問題が解ければ

十分である。
　図形と計量、図形の性質：余弦定理、正弦定理、面積公式
は必須で、三角形、円に関する性質も利用するので図形と計
量、図形の性質は一緒に学習するのが良い。三角比を利用し
ての計算が図形と計量で、相似、平行などの比を利用するの
が図形の性質と区分けできるが、融合問題もある。
　場合の数、確率：樹形図を利用しての条件の整理、場合分
けと書き出しなどの練習が重要で、それぞれのパターンにつ
いて問題集で練習しておこう。
　整数の性質：約数、倍数、余り及び素数の基本的性質を利
用する問題が頻出で、記数法、不定方程式からも１問出題さ
れる。標準レベルの問題を傍用問題集で反復練習すれば対応
できる。

★見開き出力用_2023年版.indd   6-7★見開き出力用_2023年版.indd   6-7 2023/05/29   23:20:442023/05/29   23:20:44
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生物の傾向と対策

①出題形式
　マークシート式であり、選択肢は５択。大問４題で、小問
は40問の構成である。
②出題内容
　生物基礎の全分野（「生物と遺伝子」「体内環境の維持」

「多様性と生態系」）と生物の「生命現象と物質」「生殖と発
生」「生物の環境応答」分野から出題された。中でも、「体内
環境の維持」の分野からの出題が多く見られた。
　問題の構成は、教科書レベルの基本的な知識問題が中心で
ある。文章選択・正誤判定が多くを占めているが、計算力や
考察力が問われる問題も毎年６～７問出題されている。しか
し、それらはすべて教科書で取り扱いのある内容をもとにし

た、基本的な問題であり、初見の資料を解析・考察する問題
ではなかった。
③難易度
　基本的なレベルの問題がほとんどで、教科書をきちんと理
解していればほぼ解答できる。問題文を正確に読み進め、確
実に得点するようにしたい。試験時間（60分）に対する問
題量も多くはないので、落ち着いて丁寧に解答したい。高得
点での競い合いになる可能性が高いので、わずかな失点も命
取りになりかねない。
　また、文章選択・正誤判定問題のレベル感は教科書の内容
ではあるが、紛らわしい選択肢を判断させる問題も出題され
ているので、教科書の内容を正確に理解しておく必要がある。

①教科書の基礎知識を確実に
　教科書を使った学習では、生物基礎の全分野（「生物と遺
伝子」「体内環境の維持」「多様性と生態系」）および生物の

「生命現象と物質」「生殖と発生」「生物の環境応答」分野の
内容を正確に理解し、覚えるようにしよう。その際には、教
科書で太字になっている用語だけをただ暗記するのではなく、
周囲の説明をよく読んで、重要用語の定義を正しく理解する
とともに、周辺事項と関連づけると記憶が定着しやすくなる
だろう。一通り内容を押さえたら、曖昧な知識では答えられ
ない文章選択・正誤判定問題などに対応するためにも、生物
用語を簡単に自分で説明できるようにしておくとよい。
②計算問題の対策をしよう
　過去３年間の試験では「DNAの塩基組成や長さ」「細胞周
期」「尿生成」「酸素解離曲線」「暖かさの指数」「呼吸商」

「光合成」「PCR法」「神経の伝導・伝達」に関する計算問題
が出題された。計算自体が難しいものはほとんど見られない

が、何を求められているのか問題の意図を正しく読み取る力
を養うことがポイントとなる。公式は暗記に頼らず意味を理
解しておくことが重要である。頻出の計算問題ばかりなので、
問題集で繰り返し演習しよう。
③問題演習に取り組んでいこう
　知識の定着は、繰り返し覚えることだけでなく、問題演習
を通じてアウトプットすることによって、より確実なものに
なっていく。教科書傍用問題集などの基本～標準レベルの問
題集に数多く取り組み、基礎知識を確実に習得しよう。
　また、教科書の内容を中心とした基本的な形式の出題であ
るため、過去と同じ単元から出題された場合、結果的に似た
ような出題になる可能性が高い。そのため、過去問の練習は
非常に効果的である。過去問演習を十分に行い、間違えた問
題は自分の力で解けるようになるまで繰り返し取り組むよう
にしよう。

 傾向  知識問題だけでなく、計算問題も出題されている。

 対策  教科書の内容を確実に理解し、問題集や過去問で演習を積もう。

方式 問題番号 出題分野 出題内容

2023年度

Ⅰ
生物と遺伝子、体内環境の維

持、多様性と生態系
（「生物基礎」全分野）

光学顕微鏡、細胞内共生説、DNA、細胞周期、体液の循環、血糖濃度調
節、自律神経系、遷移、バイオーム、地球環境の保全

Ⅱ 体内環境の維持 （A）血液、免疫　（B）肝臓、腎臓

Ⅲ 生命現象と物質 （A）遺伝子組換え実験　（B）窒素同化、窒素固定

Ⅳ 生殖と発生、生物の環境応答 （A）被子植物の生殖と発生　（B）生得的行動、視覚器、聴覚器、平衡器

2022年度

Ⅰ
生物と遺伝子、体内環境の維

持、多様性と生態系
（「生物基礎」全分野）

細胞小器官、酵素、DNA、光合成、肝臓、体液の濃度調節、二次応答、
バイオーム、窒素循環、生物濃縮

Ⅱ 体内環境の維持 （A）体液と循環系、酸素解離曲線　（B）ホルモン、フィードバック調節

Ⅲ 生命現象と物質 （A）呼吸商の測定、酵母の異化　（B）PCR法

Ⅳ 生殖と発生、生物の環境応答 （A）初期発生、体節の形成　（B）種子発芽、光受容体

2021年度

Ⅰ
生物と遺伝子、体内環境の維

持、多様性と生態系
（「生物基礎」全分野）

細胞、ATP、体細胞分裂、DNA、肝臓、体温調節、体液の濃度調節、暖
かさの指数、土壌、温暖化

Ⅱ 体内環境の維持 （A）腎臓、尿生成の計算　（B）生体防御、免疫

Ⅲ 生命現象と物質 （A）光合成、細菌の同化　（B）遺伝子発現

Ⅳ 生物の環境応答、生殖と発生 （A）神経筋標本、伝導・伝達の計算　（B）ABCモデル
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①出題形式
　大問が４題出題され、Ⅰ、Ⅱは化学基礎範囲の理論分野、
Ⅲが無機分野、Ⅳが有機分野からの出題である。Ⅰは小問集
合の形式での出題である。ⅢはＡ、Ｂと２つの中問に分かれ
ており、それぞれ異なるテーマの問題が出題される。解答は
すべてマークシート式であり、解答数は22問となっている。
知識・選択問題と計算問題がそのほとんどを占めるが、正誤
問題なども出題されている。
②出題内容
　Ⅰは小問集合であり、すべて化学基礎の「物質の構成」か
らの出題である。元素と単体、物理変化と化学変化、化学式、
同位体など、さまざまな内容の問題がまんべんなく出題され
ている。また、身のまわりの化学に関する問題も出題されて
いるため、教科書の序章にある「化学と人間生活」を一通り
読んでおくとよい。出題形式としては知識・選択問題がほと
んどであり、一部正誤問題も出題される。
　Ⅱは化学基礎の「物質の変化」からの計算問題が出題され
れている。2022年、2021年では、「物質量と化学反応式」「酸
と塩基」など、全範囲から満遍なく出題されていたが、2023

年は「酸化還元反応」からの出題であった。Ⅱでは、量的関
係や濃度を問う計算問題が数多く出題されるため、計算問題
の対策はしっかり行う必要があるだろう。
　Ⅲは化学の「無機物質」からの出題である。Ａ、Ｂと２つ
のテーマに関する問題が出題されており、気体の発生と捕集、
アルミニウムなど、特定の元素や実験をテーマとした問題が
出題されている。物質の反応や性質を問う問題や計算問題な
ど、さまざまな形式の問題が出題されている。
　Ⅳは化学の「有機化合物」からの出題である。2022年はア
ゾ染料をテーマとした問題が出題されていたが、2023年は
2021年同様「カルボン酸とエステル」をテーマとした問題が
出題された。有機化合物中の原子の酸化数や油脂の計算など
が出題されているため、さまざまなテーマの問題を対策して
おく必要があるだろう。
③難易度
　問題の大部分は教科書の例題や章末問題のような基礎から
標準レベルの問題である。そのため、教科書をきちんと学習
しておけば十分解答できる問題がほとんどであるが、細かい
知識を要する問題も散見される。

①教科書の内容を正確に理解しよう
　問題はいずれも基礎から標準レベルの問題である。まずは、
教科書を熟読し、理解することで、化学基礎全範囲および化
学の「無機物質」「有機化合物」の範囲の基礎力をつける必
要があるだろう。知識問題、計算問題いずれも教科書の内容
をきちんと理解していなければ解答することができない。当
然、覚えるべき内容はきちんと暗記し、知識をつけることが
最も重要であるといえる。
②計算は問題をこなすことで定着させよう
　計算問題については、教科書の例題や章末問題レベルの問
題が多く出題されている。まずは、教科書を読み各単元の計
算問題の解法を理解し、その後、問題をこなすことで解法を
定着させていくのが良いだろう。また、数をこなすため、問
題集を活用するのも良い。

③無機・有機分野は知識を定着させよう
　「無機物質」「有機化合物」分野は、特に知識を必要とする
単元であるため、知識の定着に努めよう。教科書の内容を一
つひとつインプットしていき、さらに問題をこなすことでア
ウトプットの練習を行い、知識を定着させていくと良い。
④過去問演習を通して問題に慣れよう
　一通り教科書学習を終えた後は、過去問を使った演習を行
うことで問題に慣れていこう。問題を解くことで、教科書の
内容を学習し直せる上に、自分自身が定着していない、いわ
ゆる「抜け」を見つけだすこともできる。間違えた問題は、
試験本番で正解できるようにしっかり復習しておこう。また、
計算問題など、苦手意識を持ちやすい単元については、再び
教科書を読んだり、問題を解いたりし、苦手意識をなくして
おこう。

方式 問題番号 出題分野 出題内容

2023年度

Ⅰ 理論 化学式、同位体、元素と単体、身のまわりの化学

Ⅱ 理論 酸化還元滴定

Ⅲ 無機 気体の発生と捕集、アルミニウムの製錬と反応

Ⅳ 有機 カルボン酸とエステル、油脂

2022年度

Ⅰ 理論 蒸留、同位体、周期律、化学結合

Ⅱ 理論 化学反応の量的関係、金属の酸化還元反応

Ⅲ 無機 リン、炭酸ナトリウムの工業的製法

Ⅳ 有機 窒素を含む芳香族化合物

2021年度

Ⅰ 理論 分留、元素、合金、電子配置、化学結合

Ⅱ 理論 酸と塩基、酸化還元反応

Ⅲ 無機 14族元素、２族元素

Ⅳ 有機 元素分析、カルボン酸とエステル

 傾向  化学基礎の理論分野および無機物質、有機化合物から出題される。

 対策  教科書内容をきちんと学習することが最も効果的な対策となる。

★見開き出力用_2023年版.indd   8-9★見開き出力用_2023年版.indd   8-9 2023/05/29   23:20:452023/05/29   23:20:45
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数　学

物　理

化　学

生　物

英　語

国　語

数　学

物　理

化　学

生　物
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�

各問いに答えなさい。

問1 次の⑴～⑷について，与えられた日本文の意味になるように（ ）の中の

⒜～⒠を並べかえるとき，（ ）内で前から3番目にくるものとして最も適

切なものを，⒜～⒠から一つずつ選び，記号で答えなさい。

⑴ その仮説はまだ証明されていない。 18

The hypothesis （ ⒜ proved ⒝ be ⒞ has ⒟ to

⒠ yet ）.

⑵ こんなにひどい経験をしたことはほとんどなかった。 19

Seldom （ ⒜ experience ⒝ have ⒞ had ⒟ a bad

⒠ I ）like this.

⑶ そのスキャンダルのせいで，彼は政治的な力を失った。 20

The scandal（ ⒜ him ⒝ of ⒞ his ⒟ has ⒠ deprived ）

political power.

⑷ あなたが話しかけたいと思っているのはどなたですか。 21

Who is it（ ⒜ to ⒝ that ⒞ want to ⒟ you ⒠ talk ）?

― 7 ―

⑹ The temple was so enormous that it took our（ ）away. 13

ａ eyes ｂ heart

ｃ breath ｄ soul

⑺ I was told to take a bath,（ ）advice I followed. 14

ａ its ｂ that

ｃ which ｄ whose

問2 次の各文の下線部⒜～⒟で，間違っている部分が1箇所ずつあります。その

間違っている箇所の記号をそれぞれ答えなさい。

⑴ Tom
⒜
demanded that his sister

⒝
had returned the key

⒞
to his car

⒟
by

tonight. 15

⑵ I certainly
⒜
promised

⒝
having met Nancy

⒞
at the exhibition a week

⒟
later.

16

問3 次のア，イの文の空所に入る共通する語を，下のａ～ｄから一つ選び，記号

で答えなさい。 17

ア I will（ ）to it that this work is finished by this afternoon.

イ Let’s wait and（ ）how things will turn out.

ａ do ｂ go

ｃ see ｄ take

― 6 ―

�

各問いに答えなさい。

問1 次の⑴～⑺の英文中の空所に入れるのに最も適切なものを，それぞれ下の

ａ～ｄから一つずつ選び，記号で答えなさい。

⑴ Do not rely on the room clock for the（ ）time of day. 8

ａ exact ｂ explicit

ｃ good ｄ most

⑵ Because of improved technology, factory（ ） is expected to rise

this year. 9

ａ outbreak ｂ outcome

ｃ outlook ｄ output

⑶ There is a lively debate about whether any animals（ ） than

humans have the ability to speak. 10

ａ better ｂ inferior

ｃ less ｄ other

⑷ I thought Jason had been arrested and Brian hadn’t, but it was the

other way（ ）. 11

ａ around ｂ out

ｃ over ｄ up

⑸ On（ ）thought, I agreed to his plan. 12

ａ repeated ｂ second

ｃ twice ｄ two

― 5 ―

問2 次の会話で与えられた日本文の意味になるように（ ）の中のア～カを並

べかえるとき，（ ）内で前から3番目と5番目にくるものの組み合わせと

して最も適切なものを，それぞれ下のａ～ｄから一つずつ選び，記号で答えな

さい。

（例） エ―イ （前から3番目がエで，5番目がイを示す。）

マイク：10代の妹にはときどきイラっとさせられるよ。 22

My teenage sister （ ア times イ on ウ at エ nerves

オ gets カ my ）.

ａ オ―イ ｂ エ―ア ｃ ア―エ ｄ カ―ウ

サリー：どうして？ 洗面所で何時間もお化粧をするの？ 23

Why’s that? Does she （ ア hours イ bathroom ウ spend

エ in オ making up カ the ）?

ａ オ―カ ｂ エ―オ ｃ カ―ア ｄ イ―ウ

マイク：いや，そんなんじゃないんだ。いつも携帯電話を見ながら僕に話しか

けてくるんだよ。 24

No, it’s not that. She always（ ア to イ at ウ me エ looking

オ talks カ while ）her cell phone.

ａ エ―オ ｂ ウ―エ ｃ カ―ア ｄ オ―イ

― 8 ―
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問　題（英語）2023 年度

問4 空所（ 4 ）に入れるのに最も適切なものを，次のａ～ｄから一つ選び，記

号で答えなさい。 4

ａ Some people get injured every year at this festival.

ｂ The floats are too heavy to go through the streets.

ｃ They don’t care about how much the floats cost.

ｄ This is something that people look forward to.

問5 空所（ 5 ）に入れるのに最も適切なものを，次のａ～ｄから一つ選び，記

号で答えなさい。 5

ａ How come all the yukatas they wear look so colorful?

ｂ What kind of materials do they use to dye the yukatas?

ｃ Why are some of the yukatas more colorful than others?

ｄ Why do the young like bright colors better than quiet ones?

問6 下線部⑴とほぼ同じ内容を表すものを，次のａ～ｄから一つ選び，記号で答

えなさい。 6

ａ All the parades in Japan are small in scale.

ｂ None of the parades in Japan are large in scale.

ｃ Not all the parades in Japan are large in scale.

ｄ The parades in Japan aren’t large in scale at all.

― 3 ―

Patty: （ 5 ）

Keita: Oh, younger people wear the brighter ones and older people prefer

quiet colors, I guess.

問1 空所（ 1 ）に入れるのに最も適切なものを，次のａ～ｄから一つ選び，記

号で答えなさい。 1

ａ Don’t talk stupid

ｂ It’s too much

ｃ No way! Enough of your jokes

ｄ You are quite exaggerating

問2 空所（ 2 ）に入れるのに最も適切なものを，次のａ～ｄから一つ選び，記

号で答えなさい。 2

ａ I couldn’t agree with you more.

ｂ It doesn’t meet my expectations.

ｃ What more could you have done?

ｄ What the heck are you talking about?

問3 空所（ 3 ）に入れるのに最も適切なものを，次のａ～ｄから一つ選び，記

号で答えなさい。 3

ａ Do you know what this huge float is made out of?

ｂ How do they get a float like this one through the streets?

ｃ What kind of tool do they use to make such a huge float?

ｄ Why do they make such a huge and heavy thing?

― 2 ―

�

次の対話文を読み，各問いに答えなさい。

Keita: Today’s our lucky day!

Patty: It sounds like it. What’s going on?

Keita: Just one of the most important summer events in Kyoto.

Patty: Really? What’s this one called?

Keita: The Gion Festival.

Patty: Wait a second! I thought the festival we saw in Tokyo was one of the

most famous ones.

Keita: That’s right. But that was just in Tokyo. This is one of the most

important festivals in all of Japan.

Patty: （ 1 ）, Keita!

Keita: No, I’m not! You haven’t seen anything yet. Some of these floats are

unbelievable.

Patty: Wow!（ 2 ）You’re right. Look at that one!

Keita: See what I mean?

Patty: Yeah. I think I’ve got the picture now. It’s huge!

Keita: To be honest, it probably weighs several tons.

Patty: （ 3 ）

Keita: It’s on large wooden wheels, and it’s pulled by long ropes.

Patty: Oh, that’s smart. Japan sure has lots of festivals. Don’t people get bored

doing the same thing every year? I mean, it seems like a lot of trouble

to go through.

Keita: No.（ 4 ）You have the same parades year in and year out in

Chicago, don’t you?

Patty: Yes, I guess you’re right. But our parades are nothing of this scale.

Keita: Well,
⑴
neither are all of ours. They’re all unique in some way.

Patty: Look! There are a lot of spectators in kimono.

Keita: Yeah. We call it yukata, a casual kimono in summer.

― 1 ―

問7 Keitaと Pattyの対話の内容に一致するものを，次のａ～ｄから一つ選び，

記号で答えなさい。 7

ａ Keita feels uncomfortable because they encountered one of the

weirdest festivals in Kyoto.

ｂ The festival Keita and Patty saw in Tokyo was one of the biggest ones

in Japan.

ｃ Patty wonders if people in Kyoto won’t get sick of having the same

festival year after year.

ｄ Patty saw a lot of young people watching the Gion Festival in quiet-

color yukata.

― 4 ―

1

3

2

4

★見開き出力用_2023年版.indd   12-13★見開き出力用_2023年版.indd   12-13 2023/05/29   23:20:452023/05/29   23:20:45
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問5 次の1～5のうち，本文の内容に一致するものの組み合わせとして最も適切

なものを，下のａ～ｄから一つ選び，記号で答えなさい。 34

1 It is still assumed that children don’t care about their reputation till

nine years old.

2 Children reason the world around them sophisticatedly and they can

explain all the things happening in their mind.

3 The researchers created two characters in a story: one really wants to

be clever and the other just pretends to be clever.

4 Children can openly ask for help even when they are concerned about

their reputation.

5 It is difficult to work hard and take on hard tasks when you are

concerned with your appearance to others.

ａ 1，3 ｂ 3，5 ｃ 2，5 ｄ 3，4

―14―

〈看護学部志願者のみ解答してください〉

問4 下線部イ・ウの表す内容として最も適切なものを，それぞれ下のａ～ｄから

一つずつ選び，記号で答えなさい。

イ 32

ａ as I mentioned education before

ｂ before we talk about education

ｃ if it were not for education

ｄ with regard to education

ウ 33

ａ apart from our findings

ｂ giving away our findings

ｃ if you have understood our findings

ｄ when we consider our findings

―13―13 14

問　題（英語）2023 年度

〈リハビリテーション学部志願者のみ解答してください〉

問6 本文の内容に沿って，子どもの発達過程において生じる問題について，あな

たの考えを200字以内の日本語で書きなさい。 35

―15―
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問　題（英語）2023 年度

（注） vulnerable＝weak incompetence＝lack of the ability

crafted＝made something using a special skill

downplaying＝making something less important astute＝very clever

impede＝delay the progress domain＝area

問1 空所（ 1 ），（ 2 ），（ 3 ）に入れるのに最も適切なものを，それぞ

れ下のａ～ｄから一つずつ選び，記号で答えなさい。

（ 1 ） 25

ａ after all ｂ at best

ｃ however ｄ though

（ 2 ） 26

ａ far likely ｂ less likely

ｃ more likely ｄ very likely

（ 3 ） 27

ａ at the back of ｂ behind

ｃ in front of ｄ in the absence of

―11―

�

次の英文を読み，各問いに答えなさい。

Adults are often embarrassed about asking for help. It’s an act that can

make people feel vulnerable*. The moment you ask for directions,（ １ ）,

you reveal that you may be lost. Seeking someone’s assistance can make you

feel like you are broadcasting your incompetence*.

New research suggests young children don’t seek help in school, even

when they need it,
ア
for the same reason. Until relatively recently, psychologists

assumed that children did not start to care about their reputation and peers’

perceptions until around age nine. But a wave of findings in the past few years

has pushed back against that assumption. This research has revealed that

children as young as age five care deeply about the way others think about

them. In fact, kids sometimes go so far as to cheat at simple games in order

to look smart.

Our research suggests that, as early as age seven, children begin to

connect asking for help with looking incompetent in front of others. Their

concern about reputation may have significant consequences, particularly
イ
when

it comes to education. At some point, every child struggles in the classroom. If

they are afraid to ask for help because their classmates are watching, learning

will suffer. With this knowledge, teachers and caregivers should evaluate their

practices and consider how they might make children more comfortable with

seeking aid.

To learn more about how children think about reputation, we applied a

classic technique from developmental psychology. Kids’ reasoning about the

world around them can be quite sophisticated, but they can’t always explain

what’s going on in their mind. So we crafted* simple stories and then asked

children questions about these scenarios to allow kids to showcase their

thinking.

Across several studies, we asked 576 children, ages four to nine, to predict

― 9 ―

問2 次の⑴～⑶について，本文の内容と一致するように，空所に入れるのに最も

適切なものを，それぞれ下のａ～ｄから一つずつ選び，記号で答えなさい。

⑴ You might feel as if you were showing that you were（ ）if you

ask someone for help. 28

ａ careless ｂ dishonest

ｃ less kind ｄ not strong

⑵ Making simple stories, the researchers asked kids questions about

these scenarios that would（ ）. 29

ａ explain what kids expect ｂ interest all of the kids

ｃ make kids confident ｄ show kids’ way of thinking

⑶ At seven, kids start to think that asking for help（ ）. 30

ａ is really important ｂ needs a lot of energy

ｃ shows lack of ability ｄ will earn a good reputation

問3 下線部アが表す内容として最も適当なものを下のａ～ｄから一つ選び，記号

で答えなさい。 31

ａ 人に助けを求めるよりも，まず自分でやってみようという気持ちがとても

強いこと。

ｂ 自分が失敗をしないように，あらかじめ他人のアドバイスを求めておこう

とすること。

ｃ 他人に助力を求めようとすることは，その人に借りを作るように思えてし

まうこと。

ｄ 人に援助を求めるということが，自らのひ弱さと無能さを示しているよう

に感じること。

―12―

9

11

the behavior of two kids in a story. One of the characters genuinely wanted to

be smart, and the other merely wanted to seem smart to others. In one study,

we told children that both kids did poorly on a test. We then asked which of

these characters would be more likely to raise their hand in front of their class

to ask the teacher for help.

The four-year-olds were equally likely to choose either of the two kids as

the one who would seek help. But by age seven or eight, children thought that

the kid who wanted to seem smart would be（ 2 ） to ask for assistance.

And children’s expectations were truly “reputational” in nature they were

specifically thinking about how the characters would act in front of peers. They

could still conceive of situations in which the kid who wanted to seem smart

would seek help: when assistance could be sought privately (on a computer

rather than in person), children thought both characters were equally likely to

ask for it.

We also asked kids about other scenarios. We found that they recognize

several more behaviors that might make a child appear less smart（ 3 ）

fellow kids, such as admitting to failure or modestly downplaying* successes.

Children are therefore acutely aware of several ways in which a person’s

actions might make them appear less astute* in the eyes of others.

ウ
Given our findings, it seems quite possible that when children themselves

are the ones struggling, they, too, might avoid seeking out help if they are

concerned about reputation. If so, this reluctance to seek help when others are

present could seriously impede* academic progress. To improve in any

domain*, one must work hard, take on challenging tasks (even if those tasks

might lead to struggle or failure) and ask questions. All of these efforts can be

difficult when someone is concerned with their appearance to others.

(出典 https://www.scientificamerican.com/article/why-kids-are-afraid-to-ask-for-

help/)

―10―

Why Kids Are Afraid to Ask for Help by Kayla Good, Alex Shaw. Reproduced with permission. Copyright 
©2022 SCIENTIFIC AMERICAN, a Division of Springer Nature America, Inc. All rights reserved.
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問
1

傍
線
部（
ア
）〜（
オ
）に
該
当
す
る
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

17

〜

21

（
ア
）
ノ
ウ
コ
ウ

17

ａ

急
コ
ウ
バ
イ
の
坂
を
下
る

ｂ

経
験
者
を
コ
ウ
グ
ウ
す
る

ｃ

セ
イ
コ
ウ
な
作
り
の
模
型

お
お
み
そ
か

ｄ

大
晦
日
の
コ
ウ
レ
イ
行
事

ｅ

思
考
が
コ
ウ
チ
ョ
ク
す
る

（
イ
）
ケ
イ
キ18

ａ

直
情
ケ
イ
コ
ウ
な
性
格

ｂ

事
故
の
ハ
イ
ケ
イ
を
探
る

ｃ

貸
借
の
ケ
イ
ヤ
ク
を
す
る

ｄ

交
通
安
全
を
ケ
イ
ハ
ツ
す
る

ｅ

自
然
の
オ
ン
ケ
イ
に
浴
す
る

（
ウ
）
ナ
イ
ホ
ウ

19

ａ

ホ
ウ
ガ
ク
を
好
ん
で
聞
く

ｂ

農
作
物
の
ホ
ウ
サ
ク
を
願
う

ｃ

作
家
の
筆
致
を
モ
ホ
ウ
す
る

ｄ

ホ
ウ
ソ
ウ
紙
を
質
素
に
す
る

ｅ

絵
馬
を
神
社
に
ホ
ウ
ノ
ウ
す
る
　

―16―

脳
は
、
そ
の
中
に
あ
る
一
千
億
の
神
経
細
胞
の
間
の
シ
ナ
プ
ス
と
呼
ば
れ
る
結
合
部
位
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
振
る
舞
い
を
変
え
て

い
く
。
こ
の
よ
う
な
脳
の「
学
習
」に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
種
類
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
正
解
が
決
ま
っ
て
い
て
、
も
し
間
違
え
ば「
教
師
」が
そ
れ
を
教

え
て
く
れ
る「
教
師
あ
り
」学
習
と
、
正
解
が
な
い
か
、
あ
る
い
は
正
解
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
れ
が
何
な
の
か
を
教
え
て
く
れ
る「
教
師
」が
い
な
い

「
教
師
な
し
」学
習
で
あ
る
。

「
教
師
な
し
」学
習
の
う
ち
、
重
要
な
の
は
、
ド
ー
パ
ミ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
脳
内
報
酬
物
質
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
も
と
づ
くＡ「
強
化
学
習
」で
あ
る
。

あ
る
行
為
を
し
た
と
き
に
、
結
果
と
し
て
脳
内
報
酬
物
質
が
放
出
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
こ
と
が＊
2ト

リ
ガ
ー
と
な
り
、
そ
の
前
の
行
為
が
強
化
さ
れ
る
。
そ

の
結
果
、
脳
内
報
酬
物
質
の
放
出
が
、
し
だ
い
に
最
大
化
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

水
や
食
物
、
金
銭
の
よ
う
な
、
外
部
的
報
酬
は
間
接
的
に
は
関
与
す
る
も
の
の
、
直
接
の
原
因
に
は
な
ら
な
い
。
最
終
的
に
学
習
の
方
向
性
を
決
め

る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
脳
内
報
酬
物
質
で
あ
る
。
何
を
う
れ
し
い
と
感
じ
る
か
、
脳
内
の
報
酬
の
文
化
が
、
強
化
学
習
の
方
向
性
を
決
め
る
の
で
あ

る
。ど

の
よ
う
な「
人
格
」を
形
成
す
る
か
と
い
う
テ
ー
マ
に
お
け
る「
正
解
」は
一
つ
で
は
な
い
。
極
端
に
不
安
定
な
人
格
な
ど
を
除
い
て
、
進
化
の

と
う
た
あ
つ

淘
汰
圧
の
中
で
そ
れ
な
り
に
生
き
の
び
る
こ
と
の
で
き
る
人
格
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な「
解
」が
あ
る
。
人
格
の
形
成
は
、
脳
内
報
酬
系
に
も
と
づ
く
強
化

学
習
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

す
で
に
多
く
の
研
究
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
脳
内
報
酬
物
質
を
放
出
さ
せ
る
き
っ
か
け
に
な
る
外
部
か
ら
の
（
エ
）シ

ゲ
キ
の
う
ち
、
最
も
強
力
な
も
の

は
、
他
人
か
ら
の
承
認
で
あ
る
。
何
か
を
や
っ
て
、
そ
れ
が
周
囲
に
認
め
ら
れ
た
り
、
ほ
め
ら
れ
た
り
し
た
と
き
に
、
そ
の
こ
と
が
脳
内
の
ド
ー
パ
ミ

ン
を
は
じ
め
と
す
る
報
酬
物
質
を
放
出
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
強
化
学
習
が
成
立
す
る
こ
と
と
な
る
。

Ⅲ

す
れ
ば
、
脳
は
、「
他

人
に
ほ
め
ら
れ
る
よ
う
に
」変
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

人
格
形
成
に
お
い
て
、
他
人
と
の
や
り
と
り
が
重
大
な
意
味
を
持
つ
こ
と
は
経
験
に
照
ら
し
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ダ

イ
ナ
ミ
ク
ス
が「
同
化
作
用
」を
も
た
ら
す
か
、
そ
れ
と
も「
個
性
化
作
用
」を
も
た
ら
す
か
の

Ⅱ

は
、
お
互
い
に
他
人
を
承
認
な
い
し
は
否
認

す
る
価
値
の
構
造
の
中
に
あ
る
。
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�
�
�
�
�
�
�
�
�

社
会
の
中
の
や
り
と
り
に
お
い
て
、
他
人
と
同
じ
よ
う
な
振
る
舞
い
を
し
た
り
、
最
大
公
約
数
的
な
意
見
を
表
明
し
た
結
果
、
周
囲
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ

ヴ
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
得
る
と
、
そ
の
よ
う
な「
同
化
」の
ベ
ク
ト
ル
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
、
社
会
の
風
潮
と
異
な
る
振
る
舞
い
や
考

え
方
が
賞
賛
さ
れ
れ
ば
、「
個
性
化
」の
ベ
ク
ト
ル
が
強
化
さ
れ
る
。「
同
化
」も「
個
性
化
」も
、
同
じ
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
に
お
い
て
成
立

す
る
。
そ
も
そ
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば
、「
同
化
」も「
個
性
化
」も
起
こ
り
え
な
い
。

＊
3冒

頭
に
批
判
的
に
紹
介
し
た
一
時
期
の
日
本
の
論
壇
の
風
潮
に
お
け
る
よ
う
に
、「
他
人
と
同
じ
こ
と
」を
是
と
し
、
そ
の
よ
う
な
振
る
舞
い
を
し
た

と
き
に
そ
れ
を
肯
定
す
る
と
い
う
よ
う
な
報
酬
構
造
が
あ
る
と
、
社
会
は
自
然
に
均
質
化
し
て
い
く
。
一
方
、
少
し
変
わ
っ
た
こ
と
を
し
た
ほ
う
が
賞

賛
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
、
社
会
の
中
に
個
性
が
輝
く
人
が
増
え
て
い
く
。

少
年
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
、
ど
の
よ
う
な「
報
酬
構
造
」の
中
に
い
て
あ
の
よ
う
な
個
性
を
輝
か
せ
た
か
、
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
当
時
の
ウ
ィ
ー

ン
の
宮
廷
が
、
他
人
と
似
た
よ
う
な
振
る
舞
い
、
全
体
の
調
和
を
何
よ
り
も
優
先
す
る
と
い
う
よ
う
な
報
酬
構
造
を
持
っ
た
場
所
で
あ
っ
た
ら
、
天
才

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
が
で
き
あ
が
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
脳
の
働
き
か
ら
複
雑
な
社
会
の
動
き
を
断
ず
る
の
は
、
乱
暴
な
よ
う
だ
が
、
そ
う
す
る
こ
と
で
見

え
て
く
る
真
実
も
あ
る
。
現
代
の
日
本
の
場
合
、「
お
互
い
に
人
と
違
っ
た
こ
と
を
や
っ
た
ら
ほ
め
合
お
う
」と
い
う
く
ら
い
割
り
切
っ
た
行
動
規
範
に

し
て
は
じ
め
て
、
社
会
が
変
わ
る
く
ら
い
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
に
結
実
す
る
の
で
は
な
い
か
。

と
こ
ろ
で
、「
個
性
」と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
他
者
と
の
絶
対
的
な
差
異
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
文
化
的
な
領
域
に
お
い
て
、
個
性

的
な
作
品
が
輝
き
、
多
く
の
人
に
賞
賛
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
て
こ
そ
で
あ
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
は
、
当
時
サ
リ
エ
リ

な
ど
の
流
行
作
曲
家
に
比
べ
る
と
、
難
し
い
と
い
う
評
判
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
を
同
時
代
の
人
が
受
容
し
た
の
は
、
リ
ズ
ム
や

メ
ロ
デ
ィ
ー
、
構
成
な
ど
、
人
々
の
間
で
共
有
さ
れ
て
い
た
音
楽
の
文
法
を
身
に
つ
け
て
い
た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
人
々
が
個
性
を
磨
く
際
の
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
が
提
起
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
の「
個
性
」と

は
、
他
人
と
の
や
り
と
り
を
通
し
て
（
オ
）カ

ク
ト
ク
さ
れ
る
共
通
の
基
盤
の
上
に
構
成
さ
れ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の「
共
通
の
基
盤
」の
核
と

し
て
、
言
語
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。「
個
性
」が
社
会
の
中
で
流
通
し
て
、
消
費
さ
れ
る
と
き
、
そ
こ
に
は
必
ず
社
会
全
体
で
共
有
さ
れ
て

い
る
了
解
事
項
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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「
権
利
」に
も
、
い
う
ま
で
も
な
く
社
会
に
お
い
て
共
通
の
基
盤
が
あ
る
。
も
と
も
と
、
個
人
の
権
利
が
無
限
に
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え

な
い
。
よ
く
知
ら
れ
た「
公
共
の
福
祉
」に
よ
る
制
約
が
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
権
利
の
保
護
や
行
使
は
個
人
で
は
完
結
せ
ず
、
司
法
制
度
を
中
核
と
す
る

社
会
の
イ
ン
フ
ラ
を
必
要
と
す
る
。

重
要
な
の
は
、
権
利
の
制
約
を
導
く
概
念
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
るＢ「
公
共
の
福
祉
」の
よ
う
な
概
念
を
大
文
字
の
そ
れ
と
し
て
不
用
意
に
立
て
て
し
ま

わ
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。「
権
利
」も
、
ま
た
、「
個
性
」と
同
じ
よ
う
に
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
そ
の
起
源
を
持
つ
。
人
々
の
権
利
認
識

も
ま
た
、
脳
の
一
般
的
な
学
習
原
理
に
も
と
づ
い
て
形
成
さ
れ
る
。
あ
る
社
会
が「
個
性
」や「
権
利
」を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
は
、
第
一
義
的
に
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
現
場
で
人
々
が
何
を
是
と
し
、
何
を
非
と
す
る
か
と
い
う
価
値
観
と
、
そ
れ
を
受
け
た
脳
内
の
報
酬
系
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
、
そ

し
て
強
化
学
習
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

他
者
と
の
共
通
基
盤
が
あ
っ
て
こ
そ
、「
個
性
」は
輝
く
。
こ
の

Ⅳ

の
中
に
こ
そ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
支
え
ら
れ
て
今
、
こ
こ
に
あ

る
私
た
ち
人
間
の
本
質
を
考
え
る
た
め
の
大
切
な
ヒ
ン
ト
が
あ
る
。

（
茂
木
健
一
郎『
思
考
の
補
助
線
』に
よ
る
）

（
注
）
＊
1賢

者
の
石
―
―
西
洋
に
お
い
て
、
物
質
の
性
質
を
変
え
る
、
人
間
に
不
老
不
死
を
も
た
ら
す
と
い
っ
た
力
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
石
。
こ

こ
で
は
�

社
会
の
状
況
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
�と
い
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

＊
2ト

リ
ガ
ー
―
―
出
来
事
の
き
っ
か
け
。

＊
3冒

頭
に
…
―
―
本
文
に
先
立
つ
部
分
で
筆
者
は
、
日
本
の
論
壇
で「
個
性
」の
行
き
す
ぎ
が「
戦
後
民
主
主
義
」と
か
ら
め
て
批
判
的
に
議
論

さ
れ
た
こ
と
に
対
し
疑
問
を
呈
し
て
い
る
。
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14

16

13

15

問　題（国語）2023 年度

16

傾
向
と
対
策　
　
　

２
０
２
２
年
度　
　

２
０
２
３
年
度　
　

２
０
２
１
年
度　
　

入
試
結
果
デ
ー
タ　
　

問　題（国語）2023 年度

（
エ
）
シ
ゲ
キ20

ａ

シ
ヨ
ウ
末
節
に
こ
だ
わ
る

ｂ

シ
ョ
ウ
シ
千
万
な
出
来
事

ｃ

大
シ
キ
ュ
ウ
取
り
掛
か
る

ｄ

シ
ン
シ
な
態
度
で
接
す
る

ｅ

世
相
を
フ
ウ
シ
し
た
作
品

（
オ
）
カ
ク
ト
ク

21

ａ

小
麦
を
シ
ュ
ウ
カ
ク
す
る

ｂ

通
学
路
の
カ
ク
フ
ク
工
事

ｃ

情
報
か
ら
カ
ク
ゼ
ツ
さ
れ
る

ｄ

歴
史
あ
る
会
社
の
エ
ン
カ
ク

ｅ

水
産
資
源
を
ラ
ン
カ
ク
す
る

　問
2

空
欄

ⅰ

に
入
る
一
文
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

22

ａ

個
性
を
磨
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
す
る
と
、
社
会
は
同
質
化
し
て
し
ま
う
。

ｂ

日
本
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
内
実
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

ｃ

力
学
を
ど
う
設
計
す
る
か
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
作
用
を
決
す
る
の
で
あ
る
。

ｄ

人
と
異
な
る
こ
と
を
排
除
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
、
厳
に
慎
む
必
要
が
あ
る
。

ｅ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
多
種
多
様
な
作
用
が
、
そ
の
社
会
の
あ
り
よ
う
を
決
め
る
。
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問
3

空
欄

Ⅰ

〜

Ⅳ

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ

い
。
な
お
、
二
つ
あ
る

Ⅱ

に
は
同
じ
語
が
入
る
。
Ⅰ

23

・
Ⅱ

24

・
Ⅲ

25

・
Ⅳ

26

Ⅰ

ａ

副
次
的

ｂ

突
発
的

ｃ

本
質
的

ｄ

積
極
的

ｅ

両
義
的

か
ん
こ
く
か
ん

ぶ
ん
す
い
れ
い

Ⅱ

ａ

函
谷
関

ｂ

剣
が
峰

ｃ

登
竜
門

ｄ

天
王
山

ｅ

分
水
嶺

ぐ
う
げ
ん

し
ん
げ
ん

Ⅲ

ａ

極
言

ｂ

甘
言

ｃ

寓
言

ｄ

箴
言

ｅ

放
言

Ⅳ

ａ

ド
グ
マ

ｂ

バ
イ
ア
ス

ｃ

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

ｄ

シ
ン
メ
ト
リ
ー

ｅ

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

　問
4

二
重
傍
線
部「
最
大
公
約
数
的
な
意
見
」の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

27

ａ

異
な
る
意
見
を
発
展
的
に
統
合
し
て
、
誰
も
が
納
得
す
る
よ
う
な
も
の
に
高
め
た
意
見

ｂ

複
数
の
意
見
の
食
い
違
っ
て
い
る
部
分
を
捨
象
し
、
共
通
部
分
を
抽
出
し
た
よ
う
な
意
見

ｃ

自
分
の
考
え
の
う
ち
、
他
人
か
ら
賞
賛
さ
れ
そ
う
な
内
容
だ
け
を
前
面
に
押
し
出
し
た
意
見

ｄ

社
会
の
中
で
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
考
え
を
一
つ
に
し
、「
同
化
」を
促
す
働
き
を
す
る
意
見

ｅ

他
人
が
発
し
た
考
え
の
う
ち
、
最
も
大
事
な
部
分
だ
け
を
わ
か
り
や
す
く
抜
き
出
し
た
意
見
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〈
看
護
学
部
志
願
者
の
み
解
答
し
て
く
だ
さ
い
〉

問
7

筆
者
の
主
張
を
踏
ま
え
る
と
、
日
本
社
会
に
お
い
て「
個
性
」が
輝
く
よ
う
な
組
織
を
形
成
す
る
に
は
ど
の
よ
う
な
点
に
気
を
付
け
れ
ば
よ
い

か
、
二
百
字
以
内
で
解
答
用
紙
に
述
べ
な
さ
い
。
な
お
、
自
分
が
こ
れ
ま
で
所
属
し
た
組
織
、
も
し
く
は
こ
れ
か
ら
所
属
す
る
可
能
性
の
あ
る
組

織
を
想
定
し
た
具
体
的
な
内
容
を
含
め
て
述
べ
る
こ
と
。

30
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〈
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
志
願
者
の
み
解
答
し
て
く
だ
さ
い
〉

問
5

傍
線
部
Ａ「『
強
化
学
習
』」と
あ
る
が
、
こ
こ
で
い
う「
強
化
」の
意
味
を
正
し
く
踏
ま
え
た
も
の
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の

中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

28

ａ

水
や
食
物
、
金
銭
、
さ
ら
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
他
者
か
ら
の
承
認
の
よ
う
な
外
部
的
報
酬
で
は
な
く
、
脳
内
報
酬
物
質
が

人
の
個
性
の「
強
化
」に
直
接
的
に
関
与
し
て
い
く
。

ｂ

進
化
の
淘
汰
圧
の
中
で
そ
れ
な
り
に
生
き
の
び
る
こ
と
の
で
き
る「
人
格
」を
一
つ
に
決
め
る
こ
と
は
で
き
ず
、
脳
内
報
酬
系
の
作
用
に
よ
っ

て
さ
ま
ざ
ま
な
方
向
に「
強
化
」さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

ｃ

個
性
を
よ
し
と
す
る
社
会
に
お
い
て
は
人
と
違
っ
て
い
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
る
傾
向
が
、
没
個
性
を
よ
し
と
す
る
社
会
に
お
い
て
は
人
と
同

じ
で
あ
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
る
傾
向
が「
強
化
」さ
れ
て
い
く
。

ｄ

人
は
他
人
と
同
じ
こ
と
が
評
価
さ
れ
れ
ば
そ
れ
以
後
も
同
様
の
振
る
舞
い
を
し
て
、
他
人
と
異
な
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
れ
ば
他
人
と
異
な
る

振
る
舞
い
を
し
て
賞
賛
さ
れ
た
い
と
い
う
思
い
が「
強
化
」さ
れ
る
。

ｅ

日
本
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状
は
不
幸
な
こ
と
に
個
性
を
強
化
す
る
方
向
に
は
働
か
ず
、
ウ
ィ
ー
ン
の
宮
廷
の
よ
う
な
あ
る
べ
き

「
報
酬
構
造
」を
備
え
た
場
所
で
こ
そ
個
性
の
輝
き
は「
強
化
」さ
れ
る
。

問
6

傍
線
部
Ｂ「『
公
共
の
福
祉
』の
よ
う
な
概
念
を
大
文
字
の
そ
れ
と
し
て
不
用
意
に
立
て
て
し
ま
わ
な
い
」と
あ
る
が
、
こ
れ
を
言
い
換
え
た
次
の

文
の
空
欄
に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
後
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

29

「
公
共
の
福
祉
」の
よ
う
な
概
念
を

の
も
の
と
し
な
い
。

ａ

金
科
玉
条

ｂ

厳
正
中
立

ｃ

大
言
壮
語

ｄ

外
交
辞
令

ｅ

格
物
致
知

―19―
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19

傾
向
と
対
策

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

入
試
結
果
デ
ー
タ

問　題（国語）2023 年度

問
5

傍
線
部
Ｃ「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
都
市
の
公
園
の
面
積
の
多
い
の
に
比
較
し
て
、
日
本
の
都
市
の
公
園
の
面
積
が
き
わ
め
て
少
な
い
」と

あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
た
理
由
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

11

ａ

日
本
人
に
と
っ
て
都
市
は
働
く
場
所
で
あ
り
、
憩
い
や
癒
や
し
は
不
要
で
あ
る
か
ら

ｂ

日
本
の
都
市
で
は
建
物
が
密
集
し
て
い
て
、
公
園
な
ど
作
る
余
地
が
な
か
っ
た
か
ら

ｃ

日
本
の
文
化
度
自
体
は
決
し
て
低
く
は
な
い
も
の
の
、
欧
米
に
は
劣
っ
て
い
る
か
ら

ｄ

日
本
人
が
、
公
園
を
人
工
的
な
自
然
と
位
置
づ
け
、
そ
の
価
値
を
認
め
て
い
な
い
か
ら

ｅ

日
本
に
は
、
人
間
が
自
然
を
改
変
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
が
定
着
し
て
い
な
い
か
ら

問
6

傍
線
部
Ｄ
・
Ｅ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

Ｄ

12

・
Ｅ

13

Ｄ

先
鋭
化

ａ

批
判
的
に
な
る

ｂ

急
進
的
に
な
る

ｃ

刹
那
的
に
な
る

ｄ

具
体
的
に
な
る

ｅ

反
動
的
に
な
る

― 8 ―

問
1

傍
線
部（
ア
）〜（
オ
）に
該
当
す
る
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

1

〜

5

（
ア
）
キ
す

1

ａ

医
学
の
発
展
に
キ
ヨ
す
る

ｂ

キ
カ
ク
を
立
案
す
る

ｃ

仏
門
に
キ
エ
す
る

ｄ

前
途
を
キ
グ
す
る

ｅ

勝
利
を
キ
ガ
ン
す
る

　
（
イ
）
コ
ン
カ
ン

2

ａ

同
窓
会
の
カ
ン
ジ
を
引
き
受
け
る

う
そ

ｂ

相
手
の
噓
を
カ
ン
パ
す
る

ｃ

カ
ン
ジ
ン
な
と
こ
ろ
で
失
敗
す
る

ｄ

収
益
を
社
員
に
カ
ン
ゲ
ン
す
る

ｅ

カ
ン
ケ
ツ
な
発
言
を
心
が
け
る

（
ウ
）
ト
ウ
タ
ツ

3

ａ

初
対
面
で
意
気
ト
ウ
ゴ
ウ
す
る

ｂ

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
が
ト
ウ
ラ
イ
し
た

ｃ

ト
ウ
テ
ツ
し
た
理
論
を
展
開
す
る

ｄ

現
実
か
ら
ト
ウ
ヒ
し
て
は
い
け
な
い

ｅ

最
新
の
機
能
を
ト
ウ
サ
イ
す
る

― 5 ―

（
エ
）
シ
ャ
ダ
ン

4

ａ

シ
ャ
コ
ウ
心
を
あ
お
る
宣
伝

ｂ

ヨ
ウ
シ
ャ
な
い
批
判
を
浴
び
る

ｃ

外
は
シ
ャ
ジ
ク
を
流
す
大
雨
だ

ｄ

今
は
シ
ャ
ニ
無
二
努
力
す
べ
き
だ

ｅ

遠
く
の
山
々
が
シ
ャ
ヨ
ウ
に
映
え
る

　
（
オ
）
コ
ク
メ
イ

5

ａ

あ
ま
り
に
も
ザ
ン
コ
ク
な
仕
打
ち

ｂ

世
界
有
数
の
コ
ク
ソ
ウ
地
帯

ｃ

裁
判
長
に
よ
る
無
罪
の
セ
ン
コ
ク

ｄ

欲
望
を
チ
ョ
ウ
コ
ク
し
て
成
長
す
る

ｅ

あ
た
り
一
面
シ
ッ
コ
ク
の
闇

問
2

空
欄

Ⅰ

〜

Ⅲ

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ

い
。
Ⅰ

6

・
Ⅱ

7

・
Ⅲ

8

Ⅰ

ａ

総
合
的

ｂ

選
択
的

ｃ

分
析
的

ｄ

前
衛
的

ｅ

理
論
的

Ⅱ

ａ

さ
ら
に

ｂ

け
れ
ど
も

ｃ

ま
た

ｄ

な
ぜ
な
ら

ｅ

た
と
え
ば

し
ゅ
ん
べ
つ

Ⅲ

ａ

超
越

ｂ

否
定

ｃ

止
揚

ｄ

峻
別

ｅ

志
向

― 6 ―

問
3

傍
線
部
Ａ「
そ
う
し
た
傾
向
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

9

ａ

か
な
り
早
い
段
階
か
ら
、
す
で
に
近
代
科
学
技
術
文
明
は
破
産
的
情
況
に
あ
っ
た
と
見
な
す
傾
向

ｂ
「
公
害
」を
始
め
と
す
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
現
象
の
破
局
的
情
況
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
傾
向

ｃ

科
学
技
術
文
明
の
行
き
づ
ま
り
を
認
め
る
こ
と
な
く
、
そ
の
未
来
を
前
向
き
に
捉
え
る
と
い
う
傾
向

ｄ

科
学
技
術
の
可
能
性
を
や
み
く
も
に
信
じ
て
疑
お
う
と
し
な
い
姿
勢
を
批
判
し
て
い
く
と
い
う
傾
向

ｅ

現
代
社
会
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の
原
因
を
科
学
技
術
文
明
の
行
き
づ
ま
り
に
求
め
る
と
い
う
傾
向

問
4

傍
線
部
Ｂ「
そ
れ
」が
指
示
す
る
内
容
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

10

ａ

科
学
で
自
然
現
象
を
解
明
し
よ
う
と
い
う
意
識

ｂ

自
然
を
解
明
や
支
配
の
対
象
と
認
識
す
る
立
場

ｃ

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
現
わ
れ
た
西
欧
思
想

ｄ

人
間
の
持
つ
能
力
を
過
大
に
見
積
も
る
感
覚

ｅ

自
然
は
人
間
に
支
配
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
思
潮

― 7 ―

6

8

5

7

18

傾
向
と
対
策　
　
　

２
０
２
２
年
度　
　

２
０
２
３
年
度　
　

２
０
２
１
年
度　
　

入
試
結
果
デ
ー
タ　
　

問　題（国語）2023 年度

Ｅ

趨
勢

ａ

捉
え
方

ｂ

激
し
さ

ｃ

動
向

ｄ

厳
密
さ

ｅ

詳
細
さ

　問
7

傍
線
部
Ｆ「
従
来
の『
科
学
』の
方
向
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

14
ａ

対
象
を
原
子
論
的
手
法
に
よ
っ
て
で
き
る
だ
け
詳
細
、
精
密
に
調
べ
上
げ
る
こ
と
で
、
そ
の
あ
り
よ
う
を
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
方

向
ｂ

対
象
の
持
つ
個
別
性
や
特
殊
性
を
排
除
し
、
あ
く
ま
で
数
値
的
、
数
量
的
に
調
べ
上
げ
る
こ
と
で
、
そ
の
本
質
を
見
極
め
て
い
こ
う
と
す
る

方
向

ｃ

対
象
の
振
る
舞
い
を
時
間
的
な
経
過
に
し
た
が
っ
て
厳
密
に
調
べ
上
げ
、
再
現
し
て
い
く
な
か
で
、
そ
の
性
質
を
把
握
し
て
い
こ
う
と
す
る

方
向

ｄ

対
象
を
細
か
い
要
素
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
間
の
関
係
性
を
綿
密
に
調
べ
上
げ
て
い
く
な
か
で
、
そ
の
全
体
性
に
迫
っ
て
い
こ
う
と
す

る
方
向

ｅ

対
象
を
一
つ
の
全
体
と
捉
え
、
そ
の
あ
り
よ
う
を
詳
細
か
つ
精
密
に
調
べ
上
げ
て
い
く
な
か
で
、
そ
の
全
容
を
捉
え
て
い
こ
う
と
す
る
方
向

― 9 ―

問
8

傍
線
部
Ｇ「
同
じ
よ
う
な
視
点
」と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

15
ａ

現
在
の
科
学
理
論
や
技
術
体
系
を
あ
て
は
め
て
い
く
な
か
で
、
は
じ
め
て
対
象
の
あ
り
よ
う
が
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
と
い
う
見
方

ｂ

現
代
の
科
学
理
論
や
そ
こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
技
術
に
と
っ
て
、
対
象
の
あ
り
よ
う
の
把
握
が
最
大
の
難
関
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
見
方

ｃ

現
在
の
科
学
理
論
や
そ
れ
を
基
に
生
ま
れ
た
科
学
技
術
の
限
界
を
、
対
象
の
あ
り
よ
う
が
あ
か
ら
さ
ま
に
し
て
し
ま
う
と
い
う
見
方

ｄ

現
代
の
科
学
理
論
や
技
術
体
系
へ
の
正
確
な
理
解
が
な
い
限
り
、
対
象
の
あ
り
よ
う
の
全
体
的
把
握
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
見
方

ｅ

現
在
の
科
学
理
論
や
そ
れ
に
基
づ
く
技
術
体
系
で
は
、
対
象
の
あ
り
よ
う
を
完
全
に
捉
え
切
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
と
い
う
見
方

―10―10 9

�

次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

個
性
は
、
他
人
と
の
や
り
と
り
の
中
で
磨
か
れ
る
。
日
本
の
中
に
、
個
性
を
磨
く
た
め
に
必
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
る
ま
い
。
む
し
ろ
、
ノ
ウ
（
ア
）コ

ウ
す
ぎ
る
く
ら
い
だ
ろ
う
。
問
題
な
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
内
実
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お

け
る
力
学
の
働
き
方
に
よ
っ
て
は
、
個
性
を
大
切
に
す
る
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
国
も
、
没
個
性
を
よ
し
と
す
る
風
潮
が
見
ら
れ
ぬ
で
も
な
か
っ
た
一
時

期
の
日
本
の
よ
う
な
国
も
で
き
あ
が
る
。

ⅰ

他
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
お
互
い
を
同
質
化
す
る
（
イ
）ケ

イ
キ
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
テ
ィ
ー
ン
エ
ー
ジ
ャ
ー
の
と

き
に
は
、「
ピ
ア
・
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
」と
呼
ば
れ
る
、
人
と
異
な
る
見
か
け
や
振
る
舞
い
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
顕
著
と
な
る
。
中
学
生
の
頃
、

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
た
こ
と
を
や
っ
て
か
ら
か
わ
れ
た
り
、
ま
た
、
自
分
も
か
ら
か
う
側
に
立
っ
た
経
験
が
あ
る
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
同
化
作
用
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
に
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
必
ず
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
人
に
な
っ
て
も

Ⅰ

に
変
わ
ら
な
い
し
、
社
会
全
体
と
し
て
も
明

確
な
傾
向
と
し
て
存
在
し
続
け
る
。
そ
の
よ
う
な
同
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
れ
ば
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
通
じ
る
こ
と
は
、
歴
史
が
証
言
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
お
互
い
の
個
性
を
際
だ
た
せ
る
効
果
も
あ
る
。
同
化
作
用
の
こ
と
を
考
え
る
と
逆
説
的
に
も
思
わ
れ

る
が
、
他
者
と
の
濃
密
な
関
係
性
を
持
つ
こ
と
が
、
個
性
を
際
だ
た
せ
る
た
め
に
必
要
な
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
を
提
供
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
作

曲
家
と
し
て
の
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
個
性
が
、
当
時
の
ウ
ィ
ー
ン
を
中
心
と
す
る
濃
密
な
音
楽
サ
ー
ク
ル
が
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え

て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
歴
史
上
、
文
化
の
領
域
に
お
い
て
ユ
ニ
ー
ク
な
個
性
の
峰
々
が
立
つ
と
き
に
は
、
そ
の
背
後
に
は
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

濃
密
な
行
き
交
い
を
ナ
イ
（
ウ
）ホ

ウ
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
っ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
持
つ
そ
の
よ
う
な
働
き
を「
個
性
化
作
用
」と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
と
す
れ
ば
、「
同
化
作
用
」と「
個
性
化
作
用
」の

Ⅱ

は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
日
本
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状
が
、
不
幸
に
し
て「
個
性
化
作
用
」よ
り
も「
同
化
作
用
」が
勝
る

も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
形
勢
を
逆
転
す
る
た
め
の「＊
1賢

者
の
石
」は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

―12―

問
9

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

16

ａ

自
然
は
人
間
の
た
め
に
存
在
す
る
と
い
う
傲
慢
な
考
え
に
基
づ
く
近
代
科
学
や
そ
れ
が
生
み
出
し
た
科
学
技
術
が
、
現
代
文
明
を
破
滅
に
追

い
込
も
う
と
し
て
い
る
。

ｂ

人
間
に
は
、
自
然
を
自
分
た
ち
の
都
合
の
い
い
よ
う
に
改
変
で
き
る
能
力
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
西
欧
的
な
考
え
方
が
、
近
代
日
本
の
発

展
の
原
動
力
と
な
っ
た
。

ｃ

対
象
を
精
密
に
網
羅
的
に
分
析
し
て
い
く
と
い
う
近
代
科
学
の
方
法
は
、
多
く
の
成
果
を
挙
げ
て
き
た
も
の
の
、
そ
の
方
法
で
は
捉
え
ら
れ

な
い
も
の
も
存
在
す
る
。

ｄ

現
代
科
学
が
抱
え
る
最
大
の
難
問
の
一
つ
で
あ
る
、
パ
タ
ー
ン
問
題
の
解
明
の
た
め
に
、
全
体
論
的
手
法
と
し
て
の
ホ
ー
リ
ズ
ム
が
多
大
な

貢
献
を
果
た
し
た
。

ｅ

生
物
に
と
っ
て
の
生
や
死
と
い
う
出
来
事
は
、
対
象
を
客
観
化
し
物
質
的
に
扱
う
近
代
科
学
は
関
わ
る
べ
き
で
は
な
い
、
厳
粛
な
も
の
な
の

で
あ
る
。
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説
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説
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ー
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次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 5 ～ 7 。

mを実数の定数とする。xの2次関数 y＝－12 x2＋2mx＋4m2－5m－6の

グラフを C とする。

⑴ グラフ C の頂点の座標は 5 である。

5 の解答群

ａ �

�

－m，92 m2－5m－6�
�

ｂ �

�

m，92 m2－5m－6�
�

ｃ （－2m，6m2－5m－6） ｄ （2m，2m2－5m－6）

ｅ （2m，6m2－5m－6）

⑵ グラフ C と y軸との交点の y座標が負であるような mの値の範囲は 6

である。

6 の解答群

ａ －2＜ m＜ 34 ｂ －1＜ m＜ 32 ｃ －32 ＜ m＜1

ｄ －34 ＜ m＜2 ｅ m＜－2，34 ＜ m

⑶ x≧0における2次関数 y＝－12 x2＋2mx＋4m2－5m－6の最大値をM

とすると，m＜0のとき，M ＝ 7 である。

7 の解答群

ａ 2m2－5m－6 ｂ 3m2－5m－6 ｃ 4m2－5m－6

ｄ 9
2 m2－5m－6 ｅ 6m2－5m－6

― 3 ―

�

次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 8 ～ 10 。

AB＝5，BC＝8の△ABCがある。辺 BCの中点をMとし，cos∠AMB＝ 57

とする。

⑴ 線分 AMの長さは 8 である。

8 の解答群

ａ 7 ｂ 9
7 ｃ 87

7 ｄ �

223
7 ｅ �

609
7

⑵ △ABCの面積は 9 である。

9 の解答群

ａ 20 ｂ 4
�

6 ｃ 8
�

6 ｄ 40
�

6
7 ｅ 72

�

6
49

⑶ 辺 ACの長さは 10 である。

10 の解答群

ａ
�

15 ｂ
�

73 ｃ
�

85 ｄ
�

97 ｅ
�

105

― 4 ―

⑷ 男子4人，女子6人の合わせて10人に小テストを行ったところ，10人の得点

の平均値は6．6点，分散は6．04であり，女子の得点の平均値は7点，分散は3

であった。このとき，男子の得点の平均値と分散は， 4 である。

4 の解答群

ａ 平均値4点，分散10．6 ｂ 平均値4点，分散30

ｃ 平均値6点，分散10 ｄ 平均値6点，分散10．6

ｅ 平均値6点，分散12．5

― 2 ―

�

次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 1 ～ 4 。

⑴ 不等式�
�

2x＋1�＜7を満たす整数 xの個数は全部で 1 個である。

1 の解答群

ａ 8 ｂ 10 ｃ 11 ｄ 12 ｅ 13

⑵ x，yを自然数とする。命題「 x2＋ y2 が偶数ならば，x，yはともに偶数であ

る。」の対偶は「 2 」である。

2 の解答群

ａ x2＋ y2 が奇数ならば，x，yはともに奇数である。

ｂ x2＋ y2 が奇数ならば，x，yの少なくとも一方は奇数である。

ｃ x，yがともに偶数ならば，x2＋ y2 は偶数である。

ｄ x，yがともに奇数ならば，x2＋ y2 は奇数である。

ｅ x，yの少なくとも一方が奇数ならば，x2＋ y2 は奇数である。

⑶ 90°＜ θ＜180°とする。3sin θ＋ cos θ＝1のとき，tan θ＝ 3 であ

る。

3 の解答群

ａ －43 ｂ －34 ｃ －13 ｄ 4
3 ｅ 3

4

― 1 ―1
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問　題（数学）2023 年度

20

傾
向
と
対
策　
　
　

２
０
２
２
年
度　
　

２
０
２
３
年
度　
　

２
０
２
１
年
度　
　

入
試
結
果
デ
ー
タ　
　

問　題（国語）2023 年度

�

次
の
文
章
は
一
九
七
〇
年
代
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

近
代
科
学
技
術
文
明
の
破
産
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
だ
し
て
す
で
に
久
し
い
。
と
く
に
、
現
今
の
い
わ
ゆ
る「
公
害
」を
始
め
と
し
て
、
文
化
現
象
の

破
局
的
情
況
と
評
さ
れ
る
も
の
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
問
題
に
つ
い
て
、
科
学
技
術
文
明
の「
行
き
づ
ま
り
」に
そ
の
原
因
を
求
め
る
の
が
、
今
日

的
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
一
方
に
、
科
学
技
術
に
対
す
る
あ
り
よ
う
の
な
い
よ
う
な
無
反
省
な
オ
プ
テ
ィ
ミ
ズ
ム
が
あ
り
、
そ
れ
に
対

あ
ら

す
る
批
判
と
い
う
形
で
現
わ
れ
た
科
学
技
術
文
明
否
定
の
姿
勢
が
、Ａ
そ
う
し
た
傾
向
を
助
長
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
一
方
か

ら
言
え
ば
、
今
日
の
文
明
の「
行
き
づ
ま
り
」は
、
単
に
科
学
技
術
に
の
み
（
ア
）キ

す
べ
き
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。

し
か
し
、
人
間
の
手
に
よ
る
自
然
支
配
と
い
う
近
代
科
学
の
最
大
の＊
1モ

テ
ィ
ー
フ
が
、
一
つ
の
重
大
な
結
果
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と
だ
け
は
確
か

で
あ
ろ
う
。
自
然
は
、
人
間
の�

た�

め�

に
存
在
す
る
。
人
間
の
た
め
に
は
、
自
然
は
、
い
か
な
る
改
変
も
あ
え
て
受
け
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ま

た
人
間
に
は
そ
れ
だ
け
の
能
力
が
あ
る
。

こ
う
し
た
感
覚
は
、
近
代
科
学
に
と
っ
て
、
自
然
現
象
の
解
明
と
、
そ
の
解
明
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
自
然
現
象
の
人
為
的
支
配
可
能
性
と
い
う
、
最

も
基
本
的
な
立
脚
点
の
根
拠
を
与
え
て
く
れ
た
。
こ
れ
は
、
西
欧
の
中
世
末
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
顕
著
に
現
わ
れ
た
西
欧
思
想
の
底
流
で
あ
り
、Ｂ
そ

れ
を
欠
い
て
近
代
科
学
技
術
は
あ
り
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
の
日
本
に
お
い
て
、
そ
う
し
た
自
然
の
人
為
的
支
配
を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
す
る
西
欧
近
代
科
学
技
術
を
、
文
化
の
基
本
態
と
し
て

お
こ

確
立
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
自
然
を
人
間
の
手
で
改
変
し
て
い
く
こ
と
に
連
な
る
の
だ
、
と
い
う
点
を
は
っ
き
り
認
識
し
た
形
で
行
な
わ
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、Ｃ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
都
市
の
公
園
の
面
積
の
多
い
の
に
比
較
し
て
、
日
本
の
都
市
の
公
園
の
面
積
が
き
わ
め
て
少
な
い
こ
と
が

た
び
た
び
指
摘
さ
れ
る
。
そ
れ
は
事
実
に
は
違
い
な
い
の
だ
が
、
だ
か
ら
日
本
は
文
明
度
が
ま
だ
低
い
、
と
い
う
発
想
を
私
は
と
り
た
く
な
い
。
公
園

と
い
う
の
は
、
い
わ
ば
、
人
工
の
自
然
で
あ
る
。
自
然
を
、
人
間
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
形
で
、
都
市
と
い
う
、
自
然
か
ら
人
工
的
に
切
り
離
さ
れ
た

存
在
の
な
か
に
、
あ
ら
た
め
て
持
ち
込
も
う
、
と
い
う
の
が
、
公
園
の
発
想
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
形
で
の
人
工
的
自
然
を
、
価
値
の
上
か

― 1 ―

ら
認
め
な
い
の
が
、
日
本
的
な
概
念
枠
な
の
で
は
な
い
か
。

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
が
、
西
欧
近
代
科
学
技
術
の
体
系
を
本
格
的
に
導
入
し
て
以
来
、
一
〇
〇
年
が
過
ぎ
た
現
在
で
も
、
日
本
の
な
か
に
、
西

欧
近
代
の
思
想
的
基
調
が
定
着
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
部
分
的
に
は
、
確
言
で
き
る
。

い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
日
本
の
情
況
は
、
西
欧
近
代
科
学
本
来
の
問
題
と
、
こ
う
し
た
日
本
の
特
殊
な
問
題
と
が

重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
点
を
混
同
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

西
欧
近
代
科
学
技
術
体
系
を
直
接
構
築
し
て
い
る
柱
は
、
第
一
に＊
2原

子
論
的
な
思
考
様
式
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、

Ⅰ

方
法
に
よ
る「
完

全
で
、
詳
細
で
、
網
羅
的
で
、
機
械
論
的
な
」自
然
記
述
で
あ
り
、
第
二
に
、
そ
う
し
た
記
述
か
ら
得
ら
れ
る
知
識
体
系
を
足
が
か
り
に
し
た
自
然
の

人
為
的
支
配
に
あ
っ
た
。
前
者
は「
科
学
」を
、
後
者
は「
技
術
」を
、
そ
れ
ぞ
れ
主
と
し
て
裏
づ
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
第
一
の
観
点
は
、
こ
れ
ま
で
歴
史
の
な
か
で
あ
ま
り
に
も
見
事
な
成
功
を
収
め
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
科
学
」と
い
う
概
念
そ
の
も
の
の
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

Ⅱ

、
こ
こ
に
ま
っ
た
く
問
題
が
な
い
か
と
い
え
ば
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。
自
然
現
象
を
分
析
す
る
こ
と
、

分
析
さ
れ
た
要
素
の
状
態
を
詳
細
に
網
羅
的
に
描
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
分
析
さ
れ
な
い
前
の
現
象
を
再
構
築
す
る
こ
と
、
こ
れ
こ
そ
科
学
の
あ

る
べ
き
姿
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
道
は
科
学
で
は
あ
り
得
な
い
、
と
い
う
立
場
が
、
近
代
西
欧
科
学
を
築
き
上
げ
る
コ
ン
（
イ
）カ

ン
の
思
想
で
あ
っ
た
け

め

れ
ど
も
、
そ
の
思
想
をＤ
先
鋭
化
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
記
述
・
描
写
さ
れ
る
べ
き
も
と
の
現
象
か
ら
脱
落
し
て
し
ま
う
こ
と
が
ら
が
あ
っ
た
こ
と
に
眼
を

留
め
ね
ば
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
、
全
体
的
な
概
念
を
、
脱
落
し
た
一
つ
の
こ
と
が
ら
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ア
ト
ミ
ズ
ム
と＊
3ホ

ー
リ
ズ
ム
と
の
対
立
は
、

す
う
せ
い

科
学
の
歴
史
を
通
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
に
見
ら
れ
る
が
、
近
代
科
学
のＥ
趨
勢
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
ア
ト
ミ
ズ
ム
を
極
限
ま
で
追
究
す
る
方
向
に

向
い
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
で
き
る
だ
け
詳
細
、
精
密
に
、
で
き
る
だ
け
網
羅
的
に
、
と
い
う「
精
密
科
学
」〈exactsciences

〉の
理
念
は
、
必

然
的
に
ア
ト
ミ
ズ
ム
を

Ⅲ

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

よ
う
や

し
か
し
、
現
在
の
科
学
理
論
と
そ
れ
に
基
づ
く
技
術
体
系
の
な
か
で
、
漸
く
最
大
の
難
問
の
一
つ
と
な
り
始
め
て
い
る「
パ
タ
ー
ン
」を
例
に
と
れ

と
り
あ
つ
か

ば
、
そ
れ
が
、
心
理
学
の
分
野
で「
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
」〈G

estalt

〉と
い
う
形
で
言
い
立
て
ら
れ
て
以
来
、
多
く
の「
科
学
的
取
扱
い
」の
試
み
を
受
け
な

― 2 ―2 1

（
注
）
＊
1モ

テ
ィ
ー
フ
―
―
動
機
。
そ
の
も
の
を
動
か
す
要
因
。

＊
2原

子
論
―
―
そ
れ
ぞ
れ
の
も
の
は
、
そ
れ
以
上
分
割
で
き
な
い
極
微
小
な
物
質
か
ら
な
る
と
い
う
考
え
。
後
述
さ
れ
る「
ア
ト
ミ
ズ
ム
」も

こ
れ
と
同
じ
。

＊
3ホ

ー
リ
ズ
ム
―
―
あ
る
全
体
は
、
部
分
の
算
術
的
総
和
以
上
の
も
の
で
あ
り
、
部
分
や
要
素
に
分
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
考

え
。
全
体
論
。

＊
4マ

ト
リ
ッ
ク
ス
―
―
こ
こ
で
は「
数
字
の
羅
列
」と
い
っ
た
意
味
。

― 4 ―

が
ら
、
し
か
も
、
現
在
い
ま
だ
に
、
こ
れ
を
統
一
的
に
取
り
扱
う「
科
学
」理
論
の
出
現
を
見
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
は「
精
密
科
学
」の
モ
テ
ィ
ー

フ
が
推
進
し
て
き
たＦ
従
来
の「
科
学
」の
方
向
に
、
欠
落
し
て
い
た
局
面
と
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
数
学
で
登
場
す
る「
写
像
」と
い
う
概
念
は
、
パ
タ
ー
ン
の
問
題
に
対
す
る
西
欧
科
学
体
系
か
ら
の
一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
形
成
し
て
い

る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
郵
便
番
号
読
取
機
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
パ
タ
ー
ン
と
い
う
概
念
の
把
握
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
、
現
代
技

術
は
あ
る
程
度
成
功
し
て
い
る
と
言
え
る
。
け
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
人
間
が
、
認
識
過
程
で
行
な
っ
て
い
る「
パ
タ
ー
ン
把
握
」は
、
現
在
の
科
学
理

論
や
技
術
が
（
ウ
）ト

ウ
タ
ツ
し
て
い
る
よ
う
な
方
法
や
形
式
で
は
、
完
全
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
数
学
の「
写
像
」の

概
念
の
裏
に
あ
る
よ
う
な
、
集
合
と
そ
の
元
と
の
間
の「
関
係
」を
基
礎
と
し
た
要
素
論
的
、
原
子
論
的
な
方
法
で
も
、
あ
る
い
は
、
郵
便
番
号
読
取
機

の
よ
う
な
、＊
4マ

ト
リ
ッ
ク
ス
を
網
羅
的
に
ス
キ
ャ
ン
し
よ
う
と
す
る
や
は
り
要
素
論
的
な
方
法
で
も
捉
え
切
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
の
よ
う
に
思
わ

れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
端
的
に
言
っ
て
、「
全
体
的
」な
概
念
な
の
で
あ
る
。

別
の
例
を
と
っ
て
み
れ
ば
、「
生
命
」の
問
題
に
も
、Ｇ
同
じ
よ
う
な
視
点
が
あ
て
は
ま
る
。
仮
に
、
あ
る
単
細
胞
動
物
と
そ
れ
に
栄
養
を
与
え
る
培
地

と
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
完
全
に
外
界
か
ら
（
エ
）シ

ャ
ダ
ン
さ
れ
て
い
る
と
し
よ
う
。
そ
の
閉
じ
た
系
の
な
か
の
物
質
現
象
を
（
オ
）コ

ク
メ
イ
に
分
析
的
に
調
べ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、
系
の
な
か
で
起
こ
っ
た
現
象
を
継
時
的
に
、
網
羅
的
に
、
書
き
並
べ
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
よ
う
。
そ
の
記
述
は
、
現
在
の
科
学
理

論
か
ら
言
え
ば
、
原
子
論
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

り
ん

ふ
る
ま

あ
た

炭
素
原
子
や
窒
素
原
子
や
、
燐
原
子
の
振
舞
い
が
、
能
う
限
り
詳
し
く
記
述
さ
れ
た
と
し
よ
う
。
こ
の
と
き
、
こ
の
系
の
な
か
の
単
細
胞
動
物
が
、

あ
る
時
刻（
そ
れ
は
必
ず
し
も
、
厳
密
な
時
間
点
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
時�

間�

幅
を
も
っ
た
ル
ー
ス
な
時
間
で
あ
っ
て
よ
い
）を
境
に
、
死
ん
だ
と
し
て

み
よ
う
。
先
に
描
い
た
網
羅
的
な
原
子
論
的
記
述
を
読
み
、
調
べ
た
な
ら
ば
、
問
題
の
時
刻
を
境
に
、
そ
の
動
物
が
、
生
の
状
態
か
ら
死
の
状
態
へ
う

わ
か

つ
り
変
わ
っ
た
こ
と
が
判
る
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
判
る
ま
い
。

生
と
か
死
と
か
の
概
念
は
、
そ
う
し
た
分
析
し
た
結
果
の
、
要
素
の
振
舞
い
を
い
く
ら
集
め
て
も
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
端
的

に
、
一
匹
の
単
細
胞
動
物
と
い
う「
全
体
」を
対
象
に
し
て
、
は
じ
め
て
得
ら
れ
る
概
念
で
あ
る
。

（
村
上
陽
一
郎『
西
欧
近
代
科
学
』に
よ
る
。
出
題
の
都
合
上
、
一
部
中
略
し
た
箇
所
が
あ
る
）

― 3 ―
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�

次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ 図1のように，質量M のエレベーターの底面に質量 mの物体が置かれている。

初め静止していたエレベーターが時刻 t＝0からロープによって引かれ，一定の
加速度で上昇をはじめ，時刻 t＝ t1で速度が v0になった。その後，エレベー

ターは一定の加速度で減速して，時刻 t＝3t1に静止した。図2はエレベーター
の速度 vと時刻 tの関係を表したグラフである。ただし，鉛直上向きを速度の正

の向きとし，重力加速度の大きさを gとする。また，エレベーターが上昇して

いる間，物体がエレベーターの底面から浮き上がることはないものとする。

ロープ

物体 m

エレベーター
M

t 0 t1 2t1 3t1

v0

v

図1 図2

問1 時刻 t＝0から時刻 t＝2t1までにエレベーターが上昇した距離はいくら
か。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 5

ａ 3
4 v0 t1 ｂ v0 t1 ｃ 5

4 v0 t1

ｄ 3
2 v0 t1 ｅ 7

4 v0 t1

― 4 ―

問3 次の図のように，距離1．6m離れた2点 A，Bに同じ振幅で周期0．20sの

横波の正弦波を同位相で出す波源がある。これらの波源から出た波は AB間を

互いに逆向きに速さ4．0m／sで進み，AB間に定常波ができた。この定常波の

隣り合う腹と腹の間隔は ア mであり，AB間にできる節の数は

イ 個である。

空欄 ア ・ イ に入れる数値の組合せとして最も適当なものを，

下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 3

1.6 m

A B

ア イ

ａ 0．40 4

ｂ 0．40 6

ｃ 0．40 8

ｄ 0．80 4

ｅ 0．80 6

― 2 ―

�

次の問い（問1～4）に答えなさい。

問1 時刻 t＝0に地面から鉛直上向きに，ある初速度で投げ上げられた小球が，
時刻 t＝T に地面からの高さ H の最高点に達した。時刻 t＝ 12 T における小

球の地面からの高さとして最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びな

さい。ただし，重力加速度の大きさは地面からの高さによらず一定であるとし，

空気の抵抗は無視できるとする。 1

ａ 1
4 H ｂ �

2
4 H ｃ 1

2 H ｄ �

2
2 H ｅ 3

4 H

問2 次の図のように，断熱材でできた容器に温度0℃，質量14gの氷が入って

いる。この容器の中に温度25℃の水を注ぐと，全体が0℃の水になった。注

いだ水の質量は何 gか。最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びな

さい。ただし，氷の融解熱を330J／g，水の比熱（比熱容量）を4．2J／（g・K）と

し，容器の熱容量は無視でき，熱は水と氷の間でだけでやりとりされるものと

する。 2

氷 0 ℃ 水 25 ℃
14 g

ａ 24g ｂ 36g ｃ 44g ｄ 65g ｅ 80g

― 1 ―

問4 次の図のように，水平となす角 θの粗い斜面を質量 mの小物体が一定の速

さ vですべり降りている。このとき小物体が失う力学的エネルギーは摩擦によ

る熱エネルギーに変換される。単位時間に発生する熱エネルギーの大きさとし

て最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。重力加速度の大き

さを gとする。 4

θ

m
v

ａ mgv ｂ mgv sinθ ｃ mgv cosθ

ｄ mgv
sinθ

ｅ mgv
cosθ

― 3 ―
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問　題（数学）2023 年度

�

次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 17 ～ 19 。

⑴ 等式 xy－2x－3y＝1を満たす整数 x，yの組は全部で 17 組ある。

17 の解答群

ａ 1 ｂ 2 ｃ 4 ｄ 5 ｅ 6

⑵
�

a2＋56が自然数になるような自然数 aは 18 個あり，そのうち，a

が最小のとき，
�

a2＋56＝ 19 である。

18 の解答群

ａ 2 ｂ 4 ｃ 6 ｄ 8 ｅ 10

19 の解答群

ａ 5 ｂ 9 ｃ 13 ｄ 14 ｅ 15

― 7 ―

�

次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 14 ～ 16 。

AB＝ AC＝6，∠CAB＝120°の二等辺三角形 ABCがある。辺 BCを1：2に

内分する点を Dとし，直線 ADと△ABCの外接円の交点のうち，A でない方の点

を Eとする。

⑴ BE：EC＝ 14 である。

14 の解答群

ａ 1：2 ｂ 1：3 ｃ 1：4 ｄ 2：3 ｅ 3：5

⑵ 線分 ADの長さは 15 である。

15 の解答群

ａ
�

3 ｂ 2
�

3 ｃ 3
�

3 ｄ 8
�

3
5 ｅ 16

�

3
5

⑶ 線分 DEの長さは 16 である。

16 の解答群

ａ 2
�

3 ｂ 3
�

3 ｃ 4
�

3 ｄ 9
�

3
2 ｅ 9

�

3
4

― 6 ―

�

次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 11 ～ 13 。

6個の数字0，1，2，3，4，5の中の異なる5個の数字を使って5桁の自然

数をつくる。

⑴ つくることができる5桁の自然数は全部で 11 個ある。

11 の解答群

ａ 120 ｂ 144 ｃ 600 ｄ 660 ｅ 720

⑵ つくることができる5桁の自然数のうち，3で割り切れる自然数は全部で

12 個ある。

12 の解答群

ａ 96 ｂ 120 ｃ 144 ｄ 216 ｅ 240

⑶ つくることができる5桁の自然数を小さい順に並べるときに，24135は

13 番目である。

13 の解答群

ａ 52 ｂ 54 ｃ 202 ｄ 222 ｅ 226

― 5 ―5
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問2 空欄 イ に入れる式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 17

ａ 1
n1

ｂ 1
n2

ｃ n2
n1

ｄ n1
n2

ｅ n2－1

問3 空欄 ウ に入れる式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 18

ａ 1
n1

ｂ 1
n2

ｃ n2
n1

ｄ n1
n2

ｅ n1－1

―12―

問6 小物体が円板上ですべらずに円板と一体となって円運動するために必要な

静止摩擦係数の条件として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選び

なさい。 15

ａ μ≧ gω
r

ｂ μ≧ gω2

r
ｃ μ≧ r2ω

g

ｄ μ≧ rω2

g
ｅ μ≧ ω

2

gr

―10―

Ｂ 図2のように，円板の中心を通る鉛直な軸を回転軸として，水平面内を角速度

ωで回転している円板がある。円板の中心から距離 r 離れた位置に質量 mの小

物体が置かれており，円板上ですべることなく円板と同じ角速度で回転している。

小物体と円板の上面の間の静止摩擦係数を μとし，重力加速度の大きさを gと

する。

円板

ω

m
r

図2

問4 円板の単位時間あたりの回転数として最も適当なものを，次のａ～ｅの中

から一つ選びなさい。 13

ａ ω

2π ｂ 2ω
π

ｃ π

2ω ｄ 2π
ω

ｅ 2πω

問5 小物体が円板の上面から受ける静止摩擦力の大きさとして最も適当なもの

を，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 14

ａ mrω2 ｂ mr2ω ｃ m
ω
2

r
ｄ m

ω

r2
ｅ mrω

― 9 ―

�

次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ 図1のように，屈折率 n1の媒質Ⅰ，屈折率 n2の媒質Ⅱ，屈折率が1の空気が，

平行な境界面 X，Y によって区切られている。

媒質Ⅰ中から境界面 Xに入射角 θ1で入射した光が，媒質Ⅱを通り境界面 Y に

入射角 θ2で入射後，屈折角 θ3で空気に進む。θ1，θ2，θ3の間に，θ2＜θ1＜θ3
の関係があるとき，屈折率の間には ア の関係がある。境界面 Xへの入

射角 θ1を変化させると，境界面 Y で光の全反射が起きた。このとき，境界面 Y

での臨界角を θ2Cとすると，sinθ2C＝ イ である。ゆえに境界面 Y で全

反射が起こるために θ1が満たすべき条件は，sinθ1＞ ウ と表される。

媒質Ⅰ

θ1

光

θ3

θ2

媒質Ⅱ 空気
n1 n2 1

X Y

図1

問1 空欄 ア に入れる式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 16

ａ 1＜n1＜n2 ｂ 1＜n2＜n1 ｃ n1＜1＜n2

ｄ n1＜n2＜1 ｅ n2＜1＜n1

―11―

9

11

10
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�

次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ 図1のように，水平でなめらかな床の上に，質量M の箱を置き，箱の中に質

量 mの小球を箱の左側の鉛直な壁面 Bと接触させて置く。時刻 t＝0に小球に
水平右向きに速さ v0の初速度を与えると，箱は静止したまま小球は箱のなめら

かな底面を等速ですべり，箱の右側の鉛直な壁面 A と弾性衝突した。衝突後，

箱も動きだし，やがて小球は箱の左側の壁面 Bと衝突した。箱の壁面 AB間の

距離を Lとし，水平右向きを速度の正の向きとする。

B A

L

v0m M

図1

問1 小球が初めて箱の壁面 A と衝突した直後の小球と箱の運動エネルギーの

和はどう表されるか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさ

い。 10

ａ mv0 ｂ 1
2 mv0 ｃ 1

2 mv0
2

ｄ mMv0
2

2（m＋M） ｅ mMv0
2

m＋M

問2 小球が初めて箱の壁面 A と衝突した直後の小球の速度として最も適当な

ものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 11

ａ mv0
m＋M

ｂ 2mv0
m＋M

ｃ 2mv0
m－M

ｄ （m－M）v0
m＋M

ｅ 2（m－M）v0
m＋M

― 7 ―

Ｂ 図3のように，粗い水平面が，なめらかな曲面と点 B，Cでなめらかにつな

がっている。水平面からの高さが hの左側の曲面上の点 A に質量 mの小物体を

置き，静かに放すと小物体は点 B，Cを通過し，右側の曲面上の点 Dまで上昇

して引き返した。BC間の距離を L，小物体と水平面の間の動摩擦係数を μ′，重

力加速度の大きさを gとする。

A

B C D

L

h

小物体

図3

問4 小物体がはじめて点 Bを通過するときの速さ v0はいくらか。最も適当な

ものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 8

ａ �

gh
2 ｂ �

2gh
2 ｃ

�

gh ｄ
�

2gh ｅ 2
�

2gh

問5 点 Dの水平面からの高さが 13 hであったとすると，動摩擦係数 μ′は L，

hを用いてどのように表されるか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 9

ａ h
4L ｂ 2h

3L ｃ h
L

ｄ 4h
3L ｅ 3h

2L

― 6 ―

問2 時刻2t1において，物体がエレベーターの床面から受ける垂直抗力の大き

さはどのように表されるか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選

びなさい。 6

ａ m�
�

g－ v0
t1
�

�

ｂ m�
�

g－ v0
2t1
�

�

ｃ m�
�

g－ v0
3t1
�

�

ｄ m�
�

g＋ v0
2t1
�

�

ｅ m�
�

g＋ v0
t1
�

�

問3 時刻 t＝0から時刻 t＝3t1で静止するまでにロープがエレベーターを引

く力がした仕事はいくらか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選

びなさい。 7

ａ 0 ｂ 3
2（M＋m）gv0 t1

ｃ 2（M＋m）gv0 t1 ｄ 1
2（M＋m）v0（3gt1－v0）

ｅ 1
2（M＋m）v0（3gt1＋v0）

― 5 ―

問3 小球が初めて箱の壁面 Bと衝突する時刻として最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 12

ａ L
v0

ｂ 2L
v0

ｃ mL
Mv0

ｄ ML
（m＋M）v0

ｅ mL
（m＋M）v0

― 8 ―
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7

6
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問5 塩素原子には35Clと37Clの2種類の同位体が存在する。35Clの存在比を

75％，37Clの存在比を25％とすると，質量数の合計が72の塩素分子は分子

全体の何％を占めるか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさ

い。 5

ａ 6．3％ ｂ 19％ ｃ 26％ ｄ 38％ ｅ 56％

問6 次の記述の下線部が元素の意味でなく単体を示しているものとして最も適当

なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 6

ａ 貧血の原因の1つとして鉄の不足がある。

ｂ カリウムは水と激しく反応して水素を発生する。

ｃ 窒素を含む肥料は作物の生育に欠かせない。

ｄ スクロースは炭素，水素，酸素で構成されている。

ｅ 鉱山から銅を含んだ水が流れ出し，公害問題が起きた。

問7 塩化カルシウムはイオンからなる物質である。塩化カルシウムの身近な利用

として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 7

ａ 発熱剤 ｂ 胃 薬 ｃ ガラスの製造

ｄ セメントの原料 ｅ 凍結防止剤

― 2 ―

�

次の問い（問1～7）に答えなさい。

問1 物質を表すときの化学式が組成式であるものとして最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 1

ａ 二酸化ケイ素 ｂ 二酸化炭素 ｃ 二酸化窒素

ｄ フッ化水素 ｅ 過酸化水素

問2 電子の数が13の原子 Xと，16の原子 Y からできたイオン結晶の物質の組

成式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 2

ａ XY ｂ XY2 ｃ X2Y ｄ X2Y3 ｅ X3Y2

問3 次の変化のうち，物理変化を表しているものはどれか。最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 3

ａ 針金を外に置いておいたらさびてしまった。

ｂ ぬれたＴシャツを干しておいたら乾いた。

ｃ 水を電気分解した。

ｄ 都市ガスを燃焼させた。

ｅ 石灰水に二酸化炭素を吹き込んだところ，白く濁った。

問4 地球上に安定な同位体が存在しない元素として最も適当なものを，次のａ～

ｅの中から一つ選びなさい。 4

ａ 炭 素 ｂ 窒 素 ｃ マグネシウム

ｄ アルゴン ｅ フッ素

― 1 ―

�

次の文章を読み，下の問い（問1～3）に答えなさい。

濃度がわからない過酸化水素水25．0mL を500mL のメスフラスコに入れ，蒸留

水を加えて体積を500mL とした。この薄めた過酸化水素水20．0mL をコニカル

ビーカーにとり，少量の希硫酸を加えた。ここにヨウ化カリウム3．00gを入れ，

⑴過酸化水素を完全に反応させた。このときの過酸化水素とヨウ化物イオンのそれぞ

れのイオン反応式は次のようである。

H2O2 ＋2H＋ ＋2e－ →2H2O

2I－ → I2 ＋2e－

⑵反応後の水溶液に，ビュレットに入れた0．100mol／L のチオ硫酸ナトリウム水溶

液を滴下した。16．0mL 滴下したところで反応が終了した。この滴定でのヨウ素と

チオ硫酸イオンのそれぞれのイオン反応式は次のようである。

I2 ＋2e－ →2I－

2S2O3
2－ → S4O6

2－ ＋2e－

問1 下線部⑵の水溶液の色として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選

びなさい。 8

ａ 橙赤色 ｂ 黄緑色 ｃ 赤紫色 ｄ 緑 色 ｅ 褐 色

問2 薄める前の過酸化水素水の密度を1．00g／cm3とする。この過酸化水素水の

質量パーセント濃度は何％か。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選

びなさい。 9

ａ 2．0％ ｂ 2．4％ ｃ 2．7％ ｄ 3．0％ ｅ 3．4％

― 3 ―
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3

2

4

問　題（化学）2023 年度

化学基礎・化学

（解答番号は 1 ～ 22 である）

注意 解答に必要な場合には，次の値を用いなさい。

原子量 H＝1．0 O＝16 Al＝27 K ＝39

I＝127
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問　題（物理）2023 年度

問5 空欄 オ に入れる式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 20

ａ 1
2 CV ｂ 2

3 CV ｃ CV ｄ 4
3 CV ｅ 2CV

問6 空欄 カ に入れる式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 21

ａ 1
2 CV2 ｂ 5

9 CV2 ｃ 2
3 CV2

ｄ 13
18CV2 ｅ 5

6 CV2

―14―

Ｂ 図2の回路は，電気容量がそれぞれ2C，C のコンデンサー C1，C2，抵抗値

がそれぞれ R，2Rの抵抗 R1，R2，起電力が V で内部抵抗が無視できる電池 E，

および，スイッチ S1，S2からなる電気回路である。初め，コンデンサー C1，

C2に電荷は蓄えられておらず，スイッチ S1，S2は開かれている。まずスイッチ

S1を閉じた。その直後に電池を流れる電流の大きさは エ であり，じゅ

うぶん時間が経過したとき，コンデンサー C1に蓄えられる電気量は オ

である。次に，スイッチ S1を閉じたままスイッチ S2を閉じて，じゅうぶん時間

を経過させた後，スイッチ S2を閉じたままスイッチ S1を開いた。スイッチ S1

を開いてからじゅうぶん時間が経過するまでに抵抗 R1，R2で発生するジュール

熱の和は カ である。

S2

S1

E

R1

R2

C1

C2

図2

問4 空欄 エ に入れる式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 19

ａ V
2R

ｂ 2V
3R

ｃ V
R

ｄ 3V
2R

ｅ 2V
R

―13―13 14
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問5 油脂の分子量や不飽和度を推定するためにけん化価やヨウ素価がある。これ

らの定義は次のようである。

＜けん化価＞油脂1gをけん化するのに必要な水酸化カリウムの質量〔mg〕の

数値。

＜ヨウ素価＞油脂100gに付加するヨウ素の質量〔g〕の数値。

これに関する次の⑴，⑵に答えなさい。

⑴ ある油脂のけん化価が191であった。この油脂の分子量として最も適当なも

のを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 21

ａ 850 ｂ 860 ｃ 870 ｄ 880 ｅ 890

⑵ ある油脂は同じ高級脂肪酸1種類のみからできている。この油脂の分子量は

872であり，ヨウ素価は262であった。この油脂を構成している高級脂肪酸1

分子中の二重結合の数として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選び

なさい。 22

ａ 1 ｂ 2 ｃ 3 ｄ 6 ｅ 9

―10―

問3 次の高級脂肪酸のうち不飽和脂肪酸はいくつあるか。最も適当なものを，下

のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 19

リノール酸 オレイン酸 ステアリン酸

リノレン酸 パルミチン酸

ａ 1 ｂ 2 ｃ 3 ｄ 4 ｅ 5

問4 カルボン酸以外の硫酸や硝酸などの酸もアルコールと脱水縮合してエステル

を生成する。たとえば硝酸とグリセリンが脱水縮合してできたエステルは，ニ

トログリセリンと呼ばれている。ニトログリセリンの利用として最も適当なも

のを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 20

ニトログリセリン

CH－O－NO2

CH2－O－NO2

CH2－O－NO2

ａ 爆薬，火薬 ｂ 胃腸薬 ｃ 解熱剤

ｄ 消毒薬 ｅ 抗生物質

― 9 ―

�
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次の文章を読み，下の問い（問1～5）に答えなさい。

カルボン酸の－COOHとアルコールの－OHから水がとれて縮合するとエステル

が生成する。たとえば酢酸とエタノールに濃硫酸を加えて加熱するとエステル化が

起こり，酢酸エチルが得られる。

O O

酢酸

イア

エタノール 酢酸エチル

CH3－C－OH ＋ HO－C2H5  →  CH3－C－O－C2H5 ＋ H2O    …（ⅰ）

油脂はグリセリンの－OHと脂肪酸の－COOHがエステル結合した化合物である。

天然の油脂ではこの脂肪酸が高級脂肪酸のものが多い。

エステルに水酸化ナトリウム水溶液のような強塩基の水溶液を加えて加熱すると

加水分解が起こり，カルボン酸の塩とアルコールが生成する。この反応はけん化と

呼ばれている。油脂を水酸化ナトリウム水溶液でけん化して得られる高級脂肪酸の

ナトリウム塩は，セッケンと呼ばれている。

問1（ⅰ）の式で右辺の酢酸エチルの O原子に関する記述として最も適当なもの

を，次のａ～ｄの中から一つ選びなさい。 17

ａ アの O原子だけである。

ｂ イの O原子だけである。

ｃ アの O原子とイの O原子が半分ずつである。

ｄ アの O原子とイの O原子が混ざっているが，割合は一定ではない。

問2 文中の下線部の濃硫酸の働きとして最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 18

ａ 触 媒 ｂ 酸化剤 ｃ 還元剤 ｄ 中和剤 ｅ 緩衝溶液

― 8 ―9
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問　題（化学）2023 年度
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次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ 実験室で塩素は酸化マンガン（Ⅳ）に濃塩酸を加え加熱して発生させる。次の図

はこのときの装置である。

酸化マン
ガン（Ⅳ）

濃塩酸

A

これに関する次の問1～3に答えなさい。

問1 図中の装置 A の役割として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ

選びなさい。 11

ａ 発生した気体中の塩化水素を取り除く。

ｂ 発生した気体中の水（水蒸気）を取り除く。

ｃ 反応を穏やかに進行させる。

ｄ 逆流したときの安全のため。

ｅ 反応液の突沸を防ぐため。

― 5 ―

問3 下線部⑴で過酸化水素を完全に反応させるために，理論上ヨウ化カリウムは

何 g必要か。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

10

ａ 0．13g ｂ 0．27g ｃ 0．53g ｄ 1．3g ｅ 2．7g

― 4 ―

問　題（化学）2023 年度

Ｂ 自然界でアルミニウムは単体としては存在せず，化合物として存在している。

アルミニウムの単体はボーキサイトを精製して得られた純粋な酸化アルミニウム

を ア とともに溶融塩電解（融解塩電解）して製造される。アルミニウムの
ち

単体は空気中では表面に酸化アルミニウムの緻密な膜を生じ，この膜が内部を保

護するため酸化されにくい。自然界には酸化アルミニウムを主成分とする宝石も

存在している。アルミニウムは両性金属であり，酸，塩基の水溶液と反応して水

素を発生する。

これに関する次の問1～3に答えなさい。

問1 アルミニウムは周期表の何族の元素か。最も適当なものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 14

ａ 2族 ｂ 3族 ｃ 12族 ｄ 13族 ｅ 14族

問2 文中の ア に入る語句として最も適当なものを，次のａ～ｅの中か

ら一つ選びなさい。 15

ａ 石灰石 ｂ 氷晶石 ｃ 石 英 ｄ 蛍 石 ｅ 大理石

問3 2．0mol／L の水酸化ナトリウム水溶液50mL と過不足なく反応するアルミ

ニウムの質量は何 gか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選び

なさい。 16

ａ 0．9g ｂ 1．4g ｃ 1．8g ｄ 2．7g ｅ 5．4g

― 7 ―

問2 この反応におけるマンガンの酸化数の変化として最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 12

ａ 2減少する ｂ 1減少する ｃ 1増加する

ｄ 2増加する ｅ 3増加する

問3 さらし粉は漂白や殺菌に身近で利用されている物質である。さらし粉をつ

くるときに塩素を吸収させる物質として，最も適当なものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 13

ａ 炭酸ナトリウム ｂ 炭酸カリウム ｃ 炭酸カルシウム

ｄ 水酸化カリウム ｅ 水酸化カルシウム

― 6 ―
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問2〔実験2〕で移植された B系統のマウスの皮膚と C系統のマウスの皮膚に

関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

12

ａ B系統のマウスの皮膚は約10日目で脱落したが，C系統のマウスの皮

膚は約5日目で脱落した。

ｂ B系統のマウスの皮膚は約5日目で脱落したが，C系統のマウスの皮膚

は約10日目で脱落した。

ｃ B系統のマウスの皮膚と C系統のマウスの皮膚はどちらも約10日目で

脱落した。

ｄ B系統のマウスの皮膚と C系統のマウスの皮膚はどちらも約5日目で

脱落した。

ｅ B系統のマウスの皮膚と C系統のマウスの皮膚はどちらも生着した。

問3 下線部⑴の血清に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中か

ら一つ選びなさい。 13

ａ 血しょうのことである。

ｂ 赤血球を含む。

ｃ リンパ球を含む。

ｄ 抗体を含む。

ｅ 予防接種に使われる。

― 8 ―

問10 地球環境の保全に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 10

ａ キーストーン種は一般に生産者であることが多い。

ｂ 大量の生活排水が海に流入すると，アオコが発生する。

ｃ 栄養段階の低い生物ほど，生物濃縮が起こりやすい。

ｄ 人間が里山を放棄すると，遷移が進行する。

ｅ 人間に危害を及ぼさない生物は，外来生物とならない。

― 6 ―

問9 次の図1は，年降水量と年平均気温によって決まるバイオームの種類（A～

F）を示したものである。図1に関する下の文章中の（ ア ）～（ ウ ）に入

る記号の組合せとして最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

9

4000

3000

2000

1000

0
−10 0 10 20

A

B
C D

FE

30

年平均気温（℃）

図 1

年
降
水
量（
　
）

mm

温帯でイネ科の草本が優占し，背丈の低い樹木がほとんどみられないのは

（ ア ）で，熱帯で乾季に落葉し，雨季に葉をつける樹木が優占するのは

（ イ ），日本の本州中部の標高700～1500m程度の山地帯に成立する森林

は（ ウ ）である。

ア イ ウ

ａ E B D

ｂ E D B

ｃ E D C

ｄ F B D

ｅ F D C

― 5 ―

�

免疫とヒトの腎臓に関する次の文Ａ，Ｂを読み，各問いに答えなさい。

Ａ 遺伝子型が異なる系統（A～C）のマウスを用いて，皮膚移植に関する次の実験

1～3を行った。なお，遺伝子型が同じ系統間で移植した皮膚に対して拒絶反応

は起こらず，生着するものとする。

〔実験1〕 A 系統のマウスに B系統のマウスの皮膚を移植したところ，移植片

は10日目で脱落した。

〔実験2〕 実験1で移植片を拒絶した A 系統のマウスに，移植片の脱落後3週

間目に，B系統のマウスおよび C系統のマウスの皮膚を再び移植した。

〔実験3〕 実験1で移植片を拒絶した A 系統のマウスから ⑴血清を採取し，

B系統のマウスの皮膚を移植されたことのない A 系統のマウスに注射

した。血清を注射された A 系統のマウスに B系統のマウスの皮膚を移

植した。

問1 物理的・化学的防御に該当するものとして最も適当なものを，次のａ～ｅ

の中から一つ選びなさい。 11

ａ マクロファージによる食作用

ｂ ナチュラルキラー細胞（NK 細胞）による感染細胞への攻撃

ｃ だ液などに含まれるリゾチーム

ｄ アレルギー

ｅ すい液に含まれるアミラーゼ

― 7 ―
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問　題（生物）2023 年度
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問　題（生物）2023 年度

問6 ヒトの血糖濃度に関する次の文章中の（ ア ）～（ ウ ）に入る数値と語の

組合せとして最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

6

ヒトの血糖濃度は，ホルモンと自律神経のはたらきによって約（ ア ）％に

保たれている。食後に血糖濃度が上昇すると，すい臓ランゲルハンス島

（ イ ）からインスリンが分泌され，肝臓では（ ウ ）の合成が促進される。

ア イ ウ

ａ 1 B細胞 タンパク質

ｂ 1 A 細胞 グリコーゲン

ｃ 0．1 B細胞 タンパク質

ｄ 0．1 A 細胞 グリコーゲン

ｅ 0．1 B細胞 グリコーゲン

問7 副交感神経のはたらきに関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 7

ａ 心臓の拍動を促進する。

ｂ 瞳孔を拡大する。

ｃ 発汗を促進する。

ｄ 立毛筋を収縮させる。

ｅ 排尿を促進する。

― 3 ―

問3 ヒトゲノムは約30億塩基対からなる。DNA の10塩基対の長さが

3．4×10－9mであることから，ヒトの体細胞（2n）の核に含まれる DNA の合計

の長さとして最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

3

ａ 0．1m ｂ 0．2m ｃ 1．0m

ｄ 2．0m ｅ 4．0m

問4 同じ細胞周期をもち，盛んに体細胞分裂を行っている培養細胞の一群では，

培養開始時に細胞数を計測すると1．6×104個であったが，培養開始24時間後

に細胞数を計測すると12．8×104個に増えていた。この培養細胞の細胞周期と

して最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。ただし，この細

胞集団は同調して分裂しておらず，細胞周期の各期にちらばっているものとす

る。 4

ａ 6時間 ｂ 8時間 ｃ 12時間

ｄ 24時間 ｅ 48時間

問5 体液の循環に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ

選びなさい。 5

ａ 大動脈と肺動脈には動脈血が流れている。

ｂ ヒトの心臓は2心房1心室の構造をもつ。

ｃ 毛細血管は高い血圧に耐えるため，筋肉層が発達している。

ｄ 静脈には血液の逆流を防ぐ弁がないが，動脈にはある。

ｅ ヒトの心臓を規則的に拍動させる洞房結節（ペースメーカー）は，右心房に

ある。

― 2 ―

�

次の各問いに答えなさい。

問1 光学顕微鏡の使用法に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中

から一つ選びなさい。 1

ａ 直射日光の当たる明るい場所に光学顕微鏡を置く。

ｂ レンズは対物レンズ，接眼レンズの順に取り付ける。

ｃ 接眼レンズを覗いてピントを合わせるときは，ステージと対物レンズの距

離を遠ざけていく。

ｄ ピントが合っても視野が暗いときは，しぼりを絞る。

ｅ まず高倍率の対物レンズで観察対象を探し，低倍率の対物レンズに変える。

問2 細胞内共生説（共生説）に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 2

ａ ミトコンドリアは，細胞内にシアノバクテリアが取り込まれて共生するこ

とで生じたと考えられている。

ｂ 葉緑体は，細胞内に好気性細菌が取り込まれて共生することで生じたと考

えられている。

ｃ 共生により葉緑体，ミトコンドリアの順に生じたと考えられている。

ｄ 細胞内共生説の根拠の一つとして，ミトコンドリアと葉緑体が独自の

DNA をもつことが挙げられる。

ｅ 細胞内共生説の根拠の一つとして，ミトコンドリアと葉緑体が独自の小胞

体をもつことが挙げられる。

― 1 ―

問8 遷移に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びな

さい。 8

ａ 日本ではどこの地域でも，遷移が進行すると森林となる。

ｂ 陰樹よりも陽樹の方が光飽和点が低く，強光条件下で成長が速い。

ｃ 陽樹よりも陰樹の方が光補償点が低く，弱光条件下でも生育できる。

ｄ 遷移の初期に現れる先駆種の種子は一般に大きい。

ｅ 極相林で小さなギャップが生じると，陽樹林へ移行する。

― 4 ―
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問7 下線部⑸のアミノ基は，クエン酸回路で生じる窒素を含まない有機化合物

にさらに取り込まれて，グルタミン酸を生じる。この窒素を含まない有機化

合物として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

28

ａ ピルビン酸 ｂ ケトグルタル酸 ｃ クエン酸

ｄ オキサロ酢酸 ｅ リンゴ酸

問8 植物の窒素同化に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中か

ら一つ選びなさい。 29

ａ アンモニウムイオンとグルタミン酸から2分子のグルタミンが生じる。

ｂ アンモニウムイオンとグルタミン酸からのグルタミンの合成には，ATP

を必要としない。

ｃ グルタミン酸のアミノ基が様々な有機酸に転移して，様々なアミノ酸が

合成される。

ｄ 窒素固定細菌と共生した植物は窒素同化を行わない。

ｅ 窒素を含むクロロフィルの合成にはアミノ酸は関与しない。

問9 窒素を含まない有機化合物として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 30

ａ DNA ｂ 免疫グロブリン ｃ ヌクレオチド

ｄ グリコーゲン ｅ アクアポリン

―16―

問4 アンピシリンを含まない寒天培地を用いて他は同じ条件で実験を行った場

合，図2と比べて，形成される青色と白色のコロニーの数の変化の組合せと

して最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 25

青 色 白 色

ａ 増加する 増加する

ｂ 増加する 変化なし

ｃ 変化なし 増加する

ｄ 変化なし 変化なし

ｅ 変化なし 減少する

―14―

問1 下線部⑴の大腸菌と同じく原核生物に該当する生物として最も適当なもの

を，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 21

ａ 酵 母 ｂ ミドリムシ ｃ ゾウリムシ

ｄ 乳酸菌 ｅ アカパンカビ

問2 文章中の（ ア ）・（ イ ）に入る語の組合せとして最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 22

ア イ

ａ DNA ポリメラーゼ DNA リガーゼ

ｂ DNA ポリメラーゼ 制限酵素

ｃ DNA リガーゼ DNA ポリメラーゼ

ｄ 制限酵素 DNA リガーゼ

ｅ 制限酵素 DNA ポリメラーゼ

問3 下線部⑵について，青色のコロニーを形成した大腸菌と白色のコロニーを

形成した大腸菌として可能性が最も高いものを，次のａ～ｅの中から一つず

つ選びなさい。

青色 23 白色 24

ａ プラスミドを取り込まなかった大腸菌

ｂ プラスミドを取り込まなかったが，GFPの遺伝子を取り込んだ大腸菌

ｃ GFPの遺伝子が組み込まれなかったプラスミドを取り込んだ大腸菌

ｄ GFPの遺伝子が組み込まれたプラスミドを取り込んだ大腸菌

ｅ lacZ が突然変異を起こしたプラスミドを取り込んだ大腸菌

―13―

Ｂ 大気中には窒素（N2）が存在するが， ⑶多くの生物は直接大気中の窒素を利用

できない。土壌には，アンモニウムイオン（NH4
＋）や ⑷硝酸イオン（NO3

－）など

が含まれている。植物は，これらの無機窒素化合物を取り込んでアミノ酸などの

有機窒素化合物を合成する。植物が有機窒素化合物を合成するとき， ⑸アンモ

ニウムイオンは，最初にグルタミンのアミノ基（－NH2）として取り込まれる。

問5 下線部⑶について，窒素固定を行うことができる生物の組合せとして最も

適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 26

ａ 酵母と乳酸菌

ｂ 根粒菌とネンジュモ

ｃ 酵母と脱窒素細菌

ｄ ネンジュモと脱窒素細菌

ｅ 脱窒素細菌と根粒菌

問6 下線部⑷について，硝酸イオンは硝化菌（硝化細菌）の活動により生じた無

機窒素化合物である。硝化菌に関する記述として最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 27

ａ 硝化菌には，亜硝酸菌と硝酸菌が含まれる。

ｂ 亜硝酸菌は，亜硝酸イオンをアンモニウムイオンに変える。

ｃ 硝酸菌は，硝酸イオンを亜硝酸イオンに変える。

ｄ 硝化菌は，真核生物である。

ｅ 硝化菌は，光合成細菌の一種である。

―15―
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問9 次の表1は，1分間に1mL の尿を生成する健康なヒトの血しょう，原尿，

尿中にある物質 A～Eの質量パーセント濃度を調べた結果である。以下の問

いに答えなさい。ただし，血しょう，原尿，尿の密度は1．0g／mL であると

する。

成分
血しょう 原尿

7.2 0

尿

0

0.1 0.1 0

0.3 0.3 0.34

0.008 0.008 0.014

0.001 0.001 0.075

質量パーセント濃度（％）

物質 A

物質 B

物質 C

物質 D

物質 E

表 1

⑴ 表1に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選

びなさい。 19

ａ 物質 A はボーマンのうへろ過されるが，すべて再吸収される。

ｂ 物質 Bはボーマンのうへろ過されない。

ｃ 物質 Cは濃縮率が1より小さい。

ｄ 物質 Dは尿中に排出されない。

ｅ 物質 Eは最も濃縮率が高い。

⑵ 表1のヒトが1分間に120mL の原尿を生成するとき，物質 Cの再吸収

率（％）として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

20

ａ 99．1％ ｂ 99．2％ ｃ 99．3％

ｄ 99．4％ ｅ 99．5％

―11―

Ｂ ヒトでは，体内環境を維持する上で， ⑵肝臓と腎臓は大きな役割を担ってい

る。肝臓には，心臓から送り出された血液の約1／4が流れ込み，生体内の化学工

場として機能している。

一方，腎臓には，体液中の老廃物を体外に排出するしくみがあり， ⑶ネフロ

ンと呼ばれる基本単位で尿を生成している。ネフロンでは血液の一部が糸球体か

らボーマンのうへろ過され， ⑷原尿がつくられる。原尿中にろ過された物質の

うち，必要な物質は細尿管（腎細管）を通過する間に再吸収される。

問6 下線部⑵について，肝臓に関する記述として最も適当なものを，次のａ～

ｅの中から一つ選びなさい。 16

ａ 肝門脈から動脈血が流れ込む。

ｂ 尿素をアンモニアに変える。

ｃ アルコールを合成している。

ｄ すい液を合成している。

ｅ 血しょう中のタンパク質を合成している。

問7 下線部⑶について，健康な成人一人の体内に存在するネフロンのおよその

数として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

17

ａ 10万個 ｂ 50万個 ｃ 100万個

ｄ 200万個 ｅ 400万個

問8 下線部⑷について，健康なヒトの腎臓で血液中から原尿中にろ過されない

ものとして最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

18

ａ クレアチニン ｂ 尿 素 ｃ カルシウムイオン

ｄ 血小板 ｅ カリウムイオン

―10―

問4〔実験3〕で血清を注射された A 系統のマウスに移植された B系統のマウ

スの皮膚はその後約10日目で脱落した。この結果から，移植した皮膚に対

する拒絶反応において，移植片を特異的に攻撃する役割を果たした細胞とし

て最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 14

ａ キラー T 細胞 ｂ ヘルパー T 細胞 ｃ マクロファージ

ｄ B細胞 ｅ 樹状細胞

問5 移植した皮膚に対する拒絶反応と同様のしくみで起こる免疫反応として最

も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 15

ａ 花粉症 ｂ がん細胞に対する免疫反応

ｃ 血液凝固 ｄ ヘビ毒の中和

ｅ 胃液による異物の除去

― 9 ―

�

遺伝子組換えの実験と窒素同化に関する次の文Ａ，Ｂを読み，各問いに答えなさ

い。

Ａ プラスミドは ⑴大腸菌などがもち，細胞内で増殖する小型の環状2本鎖 DNA

である。遺伝子組換えでは，プラスミドに特定の遺伝子を組み込んで大腸菌に導

入すると，大腸菌内でプラスミドに組み込まれた遺伝子が発現し，タンパク質が

合成される。

図1のプラスミドにクラゲの緑色蛍光タンパク質（GFP）の遺伝子を組み込み，

大腸菌に導入する実験を行った。このプラスミドは，アンピシリン（抗生物質）の

作用を抑える遺伝子（ampr）とラクトースを分解する酵素 β ガラクトシダーゼの

遺伝子（lacZ）を含む。外来遺伝子が組み込まれる領域は lacZ の中にあり，GFP

の遺伝子が組み込まれると lacZ は分断されて β ガラクトシダーゼを合成する機

能を失う。クラゲの DNA に（ ア ）を作用させて GFPの遺伝子を含む DNA 断

片を切り出した。また，同じ酵素でプラスミドも切断した。切り出した DNA 断

片と切断したプラスミドを混ぜて，（ イ ）を加えて組換えプラスミドを作製し，

この混合液をさらに大腸菌と混ぜて，大腸菌に組換えプラスミドを導入した。次

に，これらの大腸菌を，アンピシリンと X gal（β ガラクトシダーゼが作用する

と，青くなる物質）を含む寒天培地で培養すると，図2のような ⑵青色と白色の

コロニーが形成された。ただし，今回使用した大腸菌は，自身の amprおよび

lacZ をもたないものとする。

プロモーター

プロモーター
オペレーター

図 1

GFPの遺伝子 amp rlacZ

青色のコロニー
白色のコロニー

図 2

―12―
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問8 下線部⑻について，ヒトの2種類の視細胞に関する記述として最も適当な

ものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 38

ａ 桿体細胞は光に対する感度が高く，明暗の感知にはたらく。

ｂ 桿体細胞は黄斑に集中して分布している。

ｃ 錐体細胞には，赤色，緑色，黄色，青色の光をそれぞれよく吸収する4

種類がある。

ｄ 錐体細胞は光に対する感度が高く，明るい所ではたらく。

ｅ 錐体細胞は網膜の周辺部に多く分布している。

問9 下線部⑼について，音波が振動として伝わり，聴細胞に興奮が生じるまで

の一連の流れを次のように示した。 に入る語として最も適当なも

のを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 39

音 波 → 鼓 膜 → 耳小骨 → → 聴細胞

ａ 脈絡膜 ｂ 鼓 室 ｃ 聴神経

ｄ エウスタキオ管（耳管） ｅ 基底膜

問10 下線部⑽について，ヒトの平衡受容器に関する記述として最も適当なもの

を，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 40

ａ 半規管は四つあり，互いに直交している。

ｂ 半規管の内部はリンパ液で満たされており，からだの傾きを感知する。

ｃ 半規管の感覚細胞の上には平衡砂が存在する。

ｄ 前庭はからだの回転方向の感知にはたらく。

ｅ 半規管と前庭の感覚細胞には感覚毛がある。

―21―21
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問4 下線部⑷に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ

選びなさい。 34

ａ 雄原細胞が発芽して花粉管が伸長する。

ｂ 助細胞が花粉管を誘引する物質を分泌する。

ｃ 反足細胞が花粉管を誘引する物質を分泌する。

ｄ 1個の精細胞は1個の極核と融合して，胚乳核となる。

ｅ 2個の精細胞は1個の極核と融合して，胚乳核となる。

問5 下線部⑸について，無胚乳種子で栄養が蓄えられる部位として最も適当な

ものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 35

ａ 幼 芽 ｂ 子 葉 ｃ 胚 軸

ｄ 幼 根 ｅ 種 皮

―19―

問2 ある被子植物の染色体数を2nとすると，下線部⑴～⑶の細胞の染色体数

の組合せとして最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

32

⑴ ⑵ ⑶

ａ n n n

ｂ 2n n n

ｃ 2n 2n n

ｄ 2n n 2n

ｅ 2n 2n 2n

問3 文章中の（ ウ ）・（ エ ）に入る数値の組合せとして最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 33

ウ エ

ａ 2 4

ｂ 2 8

ｃ 3 4

ｄ 3 6

ｅ 3 8

―18―

�

被子植物の生殖と動物の行動に関する次の文Ａ，Ｂを読み，各問いに答えなさい。

Ａ 被子植物のおしべの葯では，多数の（ ア ）が減数分裂を行って，花粉四分子

が生じる。花粉四分子の細胞は不均等な体細胞分裂を1回行って，大きな花粉管

細胞と小さな（ イ ）を生じる。

被子植物のめしべの胚珠では， ⑴胚のう母細胞が減数分裂を行って，1個の

⑵胚のう細胞と3個の ⑶小さな細胞ができる。さらに，胚のう細胞は（ ウ ）回

の核分裂を行って（ エ ）個の核をもつ胚のうになる。胚のうでは（ エ ）個の

核のうち1個だけが卵細胞の核になる。

⑷受粉して重複受精が起こると，胚と胚乳をもつ種子がつくられるが，種子には

⑸有胚乳種子と無胚乳種子がある。

問1 文章中の（ ア ）・（ イ ）に入る語の組合せとして最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 31

ア イ

ａ 雄原細胞 精原細胞

ｂ 雄原細胞 花粉母細胞

ｃ 花粉母細胞 精原細胞

ｄ 花粉母細胞 雄原細胞

ｅ 花粉母細胞 極 体

―17―

Ｂ 動物は，外界から様々な刺激を受け，それらに対して様々な行動をする。行動

には，経験がなくても生じるものがあり， ⑹生得的行動と呼ばれる。

ヒトは，光や音などの外界からの刺激を受容器で受け取る。光の受容器である

眼は，光量の調節や ⑺遠近調節などを行う。また，眼の網膜には ⑻2種類の視

細胞があり，光に対する反応性に違いがみられる。耳には空気の振動である

⑼音波を受け取る聴覚器と，からだの動きや傾きを受容する ⑽平衡受容器がある。

問6 下線部⑹について，生得的行動に関する記述として最も適当なものを，次

のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 36

ａ アメフラシの水管に同じ刺激を繰り返し与えると，その刺激に対する反

応が弱くなる。

ｂ イトヨの雄は雌のふくらんだ腹を見ると攻撃する。

ｃ 渡り鳥のなかには太陽の位置をもとにして行動の方向を定めるものがい

る。

ｄ ミツバチはえさ場の方向と距離を円形ダンスで仲間に知らせる。

ｅ アリはえさ場への道にホルモンを残して仲間をえさ場に誘導する。

問7 下線部⑺について，ヒトが近くのものを見るときの眼球の各部位の反応の

組合せとして最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

37

毛様筋 チン小帯 水晶体

ａ 弛緩する 緊張する 薄くなる

ｂ 弛緩する ゆるむ 厚くなる

ｃ 収縮する 緊張する 薄くなる

ｄ 収縮する ゆるむ 薄くなる

ｅ 収縮する ゆるむ 厚くなる

―20―

17

19

18

20
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解答・解説（国語）2023 年度

大問 小問 解答
番号 正解 解　説

Ⅰ

問１

１ ｃ 帰す　ａ寄与　ｂ企画　ｃ帰依　ｄ危惧　ｅ祈願

２ a 根幹　ａ幹事　ｂ 看破　ｃ肝心（腎）　ｄ還元　ｅ簡潔

３ b 到達　ａ意気投合　ｂ到来　ｃ透徹　ｄ逃避　ｅ搭載

４ ｄ
遮断　ａ射幸（倖）　ｂ容赦　ｃ車軸　ｄ遮二無二　
ｅ斜陽

５ ｄ 克明　ａ残酷　ｂ穀倉　ｃ宣告　ｄ超克　ｅ漆黒

問２

６ ｃ
直前にある「原子論」に付された注や、空欄後の「詳細で、
網羅的」を根拠にすると、ｃ「分析的」が適当。

７ ｂ

空欄の前では、「第一の観点」のプラス面が述べられてい
るのに対し、後で述べられているのはマイナス面である。
したがって、ここには「逆接」を示す、ｂ「けれども」が
入る。

８ ｅ
同じ段落中の「結局のところ、アトミズムを極限まで追究
する方向に向いていた」を根拠にすると、「考えや気持ち
がある方向を目指すこと」の意のｅ「志向」が適当。

問３ ９ ｅ

「それ（＝科学技術に対するありようのないような無反省
なオプティミズム）に対する批判という形で現われた科学
技術文明否定の姿勢が、そうした傾向を助長している」と
いう文脈だから、この内容は、「科学技術」を否定する、
あるいは問題点を指摘する方向のものだと考えられる。「現
今のいわゆる『公害』を始めとして、文化現象の破局的情
況と評されるものまで、ほとんどすべての問題について、
科学技術文明の『行きづまり』にその原因を求める」がそ
れにあたる。それを端的にまとめたｅが適当。

問４ 10 b

指示語の前の内容を確認する。「それ」が直接的に指すのは、
「西欧思想の底流」だが、さらにこの底流は「近代科学にとっ
て、自然現象の解明と、その解明を通じて得られる自然現
象の人為的支配可能性という、最も基本的な立脚点」でも
あり、この「立脚点（＝立場）」の根拠には、「自然は、人
間のために

4 4 4

存在する」という意識も働いているという。ま
とめると、「それ」が指すのは〝自然は人間による解明や
支配が可能な、人間のためにある存在だと考える立場〟な
どとなり、これを縮約したものとしてはｂが適当となる。
ａは「解明」の観点しかなく不適。ｃは「西欧思想」その
ものを指してはいないので不適。ｄは「自然」の要素がな
く不適。ｅは「支配」の観点しかなく、「支配されるべきだ」
も言い過ぎで不適。

問５ 11 ｄ

一般的には、西欧に比べて日本の都市の公園の面積がきわ
めて少ないのは、日本人の生活環境への意識の低さの現わ
れであると考えられているが、筆者はそういう立場をとら
ない。では筆者がこのような状況の理由をどう考えている
かというと、それは、この段落の末尾で「人工的自然を、
価値の上から認めない」と述べられている。つまり、筆者
にとって「公園」とは「人工の自然」であり、ありのまま
の自然を大切にしてきた日本人にとって、そのような存在
はなじまず、必要なものだとは思わなかったのである。ｄ
が適当。

問６
12 ｂ 「先鋭化」 とは、考え方や行動が急進的になることである。

13 ｃ 「趨勢」とは、物事や世の中の成り行きや動向のことである。

問７ 14 a

傍線部は「精密科学」が推進してきたものであり、その「精
密科学」については、この前の段落に「できるだけ詳細、
精密に、できるだけ網羅的に、という『精密科学』〈exact 
sciences〉の理念」という表現がある。これをもとに考え
れば、ここでの「方向」とは、「アトミズム」＝「分析的
手法」に基づくものだということになる。ａが適当。ｂは

「科学」の手法として間違いではないが、本文では述べら
れていない内容である。ｃは「対象の振る舞いを時間的な
経過にしたがって」という部分が誤り。科学が扱う対象の
多くは短時間では変化しないものである。ｄは調べ上げる
対象を「要素間の関係性」に限定している点が誤りで、さ
らに「全体性に迫っていこうとする」も不適当。ｅは「対
象を一つの全体と捉え」が、「ホーリズム」の考え方であ
る点で不適当。

問８ 15 e

傍線部の直前に「別の例をとってみれば、『生命』の問題
にも」とあるので、二つ前の段落の「パターンの問題」の
例に戻ると、そこでは「要素論的な方法でも捉え切ること
のできない」と述べられ、それは、「生命」の例での、「生
とか死とかの概念は、そうした分析した結果の、要素の振
舞いをいくら集めても得られるものではない」と同内容で
ある。したがって正解はこの内容を抽象化したｅである。

大問 小問 解答
番号 正解 解　説

問９ 16 ｃ

ａ　筆者は、「今日の文明の『行きづまり』は、単に科学
技術にのみ帰すべきものではあるまい」と述べ、「近代科
学や……科学技術が、現代文明を破滅に追い込もうとして
いる」という考え方とは、一線を画しており不適当。
ｂ　筆者は「日本が、西欧近代科学技術の体系を本格的に
導入して以来、一〇〇年が過ぎた現在でも、日本のなかに、
西欧近代の思想的基調が定着しているわけではないこと
は、少なくとも部分的には、確言できる」と述べている。「近
代日本の発展の原動力となった」のは、あくまで「科学技
術」であるので不適当。
ｃ　本文中ごろの「近代科学」についての記述、さらに本
文末尾の「生命」についての記述に合致している。
ｄ　筆者は「パターン問題」については、「現在いまだに、
これを統一的に取り扱う『科学』理論の出現を見ていない」
としており、「解明のために、全体論的手法としてのホー
リズムが多大な貢献を果たした」は明らかに誤り。
ｅ　「生物にとっての生や死という出来事」は「厳粛なも
のなのである」というような記述は本文にはない。

Ⅱ

問１

17 ｂ 濃厚　ａ勾配　ｂ厚遇　ｃ精巧　ｄ恒例　ｅ硬直

18 ｃ 契機　ａ直情径行　ｂ背景　ｃ契約　ｄ啓発　ｅ恩恵

19 ｄ 内包　ａ邦楽　ｂ豊作　ｃ模（摸）倣　ｄ包装　ｅ奉納

20 e
刺激　ａ枝葉末節　ｂ笑止千万　ｃ至急　ｄ真摯　
ｅ風（諷）刺

21 e 獲得　ａ収穫　ｂ拡幅　ｃ隔絶　ｄ沿革　ｅ乱（濫）獲

問２ 22 ｃ

空欄の次の段落以降で、コミュニケーションのダイナミク
ス（力学）の働き方によって、コミュニケーションの作用
に差が生じることを述べているので、ｃが適当。

問３

23 ｃ
「大人になっても」変わらないさまを表す語としては、ｃ「本
質的」が適当。

24 e

コミュニケーションが「同化作用」と「個性化作用」のど
ちらをもたらすのかの「分かれ目。境」はどこにあるのか、
という議論をしている箇所なので、ｅ「分水嶺」が適当。

25 a

空欄前までで詳細に述べてきた内容を「脳は、『他人にほ
められるように』変化していく」と端的に、極端な言い方
でまとめているので、ａ「極言」が適当。

26 e

「他者との共通基盤」という阻害要因になりそうなものが
「個性」を輝かせるというのだから、「一般的な真理とは逆
のようであるさま」を表す、ｅ「パラドックス」が適当。

問４ 27 ｂ
「最大公約数」とは、ここでは比喩的に「多くの違った意
見などの間に求められる共通点」のこと。ｂが適当。

問５ 28 ｄ

「強化学習」の「強化」の意味は、「社会の中のやりとりに
おいて……」で始まる段落で具体的にまとめられている。
他人と同じであることが賞賛されれば、脳＝すなわちその
人物の「同化」のベクトルが強化され、他人と異なること
が賞賛されれば、「個性化」のベクトルが強化されるとい
うのである。ｄが適当。

問６ 29 a

傍線部の文章と、設問で示された文章とを照らし合わせる
と、空欄には傍線部の「大文字のそれ」に該当する言葉が
入るとわかる。これは、「固定的で揺るぎないもの」といっ
た意味なので、空欄には「最も大切にして守らなければな
らない重要な法律または規則」という意味の、ａ「金科玉
条」が適当。

〈
看
護
学
部
受
験
者
の
み
〉

問 7 30

（解答例）
高校時代、吹奏楽部の部長を務めたが、部員の音楽的な技
術の向上にばかり注力していた。演奏技術は、「個性」を
輝かせるための他者との共通基盤として重要なものだが、
それぞれの演奏の特徴や演奏以外の貢献を賞賛するような
運営はできなかった。組織において「個性」を輝かせるに
は、組織全体としての共通基盤を備えつつ、成員のそれぞ
れが他と違っていることを賞賛しあえるようなコミュニ
ケーションが必要であると考える。（197 字）

国 語

36

傾
向
と
対
策　
　
　

２
０
２
２
年
度　
　

２
０
２
３
年
度　
　

２
０
２
１
年
度　
　

入
試
結
果
デ
ー
タ　
　

解答・解説（英語）2023 年度

英 語
大問 解答

番号 正解 解　説

Ⅰ

１ ｄ 直後の Keita の発話が No, I’m not ! なので Patty の発話は主語が
You で動詞は be 動詞であることがわかる。

２ ａ Patty は You’re right. とも言っているので，Keita の発言に賛同し
ている。couldn’t agree…more は「全く同感」の意味。

３ ｂ

直後に“It’s on large wooden wheels, and it’s pulled by long ropes.”
とあるので「巨大な山車を通り抜けさせる方法を尋ねている」こと
が推察される。「このような山車をどうやって通りを通過させるの
でしょう？」

４ ｄ
「毎年同じ祭りをして飽きているのでは」という Patty の発言に
Keita は No. と言っているので，人々は祭りに対して肯定的である
はず。

５ ｃ 直後に Keita が「若い人は派手，年配は地味な色を好む」と言って
いるので，浴衣の色に関する質問であることがわかる。

６ ｃ neither are all of ours「日本の祭りも全部が大規模というわけでは
ない」

７ ｃ 選択肢ｃが 19 ～ 21 行目の Patty の発言と一致。

Ⅱ

８ ａ exact time「正確な時刻」

９ ｄ factory output「工場の生産高」

10 ｄ any animals other than humans「人間以外のどんな動物にも」

11 ａ the other way around「その逆」

12 ｂ on second thought「考え直した結果」

13 ｃ take one’s breath away「思わず息をのむ」

14 ｃ 非制限用法の関係詞 which で前の内容が先行詞

15 ｂ demand「要求する」の後の that 節の動詞は原形動詞または
should+ 原形動詞

16 ｂ promise の後には不定詞が続く。

17 ｃ see to it that ～「～になるように取り計らう」，wait and see「な
りゆきを見守る」

Ⅲ

18 ｄ The hypothesis （has yet to be proved）.

19 ｃ Seldom （have I had a bad experience） like this.

20 ａ The scandal （has deprived him of his） politcal power.

21 ｃ Who is it （that you want to talk to）?

22 ｄ My teenage sister （gets on my nerves at times）.

23 ａ Does she （spend hours making up in the bathroom）?

24 ｂ She always （talks to me while looking at） her cell phone.

Ⅳ

25 ａ after all「しょせん」

26 ｂ less likely「あまり～しそうにない」

27 ｃ in front of「～の前で」

28 ｄ １段２文に「それ（助けを求めること）は人々に自分がひ弱だと感
じさせる行為だ」とある。

29 ｄ ４段３文に「単純な問題を作り，子どもたちの考えが外からはっき
り見えるような質問をした」とある。

30 ｃ ３段１文に「７歳で子どもは援助を求めることと他人の前で無能に
見えることを結びつけだす」とある。

31 ｄ

for the same reason とは「大人は人に援助を求めることは，自分
がひ弱だと感じ，自分の無能さを呈示していると感じている」こと
を指し，幼い子どももそれと同じ理由で，他人に援助を求めないと
いうこと。

32 － 34　〈看護学部受験者のみ〉

32 ｄ when it comes to「～に関して言えば」

33 ｄ Given ～「～を考慮に入れると」

34 ｂ １×（２段２文）　２×（４段２文）３〇（５段２文）
４×（２段１文）　５〇（８段３- ４文）

35　〈リハビリテーション学部受験者のみ〉

35

（解答例）
子供たちは、5 歳の若さで他の人が自分をどう思うかを気にし始め
ます。彼らは、助けを求めることを、7 歳のときに他の人の前で無
能に見えるとみなし始めます。日本では、学校でいじめが多発して
いるため、このような同級生の認識を気にする傾向が特に強いと思
います。しかし、他の子供たちが見ているという理由だけで子供た
ちが助けを求めることを恐れている場合、それは彼らの学習に深刻
な問題を引き起こす可能性があります。（198 字）
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解答・解説（物理 /化学）2023 年度

大問 解答
番号 正解 解　説

Ⅰ

1 e

最高点の高さは H ＝ 　 gT 2，　 T での最高点からの距離は

　 g（　 T）2 ＝　 H

よって，　 T での地面からの高さは H － 　 H ＝　 H

2 c
水の質量を m とする。熱量の保存より，

330 × 14 ＝ m × 4.2 × 25　よって，m ＝ 44g

3 a

波長λは　λ＝ 4.0 × 0.20 ＝ 0.80〔m〕，よって，腹と腹の間

隔は 0.40m

AB の中点は腹になるので，AB を含めると AB 間の腹の数は

５個であり，節の数は 4 個である。

4 b

運動エネルギーは変化しないので単位時間に失う力学的エネ

ルギーは失う位置エネルギーに等しく mgvsin θであり，こ

れが熱エネルギーになる。

Ⅱ

5 c
v-t グラフの面積より

　　 v0 t1 ＋ 　（v0 ＋ 　 v0 ） t1 ＝ 　 v0 t1

6 b

時刻 2t1 での加速度は－ 　  であるから，物体の運動方程式

より

m（－ 　  ）＝ N － mg よって，N ＝ m（ g－ 　  ）

7 b

時刻 3t1 までにエレベーターが上昇した距離 h は

h ＝　 v0 × 3t1

よって，仕事 W は，W ＝（M ＋ m）gh ＝ 　（M ＋ m）gv0 t1

8 d
力学的エネルギー保存の法則より

mgh ＝　 mv0
2　よって，v0 ＝  2gh

9 b 　μ'mgL ＝　 mgh より　μ' ＝　

Ⅲ

10 c 弾性衝突なので運動エネルギーの和は変化せず，　 mv0
2

11 d

衝突後の小球と箱の速度をv，V とする。運動量保存の法則より

mv0 ＝ mv ＋ MV

反発係数の式より　１＝－　

以上より，v ＝ 　 　  v0

12 b

 壁 A に衝突する時刻は　 ，弾性衝突なので，相対速度の大

きさは変化しないため，壁 A で衝突してから壁 B に衝突する

までの時間も　

よって，求める時刻は　

13 a
円運動の周期 T は，T ＝ 　 　 よって，回転数 n は

n ＝ 　 ＝　

14 a 静止摩擦力の大きさは遠心力の大きさに等しいので，mrω2

15 d
遠心力の大きさが最大摩擦力以下であればすべらないので

mrω2 ≦μ mg　よって，μ≧ 　

Ⅳ

16 a

屈折の法則より，n1sinθ1 ＝ n2sinθ2 ＝ sinθ3

θ2 ＜θ1 ＜θ3 より，sinθ2 ＜ sinθ1 ＜ sinθ3

よって，1 ＜ n1 ＜ n2

17 b 臨界角に対応する屈折角は 90°なので sinθ2C ＝ 　

18 a

境界面 Y で光が全反射する条件は

　sinθ2 ＞ sinθ2C ＝ 　

よって，sinθ1 ＝ 　 　sinθ2 > 　  ×　  ＝ 　

19 d

スイッチ S1 を入れた直後，コンデンサーを導線とみなして，

電流 I は

I ＝　 ＋ 　  ＝ 　

20 e
C1 に蓄えられる電気量を Q1 とすると

Q1 ＝ 2CV

21 a

コンデンサーに蓄えられていた静電エネルギー U が抵抗で発

生するジュール熱になるので

　U ＝　 × 2C ×（　 V ）2 ＋　 × C ×（　 V ）2 ＝　 CV 2
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物 理
大問 解答

番号 正解 解　説

Ⅰ

1 ａ 二酸化ケイ素は共有結合の結晶なので組成式。

2 ｄ イオンは X3 ＋と Y2 －

3 ｂ ｂは蒸発であり物理変化。

4 ｅ Al，Na，F などには存在しない。

5 ｄ

35Cl － 37Cl，37Cl － 35Cl の 2 種類が質量数の和が 72 となる。
0.75 × 0.25 ＋ 0.25 × 0.75 ＝ 0.375
0.375 × 100 ≒ 38％

6 ｂ
2K ＋ 2H2O → 2KOH ＋ H2

したがって，カリウムは金属で単体。

7 ｅ
冬期に塩化カルシウムの粉末が道路に散布され，凍結防止剤
や融解剤として利用されている。

Ⅱ

8 ｅ ヨウ素が遊離するので褐色。

9 ｃ

薄める前の過酸化水素水のモル濃度を x〔mol/L〕とする。

x × 　　×  　　 × 2 ＝ 0.100 × 　　 × 1　x ＝ 0.800 mol/L

 　　　　　× 100 ＝ 2.72 ≒ 2.7％

10 ｂ
KI ＝ 166

0.800 ×  　　×  　　 × 2 × 166 ＝ 0.265 ≒ 0.27 g

Ⅲ

11 ｄ 逆流安全瓶である。

12 ａ
MnO2 ＋ 4HCl → MnCl2 ＋ 2H2O ＋ Cl2
Mn の酸化数は＋ 4 から＋ 2 に 2 減少している。

13 ｅ Ca（OH）2 ＋ Cl2 → CaCl（ClO）･H2O

14 ｄ アルミニウムは周期表で 13 族に属する典型元素である。

15 ｂ 氷晶石 Na3AlF6 である。

16 ｄ
2Al ＋ 2NaOH ＋ 6H2O → 2Na［Al（OH）4］＋ 3H2

27 × 2.0 × 　　 ＝ 2.7g

Ⅳ

17 ｂ カルボン酸の OH とアルコールの H で H2O ができる。

18 ａ 濃硫酸は触媒の働きをしている。

19 ｃ
飽和脂肪酸　　　パルミチン酸，ステアリン酸
不飽和脂肪酸　　オレイン酸，リノール酸，リノレン酸

20 ａ 爆薬（火薬）として利用されている。

21 ｄ
KOH ＝ 56

 　　　　　＝ 879.5 ≒ 880

22 ｃ

油脂 1 分子中の C ＝ C の数を n とする。I2 ＝ 254

 　　× n × 254 ＝ 262　　　n ＝ 8.99 ≒ 9

油脂１分子は高級脂肪酸３分子からできているので，
9 ÷ 3 ＝ 3
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大問 解答
番号 正解 解　説

Ⅰ

1 b

2 e

3 b

4 c

Ⅱ

5 e

6 d

7 c

Ⅲ

8 a

9 c

10 e
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Ⅰ 
(1)  １  ｂ 

 2 1 7x より， 
     7 2 1 7x  

    
8 6
2 2

x  

    4 2 3 2x  
 1.4 2 1.5より， 
    6 4 2 5.6 ，  4.2 3 2 4.5  

よって，xは−6 より大きく 4.5 より小さい整数 
したがって，不等式を満たす整数 xの個数は，10 個 

 

(2)  ２  ｅ 

「x，yはともに偶数である」の否定は， 
「x，yの少なくとも一方は奇数である」なので，対偶は， 
「x，yの少なくとも一方が奇数ならば， 2 2x y は奇数である。」 

 
(3)  ３  ｂ 

  3 sin cos 1より， 
  cos 1 3 sin  ……① 

①を   2 2sin cos 1に代入して， 
    

22sin 1 3sin 1  
  25sin 3sin 0  
    sin 5sin 3 0  

   90 180 より， 

 
3sin
5

 

これを①に代入して，   
4cos
5
 （これは    90 180 に適する。） 

よって，



  
sin 3tan
cos 4
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(4)  ４  ｃ 

全体の得点の合計が，  6.6 10 66（点） 
女子の得点の合計が，  7 6 42（点） 
よって，男子の得点の平均値は，




66 42 6
4

（点） 

女子，男子の得点の 2 乗の和をそれぞれ x，yとすると， 
女子の得点の分散より， 

 27 3
6
x  

 312x  
全体の得点の分散より， 


 2312 6.6 6.04

10
y  

 184y  
よって，求める男子の得点の分散は， 

 2184 6 10
4
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Ⅱ 
(1)   ５  ｅ 

     2 21 2 4 5 6
2

y x mx m m  

          2 21 4 4 5 6
2
x mx m m  

          
2 21 2 6 5 6

2
x m m m  

 より，グラフ Cの頂点の座標は   22 , 6 5 6m m m である。 
 

(2)  ６  ｄ 
グラフ Cと y軸との交点の y座標は，  0x を代入して， 
     24 5 6y m m  
よって， 
     24 5 6 0m m  
       4 3 2 0m m  

     
3 2
4

m  

 
(3)  ７  ｃ 

グラフ Cは，上に凸の放物線で，軸が直線  2x mである。 
 0m のとき， 2 0m であるから，  0x のとき最大となる。 

よって， 
     24 5 6M m m  
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Ⅲ 

(1)  ８  ａ 
AM=xとする。 
△ABM において，余弦定理より， 

       2 2 24 2 4 cos AMB 5x x  
       2 52 4 9 0

7
x x  

     27 40 63 0x x  
      7 9 7 0x x  

 0x より，  7x  
よって，線分 AM の長さは，7 

  
(2)  ９  ｃ 
     0 AMB 180 より，  sin AMB 0 だから， 

   
     
 

25 2 6sin AMB 1
7 7

 

 △ABC の面積は， 
   △ABM     

12 7 4 sin AMB 2
2

 

            
1 2 67 4 2
2 7

 

          8 6  
 
(3)  10  ｅ 
△ACM において，余弦定理より， 

           2 2 2AC 7 4 2 7 4 cos 180 AMB  
              2 27 4 2 7 4 cos AMB  

            
549 16 2 7 4 105
7

 

AC＞0 より， 
   AC 105  
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大問 解答
番号 正解 解　説

Ⅳ

11 c

12 d

13 c

Ⅴ

14 a

15 b

16 c

Ⅵ

17 c

18 a

19 b
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Ⅳ 
(1)  11  ｃ 

万の位は 0 以外の 5 通り，その各々に対して他の位が 5 4P 通りだから，求め

る 5 桁の自然数の個数は， 
 5 45 600P （個） 

 
(2)  12  ｄ 

3 で割り切れるのは，各位の数の和が 3 の倍数のときである。 
0+1+2+4+5=12，1+2+3+4+5=15 であるから， 
(ⅰ) 0，1，2，4，5 のとき，  4 44 96P （個） 
(ⅱ) 1，2，3，4，5 のとき， 5 5 120P （個） 
(ⅰ)，(ⅱ)より，3 で割り切れる自然数の個数は， 

96+120=216（個） 
 

(3)  13  ｃ 
 万の位が 1 の自然数は， 5 4P  個 
 20□□□，21□□□，23□□□となる自然数はそれぞれ， 4 3P 個 

240□□となる自然数は， 3 2P 個 
よって，24053 以下の自然数は，  

       5 4 4 3 3 23 198P P P （個） 
 24053 以降は，24103，24105，24130，24135 

したがって，24135 は 202 番目である。 
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よって，24053 以下の自然数は，  

       5 4 4 3 3 23 198P P P （個） 
 24053 以降は，24103，24105，24130，24135 

したがって，24135 は 202 番目である。 
  

 6 / 7 
 

Ⅴ 
(1)  14  ａ 

円周角の定理より， 
∠ABC=∠AEC，∠ACB=∠AEB 

  また，△ABC は AB=AC の二等辺三角形より， 
    ∠ABC=∠ACB 

よって，∠AEC=∠AEB 
これより，ED は∠BEC の二等分線だから， 

BE：EC=BD：DC=1：2  
 

(2)  15  ｂ 
A から辺 BC に垂線 AH を引く。 
△ABH は AB=6，∠ABH=30°の直角三角形だから， 

BH=3 3 ，AH=3 
よって，BC= 6 3  
また，BD：DC=1：2 より，BD= 2 3  
直角三角形 ADH において，三平方の定理より， 

  AD     
223 3 3 2 3 2 3  

 
(3)  16  ｃ 

方べきの定理より， 
    AD DE BD DC  
    2 3 DE 2 3 4 3  
  DE 4 3  
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Ⅵ 
(1)  17  ｃ 

    2 3 1xy x y  
      3 2 7x y  
x，yは整数であるから，  3, 2x y も整数である。 
よって， 

               3, 2 1, 7 , 7, 1 , 1, 7 , 7, 1x y  
したがって， 

           , 4, 9 , 10, 3 , 2, 5 , 4, 1x y  
  であるから，等式   2 3 1xy x y を満たす整数 x，yの組は全部で 4 組あ

る。 
 
(2)  18  ａ   19  ｂ 

 2 56a n  （nは自然数）とおくと， 

   2 256a n  
   2 2 56n a  
       56n a n a  
n，aは自然数だから，   n a n aで，  ,n a n aは整数であり， 
  0n a だから， 

             , 56, 1 , 28, 2 , 14, 4 , 8, 7n a n a  
これより， 

            
   

57 55 15 1, , , 15, 13 , 9, 5 , ,
2 2 2 2

n a  

n，aは自然数だから， 
     , 15, 13 , 9, 5n a  

よって， 2 56a が自然数になるような aは 2 個で，そのうち最小の aは 

 5a で，このとき，  2 56 9a である。 
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※2023 年度より一般選抜試験での「小論文」実施はありません。
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解答・解説（生物）2023 年度

大問 解答
番号 正解 解　説

Ⅰ

1 ｃ 対物レンズを傷つけないようにする。

2 ｄ
ミトコンドリアと葉緑体は独自の DNA をもち，ミトコンドリアは好気性細菌，
葉緑体はシアノバクテリアが起源とされる。

3 ｄ 2 × 3 × 109 ÷ 10 × 3.4 × 10－ 9（m）＝ 2.04（m）

4 ｂ 24 時間で 8（23）倍となっているので，24 ÷ 3 ＝ 8（時間）となる。

5 ｅ 肺動脈には静脈血が流れている。筋肉層が発達しているのは動脈。

6 ｅ
インスリンはすい臓ランゲルハンス島Ｂ細胞から分泌され，肝臓でグリコーゲ
ン合成を促進する。

7 ｅ ａ～ｄは交感神経のはたらき。

8 ｃ 陰樹は光補償点が低く，光飽和点も低い。

9 ｂ ステップには木本はほとんどみられない。イは雨緑樹林。ウは夏緑樹林。

10 ｄ 陽樹を中心とした雑木林などは陰樹林へ移行する。

Ⅱ

11 ｃ リゾチームは化学的防御の一種である。

12 ｂ Ｂに対しては二次応答，Ｃに対しては一次応答。

13 ｄ 抗体は血液凝固で血清中に残る。

14 ａ 血清で脱落が早くならなかったことから抗体ではなく，細胞性免疫と推定する。

15 ｂ キラーＴ細胞はがん細胞を直接攻撃する。

16 ｅ アルブミンなどの血しょう中のタンパク質を合成している。

17 ｄ 腎臓 2 個分を答えることに注意する。

18 ｄ 血小板はろ過されない。

19 ｅ 濃縮率が 75 と最も高い。

20 ａ （0.3 × 120 － 0.34 × 1）÷（0.3 × 120）× 100（％）≒ 99.055（％）となる。

Ⅲ

21 ｄ 乳酸菌以外はみな真核生物である。

22 ｄ 切り出すのは制限酵素，つなぐのは DNA リガーゼ。

23 ｃ
もとのプラスミドを取り込んでβ-ガラクトシダーゼをつくる。アンピシリンで
死なない。

24 ｄ 組換えプラスミドを取り込んでいる。アンピシリンで死なない。

25 ｃ プラスミドを取り込んでいない大腸菌が増殖して白色のコロニーを形成する。

26 ｂ 窒素固定細菌を選ぶ。

27 ａ 硝化菌とは，硝酸菌と亜硝酸菌を指し，化学合成細菌である。

28 ｂ
グルタミンからケトグルタル酸にアミノ基が渡され，2 分子のグルタミン酸が
生じる。

29 ｃ 各種有機酸にアミノ基を転移して各種アミノ酸が生じる。

30 ｄ グリコーゲンは炭水化物である。

Ⅳ

31 ｄ
花粉母細胞が減数分裂，花粉四分子の細胞が体細胞分裂を行って大きな花粉管
細胞と小さな雄原細胞となる。

32 ｂ 胚のう細胞と小さな細胞は減数分裂で生じるので n となる。

33 ｅ 3 回核分裂を行って，8 核 7 細胞からなる胚のうとなる。

34 ｂ 助細胞が分泌するルアーと呼ばれるタンパク質により誘引される。

35 ｂ 無胚乳種子では，栄養分は胚乳の代わりに子葉に蓄えられる。

36 ｃ 定位は生得的行動。

37 ｅ 毛様筋が収縮し，チン小帯がゆるむことで水晶体が厚くなる。

38 ａ 桿体細胞は網膜の周辺部に多く分布し，感度が高く明暗の感知にはたらく。

39 ｅ 基底膜が振動すると，基底膜の上にある聴細胞の感覚毛がおおい膜にふれる。

40 ｅ 感覚毛に圧力刺激が加えられると，感覚細胞が興奮する。

生 物

★見開き出力用_2023年版.indd   40-41★見開き出力用_2023年版.indd   40-41 2023/05/29   23:20:542023/05/29   23:20:54



43

傾
向
と
対
策

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

入
試
結
果
デ
ー
タ

�

次の対話文を読み，各問いに答えなさい。

Clerk: This is the Hudson Theater Box Office. Jasmine speaking.

Michael: （ 1 ）

Clerk: We have very few tickets left for that performance on Thursday.

Where would you like to sit?

Michael: In the center, close to the stage?

Clerk: Those seats were sold out months ago, sir. However, we have seats

available in the lower and upper balconies.

Michael: Well, the lower balcony.

Clerk: （ 2 ）

Michael: Yes, of course.

Clerk: I don’t have four seats together in the lower balcony. I have two and

two.

Michael: No, I want four together. The upper balcony, then.

Clerk: Fine. I have ZZ54, 55, 56 and 57. Should I mail them, or
⑴
do you

want to pick them up on the night?

Michael: I’ll pick them up.

Clerk: Then you have to be here one hour before the performance, unless

you want to pay now.
⑵
In which case, you can pick them up as late

as you like.

Michael: I’ll pay now. I can’t wait such a long time to pay for the tickets.

Clerk: Which card do you use?

Michael: Do you take ABC Card?

Clerk: Just a second… OK. We accept that card. May I have your card

number?

Michael: It’s 4512-3581-5687-2256.

Clerk: And when’s the expiration date?

Michael: Eleven, twenty twenty-five.

― 7 ―

問4 次の1～5のうち，本文の内容に一致するものの組み合わせとして最も適切

なものを，下のａ～ｄから一つ選び，記号で答えなさい。 11

1 “HeForShe” is the first campaign at the United Nations and the group

wants women to support gender equality rather than men.

2 The speaker was confused because she was called “bossy” but the

boys weren’t called so when they made the plays.

3 When the speaker decided she was a feminist, she thought it was not

so easy for her.

4 The speaker believes it is right that only women take part in the

policies and make decisions for her country.

5 Unfortunately there aren’t any countries where all women enjoy the

same respect as men.

ａ 1，3 ｂ 1，5 ｃ 2，5 ｄ 3，4

― 6 ―

問3 下線部ア・イの表す内容として最も適切なものを，それぞれ下のａ～ｄから

一つずつ選び，記号で答えなさい。

ア 9

ａ Most people think all the feminists are aggressive and never listen

to others.

ｂ When people hear “feminism”, they often associate it with hating

men.

ｃ It is almost impossible for all women in the world to have gender

equality.

ｄ There are very few men who realize the importance of women’s

rights.

イ 10

ａ My parents didn’t love me because they wanted a boy but I was a

girl.

ｂ My parents didn’t want to have a daughter because they already had

had one.

ｃ My parents were happy to have a daughter because they had had a

son.

ｄ My parents loved me and they didn’t base their love on whether I

was born a son or a daughter.

― 5 ―

Clerk: （ 3 ）

Michael: Michael Robinson.

Clerk: I’ll read that back. ABC Card. 4512-3581-5687-2256. Expiration date,

eleven twenty twenty-five. In the name of Mr. Michael Robinson.

Four seats in the upper balcony.

Michael: That’s correct.（ 4 ）

Clerk: The total cost of the seats will be one hundred and sixty dollars.

Michael: That’s fine. Thank you.

問1 空所（ 1 ）に入れるのに最も適切なものを，次のａ～ｄから一つ選び，記

号で答えなさい。 12

ａ Can I get a ticket for the seat on the balcony on next Thursday?

ｂ Who is the leading actor in the play on Thursday night?

ｃ Would you tell me what kind of play will be on next Thursday?

ｄ Do you have four tickets for “Carmen” on Thursday night?

問2 空所（ 2 ）に入れるのに最も適切なものを，次のａ～ｄから一つ選び，記

号で答えなさい。 13

ａ Will it be OK if I split your party?

ｂ Do you all want to sit together?

ｃ Is it fine if you sit on different floors?

ｄ Do you mind sitting together in the lower balcony?

問3 空所（ 3 ）に入れるのに最も適切なものを，次のａ～ｄから一つ選び，記

号で答えなさい。 14

ａ What’s the name as printed on the card?

ｂ Excuse me, but who is calling, please?

ｃ May I have the name of your favorite actor?

ｄ Who will come to see the performance with you?

― 8 ―

5

7

6

8

問　題（英語）2022 年度
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問　題（英語）2022 年度

問1 空所（ 1 ），（ 2 ），（ 3 ）に入れるのに最も適切なものを，それぞ

れ下のａ～ｄから一つずつ選び，記号で答えなさい。

（ 1 ） 1

ａ playing for ｂ dropping out of

ｃ getting into ｄ signing up for

（ 2 ） 2

ａ hopefully ｂ in advance

ｃ sadly ｄ to my relief

（ 3 ） 3

ａ As a rule ｂ At last

ｃ However ｄ In fact

― 3 ―

�

次の英文は国連ウィメン親善大使に任命された女優エマ・ワトソンが2014年に国

連で行った演説の一部です。これを読んで各問いに答えなさい。

Today we are launching a campaign called “HeForShe.” I am reaching out

to you because I need your help. We want to end gender inequality and to

do that we need everyone to be involved. This is the first campaign of its kind

at the UN: we want to try and galvanize* as many men and boys as possible

to be advocates for gender equality. And we don’t just want to talk about it,

but make sure it is tangible*.

I was appointed six months ago and the more I have spoken about

feminism the more I have realized that fighting for women’s rights has too

often become synonymous with man-hating. If there is one thing I know for

certain, it is that
ア
this has to stop.

For the record, feminism by definition is: “The belief that men and women

should have equal rights and opportunities. It is the theory of the political,

economic and social equality of the sexes.”

I started questioning gender-based assumptions when at eight I was

confused at being called “bossy,” because I wanted to direct the plays we

would put on for our parents but the boys were not.

When at 14, I started being sexualized by certain elements of the press.

When at 15, my girlfriends started（ １ ） their sports teams because they

didn’t want to appear “muscly.” When at 18, my male friends were unable to

express their feelings.

I decided I was a feminist and this seemed uncomplicated to me. But my

recent research has shown me that feminism has become an unpopular word.

Apparently, I am among the ranks of women whose expressions are seen as

too strong, too aggressive, isolating, anti-men and, unattractive.

Why is the word such an uncomfortable one? I am from Britain and think

it is right that as a woman I am paid the same as my male counterparts. I

― 1 ―

問2 次の⑴～⑸について，本文の内容と一致するように，空所に入れるのに最も

適切なものを，それぞれ下のａ～ｄから一つずつ選び，記号で答えなさい。

⑴ The speaker and her group want everybody to join their movement

because they’d like to finish（ ）. 4

ａ gender inequality ｂ global warming

ｃ the rich-poor gap ｄ violence in the world

⑵ When the speaker was eight years old, she wanted to direct the plays

to show（ ）. 5

ａ other classes ｂ their friends

ｃ their parents ｄ their teachers

⑶ The speaker did some research recently and found that the word

“feminism” is not（ ）. 6

ａ complicated ｂ popular

ｃ strong enough ｄ worn-out

⑷ What matters is not the word “feminism” but（ ） it has behind

it. 7

ａ the history and the fact ｂ the idea and the ambition

ｃ the prejudice and the rights ｄ the tradition and the value

⑸ It is（ ）that the campaign of “HeForShe” is aiming for.

8

ａ freedom ｂ permission

ｃ truth ｄ wealth

― 4 ―

1

3

2

4

Emma Watson: Gender equality is your issue too（from UN Women, September 20, 2014）

著作権の都合で開示できません

著作権の都合で開示できません
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問2 次の⑴～⑶について，与えられた日本文の意味になるように（ ）の中の

ア～オを並べかえるとき，（ ）内で前から3番目と5番目にくるものの組

み合わせとして最も適切なものを，それぞれ下のａ～ｄから一つずつ選び，記

号で答えなさい。

（例） エ‐‐イ （前から3番目がエで，5番目がイを示す。）

⑴ テレビをつけないでほしいのですが。 33

I （ ア didn’t イ you ウ would エ turn オ rather ）

on the TV.

ａ オ‐‐ウ ｂ ウ‐‐ア ｃ ウ‐‐エ ｄ イ‐‐エ

⑵ ギャンブルに金を浪費するくらいならどぶに捨てたほうがましだ。

34

You might （ ア money イ as ウ throw エ as well

オ down the drain ）waste it on gambling.

ａ イ‐‐ウ ｂ ア‐‐イ ｃ オ‐‐ア ｄ ウ‐‐オ

⑶ 大部分の人たちは興味のある記事だけを読む。 35

Most people （ ア are イ interested ウ only the article

エ read オ they ）in.

ａ イ‐‐オ ｂ ウ‐‐エ ｃ エ‐‐ア ｄ オ‐‐イ

―14―

�

各問いに答えなさい。

問1 次の⑴～⑷について，与えられた日本文の意味になるように（ ）の中の

⒜～⒠を並べかえるとき，（ ）内で前から3番目にくるものとして最も適

切なものを，⒜～⒠から一つずつ選び，記号で答えなさい。文頭にくる語も小

文字にしています。

⑴ 大勢の人が新社長に面会をするために訪れた。 29

（ ⒜ came ⒝ few ⒞ people ⒟ a ⒠ quite ） to see

the new president.

⑵ すぐにお返事をいただければ幸いです。 30

We （ ⒜ from ⒝ appreciate ⒞ hearing ⒟ would

⒠ you ）soon.

⑶ 時間がなかったので，あなたに手紙を書けませんでした。 31

Lack of time （ ⒜ writing ⒝ to ⒞ me ⒟ from

⒠ prevented ）you.

⑷ 彼女は，月曜日になって初めて私に電話をかけてきた。 32

It （ ⒜ Monday ⒝ not ⒞ that ⒟ was ⒠ until ）

she called me.

―13―13 14

問　題（英語）2022 年度

44

傾
向
と
対
策　
　
　

２
０
２
２
年
度　
　

２
０
２
３
年
度　
　

２
０
２
１
年
度　
　

入
試
結
果
デ
ー
タ　
　

問　題（英語）2022 年度

�

各問いに答えなさい。

問1 次の⑴～⑺の英文中の空所に入れるのに最も適切なものを，それぞれ下の

ａ～ｄから一つずつ選び，記号で答えなさい。

⑴ Jim is（ ）, being open and honest in stating what he thinks and

wants. 19

ａ frank ｂ kind

ｃ modest ｄ shy

⑵ （ ）from the cost of heating it, it was a fantastic house. 20

ａ Apart ｂ Different

ｃ Except ｄ Something

⑶ There is a lively debate about whether any animals（ ） than

humans have the ability to speak. 21

ａ better ｂ inferior

ｃ less ｄ other

⑷ Severe food shortage will occur, （ ） to the effect of global

warming. 22

ａ because ｂ by

ｃ owing ｄ reason

⑸ I used to live in Sydney, but（ ）present I’m living in New York.

23

ａ at ｂ for

ｃ in ｄ on

―11―

問7 ClerkとMichaelの対話の内容に一致するものを，次のａ～ｄから一つ選

び，記号で答えなさい。 18

ａ The center seats close to the stage are available but Michael wants to

get the seats in the balcony.

ｂ Michael tries to buy four seats in the lower balcony but the clerk says

they can’t sit together there.

ｃ Michael asks if he can use his ABC Card to pay for the tickets and

the clerk answers in the negative.

ｄ The clerk’s mistake is found when she reads back what Michael has

said on the phone.

―10―

問4 空所（ 4 ）に入れるのに最も適切なものを，次のａ～ｄから一つ選び，記

号で答えなさい。 15

ａ How much do you charge for drinks?

ｂ How much is it altogether?

ｃ How much tax is included in the price?

ｄ How much is it per person?

問5 下線部⑴とほぼ同じ内容を表すものを，次のａ～ｄから一つ選び，記号で答

えなさい。 16

ａ Will you come here by car after picking up your friends?

ｂ Would you like to buy the tickets on Friday afternoon?

ｃ Will you receive the tickets when you come here?

ｄ Do you want to pay for the tickets on Thursday night?

問6 下線部⑵とほぼ同じ内容を表すものを，次のａ～ｄから一つ選び，記号で答

えなさい。 17

ａ If you get the tickets on Thursday, you can come whenever you like.

ｂ You shouldn’t hurry as long as you pay on Thursday.

ｃ You don’t have to worry about time if you pay right away.

ｄ You have to come here one hour before the play to buy the tickets.

― 9 ―

⑹ I can’t（ ）a genuine pearl from an imitation. 24

ａ look ｂ say

ｃ speak ｄ tell

⑺ We were on good（ ）with the Smiths while in Canada. 25

ａ length ｂ periods

ｃ terms ｄ time

問2 次の各文の下線部⒜～⒟で，間違っている部分が1箇所ずつあります。その

間違っている箇所の記号をそれぞれ答えなさい。

⑴ The doctor
⒜
demanded that Bob

⒝
got
⒞
plenty of rest

⒟
after the operation.

26

⑵ I
⒜
haven’t seen Tom

⒝
for
⒞
a long time. When

⒟
have you seen him last?

27

問3 次のア，イの文の空所に入る共通する語を，下のａ～ｄから一つ選び，記号

で答えなさい。 28

ア I met her sister on the campus（ ）chance.

イ He returned home（ ）way of San Francisco.

ａ by ｂ in

ｃ on ｄ with

―12―

9

11

10
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47

傾
向
と
対
策

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

入
試
結
果
デ
ー
タ

問
5

傍
線
部
Ｂ
・
Ｃ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

Ｂ

24

・
Ｃ

25

ご
う
ご
う

Ｂ

囂
々
た
る

24

ａ

集
団
で
非
難
す
る
よ
う
な

ｂ

怒
り
を
内
に
秘
め
て
い
る
よ
う
な

ｃ

始
終
張
り
つ
め
て
い
る
よ
う
な

ｄ

時
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
く
よ
う
な

ｅ

大
き
な
音
が
響
き
わ
た
る
よ
う
な

Ｃ

示
唆25

ａ

ほ
の
め
か
し
て
い
る

ｂ

考
え
の
助
け
と
な
る

ｃ

思
い
も
よ
ら
な
い

ｄ

は
っ
き
り
し
て
い
る

ｅ

検
討
に
値
す
る

―20―

問
2

傍
線
部
Ａ「
最
新
の
進
化
理
論
で
は
、
こ
れ
が〈
道
徳
感
情
〉の
第
一
歩
だ
と
い
う
の
で
あ
る
」と
あ
る
が
、
筆
者
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
言
い
た

い
の
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

21

ａ

チ
ス
イ
コ
ウ
モ
リ
の
行
う
罰
は
安
定
し
た
社
会
を
保
つ
た
め
の
合
理
的
な
行
動
で
あ
り
、
人
間
の
行
動
心
理
と
共
通
す
る
点
が
あ
る
と
い
う

こ
と
。

ｂ

チ
ス
イ
コ
ウ
モ
リ
の
行
動
は
人
間
の
損
得
を
度
外
視
し
た
行
動
に
比
べ
る
と
打
算
的
な
点
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
分
道
徳
的
な
面
が
小
さ
い

と
い
う
こ
と
。

ｃ

人
間
も
チ
ス
イ
コ
ウ
モ
リ
も
自
ら
の
欲
求
を
実
現
す
る
た
め
に
利
他
的
な
行
動
を
取
る
こ
と
が
多
い
が
、
チ
ス
イ
コ
ウ
モ
リ
は
そ
の
範
囲
が

欲
求
に
応
じ
て
狭
い
と
い
う
こ
と
。

ｄ

人
間
は
恩
恵
の
有
無
に
限
ら
ず
利
他
的
な
行
動
を
取
る
の
に
対
し
、
チ
ス
イ
コ
ウ
モ
リ
の
利
他
的
な
行
動
の
背
後
に
は
必
ず
恩
恵
の
存
在
が

あ
る
と
い
う
こ
と
。

ｅ

チ
ス
イ
コ
ウ
モ
リ
の
行
動
は
他
者
へ
の
罰
を
前
提
と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
人
間
の
行
動
は
他
者
へ
の
正
義
を
前
提
と
し
て
い
る
点
で
優
位

性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

―17―

問
3

空
欄

①

〜

③

に
入
る
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

22
ａ

①

直
接

②

因
果
応
報

③

画
期

ｂ

①

将
来

②

弱
肉
強
食

③

伝
統

ｃ

①

直
接

②

弱
肉
強
食

③

画
期

ｄ

①

将
来

②

弱
肉
強
食

③

画
期

ｅ

①

将
来

②

因
果
応
報

③

伝
統

―18―

問
4

空
欄

ⅰ

に
入
る
文
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

23

ａ

Ｃ
は
自
分
の
評
判
を
高
め
る
た
め
に
、
Ｂ
を
救
い
出
す
べ
く
手
持
ち
の
金
を
差
し
出
す
の
だ
が
、
こ
の
時
に
Ｃ
の
中
で
は
間
接
互
恵
性
が
働

い
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ｂ

Ｃ
は
Ａ
に
対
し
て
公
正
な
分
配
を
促
し
た
う
え
で
、
そ
れ
が
果
た
さ
れ
な
い
場
合
に
罰
金
を
課
す
こ
と
を
Ａ
に
忠
告
し
て
公
正
性
を
保
と
う

と
し
た
の
で
あ
る
。ふ

く
し
ゅ
う

ｃ

Ｃ
は
後
に
Ａ
か
ら
復
讐
を
受
け
る
リ
ス
ク
は
あ
る
が
、
Ｂ
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
損
を
し
て
で
も
手
持
ち
の
金
を
出
す

と
い
う
行
動
を
取
る
の
で
あ
る
。

ｄ

Ｃ
は「
拒
否
権
が
な
い
」と
い
う
Ｂ
の
置
か
れ
た
不
公
平
な
立
場
に
同
情
し
、
Ａ
よ
り
も
Ｂ
の
方
の
分
配
金
が
高
く
な
る
よ
う
に
自
ら
直
接
金

を
提
供
す
る
の
だ
。

ｅ

Ｃ
は
自
分
が
直
接
被
害
を
受
け
た
わ
け
で
も
な
く
、
金
を
出
す
と
損
を
す
る
だ
け
な
の
に
、
割
合
が
不
公
正
な
ほ
ど
高
い
金
額
を
出
し
て
、

不
公
正
な
者
を
罰
し
よ
う
と
す
る
。

―19―
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問　題（国語）2022 年度

46

傾
向
と
対
策　
　
　

２
０
２
２
年
度　
　

２
０
２
３
年
度　
　

２
０
２
１
年
度　
　

入
試
結
果
デ
ー
タ　
　

問　題（国語）2022 年度

問
6

空
欄

Ⅰ

〜

Ⅲ

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ

い
。
Ⅰ

26

・
Ⅱ

27

・
Ⅲ

28

Ⅰ

ａ

し
た
が
っ
て

ｂ

ゆ
え
に

ｃ

や
は
り

ｄ

と
こ
ろ
で

ｅ

も
し
く
は

Ⅱ

ａ

同
じ
く

ｂ

な
ぜ
な
ら

ｃ

ま
た

ｄ

け
れ
ど
も

ｅ

さ
な
が
ら

Ⅲ

ａ

さ
ら
に

ｂ

た
だ
し

ｃ

し
か
し

ｄ

そ
こ
で

ｅ

も
っ
と
も

問
7

傍
線
部
Ｄ「
そ
の
遥
か
先
ま
で
す
で
に
到
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
」と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も

の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

29

ａ

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
共
感
が
原
因
を
理
解
す
る
た
め
に
備
わ
っ
た
能
力
で
あ
る
間
接
互
恵
性
の
概
念
を
知
っ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
そ
う

し
た
能
力
に
限
界
が
あ
る
こ
と
ま
で
指
摘
し
て
い
た
点
で
、
最
新
の
理
論
を
越
え
た
議
論
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

と
ど

ｂ

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
人
間
が
物
事
に
対
し
て
誤
っ
た
判
断
を
し
か
ね
な
い
と
い
う
性
質
を
理
解
し
て
い
た
の
に
留
ま
ら
ず
、
正
し
く
判
断

す
る
た
め
に
他
者
の
考
え
に
左
右
さ
れ
ず
に
判
断
す
る
道
を
探
っ
て
い
た
点
で
、
先
進
的
な
議
論
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。

ｃ

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
不
正
の
発
見
や
そ
れ
を
罰
す
る
こ
と
に
満
足
感
を
持
つ
人
間
の
本
質
を
見
抜
く
だ
け
で
な
く
、
そ
う
し
た
人
間
に
気

負
い
せ
ず
真
実
に
た
ど
り
着
く
た
め
の
作
法
を
説
い
た
と
い
う
点
で
、
具
体
的
な
解
決
策
に
ま
で
踏
み
込
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
。

ｄ

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
評
判
を
気
に
す
る
人
間
が
真
実
か
ら
遠
の
い
て
し
ま
う
弱
さ
を
最
初
に
見
抜
い
た
最
新
理
論
が
提
唱
さ
れ
る
以
前

に
、
そ
の
よ
う
な
弱
さ
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
真
実
に
忠
実
で
あ
る
者
を
理
想
の
人
間
と
し
た
点
で
、
先
進
的
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
。

ｅ

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
人
間
の
推
論
能
力
に
誤
り
が
あ
る
可
能
性
を
見
抜
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
�
罪
を
犯
す
リ
ス
ク
を
考

慮
し
て
上
級
審
に
控
訴
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
説
い
て
い
た
と
い
う
点
で
、
議
論
を
法
律
学
に
ま
で
発
展
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
。

―21―
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問
8

本
文
の
読
後
に
五
人
の
生
徒
が
人
間
の
行
動
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
波
線
を
付
し
た
語
に
つ
い
て
、
本
文
の
趣
旨
と
は
異
な
る
理
解

を
し
て
い
る
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

30

ａ

生
徒
Ａ
―
電
車
の
中
で
ご
老
人
が
座
れ
ず
に
い
た
ん
だ
。
自
分
も
そ
の
時
疲
れ
て
い
た
ん
だ
け
ど
、
隣
席
の
男
性
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を

感
じ
て
席
を
譲
っ
て
あ
げ
た
よ
。
こ
れ
っ
て〈
間
接
互
恵
性
〉に
基
づ
く
行
動
な
の
か
な
。

ｂ

生
徒
Ｂ
―
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。
そ
の
ご
老
人
に
二
度
と
逢
う
可
能
性
は
低
い
し
、
Ａ
さ
ん
は
そ
の
時
一
人
だ
っ
た
の
だ
か
ら
、
決
し
て
自

分
の〈
評
判
〉を
気
に
し
て
の
こ
と
じ
ゃ
な
い
ん
だ
か
ら
。

ｃ

生
徒
Ｃ
―
私
は
、「
今
度
は
譲
っ
て
も
ら
え
る
か
な
」な
ん
て
考
え
て
、
一
緒
に
い
る
友
人
に
席
を
譲
っ
て
あ
げ
る
こ
と
は
あ
る
け
ど
。〈
互

恵
的
利
他
主
義
〉に
留
ま
っ
て
い
る
っ
て
こ
と
か
な
。

ｄ

生
徒
Ｄ
―
私
は
席
を
譲
る
こ
と
自
体
に
抵
抗
感
は
な
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、
感
謝
さ
れ
た
い
と
か
、
冷
た
い
人
だ
と
思
わ
れ
た
く
な
い
と
い
う

の
が
動
機
に
な
っ
て
い
る〈
弱
い
人
〉な
の
か
も
し
れ
な
い
。

ｅ

生
徒
Ｅ
―
こ
の
場
合
に
、「
真
に
賞
賛
や
非
難
に
値
す
る
か
ど
う
か
」を
基
準
に
行
動
し
た
ら
ど
う
な
る
ん
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
判
断
す
る〈
公

平
な
観
察
者
〉を
自
分
の
胸
の
裡
に
持
つ
の
は
と
て
も
難
し
い
よ
。

―22―22 21
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傾
向
と
対
策

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

入
試
結
果
デ
ー
タ

�

次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

中
南
米
に
生
息
す
る
チ
ス
イ
コ
ウ
モ
リ
は
、
動
物
の
血
を
三
日
間
吸
う
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
餓
死
し
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
彼
ら
は
、
飢
え
て
死
に

か
け
た
仲
間
に
自
分
の
吸
っ
た
血
を
（
ア
）ハ

い
て
与
え
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
ん
な
こ
と
を
す
れ
ば
今
度
は
自
分
が
餓
死
す
る
危
険
度
が
上
が
る
の
に
、
血
縁

関
係
が
な
い
相
手
を
ど
う
し
て
救
お
う
と
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
を
説
明
す
る
た
め
打
ち
出
さ
れ
た
の
が
、〈
互
恵
的
利
他
主
義
〉理
論
で
あ
る
。
仲
間
を
救
っ
て
お
け
ば
、
今
度
は
自
分
が
飢
え
た
と
き
に
救
っ

て
も
ら
え
る
と
い
う
恩
恵
を
当
て
に
し
た
行
動
な
の
だ
。
自
己
保
存
と
い
う
利
己
的
な
目
的
の
た
め
に
、
自
分
の
身
を
犠
牲
に
す
る
利
他
的
な
行
動
を

取
る
の
で
あ
る
。

実
際
に
、
チ
ス
イ
コ
ウ
モ
リ
は
お
互
い
に
血
を
貸
し
借
り
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
以
前
に
救
っ
た
相
手
か
ら
お
返
し
を
受
け
る
こ
と
が
、

明
ら
か
に
多
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
行
動
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
存
率
が
高
ま
る
の
で
、
進
化
の
過
程
で
こ
の
よ
う
な
行
動
が
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が

成
り
立
つ
た
め
に
は
、
仲
間
に
血
を
与
え
な
い
コ
ウ
モ
リ
は
救
わ
な
い
こ
と
が
重
要
だ
。
一
方
的
に
自
分
だ
け
が
血
を
も
ら
っ
て
い
れ
ば
一
時
的
に
は

生
存
率
が
高
ま
る
の
で
、
放
っ
て
お
け
ば
そ
ん
な
自
分
勝
手
な
コ
ウ
モ
リ
だ
ら
け
に
な
っ
て
、
結
局
は
自
分
勝
手
な
コ
ウ
モ
リ
を
も
含
め
た
全
員
の
生

存
率
が
下
が
っ
て
し
ま
う
。
ズ
ル
を
す
る
コ
ウ
モ
リ
に
は〈
罰
〉を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、〈
互
恵
的
利
他
主
義
〉を
保
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

Ａ
最
新
の
進
化
理
論
で
は
、
こ
れ
が〈
道
徳
感
情
〉の
第
一
歩
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。

あ

人
間
の
場
合
は
、
他
の
生
物
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
く
ら
い
、
血
縁
者
以
外
へ
の
利
他
的
行
動
が
多
い
。
今
後
二
度
と
逢
う
こ
と
は
な
い
、

①

の
お
返
し
は
望
み
よ
う
も
な
い
相
手
に
も
親
切
に
す
る
こ
と
が
（
イ
）ヒ

ン
パ
ン
に
あ
る
。

は
る

こ
れ
は
、
人
間
は
言
葉
や
文
化
を
持
つ
の
で
、
単
純
な〈
互
恵
的
利
他
主
義
〉よ
り
遥
か
に
複
雑
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
あ
る〈
間
接
互
恵
性
〉が
働
い
て
い

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
自
分
の
評
判
を
高
め
た
り
す
る
こ
と
で
、
巡
り
巡
っ
て
恩
恵
が
返
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

そ
う
な
る
と
、
互
恵
に
反
す
る
行
動
を
取
る
者
へ
の
監
視
や
罰
は
、
そ
れ
に
見
合
う
よ
う
に
複
雑
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
備
え
る
よ
う
に
な
る
。
実
際
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問
7

傍
線
部
Ｄ「
経
済
学
者
は
自
ら
の
誤
り
を
忘
れ
る
の
が
得
意
」と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
問
い
に
答
え
よ
。

⑴
「
自
ら
の
誤
り
を
忘
れ
る
の
が
得
意
」に
関
し
て
、「
前
人
が
陥
っ
た
の
と
同
じ
失
敗
を
後
人
が
す
る
」と
い
う
意
味
で
あ
る
次
の
言
葉
の
空
欄

に
入
る
漢
字
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

12

同
じ

を
踏
む

あ
ぜ

た
た
ら

て
つ

わ
ら

む
し
ろ

ａ

畔

ｂ

踏
鞴

ｃ

轍

ｄ

藁

ｅ

筵

⑵

筆
者
が
こ
こ
で
言
う
、「
経
済
学
者
は
自
ら
の
誤
り
を
忘
れ
る
」と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の

ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

13

ａ

世
界
各
国
に
経
済
危
機
の
勃
発
と
解
決
の
事
例
が
あ
る
の
に
そ
の
共
有
を
怠
り
、
経
済
危
機
が
歴
史
的
に
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ｂ

実
体
経
済
の
危
機
を
金
融
制
度
の
改
革
で
乗
り
越
え
は
す
る
が
、
そ
の
改
革
が
不
完
全
な
た
め
経
済
危
機
が
何
度
も
起
き
て
い
る
こ
と
。

ｃ

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
の
回
復
を
達
成
し
た
現
在
、
現
代
貨
幣
理
論
と
い
う
確
証
性
の
な
い
理
論
を
提
唱
し
始
め
て
い
る
こ
と
。

ｄ

あ
る
時
代
の
経
済
状
況
を
学
問
的
見
地
か
ら
好
況
と
判
断
す
る
が
、
そ
の
後
不
況
に
陥
っ
て
し
ま
う
事
態
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ｅ

経
済
危
機
と
い
う
嵐
に
何
度
襲
わ
れ
て
も
、
学
問
的
な
立
場
を
堅
持
す
る
た
め
に
楽
観
的
な
見
解
を
提
示
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
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問
8

傍
線
部
Ｅ「『
複
合
不
況
』と
い
う
概
念
」と
あ
る
が
、
宮
崎
義
一
の
提
唱
し
た「
複
合
不
況
」の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ

の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

14

ａ

日
本
の
実
体
経
済
と
金
融
経
済
が
互
い
に
相
反
す
る
景
況
を
示
し
て
い
る
こ
と
。

ｂ

金
融
経
済
に
は
デ
フ
レ
危
機
と
イ
ン
フ
レ
危
機
の
両
者
が
内
在
し
て
い
る
こ
と
。

ｃ

実
体
経
済
と
金
融
経
済
の
両
者
が
抱
え
る
危
機
に
共
通
点
が
存
在
す
る
こ
と
。

ｄ

バ
ブ
ル
の
崩
壊
が
金
融
経
済
に
影
響
を
与
え
て
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
起
き
た
こ
と
。

ｅ

金
融
経
済
に
お
け
る
危
機
が
実
体
経
済
の
危
機
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
。

問
9

空
欄

①

・

②

に
入
る
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

15
ａ

①

介
入
し
な
い

②

独
立
し
た

ｂ

①

依
存
し
な
い

②

自
律
し
た

ｃ

①

帰
属
し
な
い

②

解
放
さ
れ
た

ｄ

①

圧
迫
さ
れ
な
い

②

分
岐
し
た

ｅ

①

負
託
さ
れ
な
い

②

打
ち
勝
っ
た
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問
10

傍
線
部
Ｆ「
複
合
危
機
」と
あ
る
が
、
筆
者
は「
複
合
」の
語
を
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
て
い
る
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、

次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

16

ａ

実
体
経
済
の
危
機
と
い
う
外
的
要
因
と
金
融
経
済
の
危
機
と
い
う
内
的
要
因
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
。

ｂ

資
源
危
機
と
い
う
外
的
脅
威
に
加
え
ウ
ィ
ル
ス
と
い
う
健
康
に
害
を
な
す
内
的
脅
威
に
同
時
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
。

ｃ

資
本
主
義
シ
ス
テ
ム
の
外
部
か
ら
襲
っ
て
く
る
危
機
と
内
部
に
起
因
す
る
危
機
と
に
共
通
点
が
存
在
す
る
こ
と
。

ｄ

天
候
不
順
な
ど
自
然
が
も
た
ら
す
外
因
性
の
脅
威
に
農
業
経
済
の
打
撃
と
い
う
内
因
性
の
脅
威
が
合
わ
さ
る
こ
と
。

ｅ

資
本
主
義
社
会
内
部
の
危
機
に
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
環
境
・
資
源
・
疫
病
の
よ
う
な
外
部
的
危
機
が
起
こ
る
こ
と
。
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問　題（国語）2022 年度

48

傾
向
と
対
策　
　
　

２
０
２
２
年
度　
　

２
０
２
３
年
度　
　

２
０
２
１
年
度　
　

入
試
結
果
デ
ー
タ　
　

問　題（国語）2022 年度

（
ウ
）
ヒ
ソ
ん
で

19

ａ

事
情
を
セ
ン
サ
ク
す
る

ｂ

セ
ン
メ
イ
に
記
憶
す
る

ｃ

セ
ン
レ
イ
を
受
け
る

ｄ

セ
ン
プ
ク
期
間
を
過
ぎ
る

ｅ

選
手
セ
ン
セ
イ
を
行
う

（
エ
）
ド
ウ
サ
ツ

20

ａ

猫
の
ド
ウ
コ
ウ
が
開
く

ｂ

ジ
ド
ウ
書
を
編
集
す
る

ｃ

ド
ウ
メ
ダ
ル
を
も
ら
う

ｄ

ド
ウ
ク
ツ
を
探
検
す
る

ｅ

ド
ウ
タ
イ
を
損
傷
す
る
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に
、
人
間
は
不
正
に
敏
感
に
反
応
す
る
こ
と
が
各
種
の
実
験
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
自
分
が
直
接
被
害
を
受
け
た
場
合
で
な
く
と
も
、
さ
ら

に
自
分
が
損
を
し
て
さ
え
、
不
正
を
行
う
者
を
罰
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
の
だ
。

た
と
え
ば
、
千
円
を
Ａ
が
分
配
し
て
Ｂ
が
受
け
入
れ
る
か
拒
否
す
る
か
と
い
う
実
験
を
行
う
と
す
る
。
五
〇
〇
円
ず
つ
な
ら
当
然
Ｂ
は
受
け
入
れ
る

が
、
Ａ
が
七
五
〇
円
以
上
で
Ｂ
が
二
五
〇
円
以
下
と
い
う
割
合
に
な
る
と
ほ
と
ん
ど
が
拒
否
す
る
結
果
と
な
る
。
拒
否
す
る
と
両
者
と
も
受
け
取
り
は

0
円
な
の
で
、
Ｂ
も
損
を
す
る
の
だ
が
、
損
を
し
て
も
公
正
に
反
す
る
Ａ
を
罰
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
理
屈
で
は
な
く
、
感
情
が
そ
の
よ
う
な
行

動
を
人
間
に
取
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

Ｂ
に
拒
否
権
は
な
く
、
第
三
者
の
Ｃ
が
手
持
ち
の
金
を
出
す
と
不
公
正
な
Ａ
が
そ
の
三
倍
の
罰
金
を
払
う
と
い
う
別
の
実
験
を
し
て
み
る
と
、
さ
ら

に
興
味
深
い
結
果
と
な
る
。

ⅰ

ま
っ
た
く
金
を
出
さ
な
い
Ｃ
役
も
い
る
が
、
半
数
以
上
は
そ
う
す
る
の
で
あ
る
。

損
を
し
て
ま
で
不
公
正
者
に
罰
を
与
え
る
瞬
間
の
脳
を
ス
キ
ャ
ン
す
る
と
、
背
側
線
条
体
と
い
う
部
分
の
活
性
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
行
動

が
、
満
足
感
を
与
え
る
よ
う
に
脳
が
反
応
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ひ
と
つ
の
証
拠
で
あ
る
。

人
間
の
場
合
は〈
間
接
互
恵
性
〉に
よ
っ
て
自
己
の
生
存
率
が
高
ま
る
の
で
、
進
化
の
過
程
で
こ
の
よ
う
な
行
動
と
感
情
が
定
着
し
た
と
考
え
ら
れ

ご
う
ご
う

る
。「
市
民
の
間
に
盛
り
上
が
るＢ
囂
々
た
る
空
気
」は
、
人
類
進
化
の
結
果
だ
っ
た
の
だ
。

し
か
し
、
こ
こ
に
大
き
な
問
題
が
（
ウ
）ヒ

ソ
ん
で
い
る
。〈
互
恵
的
利
他
主
義
〉な
ら
、
こ
の
実
験
の
よ
う
に
目
の
前
で
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
な
の
で
報
復

は
簡
単
だ
が
、〈
間
接
互
恵
性
〉は
目
に
見
え
な
い
部
分
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
そ
う
単
純
で
は
な
い
の
だ
。〈
評
判
〉と
い
う
の
は
、
記
憶
と
言
語
に
よ
っ

て
広
ま
る
の
で
、
必
ず
し
も
正
し
く
は
な
い
の
で
あ
る
。

う
そ

他
の
生
物
で
も
音
声
や
匂
い
で
信
号
を
交
わ
し
合
い
、
と
き
に
は
意
識
的
に
嘘
の
情
報
を
流
す
こ
と
さ
え
あ
る
が
、

Ⅰ

人
間
の
言
語
や
文

化
活
動
は
も
っ
と
複
雑
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
人
間
は
因
果
関
係
の
推
論
能
力
が
発
達
し
た
。

人
間
が
他
者
の
喜
び
や
悲
し
み
の
原
因
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
良
き
行
動
を
し
た
者
に
報
酬
を
与
え
る〈
間
接
互
恵
性
〉の
た
め
。

つ
な

Ⅱ

、
ど
の
よ
う
な
行
動
が
他
人
を
喜
ば
せ
て
、
将
来
の
自
分
の
報
酬
に
繋
が
る
か
を
知
る
た
め
で
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
前
述
の
実
験
な
ど

を
見
て
も
、
不
正
を
発
見
し
て
罰
す
る
こ
と
へ
の
比
重
が
、
進
化
上
は
大
き
い
と
も
思
わ
れ
る
。
科
学
を
発
展
さ
せ
た
人
間
の
因
果
関
係
の
推
論
能
力

―13―

が
、
じ
つ
は
人
を
罰
す
る
た
め
に
備
わ
っ
た
能
力
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。
本
来
、
中
立
的
な
は
ず
の「

②

」と
い
う
言
葉
が
、
良
い
意

味
よ
り
も
、
悪
い
こ
と
を
す
れ
ば
罰
が
当
た
る
と
い
う
意
味
で
使
わ
れ
る
こ
と
の
ほ
う
が
多
い
の
はＣ
示
唆
的
で
は
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、〈
共
感
〉は
他
者
の
喜
び
や
悲
し
み
の
原
因
を
理
解
す
る
た
め
、
因
果
関
係
の
推
論
の
た
め
に
、
人
間
に
備
わ
っ
た
能
力
な
の
だ

ろ
う
。

し
か
し
、
ど
れ
ほ
ど
発
達
し
よ
う
が
、
因
果
関
係
の
推
論
に
は
ど
う
し
て
も
錯
誤
が
混
じ
る
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
、〈
共
感
〉に
よ
っ
て
因
果
関
係

ゆ
が

え
ん
ざ
い

の
推
論
が
歪
ま
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
さ
え
あ
る
。

Ⅲ

、
�
罪
が
生
ま
れ
て
し
ま
う
わ
け
だ
。

お

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
二
五
〇
年
前
に
著
し
た『
道
徳
感
情
論
』に
於
い
て
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
に
よ
う
や
く
定
説
と
な
っ
た
こ
れ
ら
の
最
新
の
進
化

生
物
学
理
論
を
完
璧
に
先
取
り
し
て
い
る
。
さ
ら
に
驚
く
べ
き
こ
と
に
、Ｄ
そ
の
遥
か
先
ま
で
す
で
に
到
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、〈
公
平
な

観
察
者
〉だ
。

め

自
己
の
利
害
を
超
え
た
見
地
か
ら
の
（
エ
）ド

ウ
サ
ツ
力
の
こ
と
だ
が
、
そ
れ
は〈
世
間
の
眼
〉の
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
点
で
、
同
じ
く
客
観
的
に
自
己
を

見
詰
め
る
意
味
な
が
ら
、
観
客
の
眼
を
意
識
し
て
い
る
世
阿
弥
の〈
離
見
の
見
〉と
は
違
う
。

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
こ
の

③

的
理
論
を
説
明
す
る
た
め
に
�
罪
を
持
ち
出
し
て
い
る
。
無
実
の
罪
で
死
刑
と
な
っ
た
人
物
は
、
死
と
い
う

お
そ

恐
ろ
し
い
運
命
よ
り
も
、
誤
っ
た
罪
と
と
も
に
己
が
記
憶
さ
れ
る
こ
と
を
怖
れ
た
と
彼
は
説
く
。
死
刑
ほ
ど
重
大
で
は
な
く
と
も
、
誤
解
か
ら
非
難
を

浴
び
る
と
い
う
こ
と
は
、
我
々
の
日
常
生
活
に
も
よ
く
あ
る
こ
と
だ
。
そ
れ
を
気
に
病
む
の
は
、〈
間
接
互
恵
性
〉を
成
り
立
た
せ
る〈
評
判
〉に
喜
び
を

感
じ
る
よ
う
に
進
化
し
た
人
間
感
情
の
本
性
で
あ
る
。

い

し
か
し
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
そ
こ
で
世
間
に
服
従
し
て
し
ま
う
の
は〈
弱
い
人
〉だ
と
云
う
。
世
間
の
人
々
と
い
う
の
は
間
違
え
る
こ
と
も
多
い

の
で
、〈
賢
明
な
人
〉は
世
間
か
ら
受
け
る「
賞
賛
や
非
難
」そ
の
も
の
で
は
な
く
、
も
っ
と
本
質
的
な「
真
に
賞
賛
や
非
難
に
値
す
る
か
ど
う
か
」を
基
準

に
行
動
す
る
と
云
う
の
だ
。

ふ
か
ん

う
ち

そ
の
た
め
に
、
自
己
の
利
益
だ
け
で
は
な
く
、
他
者
の
利
益
を
も
超
越
し
た
、
す
べ
て
を
俯
瞰
し
て
見
る〈
公
平
な
観
察
者
〉を
自
分
の
胸
の
裡
に
持

つ
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。〈
公
平
な
観
察
者
〉が「
賞
賛
や
非
難
に
値
す
る
か
ど
う
か
」を
判
断
し
て
、
そ
れ
に
従
っ
て
行
動
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

―14―

世
間
の
人
々
の
判
定
は
一
審
に
し
か
過
ぎ
ず
、〈
公
平
な
観
察
者
〉に
よ
る
二
審
の
ほ
う
が
上
な
の
で
、〈
賢
明
な
人
〉で
あ
る
た
め
に
は
必
ず
そ
の
上

級
審
に
控
訴
し
な
い
と
い
け
な
い
と
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
云
う
の
だ
。

（
管
賀
江
留
郎『
道
徳
感
情
は
な
ぜ
人
を
誤
ら
せ
る
の
か

�
罪
、
虐
殺
、
正
し
い
心
』に
よ
る
）

問
1

傍
線
部（
ア
）〜（
エ
）に
該
当
す
る
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

17

〜

20

（
ア
）
ハ
い
て

17

ａ

混
合
液
を
ロ
ウ
ト
で
こ
す

ｂ

道
に
迷
い
ト
ホ
ウ
に
暮
れ
る

ｃ

偽
ら
ざ
る
心
情
を
ト
ロ
す
る

ｄ

薬
剤
を
皮
膚
に
ト
フ
す
る

ｅ

友
へ
の
ト
シ
ン
に
か
ら
れ
る

（
イ
）
ヒ
ン
パ
ン

18

ａ

ケ
イ
ヒ
ン
工
業
地
帯

ｂ

ヒ
ン
コ
ン
問
題
へ
の
対
策

ｃ

使
用
ヒ
ン
ド
の
低
い
靴

ｄ

ラ
イ
ヒ
ン
を
も
て
な
す

ｅ

ジ
ョ
ウ
ヒ
ン
な
人
物

―15―

※

現
在
は
﹃
冤
罪
と
人
類

　道
徳
感
情
は
な
ぜ
人
を
誤
ら
せ
る
の
か
﹄
と
タ
イ
ト
ル
を
改
め
て

　早
川
書
房
か
ら
文
庫
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
︒

14

16

13

15
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傾
向
と
対
策

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

入
試
結
果
デ
ー
タ

き
き
ん

農
業
経
済
で
は
天
候
不
順
が
も
た
ら
す
飢
饉
な
ど
の
自
然
の
脅
威
が
、
そ
の
ま
ま
経
済
危
機
に
結
び
つ
く
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
て
貨
幣
経
済

と
工
業
社
会
は
自
然
に
直
接

①

、
自
然
か
ら
あ
る
程
度

②

経
済
シ
ス
テ
ム
を
創
造
し
た
。
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
く
工
業
を
主

導
的
な
部
門
と
す
る
近
代
経
済
に
つ
い
て
も
、
外
的
要
因
が
大
き
く
働
く
農
業
経
済
モ
デ
ル
に
従
っ
て
、
Ｗ
・
Ｓ
・
ジ
ェ
ヴ
ォ
ン
ズ
の
よ
う
に
自
然

（
太
陽
活
動
の
変
化
が
気
象
異
変
を
も
た
ら
し
て
農
業
生
産
に
打
撃
を
与
え
る
）に
危
機
の
原
因
を
求
め
た
者
も
あ
る
が
、
Ｋ
・
マ
ル
ク
ス
、
Ｊ
・
Ａ
・

シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
、
Ｊ
・
Ｍ
・
ケ
イ
ン
ズ
な
ど
代
表
的
な
資
本
主
義
の
批
評
者
た
ち
は
、
資
本
主
義
の
危
機
は
内
因
性
で
あ
る
と
考
え
た
。
世
界
恐
慌

の
よ
う
に
、
貨
幣
経
済
に
お
け
る
需
要
と
供
給
の
不
均
衡
の
累
積
と
そ
の
暴
力
的
な
調
整
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
近
代
経
済
の
危
機
は
シ
ス
テ
ム
の
内

部
か
ら
生
ま
れ
る
。
現
在
の
危
機
も
先
進
工
業
国
の
実
体
経
済
と
金
融
市
場
に
一
つ
の
要
因
を
持
つ
内
因
性
で
あ
る
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
こ
の
状
況
下

に
あ
る
世
界
経
済
を
襲
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
地
球
環
境
危
機
は
、
外
因
性
の
自
然
の
脅
威
が
、
内
因
性
の
危
機
に
よ
っ
て

Ⅱ

化
し
、
適

ふ
く
そ
う

応
力
を
弱
め
た
社
会
を
襲
う
と
い
う
形
で
、
外
因
と
内
因
が
輻
輳
し
合
うＦ
複
合
危
機
と
し
て
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
長
尾
伸
一「
複
合
危
機
と
資
本
主
義
の
未
来
」に
よ
る
）

（
注
）
＊
1現

在
の
と
こ
ろ
―
―
こ
の
文
章
は
、
二
〇
二
〇
年
八
月
に
発
行
さ
れ
た
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

＊
2外

挿
法
―
―
分
か
っ
て
い
る
数
値
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
デ
ー
タ
の
範
囲
外
の
数
値
を
予
測
す
る
方
法
。

＊
3ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
の
梟
は
じ
つ
は
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
で
あ
り
―
―
欧
米
に
お
い
て
古
来
、
梟
は
知
恵
の
象
徴
、
ア
ル
バ
ト
ロ
ス（
ア
ホ
ウ
ド
リ
）は

不
吉
の
象
徴
と
さ
れ
て
き
た
。
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
は
知
恵
を
つ
か
さ
ど
る
ロ
ー
マ

神
話
の
女
神
で
梟
と
と
も
に
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。

― 4 ―

�

次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

で
ん
ぱ

菌
や
ウ
ィ
ル
ス
の
伝
播
は
人
と
人
と
の
接
触
に
よ
っ
て
起
き
る
が
、
経
済
発
展
に
伴
う
都
市
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
そ
の
機
会
を
飛
躍
的
に
増
大
さ

せ
、
地
球
全
体
に
広
が
っ
た
格
好
の
（
ア
）バ

イ
ヨ
ウ
地
を
そ
れ
ら
に
与
え
る
。
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
病
原
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
の
変
異
、
強
毒
化
も
、
感
染
の

こ
う
し
ん

機
会
を
増
や
す
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
活
動
の
亢
進
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
も
人
類
の
経
済
活
動
の
拡
大
の
結
果
と
考
え

る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
意
味
で
は
人
間
の
活
動
と
自
然
と
の
均
衡
の
破
れ
か
ら
生
じ
る
環
境
危
機
の
一
つ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

「
戦
後
最
大
の
危
機
」は
、
新
し
い
ウ
ィ
ル
ス
の
出
現
だ
け
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
現
存
す
る
唯
一
の
ホ
モ
属
で
あ
り「
知
的

生
命
」で
あ
る
現
生
人
類（
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
・
サ
ピ
エ
ン
ス
）は
、
生
物
的
に
は
同
一
の
種
で
遺
伝
子
的
に
は
ほ
と
ん
ど
進
化
し
て
い
な
い
が
、
社

会
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
著
し
い
セ
イ
（
イ
）コ

ウ
を
収
め
た
動
物
で
あ
る
。
現
生
人
類
の
社
会
の
適
応
力
は
、
以
下
の
二
点
に
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

①
社
会
制
度
の
柔
軟
性：

人
類
の
社
会
の
仕
組
み
は
静
的
な
も
の
で
は
な
く
、
生
物
学
の
比
喩
を
使
っ
てＡ「
有
機
的
」秩
序
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
よ

う
に
、
社
会
の
実
態
は
親
密
圏
か
ら
国
家
、
世
界
市
場
に
い
た
る
、
公
的
、
私
的
な
社
会
関
係
が
も
つ
れ
合
っ
て
構
成
さ
れ
る
複
雑
な
構
造
と
な
っ
て

い
る
。
精
密
機
械
の
よ
う
な
現
代
社
会
の
法
律
や
規
範
は
、
社
会
そ
の
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
自
然
法
則
と
違
い
、
個
人
は
そ
れ
ら
に
反
し
て
行

動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
規
範
は
個
人
の
行
動
を
規
律
し
て
行
動
の
均
衡
状
態
を
も
た
ら
す
が
、
そ
こ
か
ら
逸
脱
し
て
個
人
が
行
動
で
き
る
こ
と
が
、

新
し
い
秩
序
の
源
泉
と
な
る
。
社
会
関
係
は
個
人
間
の
交
渉
に
よ
っ
て
（
ウ
）イ

ジ
さ
れ
る
と
と
も
に
、
新
し
く
生
み
出
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
現
生
人
類
は
、

社
会
を
自
在
に
変
化
さ
せ
て
外
部
の
脅
威
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
集
合
的
学
習
に
よ
る
適
応：

知
的
生
命
で
あ
る
人
類
は
、
先
を
読
ん
で
自

ら
の
行
動
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
高
度
な
知
的
能
力
を
有
す
る
動
物
以
外
の
、
通
常
の
生
命
の
環
境
変
動
へ
の
適
応
は
、
遺
伝
子
の
変
化
と

エ
ピ
ゲ
ノ
ム
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
身
体
構
造
と
行
動
の
変
異
が
自
然
選
択
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
、
新
し
い
適
応
方
法
を
生
む
と

い
う
か
た
ち
で
進
行
す
る
。
深
刻
な
問
題
で
あ
る
抗
生
物
質
が
効
か
な
い
耐
性
菌
の
出
現
も
、
多
量
の
抗
生
物
質
が
存
在
す
る
環
境
下
で
、
た
ま
た
ま

そ
れ
に
耐
性
を
持
っ
た
変
異
体
が
生
き
残
り
、
ハ
ン
（
エ
）シ

ョ
ク
す
る
と
い
う
、
自
然
選
択
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
ま
る
で
病
原
菌
が

意
図
的
に
行
っ
た
合
理
的
な
進
化
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
結
果
的
に
そ
う
な
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
通
常
の
生
命
の
適
応
は
事
後
適
応

― 1 ―

で
あ
り
、「Ｂ
事
後
的
な
合
理
性
」で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
人
類
は
結
果
を
事
前
に
予
測
し
、
そ
れ
に
対
し
て
自
身
の
行
動
を
変
化
さ
せ
る「
事
前
適
応
」

の
高
い
能
力
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
が
通
常
知
性
と
呼
ば
れ
る
。
人
類
は
知
識
に
基
づ
い
て
危
機
に
対
処
し
た
り
、
そ
れ
を
事
前
に
感
知
し
て
対
応
す

る
。こ

の
よ
う
に
お
そ
ら
く
多
く
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
、
ホ
モ
属
と
し
て
唯
一
生
き
残
っ
て
き
た
現
生
人
類
の
適
応
能
力
は
、
き
わ
め
て
高
い
と
考
え

ら
れ
る
。
進
化
生
物
学
者
は
気
候
変
動
や
過
度
の
土
地
利
用
に
よ
る
塩
害
や
資
源
の
枯
渇
、
さ
ら
に
は
火
山
（
オ
）フ

ン
カ
や
疫
病
な
ど
を
大
き
な
制
度
や
社

会
の
崩
壊
の
原
因
と
考
え
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
外
的
な
脅
威
を
社
会
の
柔
軟
な
変
化
や
知
識
と
技
術
に
よ
っ
て
平
然
と
乗
り
切
っ
た
り
、

森
林
資
源
の
枯
渇
を
非
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
の
契
機
と
し
た
初
期
近
代
経
済
な
ど
の
よ
う
に
、
そ
れ
を
飛
躍
の
き
っ
か
け
と
し
た
例
も
数
多
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
環
境
危
機
が
人
類
の
適
応
の
脅
威
と
な
る
の
は
、

ⅰ

だ
ろ
う
。

実
際
に
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
、
政
治
の
困
難
な
局
面
の
下
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
生
じ
た
こ
と
が
、
そ
れ
へ
の
対
応
を
非
常
に
難
し
く
し
て
い
る
。＊
1現

在

の
と
こ
ろ
有
効
な
医
学
的
対
処
法
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
疫
病
の
原
因
で
あ
る
個
人
間
の
物
理
的
交
渉
を
抑
制
す
る
以
外
に
方
法
が
な
い
が
、

そ
れ
は
経
済
活
動
を
収
縮
さ
せ
る
。
実
体
経
済
が
堅
調
で
あ
り
、
高
い
成
長
率
を
安
定
し
て
記
録
し
、
企
業
財
務
が
健
全
で
公
的
債
務
も
小
さ
い
な

ど
、
市
場
経
済
が「
健
全
」な
状
態
に
あ
る
の
な
ら
、
国
際
協
調
に
基
づ
き
、
一
時
的
な
経
済
の
縮
小
をＣ
甘
受
し
て
、
戦
時
経
済
並
み
の
大
規
模
な
財
政

出
動
を
行
い
社
会
生
活
の
崩
壊
を
食
い
止
め
な
が
ら
、
効
果
的
な
対
処
法
を
見
つ
け
る
ま
で
の
時
間
稼
ぎ
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
状
態

な
ら
、
治
療
法
や
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の

Ⅰ

対
策
が
完
成
す
れ
ば
、
経
済
の「
Ⅴ
字
回
復
」が
可
能
と
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
現
状
は
そ
う
で
は
な
い
。
実
体
経
済
面
で
は
前
世
紀
末
か
ら
西
欧
や
日
本
で
顕
著
に
な
っ
た
先
進
工
業
国
の
低
成
長
化
と
、
そ
れ
を
補
っ
て

き
た
新
興
国
中
国
・
イ
ン
ド
経
済
な
ど
の
減
速
、
貨
幣
経
済
の
面
で
は
、
世
界
金
融
制
度
が
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
回
復
で
き
ず
、
金
融
当
局
の

自
由
経
済
と
し
て
は
異
常
な
政
策
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
よ
う
や
く
機
能
し
て
い
る
現
実
が
あ
り
、
世
界
経
済
の
対
応
能
力
は
制
約
を
受
け
て
い
る
。

こ
れ
に
加
え
て
右
派
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
権
な
ど
が
も
た
ら
す
世
界
政
治
の
混
乱
が
、
国
際
協
調
を
難
し
く
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
な
ど

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
す
る
対
策
が
か
つ
て
な
い
規
模
の
不
況
を
生
む
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
支
え
る
巨
額
の
財
政
出
動
が
、
国
家
、
企
業
の
負
債
を

さ
ら
に
飛
躍
的
に
増
大
さ
せ
て
金
融
市
場
の

Ⅱ

性
を
高
め
る
の
で
、
デ
フ
レ
危
機
、
イ
ン
フ
レ
危
機
の
双
方
が
想
定
で
き
る
。
対
応
を
誤
れ

― 2 ―

ば
、
こ
の
危
機
は
文
字
通
り
戦
後
最
大
の
危
機
に
発
展
す
る
可
能
性
さ
え
あ
る
と
い
え
よ
う
。

Ｄ
経
済
学
者
は
自
ら
の
誤
り
を
忘
れ
る
の
が
得
意
で
あ
る
。
か
つ
て
バ
ブ
ル
の
崩
壊
時
に
は
、
実
体
経
済
が
堅
調
な
の
で
大
し
た
問
題
で
は
な
い
と
い

う
議
論
が
多
く
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
あ
と
日
本
は「
失
わ
れ
た
二
〇
年
」に
突
入
し
た
。
同
様
に
高
度
経
済
成
長
末
期
に
は
、
資
本
主
義
は
ケ
イ
ン
ズ
主

義
に
よ
っ
て
不
況
を
克
服
し
た
と
し
て
、
社
会
学
者
・
評
論
家
の
清
水
幾
太
郎
ま
で
が
巻
き
こ
ま
れ
て「
未
来
学
」と
い
う
学
問
を
提
唱
し
、
明
る
い
未

来
を
統
計
学
の＊
2外

挿
法
で
予
測
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
未
来
学
の
登
場
後
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
が
続
き
、
先
進
工
業
国
は
低
成
長

経
済
に
入
っ
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
の
好
況
時
に
は
、
Ｉ
Ｔ
に
よ
る「
第
三
の
産
業
革
命
」に
よ
っ
て
景
気
循
環
は
終
わ
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
・
エ
コ
ノ

ミ
ク
ス
が
台
頭
し
た
が
、
直
後
に
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
襲
い
、
世
界
大
恐
慌
に
匹
敵
す
る
と
さ
え
言
わ
れ
た
金
融
危
機
が
訪
れ
た
。
金
融
当
局
の

強
力
な
介
入
に
よ
っ
て
好
況
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
現
在
の
金
融
市
場
に
つ
い
て
は
、
Ｍ
Ｍ
Ｔ（
現
代
貨
幣
理
論
）が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
経
済
学
の＊
3ミ

ふ
く
ろ
う

ネ
ル
ヴ
ァ
の
梟
は
じ
つ
は
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
で
あ
り
、
飛
び
立
つ
時
は
水
平
線
上
に
嵐
が
迫
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

か
つ
て
経
済
理
論
家
・
学
史
家
で
あ
り
つ
つ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
と
し
て
広
く
活
躍
し
た
宮
崎
義
一
は
、
晩
年
に
バ
ブ
ル
の
崩
壊
に
着
目
し
、
当
時
の
実

体
経
済
堅
調
論
を
批
判
し
て
、Ｅ「
複
合
不
況
」と
い
う
概
念
を
提
唱
し
、
危
機
の
深
刻
さ
を
警
告
し
た
。
製
造
業
が
中
心
と
な
っ
た
高
度
経
済
成
長
の
経

験
も
あ
り
、
日
本
の
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
た
ち
は
概
し
て
産
業
を
重
視
し
て
き
た
が
、
宮
崎
は
金
融
シ
ス
テ
ム
に
内
在
す
る
危
機
が
そ
れ
と
は
独
立
し
て
発

現
し
つ
つ
、
実
体
経
済
の
危
機
に
結
び
付
い
て
い
く
と
論
じ
、
こ
の
両
者
に
同
時
に
対
応
す
る
政
策
の
必
要
を
訴
え
た
。
そ
の
指
摘
が
ど
れ
ほ
ど
の
受

け
手
を
持
っ
た
か
は
と
も
か
く
、
日
本
経
済
は「
複
合
不
況
」に
十
分
に
対
応
で
き
ず
、
そ
の
後
失
わ
れ
た
年
月
を
重
ね
る
こ
と
と
な
っ
た
。
宮
崎
に
倣

い
本
稿
で
は
今
回
の「
コ
ロ
ナ
危
機
」を「
複
合
危
機
」と
と
ら
え
、
そ
の
意
味
を
考
え
て
み
る
。

地
球
温
暖
化
を
中
心
と
し
た
地
球
環
境
危
機
と
、
急
激
に
増
大
す
る
世
界
の
人
口
に
対
応
で
き
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
水
や
食
料
な
ど
の
不
足
と
い
う

グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
源
危
機
は
、
こ
れ
ら
を
本
稿
で
は
合
わ
せ
て
地
球
環
境
・
資
源
危
機
、
あ
る
い
は
地
球
環
境
危
機
と
呼
ぶ
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の

端
緒
が
始
ま
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
本
格
的
な
被
害
は
今
世
紀
の
中
葉
か
ら
顕
著
に
表
面
化
し
て
く
る
と
予
想
さ
れ
て
き
た
が
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
な
形
態
を
と
る
の
か
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
か
か
わ
る
危
機
の
観
察
か
ら
は
、
そ
れ
が
社
会
の
内
部
の
危
機
と
環
境

か
ら
の
外
的
脅
威
が
結
び
付
い
て
発
展
す
る「
複
合
危
機
」と
し
て
現
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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問　題（国語）2022 年度

問
5

傍
線
部
Ｃ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

9

ａ

逆
に
利
用
し
て
し
ま
い

ｂ

大
ご
と
と
捉
え
な
い
で

ｃ

逆
ら
わ
ず
に
対
応
し
て

ｄ

積
極
的
に
評
価
し
て

ｅ

好
機
だ
と
理
解
し
て

　問
6

空
欄

Ⅰ

・

Ⅱ

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ

い
。
な
お
、
二
つ
あ
る

Ⅱ

に
は
同
じ
語
が
入
る
。
Ⅰ

10

・
Ⅱ

11

Ⅰ

ａ

経
済
的

ｂ

簡
易
的

ｃ

強
制
的

ｄ

革
新
的

ｅ

抜
本
的

ぜ
い
じ
ゃ
く

ふ
び
ゅ
う

Ⅱ

ａ

蓋
然

ｂ

脆
弱

ｃ

互
換

ｄ

不
謬

ｅ

流
動
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問
1

傍
線
部（
ア
）〜（
オ
）に
該
当
す
る
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

1

〜

5

（
ア
）
バ
イ
ヨ
ウ

1

ａ

入
場
券
の
テ
ン
バ
イ
を
禁
じ
る

ｂ

感
染
症
を
バ
イ
カ
イ
す
る
虫

ｃ

損
害
バ
イ
シ
ョ
ウ
金
を
支
払
う

ｄ

ニ
ュ
ウ
バ
イ
の
時
期
を
迎
え
る

ｅ

サ
イ
バ
イ
漁
業
に
転
換
す
る

（
イ
）
セ
イ
コ
ウ

2

ａ

コ
ウ
ザ
イ
相
半
ば
す
る
評
価

ｂ

コ
ウ
ガ
ク
心
が
豊
か
な
若
者

ｃ

物
理
学
を
セ
ン
コ
ウ
す
る

ｄ

犯
人
の
コ
ウ
ミ
ョ
ウ
な
手
口

ｅ

学
問
の
進
歩
に
コ
ウ
ケ
ン
す
る

（
ウ
）
イ
ジ

3

ａ

応
募
要
件
の
イ
サ
イ
を
伝
え
る

ｂ

明
治
イ
シ
ン
の
経
緯
を
学
ぶ

ｃ

芸
術
は
人
間
の
尊
い
エ
イ
イ
だ

ｄ

先
輩
に
イ
ケ
イ
の
念
を
抱
く

ｅ

会
社
に
残
る
よ
う
イ
リ
ュ
ウ
す
る

― 5 ―

（
エ
）
ハ
ン
シ
ョ
ク

4

ａ

大
会
の
記
念
に
シ
ョ
ク
ジ
ュ
式
を
行
う

ｂ

キ
ョ
シ
ョ
ク
を
廃
し
、
質
素
に
暮
ら
す

ｃ

将
来
を
シ
ョ
ク
ボ
ウ
さ
れ
て
い
る
青
年

ｄ

新
興
国
が
シ
ョ
ク
サ
ン
興
業
に
努
め
る

ｅ

疑
惑
を
フ
ッ
シ
ョ
ク
す
べ
く
会
見
す
る

（
オ
）
フ
ン
カ5

ａ

巨
大
な
岩
を
フ
ン
サ
イ
す
る

ｂ

監
督
が
選
手
を
フ
ン
キ
さ
せ
る

ｃ

あ
の
発
表
は
フ
ン
パ
ン
も
の
だ

ｄ

コ
フ
ン
の
埋
葬
者
を
同
定
す
る

ｅ

隣
国
と
フ
ン
ソ
ウ
が
勃
発
す
る

問
2

傍
線
部
Ａ「『
有
機
的
』秩
序
と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
」と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
点
が「
有
機
的
」で
あ
る
と
い
う
の
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最

も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

6

ａ

生
物
個
体
が
外
的
危
機
に
対
処
す
る
機
能
を
備
え
て
い
る
の
と
同
様
に
、
人
類
社
会
が
外
部
の
脅
威
へ
の
対
処
法
を
備
え
て
い
る
点
。

ｂ

社
会
規
範
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
と
、
逸
脱
後
の
新
し
い
秩
序
の
形
成
が
社
会
を
変
化
さ
せ
て
き
た
と
い
う
点
。

ｃ

人
類
の
社
会
の
仕
組
み
が
、
常
に
均
衡
状
態
に
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
外
部
の
脅
威
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
で
変
化
を
重
ね
て
い
る
点
。

ｄ

人
類
社
会
が
、
様
々
な
位
相
の
社
会
関
係
の
複
合
的
な
構
成
体
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
影
響
し
合
っ
て
変
化
し
続
け
て
い
る
点
。

ｅ

人
類
社
会
は
精
密
機
械
の
よ
う
に
強
固
で
は
な
く
、
周
囲
の
環
境
に
適
応
し
続
け
て
き
た
生
物
の
よ
う
な
柔
軟
性
を
備
え
て
い
る
点
。
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問
3

傍
線
部
Ｂ「
事
後
的
な
合
理
性
」と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。
そ
の
具
体
的
な
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

7

ａ

人
類
が
作
っ
た
抗
生
物
質
で
も
死
な
な
い
耐
性
菌
が
生
じ
る
よ
う
に
、
生
物
進
化
は
環
境
変
化
に
適
応
す
る
形
で
起
き
る
と
い
う
こ
と
。

ｂ

生
物
の
進
化
は
人
類
の
種
々
の
適
応
の
よ
う
に
急
激
で
な
く
、
あ
る
程
度
の
時
間
が
経
過
し
な
い
と
説
明
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
。

ｃ

環
境
に
偶
然
適
応
し
た
生
物
が
生
き
残
っ
た
結
果
か
ら
遡
る
と
、
こ
の
変
異
が
道
理
に
か
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
と
い
う
こ
と
。

ｄ

生
物
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
滅
亡
し
た
種
の
数
が
環
境
変
動
に
適
切
に
対
応
し
た
種
の
数
を
上
回
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

ｅ

知
性
を
備
え
て
い
な
い
生
物
の
環
境
変
動
へ
の
対
応
は
、
適
切
で
は
あ
っ
て
も
必
然
的
に
変
動
の
発
生
後
に
行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
。

　問
4

空
欄

ⅰ

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

8

ａ

社
会
の
適
応
力
が
衰
退
し
た
時
に
外
的
危
機
が
訪
れ
る
た
め

ｂ

従
来
の
知
見
が
役
に
立
た
な
い
危
機
が
訪
れ
て
し
ま
っ
た
時

ｃ

現
生
人
類
に
蓄
積
さ
れ
た
経
験
か
ら
す
る
と
ま
れ
な
出
来
事

ｄ

新
し
い
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
の
伝
播
の
問
題
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い

ｅ

脅
威
で
あ
る
こ
と
が「
事
後
的
」に
決
ま
る
と
い
う
よ
い
例
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�

次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 17 ～ 19 。

⑴ 自然数 nを5進法で表すと4桁の数22a4（5）となり，7進法で表すと3桁の数

64b（7）となる。このとき，a，bの値は 17 であり，自然数 nを10進法で

表すと， 18 である。

17 の解答群

ａ a＝2，b＝4 ｂ a＝2，b＝5 ｃ a＝3，b＝3

ｄ a＝4，b＝2 ｅ a＝4，b＝3

18 の解答群

ａ 74 ｂ 319 ｃ 324 ｄ 325 ｅ 1620

⑵ 189との最大公約数が21となる自然数のうち，1000以下であるものは全部で

19 個ある。

19 の解答群

ａ 5 ｂ 32 ｃ 33 ｄ 47 ｅ 48
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�

次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 14 ～ 16 。

1辺の長さが6の正六面体がある。この正六面体の各面である四角形の対角線の

交点を頂点とする，へこみのない多面体を X とする。

⑴ 多面体 X は 14 である。

14 の解答群

ａ 正四面体 ｂ 正六面体 ｃ 正四角錐

ｄ 正八面体 ｅ 正十二面体

⑵ 多面体 X の体積は 15 である。

15 の解答群

ａ 9
�

2 ｂ 18 ｃ 36 ｄ 72 ｅ 108

⑶ 多面体 X の表面積は 16 である。

16 の解答群

ａ 8
�

3 ｂ 9
�

3 ｃ 18 ｄ 18
�

3 ｅ 36
�

3
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�

次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 11 ～ 13 。

箱 A と箱 Bがある。箱 A には，1と書かれた玉が2個と，2と書かれた玉が6

個，箱 Bには，1と書かれた玉が4個と，2と書かれた玉が2個入っている。

⑴ 箱 A から玉を1個取り出して箱 Bに入れ，よく混ぜてから，箱 Bから玉を1

個取り出して箱 A に入れるという試行を1回行う。

箱 A から1と書かれた玉が取り出されたときに，箱 Bから2と書かれた玉が

取り出される条件付き確率は 11 である。

また，試行を行ったあとの箱 A の中の玉に書かれた数の合計が，試行前の箱

A の中の玉に書かれた数の合計より大きくなる確率は 12 である。

11 の解答群

ａ 1
3 ｂ 1

4 ｃ 2
7 ｄ 3

7 ｅ 1
14

12 の解答群

ａ 1
3 ｂ 1

4 ｃ 2
7 ｄ 3

7 ｅ 1
14

⑵ 箱 A から同時に玉を2個取り出して箱 Bに入れ，よく混ぜてから，箱 Bから

同時に玉を2個取り出して箱 A に入れるという試行を1回行う。

このとき，試行を行ったあとの箱 A の中の玉に書かれた数の合計が，試行前

の箱 A の中の玉に書かれた数の合計より大きくなる確率は 13 である。

13 の解答群

ａ 1
16 ｂ 2

105 ｃ 3
112 ｄ 23

128 ｅ 25
784
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問　題（数学）2022 年度

�

次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 5 ～ 7 。

mを定数とする。xの2次関数 y＝ x2＋2（ m－1）x－ m＋3のグラフを C と

する。

⑴ グラフ C の頂点の x座標が負，y座標が正であるような mの値の範囲は

5 である。

5 の解答群

ａ m＞1 ｂ m＞2 ｃ －1＜ m＜1

ｄ －1＜ m＜2 ｅ 1＜ m＜2

⑵ グラフ C と x軸の x＞1の部分が異なる2点で交わるような mの値の範囲は

6 である。

6 の解答群

ａ m＞－2 ｂ －2＜ m＜－1

ｃ －2＜ m＜0 ｄ －2＜ m＜0，2＜ m

ｅ －1＜ m＜0

⑶ グラフ C を y軸に関して対称に移動し，さらに x軸方向に2，y軸方向に－5

だけ平行移動させたグラフが，2次関数 y＝ x2－6x＋4のグラフと一致した。

このとき，m＝ 7 である。

7 の解答群

ａ －12 ｂ －1 ｃ 2 ｄ 4 ｅ 6

― 3 ―

⑷ 次のデータは，ある市の10年間の雪が降った日数を，1年ごとに集計した結

果である。

4，21，12，x，23，18，9，16，16，8（単位は日）

このデータの中央値が14．5日のとき，分散は 4 である。

4 の解答群

ａ 23 ｂ 23．9 ｃ 32 ｄ 36 ｅ 44

― 2 ―

�

次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 1 ～ 4 。

⑴ �

2－
�

3＋
�

5
�

2＋
�

3＋
�

5 の分母を有理化すると 1 となる。

1 の解答群

ａ －
�

6＋
�

10 ｂ －
�

6－
�

10
2 ｃ －

�

6＋
�

10
2

ｄ －3
�

6－
�

15
6 ｅ －3

�

6＋
�

15
6

⑵ xを実数とする。命題「�x�＜2⇒ x2－（2k＋5）x＋ k2＋5k＜0」が真とな

るような定数 kの値の範囲は 2 である。

2 の解答群

ａ －3＜ k＜－2 ｂ －3≦ k≦－2 ｃ k＞－3

ｄ k≧－3 ｅ k＜－2

⑶ △ABCにおいて，a＝ BC，b＝ CA，c＝ AB とする。

a cos∠ACB＝ b＋ c cos∠BAC が成り立つとき，△ABCは 3 である。

3 の解答群

ａ ∠BAC＝90°の直角三角形 ｂ ∠ABC＝90°の直角三角形

ｃ a＝ b の二等辺三角形 ｄ b＝ c の二等辺三角形

ｅ c＝ a の二等辺三角形

― 1 ―

�

次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 8 ～ 10 。

△ABCにおいて，∠BAC＝30°，AB＜ AC で，面積が2
�

3，外接円の半径が

2である。

⑴ 辺 BCの長さは 8 である。

8 の解答群

ａ 1
8 ｂ 1 ｃ 2 ｄ

�

3 ｅ 2
�

3

⑵ 辺 ABの長さは 9 であり，辺 ACの長さは 10 である。

9 の解答群

ａ 2 ｂ 2
�

3 ｃ 4 ｄ 4
�

2 ｅ
�

6

10 の解答群

ａ 2 ｂ 2
�

3 ｃ 4 ｄ 4
�

2 ｅ
�

6

― 4 ―

1

3

2

4

★見開き出力用_2023年版.indd   52-53★見開き出力用_2023年版.indd   52-53 2023/05/29   23:21:002023/05/29   23:21:00



55

傾
向
と
対
策

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

入
試
結
果
デ
ー
タ

�

次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ 図1のように，水平面となす角度が45°のなめらかな斜面上の点 Pの真上で点

Pから高さ hの点 Oから，質量 mの小球を静かに落下させると，小球は点 Pで

弾性衝突をしてはね返り，斜面上の点 Qで2回目の衝突をした。点 Pに衝突す

る直前の小球の速さを v0とし，重力加速度の大きさを gとする。

45°

m

v0

h

P

O

Q

図1

問1 hは v0，gを用いてどのように表されるか。最も適当なものを，次のａ～

ｅの中から一つ選びなさい。 11

ａ v0
2g

ｂ v0
g

ｃ v0
2

2g ｄ v0
2

g
ｅ 2v02

g

― 9 ―

Ｂ 図2のように，水平面となす角 θのあらい斜面上の点 Pに質量 mの小物体を

置き，斜面に沿って上向きに大きさ v0の初速度を与えると，小物体は斜面上の

点 Qまで上昇して引き返した。PQ間の距離を l，小物体と斜面の間の静止摩擦

係数を μ，動摩擦係数を μ′，重力加速度の大きさを gとする。

θ

v0

l
P

Q

図2

問4 点 Pから点 Qまで，動摩擦力が小物体にした仕事はいくらか。最も適当

なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 8

ａ －μ′mgl ｂ －μ′mgl sinθ ｃ －μ′mgl cosθ

ｄ － μ′mgl
sinθ

ｅ － μ′mgl
cosθ

問5 小物体が点 Qまで上昇した後，静止しつづけることなく引き返すための

条件として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

9

ａ tanθ＞μ ｂ tanθ＞ 1
μ

ｃ tanθ＞1

ｄ cosθ＜μ ｅ cosθ＜ 1
μ

― 7 ―

問1 小球 Cが床面に到達するまでの運動で，小球 A の加速度の大きさ aはい

くらか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 5

ａ 1
4 g ｂ 1

3 g ｃ 1
2 g ｄ 2

3 g ｅ g

問2 小球 Cが床面に到達するまでの運動で，小球 Bと小球 Cの間の糸の張力

の大きさは mと aと gを用いてどのように表されるか。最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 6

ａ m（g－a） ｂ m（g＋a） ｃ m（2g－a）

ｄ m（2g＋a） ｅ m（g＋2a）

問3 小球 Bが床面に到達後，小球 A はさらに上昇する。小球 A の到達する最

高点の床面からの高さはいくらか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 7

ａ 4
3 h ｂ 7

3 h ｃ 8
3 h ｄ 10

3 h ｅ 11
3 h

― 6 ―

問6 PQ間の距離 lは v0，g，μ′，θを用いてどのように表されるか。最も適

当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 10

ａ v0
2

2g（sinθ＋μ′cosθ） ｂ v0
2

2g（sinθ－μ′cosθ）

ｃ v0
2

g（sinθ＋μ′cosθ） ｄ v0
2

g（sinθ－μ′cosθ）

ｅ 2v0
2

g（sinθ－μ′cosθ）

― 8 ―

5

7

6

8

問　題（物理）2022 年度

54

傾
向
と
対
策　
　
　

２
０
２
２
年
度　
　

２
０
２
３
年
度　
　

２
０
２
１
年
度　
　

入
試
結
果
デ
ー
タ　
　

問　題（物理）2022 年度

問4 次の図のような，抵抗値4．0Ω，3．0Ω，6．0Ωの抵抗 R1，R2，R3に，電圧

が9．0V の内部抵抗が無視できる直流電源 Eを接続した電気回路がある。抵

抗 R2を流れる電流の大きさとして最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一

つ選びなさい。 4 〔A〕

R2

R3

R1

E

ａ 0．25 ｂ 0．50 ｃ 1．0 ｄ 1．5 ｅ 2．0

― 3 ―

問3 次の図のように，振動数 f のおんさに弦の一端を取り付け，滑車に通して他

端におもりをつるした。おんさから滑車までの距離を Lにして，おんさを振

動させると弦が共鳴して腹が2つの定常波ができた。次に，距離 Lは同じに

したまま，おもりの質量を少しずつ大きくしていくと，一旦共鳴しなくなった

後，再び共鳴した。このとき，弦を伝わる波の速さはどう表されるか。最も適

当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。ただし，弦を伝わる波の速

さは，弦の張力の大きさが大きくなるほど速くなる。 3

おんさ
L

f 滑車

おもり

ａ 2
3 f L ｂ f L ｃ 4

3 f L ｄ 3
2 f L ｅ 2f L

― 2 ―

�

次の問い（問1～4）に答えなさい。

問1 x軸上の原点 x＝0m で静止していた小物体が，時刻 t＝0s から運動を

はじめた。次の図はこの小物体の時刻 t〔s〕での加速度 a〔m／s2〕を表すグラ

フである。x軸の正の向きを加速度 aの正の向きとする。時刻4．0sでの小物

体の位置 x〔m〕として最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさ

い。 1 m

t〔s〕

2.0

1.0

O

－1.0

－2.0

1.0 2.0 3.0 4.0

a〔m/s2〕

ａ 0 ｂ 2．0 ｃ 4．0 ｄ 6．0 ｅ 8．0

問2 周囲を断熱材で囲んだ容器に質量80gの水を入れると，全体の温度が20℃

になった。この容器にさらに温度50℃，質量50gの水を入れてしばらくする

と全体の温度が30℃になった。容器の熱容量は何 J／K か。最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。ただし，水の比熱（比熱容量）を

4．2J／（g・K）とし，熱は容器と水の間だけでやりとりされるものとする。

2 J／K

ａ 62 ｂ 65 ｃ 75 ｄ 84 ｅ 94

― 1 ―

�

次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ 図1のように，天井からつるした軽くてなめらかな滑車に軽い糸をかけ，糸の

一方に質量 mの小球 A を取り付け，他方にそれぞれ質量 mの小球 Bと小球 C

を取り付ける。小球 Bと小球 Cの間の糸の長さを hとする。はじめ，小球 A と

小球 Cの水平な床面からの高さがそれぞれ hになるように，また，滑車と小球

の間の糸が鉛直になるように小球 A を手で支える。小球 A を静かにはなすと小

球 A は大きさ aの加速度で上昇をはじめた。糸は軽くて伸びず，小球 Cや小球

Bは床面に到達したとき，はねかえらないものとする。重力加速度の大きさを g

とする。

h

h

A

B

C

図1

― 5 ―
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Ｂ 図2のように，真空中に直交する x軸と y軸をとる。x軸上の点 A（a，0），点

B（－a，0）に，それぞれ電気量 Q（Q＞0）の点電荷を固定する。真空中でのクー

ロンの法則の比例定数を kとし，無限遠における電位を0とする。

x

y

A（a, 0）B（－a, 0）

C（0，3 a）

O

図2

y軸上の点 C（0，
�

3a）での，点 A の点電荷による電場（電界）の強さは

ア である。したがって，点 A と点 Bの点電荷による点 Cでの電場の強

さは イ である。また，このとき，点 Cにおける電位は ウ であ

る。

問4 空欄 ア に入れる式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 20

ａ kQ
4a

ｂ kQ
2a

ｃ kQ
4a2

ｄ kQ
3a2

ｅ kQ
2a2

―15―

問5 空欄 イ に入れる式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 21

ａ �

3kQ
4a

ｂ kQ
2a ｃ �

3kQ
8a2 ｄ �

3kQ
4a2 ｅ kQ

2a2

問6 空欄 ウ に入れる式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 22

ａ kQ
2a

ｂ kQ
a

ｃ �

3kQ
a

ｄ kQ
4a2 ｅ kQ

2a2

―16―13 14
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問　題（物理）2022 年度

Ｂ 図2のように，水平でなめらかな床面上に一端を固定したばね定数 kの軽いば

ねを置き，ばねの他端に質量 mの小球 A を取り付ける。このとき，ばねは自然

の長さである。質量が同じ mの小球 Bを小球 A に接触させて置き，小球 A に力

を加えてばねを自然の長さから距離 dだけ縮めて静かにはなすと，ばねが自然

の長さになったときに小球 A の速さが vになり，小球 Bと衝突した。小球 A と

Bの間の反発係数（はねかえり係数）を eとし，運動は一直線上で起こるものとす

る。

k

v

A B

図2

問4 ばねを縮めた距離 dは k，m，vを用いてどのように表されるか。最も適

当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 14

ａ v
�

m
2k ｂ v

�

m
k

ｃ v
�

2m
k

ｄ mv2

2k ｅ mv2

k

問5 小球 A をはなしてから小球 Bに衝突するまでの時間は k，mを用いてど

のように表されるか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさ

い。 15

ａ π

4
�

k
m

ｂ π

2
�

k
m

ｃ π
�

k
m

ｄ π

4
�

m
k

ｅ π

2
�

m
k

問6 衝突直後の小球 Bの速さは e，vを用いてどのように表されるか。最も適

当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 16

ａ ev ｂ 1－e
2 v ｃ 1＋e

2 v ｄ （1－e）v ｅ （1＋e）v

―11―

問2 点 Pでの衝突で斜面が小球から受けた力積の大きさは m，v0を用いてど

のように表されるか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさ

い。 12

ａ mv0
2 ｂ �

2mv0
2 ｃ mv0 ｄ

�

2mv0 ｅ 2mv0

問3 PQ間の距離はいくらか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選

びなさい。 13

ａ h ｂ
�

2h ｃ 2
�

2h ｄ 4h ｅ 4
�

2h

―10―

問3 自動車が近づくとき観測者が聞いた音の振動数は900Hzであり，遠ざか

るとき観測者が聞いた音の振動数は800Hzであった。音速を340m／sとす

ると，自動車が進む速さは何m／sであったか。最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 19

ａ 5．0 ｂ 10 ｃ 15 ｄ 20 ｅ 25

―14―

�

次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ 図1のように，一直線の道路上を振動数 f0の警笛音を出しながら一定の速さ v

で近づいてきた自動車が，道路の真横で静止している観測者を通り過ぎ，遠ざ

かった。音速を V とし，風は吹いていないものとする。

v
f0 観測者

v

図1

問1 自動車が観測者に近づくとき，観測者が聞く音の振動数を表す式として最

も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 17

ａ V
V－v

f0 ｂ V
V＋v

f0 ｃ V－v
V

f0 ｄ V＋v
V

f0 ｅ V＋v
V－v

f0

問2 自動車が観測者に近づくとき，自動車から観測者に向かう音波の波長を表

す式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

18

ａ V
f0

ｂ V－v
f0

ｃ V＋v
f0

ｄ V2

（V－v）f0
ｅ V2

（V＋v）f0

―13―

9

11

10

12
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Ｂ 5種類の金属の単体 A～Eについて次の実験結果が得られた。

⑴ A だけが常温の水と反応した。

⑵ Bだけが熱濃硫酸と反応しなかったが，王水とは反応した。

⑶ Cは希塩酸と反応して水素が発生した。

⑷ Dの硝酸塩の水溶液に Eを入れたら，Eの表面に Dが析出した。

⑸ Eは希塩酸と反応しなかったが，濃硝酸とは反応した。

これらに関する次の問1～3に答えなさい。

問1 下線部の王水の説明として，最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ

選びなさい。 11

ａ 濃硫酸と濃塩酸を体積比1：1で混合した溶液

ｂ 濃硫酸と濃塩酸を体積比1：3で混合した溶液

ｃ 濃硝酸と濃塩酸を体積比1：1で混合した溶液

ｄ 濃硝酸と濃塩酸を体積比1：3で混合した溶液

ｅ 濃硝酸と濃硫酸を体積比1：1で混合した溶液

問2 A～Eをイオン化傾向の大きい順に並べたものとして，最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 12

ａ A＞C＞D＞E＞B ｂ A＞C＞E＞D＞B ｃ B＞D＞E＞C＞A

ｄ C＞A＞D＞E＞B ｅ C＞D＞B＞E＞A

― 6 ―

�

次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ メタン CH4とエタン C2H6の混合気体が0℃，1．013×105Paで8．4L ある。

この混合気体に十分な酸素を加えて完全に燃焼させたところ，0℃，

1．013×105Paで11．2L の二酸化炭素と，液体の水が生成した。

これに関する次の問1～3に答えなさい。ただし，0℃，1．013×105Paでの

気体のモル体積は22．4L／molとする。

問1 混合気体中のメタンの質量は何 gか。最も適当なものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 8

ａ 1．0g ｂ 2．0g ｃ 3．0g ｄ 4．0g ｅ 5．0g

問2 混合気体の燃焼で生じた水の質量は何 gか。最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 9

ａ 4．5g ｂ 6．8g ｃ 9．0g ｄ 14g ｅ 16g

問3 燃焼前の混合気体の平均分子量として最も適当なものを，次のａ～ｅの中

から一つ選びなさい。 10

ａ 19 ｂ 21 ｃ 23 ｄ 25 ｅ 27

― 5 ―

問7 次の⑴～⑶の記述のうち正しいものをすべて選んだ組み合わせとして最も適

当なものを，下のａ～ｄの中から一つ選びなさい。 7

⑴ ナトリウムイオンとフッ化物イオンではフッ化物イオンの方が，イオン半

径が大きい。

⑵ カリウムイオンとカルシウムイオンではカリウムイオンの方が，イオン半

径が大きい。

⑶ マグネシウム原子とアルミニウム原子ではマグネシウム原子の方が，原子

半径が大きい。

ａ ⑴と⑵ ｂ ⑴と⑶ ｃ ⑵と⑶ ｄ ⑴と⑵と⑶

― 4 ―

問3 A～Eのいずれかは銅であることがわかった。銅は希硝酸と次式のように

反応して気体を発生する。銅0．90gが完全に反応したときに発生する気体

の体積は，0℃，1．013×105Paで何 L か。最も適当なものを，次のａ～ｅ

の中から一つ選びなさい。 13

3Cu ＋8HNO3 →3Cu（NO3）2 ＋4H2O ＋2NO

ａ 0．11L ｂ 0．16L ｃ 0．21L ｄ 0．32L ｅ 0．63L

― 7 ―
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次の問い（問1～7）に答えなさい。

問1 次の図は塩化ナトリウム水溶液を蒸留するための装置である。この図に関す

る記述ア～オのうち，誤っているものの数として，最も適当なものを，下の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 1

沸騰石

ゴム栓

温度計
スタンド

ゴム栓

冷却水

冷却水

ゴム栓

ア 温度計を図の位置にする。

イ 枝付きフラスコ内の液量は図のようにする。

ウ 枝付きフラスコ内の水溶液に沸騰石を入れる。

エ 冷却水は図の矢印の向きに流す。

オ 三角フラスコの口にはゴム栓をする。

ａ 1つ ｂ 2つ ｃ 3つ ｄ 4つ ｅ 5つ

― 1 ―

問　題（化学）2022 年度

問4 すべての金属のうち電気伝導性が最大の金属として，最も適当なものを，次

のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 4

ａ 金 ｂ 銅 ｃ アルミニウム

ｄ 鉄 ｅ 銀

問5 非共有電子対の数が最も多い分子として，最も適当なものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 5

ａ エチレン ｂ アンモニア ｃ フッ化水素

ｄ 過酸化水素 ｅ 硫化水素

問6 化学結合と物質に関する記述として誤っているものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 6

ａ 金属が金属光沢をもっているのは，自由電子が存在するからである。

ｂ イオン結晶の固体は，融解すると電気を通すようになる。

ｃ 共有結合のみでできた物質は，分子式で表す。

ｄ 分子結晶の物質には，昇華しやすいものがある。

ｅ 金属を化学式で表すときは，組成式を用いる。

― 3 ―

問2 次の文中の ア ， イ に入る語句の組み合わせとして最も適当

なものを，下のａ～ｄの中から一つ選びなさい。 2

炭素の放射性同位体である ア は，壊変するときに イ を放出

する。

ア イ

ａ 13C α線

ｂ 13C β線（電子）

ｃ 14C α線

ｄ 14C β線（電子）

問3 次のグラフのア・イの縦軸が表しているものの組み合わせとして，最も適当

なものを，下のａ～ｄの中から一つ選びなさい。 3

1 5 10 15 18
原子番号

ア

1 5 10
0 0

15 18
原子番号

大

イ

大

ア イ

ａ イオン化エネルギー 最外殻電子の数

ｂ イオン化エネルギー 価電子の数

ｃ 電子親和力 最外殻電子の数

ｄ 電子親和力 価電子の数

― 2 ―

化学基礎・化学

（解答番号は 1 ～ 25 である）

注意 解答に必要な場合には，次の値を用いなさい。

原子量 H＝1．0 C＝12 N＝14 O＝16

Na＝23 Cl＝35 Cu＝64

1

3

2

4

★見開き出力用_2023年版.indd   58-59★見開き出力用_2023年版.indd   58-59 2023/05/29   23:21:012023/05/29   23:21:01



61

傾
向
と
対
策

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

入
試
結
果
デ
ー
タ

問6 次の構造式のアゾ化合物は，中和滴定の指示薬として用いられている物質で

ある。この物質を水に溶解した後，pHを2に調整した水溶液の色と，pHを

11に調整した水溶液の色の組み合わせとして最も適当なものを，次のａ～ｄ

の中から一つ選びなさい。 25

N=N SO3Na（CH3）2N

pH＝2の水溶液 pH＝11の水溶液

ａ 赤 色 黄 色

ｂ 黄 色 赤 色

ｃ 無 色 赤 色

ｄ 赤 色 無 色

―13―

問4 文中の イ に入る記述として最も適当なものを，次

のａ～ｄの中から一つ選びなさい。 23

ａ 氷冷下で亜硝酸ナトリウム水溶液

ｂ 氷冷下で硝酸ナトリウム水溶液

ｃ 常温で亜硝酸ナトリウム水溶液

ｄ 常温で硝酸ナトリウム水溶液

問5 文中の下線部の1 フェニルアゾ 2 ナフトールの構造式として最も適当な

ものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 24

a bOH

N=N N=N OH

OH

c dHO OH

N=N

e

N=N

N=N

―12―13 14
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問　題（化学）2022 年度

Ｂ ナトリウムの化合物に炭酸ナトリウムがある。炭酸ナトリウムは工業的にはア

ンモニアソーダ法（ソルベー法）でつくられている。アンモニアソーダ法では塩化

ナトリウムの飽和水溶液にアンモニアを十分に吸収させて，二酸化炭素を吹き込

み，比較的水に溶けにくい⑴炭酸水素ナトリウムを沈殿させる。この炭酸水素ナ

トリウムを焼いて⑵炭酸ナトリウムを製造している。

これに関する次の問1～3に答えなさい。

問1 文中の下線部⑴の炭酸水素ナトリウムの用途として，最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 17

ａ 胃 薬 ｂ 乾燥剤 ｃ 農 薬 ｄ 発熱剤 ｅ 消炎剤

問2 炭酸ナトリウム5．3kgをつくるのには，質量パーセント濃度が26％の飽

和塩化ナトリウム水溶液が理論上何 kg必要か。最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 18

ａ 12kg ｂ 15kg ｃ 18kg ｄ 22kg ｅ 30kg

問3 下線部⑵の炭酸ナトリウムには十水和物がある。炭酸ナトリウム十水和物

の結晶を乾いた空気中に放置したところ，風解が完全に進み，炭酸ナトリウ

ム一水和物となった。もとの炭酸ナトリウム十水和物の質量から何％減少し

たか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 19

ａ 31％ ｂ 38％ ｃ 44％ ｄ 50％ ｅ 57％

―10―

問3 文中の下線部⑵のリン酸に関する記述として誤っているものを，次のａ～

ｅの中から一つ選びなさい。 16

ａ リン酸は無色の結晶で潮解性がある。

ｂ 十酸化四リンを水に溶かして加熱するとリン酸が得られる。

ｃ リン酸は水に溶けて中程度の強さの酸性を示す。

ｄ リン酸は三価の酸である。

ｅ リン酸と硫酸カルシウムの混合物が過リン酸石灰である。

― 9 ―

�

次の文章を読み，下の問い（問1～6）に答えなさい。

ベンゼンの水素原子が1個のニトロ基で置換された物質がニトロベンゼンである。

このニトロベンゼンに濃塩酸とスズを加えて反応させるとアニリン塩酸塩ができる。

生成したアニリン塩酸塩に水酸化ナトリウム水溶液を加えるとアニリンが遊離する。

アニリンに無水酢酸を加えるか，酢酸を加えて加熱するとアセトアニリドができ

る。アセトアニリドは白色の固体で，かつては ア として用いられていた。

アニリンに希塩酸を加え， イ を加えて反応させると，

塩化ベンゼンジアゾニウムができる。塩化ベンゼンジアゾニウムの水溶液に2 ナ

フトールを溶かした水酸化ナトリウム水溶液を加えると，アゾ化合物の1 フェニ

ルアゾ 2 ナフトールが生成する。このアゾ化合物は染料に利用されている。

問1 アニリンをさらし粉の水溶液に加えた。このとき見られる呈色反応の色とし

て最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 20

ａ 黄 色 ｂ 黒 色 ｃ 白 色 ｄ 赤紫色 ｅ 橙 色

問2 文中の ア に入る語句として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 21

ａ 殺菌剤 ｂ 漂白剤 ｃ 防腐剤

ｄ 酸化防止剤 ｅ 解熱剤

問3 2．0gのアニリンから生成するアセトアニリドは理論上何 gか。最も適当な

ものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 22

ａ 2．6g ｂ 2．7g ｃ 2．8g ｄ 2．9g ｅ 3．0g

―11―
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次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ リンは天然にはリン灰石などの鉱物に含まれて存在している。また動植物の体

内にも核酸などの化合物に含まれており，生命活動には欠かせない物質である。

リンの単体には赤リンや⑴黄リンなどの同素体が存在する。また，リンの化合物

には十酸化四リンや⑵リン酸がある。

これに関する次の問1～3に答えなさい。

問1 文中の下線部⑴の黄リンの分子式として，最も適当なものを，次のａ～ｅ

の中から一つ選びなさい。 14

ａ P2 ｂ P3 ｃ P4 ｄ P5 ｅ P8

問2 黄リンや赤リンに関する記述として誤っているものを，次のａ～ｅの中か

ら一つ選びなさい。 15

ａ 黄リンは水中に保存する。

ｂ 赤リンは二硫化炭素に溶けない。

ｃ 黄リンは毒性が強い。

ｄ 赤リンはマッチ棒の頭の丸い部分に使用されている。

ｅ 黄リンは空気中で自然発火する。

― 8 ―
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問3 下線部⑴について，ヒトの血液の有形成分について述べた文として最も適

当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 13

ａ 血球は脊髄の造血幹細胞からつくられる。

ｂ 赤血球は核をもつが，白血球は核をもたない。

ｃ 白血球はすべて食作用をもつ。

ｄ 血小板は直径2～4μmほどで血液凝固にはたらく。

ｅ リンパ球は，T 細胞と B細胞の2種類のみである。

問4 図1は，ヒトのヘモグロビンの酸素解離曲線で，二酸化炭素濃度（相対値）

が40と70のときの2種類の曲線を示している。以下の問いに答えなさい。

100

80

60

40

20

200 40 60 80 100

酸
素
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
の
割
合

酸素濃度（相対値）

（％）

図1

― 8 ―

問9 生態系における窒素循環に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅ

の中から一つ選びなさい。 9

ａ 枯死体に含まれるタンパク質は，分解者のはたらきで硝酸イオンとなる。

ｂ 土壌中の硝酸イオンは，硝酸菌のはたらきでアンモニウムイオンとなる。

ｃ 土壌中の硝酸イオンは，硝酸菌のはたらきで亜硝酸イオンとなる。

ｄ 土壌中のアンモニウムイオンは，亜硝酸菌のはたらきで硝酸イオンとなる。

ｅ 土壌中のアンモニウムイオンは，亜硝酸菌のはたらきで亜硝酸イオンとな

る。

問10 生物濃縮を引き起こす物質に関する記述として最も適当なものを，次のａ～

ｅの中から一つ選びなさい。 10

ａ 生体内でグルコースと結合する。

ｂ 体外に排出されやすいので，他の生物によく吸収される。

ｃ 人工的につくられた物質であり，生体内で利用される。

ｄ 生体内で分解されにくく，脂肪組織に蓄積しやすい。

ｅ 水に溶けやすく，体外から生物に影響を及ぼす。

― 6 ―

問8 次の図3は，世界のバイオームの分布を横軸に年平均気温を，縦軸に年降水

量をとって示したものである。世界のバイオームに関する記述として最も適当

なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 8

4000

2000

3000

1000

0
－10 0 10 20 30

年
降
水
量

年平均気温（℃）

ツンドラ 砂漠
ステップ

（mm）

サバンナ

雨緑樹林照葉樹林

夏緑樹林

針葉樹林

硬葉樹林 亜熱帯
多雨林

熱
帯
多
雨
林

図3

ａ 年平均気温が20℃を超えると，年降水量が1500mm近くあっても森林が

形成されず，草原になることがある。

ｂ 年平均気温が5℃以下では，年降水量が1000mm以下であっても森林が

形成されることがある。

ｃ 年平均気温が－5℃以下でも，森林が見られることがあり，ツンドラと呼

ばれる。

ｄ 温帯地域では，年降水量が減少するとともに森林からサバンナへ変わる。

ｅ 砂漠は，年降水量が1000mm以下，年平均気温が15℃以上でのみ見られ

る。

― 5 ―
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循環系とホルモンに関する次の文Ａ，Ｂを読み，各問いに答えなさい。

Ａ ヒトのように多細胞からなる動物の細胞は，からだや消化管の表面の細胞を除

くと，内部環境と呼ばれる体液に取り囲まれている。

脊椎動物の体液は ⑴血液・リンパ液・組織液に分けられる。血液は血管内を

流れており，リンパ液はリンパ管内を流れている。組織液は細胞と直接接してお

り，（ ア ）に由来する。血液は有形成分と液体成分に分けられ，有形成分は赤

血球・白血球・血小板に分けられる。

血液を循環させる心臓は，ヒトでは（ イ ）に自動的に興奮を繰り返す細胞集

団が存在する領域があり，そこを洞房結節という。

問1 文章中の（ ア ）に入る語として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 11

ａ 血しょう ｂ リンパ液 ｃ 原 尿

ｄ 細胞液 ｅ 細胞質基質

問2 文章中の（ イ ）に入る語として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 12

ａ 左心房 ｂ 右心房 ｃ 左心室

ｄ 右心室 ｅ 延 髄

― 7 ―
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問　題（生物）2022 年度

問6 次の図1は，3種類のカニについて，体外の塩類濃度と体液の塩類濃度の関

係を示したグラフである。各グラフで示された塩類濃度の範囲外ではそれぞれ

のカニは生存できない。図1をもとに，これらのカニの体液の塩類濃度の調節

に関する記述として最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

ただし，各グラフの塩類濃度は，海水の塩類濃度を5としたときの相対値で示

している。 6

7

6

5

4

3

2

1

0 1 2 3 4 5 6 7

体外の塩類濃度（相対値）

淡水 海水

体
液
の
塩
類
濃
度（
相
対
値
）

チチュウカイミドリガニ
モクズガニ
ケアシガニ

図1

ａ 体外の塩類濃度が1のとき，3種類のカニはともに生存できる。

ｂ 体外の塩類濃度が2のとき，モクズガニは体液の塩類濃度を体外よりも低

く保つことができる。

ｃ 体外の塩類濃度が5のとき，ケアシガニは体液の塩類濃度を体外よりも高

く保つことができる。

ｄ モクズガニは，淡水でも海水でも体液の塩類濃度の調節を行わない。

ｅ チチュウカイミドリガニは，体外の塩類濃度が3．5未満になると体液の塩

類濃度の調節を行うようになる。

― 3 ―

問4 光合成に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選び

なさい。 4

ａ エネルギーを放出して進行する反応で，炭水化物が合成される。

ｂ 光合成の過程では，硝酸が必要とされる。

ｃ 光合成の過程では，有機物と二酸化炭素が生じる。

ｄ 光合成の過程では，ATPが合成される反応がある。

ｅ 光合成の反応により，細胞内の有機物が減少する。

問5 ヒトの肝臓のはたらきに関する次の文章中の（ ア ）・（ イ ）に入る語の

組合せとして最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

5

肝臓のはたらきの一つとして，「胆汁の生成」がある。胆汁は（ ア ）の分解

を助ける液体であり，（ イ ）に放出される。

ア イ

ａ 脂 肪 胃

ｂ 脂 肪 十二指腸

ｃ タンパク質 胃

ｄ タンパク質 十二指腸

ｅ グリコーゲン 胃

― 2 ―

�

次の各問いに答えなさい。

問1 真核細胞の細胞小器官に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 1

ａ 葉緑体は細胞内で分裂する。

ｂ 液胞には核の DNA とは異なる独自の DNA が存在する。

ｃ 液胞ではタンパク質の合成が行われる。

ｄ ミトコンドリアは活発に活動する細胞内には少ない。

ｅ ミトコンドリアはアントシアンを含んでいる。

問2 酵素に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びな

さい。 2

ａ 酵素は1回の反応ごとに消費されるため，細胞内では常に合成されている。

ｂ 酵素は化学反応を進行させ，酵素自体が反応の生成物となる。

ｃ 一度，化学反応を進行させた酵素は再利用される。

ｄ 酵素の本体は，核酸からなる。

ｅ 細胞外ではたらく酵素はない。

問3 ある生物にみられる体細胞の核内に存在する2本鎖 DNA の塩基の数の割合

を調べたところ，全塩基の30％がアデニンであった。この DNA の一方の鎖

では，シトシンが18％であった。このとき，もう片方の鎖のシトシンの数の

割合として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

3

ａ 12％ ｂ 22％ ｃ 30％ ｄ 40％ ｅ 60％

― 1 ―

問7 次の図2は，抗原 X，抗原 Y ともに侵入されたことのないマウスに抗原 X

を注射し，さらにその40日後に抗原 Xと抗原 Y を注射したときの血液中に含

まれる抗体量を示したグラフである。横軸の目盛りは初めに抗原 Xを注射し

てからの日数を示す。40日以降の抗原 Xに対する抗体量と，抗原 Y に対する

抗体量を示す曲線の組合せとして最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ

選びなさい。 7
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【40日目まで】 【40日目に抗原 Xと抗原 Yを注射したとき】

図2

抗原 Xに対する抗体量 抗原 Y に対する抗体量

ａ （ア） （エ）

ｂ （イ） （ア）

ｃ （イ） （ウ）

ｄ （ウ） （ア）

ｅ （ウ） （エ）

― 4 ―
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動物の発生と植物ホルモンに関する次の文Ａ，Ｂを読み，各問いに答えなさい。

Ａ ウニの卵は等黄卵で，受精後， ⑴卵割が進むと，桑実胚，胞胚，原腸胚を経

て幼生となる。両生類の卵は端黄卵であり，受精後，卵割が進むと， ⑵胞胚，

原腸胚，神経胚，尾芽胚を経て幼生となる。一方，ショウジョウバエの卵は心黄

卵であり，その ⑶受精卵は表割を行い，多核となり胞胚を経て， ⑷体節が形成

される。

問1 下線部⑴の卵割と通常の体細胞分裂を比べた記述として最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 31

ａ 卵割の方が細胞周期の長さが長い。

ｂ 卵割の細胞周期には，間期が全く存在しない。

ｃ 卵割では，DNA の複製が行われない。

ｄ 卵割では，中心体および紡錘体は形成されない。

ｅ 卵割で生じた細胞は成長せず，元の細胞に比べて小さくなる。

―16―

Ｂ 近年，DNA の構造や遺伝形質を発現させるしくみが解明され， ⑵DNA を切

断・結合する技術を利用して，新たな性質を生物に導入することができるように

なった。

DNA を用いた研究では，目的の遺伝子を単離し，増幅する必要がある。PCR

法では，増幅したい配列を含む微量の DNA（鋳型 DNA），4種類のヌクレオチド，

2種類のプライマー，DNA ポリメラーゼを混合して反応させる。図2に増幅し

たい配列を含む鋳型 DNA の塩基配列を示す。

増幅したい配列

3'－CTGGGGACCTGACCCAGCCGCAG…省略…TTGTGAACCAACACCTGTGCGGCT－5'

5'－GACCCCTGGACTGGGTCGGCGTC…省略…AACACTTGGTTGTGGACACGCCGA－3'

図2

PCR 法では次の⒜～⒞の反応を1サイクルとして何度も繰り返すことで，

DNA が増幅される。

⒜ DNA 溶液を約95℃で30秒間加熱し，鋳型となる2本鎖 DNA 間の ⑶弱い

結合を切り，DNA を1本鎖 DNA にする。

⒝ 次に，温度を約60℃にまで下げて，1本鎖 DNA に ⑷プライマーを結合さ

せる。

⒞ その後，温度を約72℃に変えて2分間保ち， ⑸DNA ポリメラーゼにより，

プライマーに続けて2本鎖 DNA を合成させる。

問5 下線部⑵の DNA を切断する酵素として最も適当なものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 26

ａ DNA リガーゼ ｂ カタラーゼ ｃ 制限酵素

ｄ 脱水素酵素 ｅ ヘリカーゼ

―14―

問6 下線部⑶の結合の名称として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ

選びなさい。 27

ａ ペプチド結合 ｂ S－S結合 ｃ 固定結合

ｄ 水素結合 ｅ 共有結合

問7 下線部⑷で示したプライマーは，増幅したい DNA の塩基配列の両端と相

補的な2種類が必要である。図2に示した DNA の増幅に用いるプライマー

の塩基配列の組合せとして最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選び

なさい。 28

ａ 5’－GACCCAGCCG－3’ 5’－GTGTTGGTTC－3’

ｂ 5’－GACCCAGCCG－3’ 5’－CACAACCAAG－3’

ｃ 5’－CTGGGTCGGC－3’ 5’－GTGTTGGTTC－3’

ｄ 5’－CTGGGTCGGC－3’ 5’－CACAACCAAG－3’

ｅ 5’－CTGGGTCGGC－3’ 5’－GACCCAGCCG－3’

問8 下線部⑸について，⒞の過程で用いる酵素が単離された生物として最も適

当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 29

ａ 枯草菌 ｂ バクテリオファージ

ｃ 好気性細菌 ｄ シアノバクテリア ｅ 好熱菌

問9 ⒜～⒞の過程を10回繰り返したとすると，目的とする DNA 量は，もと

の DNA 量のおよそ何倍になるか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 30

ａ 10倍 ｂ 100倍 ｃ 1，000倍

ｄ 10，000倍 ｅ 100，000倍

―15―

問2 図1の装置1または装置2で計測された気体の体積変化量が示すものとし

て最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つずつ選びなさい。

装置1 22 装置2 23

ａ 発芽種子が吸収した酸素量。

ｂ 発芽種子が放出した二酸化炭素量。

ｃ 発芽種子が吸収した二酸化炭素量。

ｄ 発芽種子が放出した酸素量と吸収した二酸化炭素量との差。

ｅ 発芽種子が吸収した酸素量と放出した二酸化炭素量との差。

問3 実験結果で得られた体積変化より，この植物の種子の呼吸商の値として最

も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 24

ａ 0．30 ｂ 0．40 ｃ 0．70 ｄ 0．80 ｅ 1．0

問4 発芽しかけの種子の代わりに5％グルコース水溶液に酵母を入れたものを

用いて同様の実験を行ったところ，装置1では気体体積の減少，装置2では

装置1での減少量と等しい体積の増加が計測された。また，この反応で酵母

は90．0mgのグルコースを消費していた。このとき，酵母がアルコール発

酵で消費したグルコースの量（mg）として最も適当なものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 25

ａ 30．0mg ｂ 45．0mg ｃ 52．5mg

ｄ 67．5mg ｅ 80．0mg

―13―13 14
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問　題（生物）2022 年度

Ｂ 脊椎動物では，恒常性の維持にホルモンが重要なはたらきをしている。ホルモ

ンの分泌は，おもに間脳視床下部と ⑵脳下垂体によって調節されている。視床

下部は，体液濃度や ⑶血糖濃度を感知し，脳下垂体からのホルモンの分泌を調

節している。チロキシンの分泌の調節のしくみを次の図2に示す。

視床下部

脳下垂体前葉

甲状腺

標的器官

甲状腺刺激ホルモン放出ホルモン

甲状腺刺激ホルモン

チロキシン

図2

問5 下線部⑵の脳下垂体からのホルモン分泌に関する記述として最も適当なも

のを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 16

ａ パラトルモンは，脳下垂体前葉から分泌される。

ｂ 鉱質コルチコイドは，脳下垂体後葉から分泌される。

ｃ 成長ホルモンは，視床下部で合成され，脳下垂体前葉から分泌される。

ｄ 脳下垂体前葉からのホルモンの分泌は，視床下部からの放出ホルモンや

放出抑制ホルモンによって調節される。

ｅ 脳下垂体後葉で副腎皮質刺激ホルモンが合成され，分泌される。

―10―

⑴ 酸素濃度（相対値）は，肺胞が100，組織が30である。また，二酸化炭

素濃度（相対値）は，肺胞が40，組織が70である。肺胞の酸素ヘモグロビ

ンのうち，組織で酸素を解離したヘモグロビンの割合として最も適当なも

のを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 14

ａ 45％ ｂ 52％ ｃ 55％ ｄ 65％ ｅ 68％

⑵ ヘモグロビンは，1gあたり最大（100％）で1．4mL の酸素と結合する。

血液100mL 中に含まれるヘモグロビンが15gのとき，1L の血液が組

織に与えることができる酸素量（mL）として最も適当なものを，次のａ～

ｅの中から一つ選びなさい。 15

ａ 109mL ｂ 116mL ｃ 137mL

ｄ 143mL ｅ 210mL

― 9 ―

水酸化カリウム水溶液

着色液

装置１

蒸留水発芽しかけの種子

着色液

装置２

�

呼吸商と PCR 法に関する次の文Ａ，Ｂを読み，各問いに答えなさい。

Ａ ある植物の種子の呼吸商を求める実験を行った。実験では，発芽しかけの種子

を同量入れた図1のような二つの装置を用意した。装置1では中央の容器に

⑴水酸化カリウム水溶液を，装置2では蒸留水を入れ，密閉して暗所に置いた。一

定時間経過した後に，着色液の移動距離を測定し，両装置内の気体の体積変化を

計測したところ，装置1では10mL の減少，装置2では3．0mL の減少が計測さ

れた。

問1 下線部⑴について，装置1に水酸化カリウム水溶液を入れた理由として最

も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 21

ａ 酸素を装置内から除くため。

ｂ 酸素の装置内の濃度を大気中と等しく保つため。

ｃ 二酸化炭素を装置内から除くため。

ｄ 二酸化炭素の装置内の濃度を大気中と等しく保つため。

ｅ 種子の呼吸の活性を停止させるため。

図1

―12―

問6 下線部⑶の血糖濃度の調節に関する記述として最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 17

ａ ヒトの血糖濃度は，約1％に保たれている。

ｂ インスリンは，肝臓でのグリコーゲンの分解を促進する。

ｃ アドレナリンは，肝臓でのグリコーゲンの合成を促進する。

ｄ 糖質コルチコイドは，タンパク質からのグルコースの合成を促進する。

ｅ グルカゴンは，肝臓でのグリコーゲンの合成を促進する。

問7 マウスに次のⅰ～ⅲの処置をした場合，図2を参考にして，甲状腺刺激ホ

ルモン放出ホルモンと甲状腺刺激ホルモンの分泌量の組合せとして最も適当

なものを，下のａ～ｅの中から一つずつ選びなさい。なお，減少には分泌量

が0（ゼロ）も含まれるものとする。

ⅰ マウスから甲状腺を摘出した場合 18

ⅱ マウスにチロキシンを注射した場合 19

ⅲ マウスから脳下垂体を摘出した場合 20

甲状腺刺激ホルモン放出ホルモン 甲状腺刺激ホルモン

ａ 増加する 増加する

ｂ 増加する 減少する

ｃ 変化なし 増加する

ｄ 減少する 増加する

ｅ 減少する 減少する

―11―

9

11

10

12

★見開き出力用_2023年版.indd   64-65★見開き出力用_2023年版.indd   64-65 2023/05/29   23:21:022023/05/29   23:21:02



67

傾
向
と
対
策

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

入
試
結
果
デ
ー
タ

問7 次の文章中の（ ウ ）・（ エ ）に入る数値の組合せとして最も適当なも

のを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 38

図3の結果を得たものと同種のレタスの種子に，660nmの波長の光を照

射し，その直後に730nmの光を照射したときの発芽率はほぼ（ ウ ）にな

ると考えられる。また，同種の別のレタスの種子に，660nmの波長の光を

照射し，その直後に730nmの光を，さらにその直後に660nmの波長の光

を，再び照射すると，発芽率はほぼ（ エ ）になると考えられる。なお，照

射した660nm，730nmの波長の光はともに，図3の結果を得たときと同じ

強さで照射したものとする。

ウ エ

ａ 0％ 0％

ｂ 0％ 100％

ｃ 50％ 50％

ｄ 100％ 0％

ｅ 100％ 100％

―22―

問8 フィトクロムに660nmの波長の光または730nmの波長の光を照射し，

細胞内のフィトクロムの分布を調べたところ，660nmの波長の光を照射し

たときには，フィトクロムは核内に存在し，730nmの波長の光を照射した

ときには，ほとんどが細胞質基質に存在していた。フィトクロムのはたらき

として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 39

ａ Pr型は核内に移動して発芽を誘導する遺伝子の発現を促進する。

ｂ Pr型は核内に移動して発芽を誘導する遺伝子の発現を抑制する。

ｃ Pfr型は核内に移動して発芽を誘導する遺伝子の発現を促進する。

ｄ Pfr型は核内に移動して発芽を誘導する遺伝子の発現を抑制する。

ｅ Pfr型は核内に移動すると分解される。

問9 植物の光受容体であるフォトトロピンに関する記述として最も適当なもの

を，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 40

ａ 赤色光を受容する。

ｂ 緑色光を受容する。

ｃ 離層形成を促進する。

ｄ 気孔開口を促進する。

ｅ 花芽形成を促進する。

―23―

問5 下線部⑸について，種子の発芽の促進に関する記述として最も適当なもの

を，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 36

ａ 胚で合成されたアブシシン酸が発芽を促進する。

ｂ 種皮で合成されたアブシシン酸が発芽を促進する。

ｃ 胚で合成されたジベレリンが発芽を促進する。

ｄ 胚乳で合成されたジベレリンが発芽を促進する。

ｅ 種皮で合成されたジベレリンが発芽を促進する。

問6 図3の結果から，光には波長によって発芽を誘導する効果と抑制する効果

があることがわかる。発芽抑制に最も効果的な波長域として最も適当なもの

を，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 37

ａ 300～400nm ｂ 400～500nm ｃ 500～600nm

ｄ 600～700nm ｅ 700～800nm

―21―21 22
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試
結
果
デ
ー
タ　
　

問　題（生物）2022 年度

⑵ 実験2の結果として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びな

さい。 33

ａ A と Cから筋肉が生じる。

ｂ A から筋肉が生じる。

ｃ Cから筋肉が生じる。

ｄ A から表皮のみが生じる。

ｅ Cから表皮のみが生じる。

問3 下線部⑶のショウジョウバエの受精卵の前後軸を決める母性因子に関する

次の文章中の（ ア ）・（ イ ）に入る語の組合せとして最も適当なものを，

下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 34

受精卵の前端には，（ ア ）mRNA が，後端には，（ イ ）mRNA が多

く分布し，受精後に翻訳されて前後に拡散し，濃度勾配を形成する。

ア イ

ａ アンテナペディア ビコイド

ｂ ナノス ビコイド

ｃ ナノス アンテナペディア

ｄ ビコイド ナノス

ｅ ビコイド アンテナペディア

―18―

問2 下線部⑵の胞胚を，図1のように，A・B・Cに分け，次の二つの実験を

行った。以下の問いに答えなさい。

動物極

植物極

C

A

B B

胞胚腔

図1

実験1：Cだけを培養皿にとり，培養した。

実験2：A と Cを切り出して培養皿にとり，両者を密着させて培養した。

⑴ 実験1の結果，Cから分化すると考えられる組織，または器官として最

も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 32

ａ 血 球 ｂ 脊 索 ｃ 表 皮 ｄ 肝 臓 ｅ 骨格筋

―17―

Ｂ 植物によっては，種子の ⑸発芽条件として水分や温度，酸素以外に光を必要

とするものがある。

レタスの種子を25℃で培養すると，暗所ではほとんど発芽しないが，光を短

時間照射するとほとんどの種子が発芽するようになる。そこで，約50％の種子

が発芽できる状態にした種子に，同じ強さの異なる波長の光を照射して発芽率を

調べ，図3の結果を得た。

100

50

0
440 480 520 600 700 800

波長（nm）

発
芽
率（
％
）

図3

レタスの種子の光による発芽の調節には，光受容体のフィトクロムが関与して

いる。フィトクロムには Pr型と Pfr型がある。この Pr型と Pfr型は可逆的に変

化する。すなわち，660nmの波長の光を照射すると Pr型は Pfr型に変化し，

730nmの波長の光を照射すると Pfr型は Pr型に変化する。

―20―

問4 下線部⑷が形成されるためには，特定の遺伝子群が順番にはたらく必要が

ある。図2に示したように，母性因子からギャップ遺伝子群，X，Y が順に

はたらいて体節が形成され，さらに Zがはたらくことで各体節の役割が決

定される。これら X～Zの遺伝子群の組合せとして最も適当なものを，下の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 35

母性因子 ギャップ遺伝子群

XYZ

図2

X Y Z

ａ ホメオティック ペアルール セグメントポラリティ

ｂ セグメントポラリティ ホメオティック ペアルール

ｃ セグメントポラリティ ペアルール ホメオティック

ｄ ペアルール ホメオティック セグメントポラリティ

ｅ ペアルール セグメントポラリティ ホメオティック

―19―

17

19

18

20
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傾
向
と
対
策

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

入
試
結
果
デ
ー
タ

解答・解説（英語）2022 年度

英 語
大問 解答

番号 正解 解　説

Ⅰ

１ ｂ drop out of「～を止める」

２ ｃ sadly「悲しいことに」

３ ｄ In fact「実際」

４ ａ 第１段第３文に「私たちは男女不平等を終わらせたい」とある。

５ ｃ 第４段に「保護者に上演する予定の劇」とある。

６ ｂ 第６段第２文に「feminism が不人気な言葉になっている」とある。

７ ｂ
第９段第１文に「大切なのはその言葉ではなくてその背後にある考

えや大志である」と述べられている。

８ ａ

第 10 段第１文に「私たちは皆もっと自由になれるし，これこそ

HeForShe そのものである」とあり，さらに第２文に「それは自由

であることだ」と書かれている。

９ ｂ
下線部（ア）は，前文の「女性の権利を求めて戦うことがしばしば

男性憎悪と同義語になっている」を指す。

10 ｄ
下線部（イ）は「娘として生まれたからといって，両親が私をあま

り愛さないということはなかった」の意。

11 ｃ
１- ×（１段４文）　２- ○（４段）　３- ×（６段１文）４- ×（７

段４文，only が不要）　５- ○（７段６文）

Ⅱ

12 ｄ
木曜の演劇の座席の予約をしている発言が適当。選択肢ａは Clerk

の Where would you like to sit? と矛盾。

13 ｂ
４人一緒に座りたいかを問う質問が適当。選択肢ｄは mind がある

ため，Yes だと「いやです」の意となる。

14 ａ クレジットカードに記された名義人名を問うている。

15 ｂ 切符の代金が合計いくらになるかを問うている。

16 ｃ pick up は「受け取る」の意。

17 ｃ 今支払いを終えると，好きな時間に来ることができる。

18 ｂ 選択肢ｂが８～ 12 行目の会話の内容に一致する。

Ⅲ

19 ａ frank=honest and direct in what you say

20 ａ apart from ～「～は別として」

21 ｄ other than humans「人間以外の」

22 ｃ owing to ～「～のせいで」

23 ａ at present「現在は」

24 ｄ tell A from B「A と B を区別する」

25 ｃ be on good terms with ～「～と仲の良い間柄である」

26 ｂ × got → ○ get または≪主に英≫ should get

27 ｄ × have you seen → ○ did you see

28 ａ by chance「偶然」，by way of ～「～経由で」

Ⅳ

29 ｂ （Quite a few people came） to see the new president.

30 ｃ We （would appreciate hearing from you） soon.

31 ｄ  Lack of time （prevented me from writing to） you.

32 ｅ It （was not until Monday that） she called me.

33 ｄ I （would rather you didn’t turn） on the TV.

34 ｂ
You might （as well throw money down the drain as） waste it on 

gambling.

35 ｄ Most people （read only the article they are interested） in.
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問　題（小論文）2022 年度

傾
向
と
対
策　
　
　

２
０
２
２
年
度　
　

２
０
２
３
年
度　
　

２
０
２
１
年
度　
　

入
試
結
果
デ
ー
タ　
　

看
護
学
部
　
小
論
文

―
1
―

以
下
の
文
を
読
み
，
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

僕
た
ち
は
人
間
と
し
て
生
き
て
ゆ
く
途
中
で
，
子
供
は
子
供
な
り
に
，
ま
た
大
人
は
大
人
な
り
に
，
い
ろ
い
ろ
悲

し
い
こ
と
や
，
つ
ら
い
こ
と
や
，
苦
し
い
こ
と
に
出
会
う
。
も
ち
ろ
ん
，
そ
れ
は
誰
に
と
っ
て
も
，
決
し
て
望
ま
し

い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
，
こ
う
し
て
悲
し
い
こ
と
や
，
つ
ら
い
こ
と
や
，
苦
し
い
こ
と
に
出
会
う
お
か
げ
で
，

僕
た
ち
は
，
本
来
人
間
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
，
と
い
う
こ
と
を
知
る
ん
だ
。

心
に
感
じ
る
苦
し
み
や
痛
さ
だ
け
で
は
な
い
。
か
ら
だ
が
じ
か
に
感
じ
る
痛
さ
や
苦
し
さ
と
い
う
も
の
が
，
や
は

り
，
同
じ
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
健
康
で
，
か
ら
だ
に
な
ん
の
故
障
も
感
じ
な
け
れ
ば
，
僕
た
ち
は
，
心
臓

と
か
胃
と
か
腸
と
か
，
色
々
な
内
臓
が
か
ら
だ
の
中
に
あ
っ
て
，
平
生
大
事
な
役
割
を
務
め
て
く
れ
て
い
て
く
れ
る

の
に
，
そ
れ
を
ほ
と
ん
ど
忘
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
，
か
ら
だ
に
故
障
が
出
来
て
，
動
悸
が
激
し
く
な
る

と
か
，
お
な
か
が
痛
み
出
す
と
か
す
る
と
，
は
じ
め
て
僕
た
ち
は
，
自
分
の
内
臓
の
こ
と
を
考
え
，
か
ら
だ
に
故
障

の
出
来
た
こ
と
を
知
る
。
か
ら
だ
に
痛
み
を
感
じ
た
り
，
苦
し
く
な
っ
た
り
す
る
の
は
，
故
障
が
出
来
た
か
ら
だ
け

れ
ど
，
逆
に
，
僕
た
ち
が
そ
れ
に
気
づ
く
の
は
，
苦
痛
の
お
か
げ
な
の
だ
。

苦
痛
を
感
じ
，
そ
れ
に
よ
っ
て
か
ら
だ
の
故
障
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
，
か
ら
だ
が
正
常
の
状
態
に
い
な
い
と
い

う
こ
と
を
，
苦
痛
が
僕
た
ち
に
知
ら
せ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
も
し
，
か
ら
だ
に
故
障
が
出
来
て
い
る
の
に
，

な
ん
に
も
苦
痛
が
な
い
と
し
た
ら
，
僕
た
ち
は
そ
の
こ
と
に
気
づ
か
な
い
で
，
場
合
に
よ
っ
て
は
，
命
を
も
失
っ
て

し
ま
う
か
も
知
れ
な
い
。
実
際
，
む
し
歯
な
ん
か
で
も
，
少
し
も
痛
ま
な
い
で
ど
ん
ど
ん
ウ
ロ
が
大
き
く
な
っ
て
ゆ

く
も
の
は
，
痛
む
も
の
よ
り
も
，
つ
い
手
当
が
お
く
れ
勝
ち
に
な
る
で
は
な
い
か
。
だ
か
ら
，
か
ら
だ
の
痛
み
は
，

誰
だ
っ
て
御
免
こ
う
む
り
た
い
も
の
に
相
違
な
い
け
れ
ど
，
こ
の
意
味
で
は
，
僕
た
ち
に
と
っ
て
あ
り
が
た
い
も
の
，

な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
な
ん
だ
。
―
そ
れ
に
よ
っ
て
僕
た
ち
は
，
自
分
の
か
ら
だ
に
故
障
の
生
じ
た
こ
と
を
知
り
，

同
時
に
ま
た
，
人
間
の
か
ら
だ
が
，
本
来
ど
う
い
う
状
態
に
あ
る
の
が
本
当
か
，
そ
の
こ
と
を
も
は
っ
き
り
と
知
る
。

同
じ
よ
う
に
，
心
に
感
じ
る
苦
し
み
や
つ
ら
さ
は
人
間
が
人
間
と
し
て
正
常
な
状
態
に
い
な
い
こ
と
か
ら
生
じ
て
，

そ
の
こ
と
を
僕
た
ち
に
知
ら
せ
て
く
れ
る
も
の
だ
。
そ
し
て
僕
た
ち
は
，
そ
の
苦
痛
の
お
か
げ
で
，
人
間
が
本
来
ど

う
い
う
も
の
で
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
，
し
っ
か
り
と
心
に
捕
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

吉
野
源
三
郎
著『
君
た
ち
は
ど
う
生
き
る
か
』2
01
7
年

pp
．2
50
～
25
2
岩
波
文
庫
よ
り
抜
粋

問
題
人
間
は
本
来
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
，
あ
な
た
の
考
え
を
述
べ
な
さ
い
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
　
小
論
文

―
1
―

課
題

以
下
の
文
を
読
み
，
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

常
識
と
は
，
あ
る
社
会
に
お
い
て
多
数
者
が
抱
い
て
い
る
知
識
や
認
識
，
そ
の
社
会
で
人
々
が
例
外
な
く
持
つ
こ

と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
知
識
や
認
識
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
，
ま
っ
た
く
常
識
を
わ
き
ま
え
な
い
の
も
問
題
で
あ
る

が
，「
Ａ
国
の
常
識
は
Ｂ
国
の
非
常
識
」と
い
う
事
態
も
ざ
ら
に
あ
る
話
な
の
で
，
常
識
が
絶
対
で
あ
る
わ
け
で
も
な

い
。 そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
，「
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
に
良
識
を
働
か
せ
よ
！
」と
言
う
人
々
も
い
る
。
し
か
し
，

そ
う
言
う
人
の
話
を
よ
く
聴
い
て
み
る
と
，
常
識
と
良
識
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
の
違
い
が
，
実
は
よ
く
分
か
ら
な

か
っ
た
り
す
る
。

こ
こ
で
，
僕
は
，
そ
の
二
つ
の
言
葉
を
使
っ
て
考
え
る
こ
と
に
反
対
し
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
い
や
，
む
し
ろ
，

そ
の
違
い
が
き
ち
ん
と
分
か
っ
て
い
れ
ば
，「
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
に
良
識
を
働
か
せ
よ
！
」と
い
う
主
張
は
的
を
射

た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。（
中
略
）

次
の
よ
う
に
言
え
よ
う
。
良
識
と
は
，
一
つ
の
常
識
に
と
ら
わ
れ
ず
に
，
そ
れ
を
疑
い
，
そ
れ
と
は
異
な
る
常
識

を
も
考
慮
に
入
れ
，
エ
ビ
デ
ン
ス（
証
拠
）や
論
理
整
合
性
を
重
視
し
，
妥
当
性
の
あ
る
適
切
な
知
識
や
認
識
は
何
か

を
自
分
の
頭
の
中
で
考
え
て
い
く
意
識
の
働
き
で
あ
る
。
各
人
が
良
識
を
働
か
せ
た
結
果
た
ど
り
着
く
認
識
は
，
同

じ
に
な
る
こ
と
が
保
証
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
，
各
人
の
前
提
や
立
場
の
違
い
か
ら
多
様
な
結
論

（
た
だ
し
，
あ
く
ま
で
も
暫
定
的
な
も
の
）に
至
る
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
。

出
典
：
細
谷
実
著『
よ
く
考
え
る
た
め
の
哲
学
』2
01
1
年
は
る
か
書
房
よ
り
抜
粋

問
題
常
識
と
良
識
に
関
す
る
あ
な
た
の
考
え
を
40
0
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。

★見開き出力用_2023年版.indd   68-69★見開き出力用_2023年版.indd   68-69 2023/05/29   23:21:032023/05/29   23:21:03



71

傾
向
と
対
策

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

入
試
結
果
デ
ー
タ

解答・解説（数学）2022 年度

大問 解答
番号 正解 解　説

Ⅰ

1 c

2 b

 

 11 / 88 
 

Ⅰ  
(1)  １   ｃ 

 
     

     
    


     

2 3 5 2 3 52 3 5
2 3 5 2 3 5 2 3 5

 

   

   
   

 
 

 


 

  


  

 


 


22

2 2
2 3 5
2 3 5

2 3 2 15 5
2 2 6 3 5
6 2 15

2 6
6 10

2

 

 
(2)  ２  ｂ 

2x  より， 2 2x    
 2 22 5 5 0x k x k k     より， 
    5 0x k x k     

  5k x k    
 2 2P x x    ，  5x k x k   Q とする。与えられた命題が真で

あるのは，P  Qが成り立つときであるから， 
  2k ≦ かつ2 5k ≦  
よって， 3 2k ≦ ≦  

 
(3)  ３  ａ 

余弦定理より，
 

∠
2 2 2

cos ACB
2

a b c
ab

，
 

∠
2 2 2

cos BAC
2

b c a
bc

 

これらを  ∠ ∠cos ACB cos BACa b c に代入して， 
a b c b c aa b c

ab bc
   

   
2 2 2 2 2 2

2 2
 

a b c b b c a     2 2 2 2 2 2 22  
a b c  2 2 22 2 2 0  
a b c 2 2 2  

よって，△ABC は  ∠BAC 90 の直角三角形 
 

  

3 a

 

 11 / 88 
 

Ⅰ  
(1)  １   ｃ 

 
     

     
    


     

2 3 5 2 3 52 3 5
2 3 5 2 3 5 2 3 5

 

   

   
   

 
 

 


 

  


  

 


 


22

2 2
2 3 5
2 3 5

2 3 2 15 5
2 2 6 3 5
6 2 15

2 6
6 10

2

 

 
(2)  ２  ｂ 

2x  より， 2 2x    
 2 22 5 5 0x k x k k     より， 
    5 0x k x k     

  5k x k    
 2 2P x x    ，  5x k x k   Q とする。与えられた命題が真で

あるのは，P  Qが成り立つときであるから， 
  2k ≦ かつ2 5k ≦  
よって， 3 2k ≦ ≦  

 
(3)  ３  ａ 

余弦定理より，
 

∠
2 2 2

cos ACB
2

a b c
ab

，
 

∠
2 2 2

cos BAC
2

b c a
bc

 

これらを  ∠ ∠cos ACB cos BACa b c に代入して， 
a b c b c aa b c

ab bc
   

   
2 2 2 2 2 2

2 2
 

a b c b b c a     2 2 2 2 2 2 22  
a b c  2 2 22 2 2 0  
a b c 2 2 2  

よって，△ABC は  ∠BAC 90 の直角三角形 
 

  

4 c
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(4)  ４  ｃ 

x以外のデータを値が小さい順に並べると， 
4，8，9，12，16，16，18，21，23 

  中央値は小さい方から 5 番目と 6 番目の値の平均値で，これが 14.5 日だか

ら，xは小さい方から 5 番目の値である。 

よって，
x 


16 14.5

2
 より， x  13  

平均値は， 
         

1 4 21 12 13 23 18 9 16 16 8
10

 
140 14
10 （日） 

  よって，求める分散は， 
         2 2 2 2 2 2 2 2 2 21 10 7 2 1 9 4 5 2 2 6

10
 

320 32
10  

 
  

Ⅱ

5 e
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Ⅱ  
(1)   ５  ｅ 

 y x m x m    2 2 1 3  

        x m m m      
2 21 1 3  

      x m m m      
2 21 2 

 より，グラフ Cの頂点の座標は  m m m    21, 2 である。 
よって，頂点が題意を満たすための条件は， 

2

1 0
2 0

m
m m
  

   





①

②
 

①より，m 1 
②より，m m  2 2 0  

  m m
m

  
  

1 2 0
1 2

 

したがって，求めるmの値の範囲は， m 1 2  
 

(2)  ６  ｂ 
       f x x m x m x m m m           

22 22 1 3 1 2  
  とおく。グラフ Cは，軸が直線 x m  1，頂点  m m m    21, 2 の下

に凸の放物線であるから，x軸の x 1の部分と異なる 2 点で交わる条件は， 
(ⅰ) 頂点の y座標が負 
(ⅱ) 軸が直線 x 1より右にある 
(ⅲ)  f 1 0   

(ⅰ)より， m m   2 2 0  

     
  m m
m m

  
  

1 2 0
1, 2

 

(ⅱ)より， m  1 1  
     m0 
(ⅲ)より，  f m m     1 1 2 2 3 0  

     m  2 
 (ⅰ)～(ⅲ)より，求めるmの値の範囲は， m   2 1  
 

  

6 b
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(3)  ７  ｃ 
 Cの頂点  m m m    21, 2 を y軸に関して対称移動した点は， 

点  m m m   21, 2  
点  m m m   21, 2 を x 軸方向に 2，y 軸方向に－5 だけ平行移動した

点は， 
  点  m m m   21, 3  ……③ 

また，  y x x x     
22 6 4 3 5より， y x x  2 6 4のグラフの頂点は， 

  点  3, 5  ……④ 
③，④が一致するから， 

  
m
m m
 


    

2

1 3
3 5

 

よって，m 2 
 
 

Ⅲ
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Ⅲ 
(1)  ８  ｃ 

正弦定理より， 

  
 


    

BC 2 2
sin30
BC 2 2 sin30 2

 

  
(2)  ９  ｂ    10  ｃ 
 AB=c，AC=bとする。 
余弦定理より， 

   b c bc   2 2 22 cos30 2  
   b c bc  2 2 3 4  
      b c bc   

2 2 3 4  ……① 
 △ABC の面積が2 3 より， 
   bc  

1 sin 30 2 3
2

 

   bc  8 3  ……② 
 ②を①に代入して， 
      b c    

2 2 3 8 3 4  
    b c  

2 28 16 3  
         4 7 2 12  

         
2

4 2 3  
 b  0 ， c  0 より，b c  0 であるから 
     b c  2 2 3  
       4 2 3  ……③ 
 ③より， 4 2 3c b     

これを②に代入して， 
    4 2 3 8 3b b     
    2 4 2 3 8 3 0b b     
     4 2 3 0b b    

    4, 2 3b   

よって，      , 4, 2 3 , 2 3, 4b c   
b c より，b c 4, 2 3  
よって，AB c  2 3 ，AC b  4  
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Ⅰ  
(1)  １   ｃ 

 
     

     
    


     

2 3 5 2 3 52 3 5
2 3 5 2 3 5 2 3 5

 

   

   
   

 
 

 


 

  


  

 


 


22

2 2
2 3 5
2 3 5

2 3 2 15 5
2 2 6 3 5
6 2 15

2 6
6 10

2

 

 
(2)  ２  ｂ 

2x  より， 2 2x    
 2 22 5 5 0x k x k k     より， 
    5 0x k x k     

  5k x k    
 2 2P x x    ，  5x k x k   Q とする。与えられた命題が真で

あるのは，P  Qが成り立つときであるから， 
  2k ≦ かつ2 5k ≦  
よって， 3 2k ≦ ≦  

 
(3)  ３  ａ 

余弦定理より，
 

∠
2 2 2

cos ACB
2

a b c
ab

，
 

∠
2 2 2

cos BAC
2

b c a
bc

 

これらを  ∠ ∠cos ACB cos BACa b c に代入して， 
a b c b c aa b c

ab bc
   

   
2 2 2 2 2 2

2 2
 

a b c b b c a     2 2 2 2 2 2 22  
a b c  2 2 22 2 2 0  
a b c 2 2 2  

よって，△ABC は  ∠BAC 90 の直角三角形 
 

  

大問 解答
番号 正解 解　説

9 b

10 c
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Ⅳ 
(1)  11  ｃ   12  ｅ 

箱 A から 1 の玉が取り出されたとき，箱 B の中には 1 の玉が 5 個，2 の玉

が 2 個の合計 7 個の玉がある。 
よって，箱 A から 1 の玉が取り出されたときに，箱 B から 2 の玉が取り出

される条件付き確率は，
2
7

 

箱 A から 1 の玉が取り出されて，箱 B から 2 の玉が取り出されたときに，

箱 A の中の玉に書かれた数の合計が試行前より大きくなるので，求める確

率は， 

 
2 2 1
8 7 14

 

 
(2)  13  ａ 
 箱 A の中の玉に書かれた数の合計が試行前より大きくなるのは， 
  （ⅰ）箱 A から 1 の玉を 2 個取り出し，箱 B から 2 の玉を 2 個取り出す 
  （ⅱ）箱 A から 1 の玉を 2 個取り出し， 

箱 B から 1 と 2 の玉をそれぞれ 1 個ずつ取り出す 
  （ⅲ）箱 A から 1 と 2 の玉をそれぞれ 1 個ずつ取り出し， 

箱 B から 2 の玉を 2 個取り出す 
 の 3 つの場合があり，これらは互いに排反である。 

  （ⅰ）の確率は，  2 2 2 2
2

8 2 8 2

1
28

C C
C C

 

   （ⅱ）の確率は，


 6 1 2 12 2
2

8 2 8 2

12
28

C CC
C C

 

   （ⅲ）の確率は，


 2 1 6 1 3 2
2

8 2 8 2

36
28

C C C
C C

 

よって，求める確率は， 

      2 2 2
1 12 36 1

1628 28 28
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Ⅴ 
(1)  14  ｄ 

各面に頂点があるので，頂点の数が 6 であり，正多面体になるので， 
多面体 Xは，正八面体である。  

 
(2)  15  ｃ 

正八面体の半分の正四角錐を A-BCDE とすると，底面 BCDE は対角線の長

さが 6 の正方形で，頂点 A から底面に垂線 AH を下ろすと，AH の長さは

正六面体の 1 辺の長さの半分だから，正四角錐 A-BCDE の体積は， 

  
      
 

1 1 66 6 18
3 2 2

 

よって，求める正八面体 Xの体積は， 
   18 2 36  

 
(3)  16  ｅ 

正八面体の半分の正四角錐 A-BCDE の底面 BCDE の面積は 
    

16 6 18
2

 

底面 BCDE の 1 辺の長さを aとすると，a 2 18  
a  0 より，a  3 2  
正八面体 Xの 1 つの面は 1 辺の長さが aの正三角形だから，求める表面積

は， 

 21 3 2 sin60 8 3 8
2

9 36 3
2

     
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     

 

Ⅵ

17 d
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Ⅵ  
(1)  17  ｄ   18  ｃ 

nを 10 進法で表すと， 
   n a a a          3 2 1 0

522 4 2 5 2 5 5 4 5 304 5  
   n b b b        2 1 0

764 6 7 4 7 7 322  
よって， 

a b
b a

  
 

304 5 322
5 18

 

ここで，  a 522 4 は 5 進法の数であるから， a0 4≦ ≦  

 b 764 は 7 進法の数であるから， b0 6≦ ≦  
  a 0 5 18 6≦ ≦  

  a18 24
5 5
≦ ≦  

より，a  4  これは， a0 4≦ ≦ を満たす。 
このとき，b  2  これは， b0 6≦ ≦ を満たす。 
よって，n   322 2 324  

 
(2)  19  ｂ 

   3189 3 7  
189 とmの最大公約数が 21 とすると， 
   m m 21 （mは 3 と互いに素な自然数） 
と表される。 
m 1000≦ より， m m 21 1000≦  

   m 
1000 47.6

21
≦  

よって，mは 47 以下の 3 と互いに素な自然数である。 
47 以下の 3 の倍数の個数は 15 個あるから，求める自然数の個数は， 
     47 15 32 （個） 

18 c

19 b
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 b 764 は 7 進法の数であるから， b0 6≦ ≦  
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  a18 24
5 5
≦ ≦  
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と表される。 
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Ⅲ 
(1)  ８  ｃ 

正弦定理より， 

  
 


    

BC 2 2
sin30
BC 2 2 sin30 2

 

  
(2)  ９  ｂ    10  ｃ 
 AB=c，AC=bとする。 
余弦定理より， 

   b c bc   2 2 22 cos30 2  
   b c bc  2 2 3 4  
      b c bc   

2 2 3 4  ……① 
 △ABC の面積が2 3 より， 
   bc  

1 sin 30 2 3
2

 

   bc  8 3  ……② 
 ②を①に代入して， 
      b c    

2 2 3 8 3 4  
    b c  

2 28 16 3  
         4 7 2 12  

         
2

4 2 3  
 b  0 ， c  0 より，b c  0 であるから 
     b c  2 2 3  
       4 2 3  ……③ 
 ③より， 4 2 3c b     

これを②に代入して， 
    4 2 3 8 3b b     
    2 4 2 3 8 3 0b b     
     4 2 3 0b b    

    4, 2 3b   

よって，      , 4, 2 3 , 2 3, 4b c   
b c より，b c 4, 2 3  
よって，AB c  2 3 ，AC b  4  
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解答・解説（国語）2022 年度

大問 小問 解答
番号 正解 解　説

Ⅰ

問１

１ ｅ 培養　ａ転売　ｂ媒介　ｃ賠償　ｄ入梅　ｅ栽培

２ ａ 成功　ａ功罪　ｂ向学　ｃ専攻　ｄ巧妙　ｅ貢献

３ ｂ 維持　ａ委細　ｂ維新　ｃ営為　ｄ畏敬　ｅ慰留

４ ｄ 繁殖　ａ植樹　ｂ虚飾　ｃ嘱（属）望　ｄ殖産　
ｅ払拭

５ ｃ 噴火　ａ粉砕　ｂ奮起　ｃ噴飯　ｄ古墳　ｅ紛争

問２ ６ ｄ

「有機的」とは、「多くの部分が集まって全体を構
成し、各部分が影響を及ぼし合っているさま」を
言う。「社会の実態」が「親密圏から国家、世界市
場」など様々な「社会関係」が集まって、「複雑な
構造」となり、互いに影響を与えつつ「新しい秩
序」を生み続けている様子を指して「有機的」と
言っている。ｄが適当。ａは「外部の脅威への対
処法を備えている」が、ｅは「生物のような柔軟
性を備えている」が「有機的」の説明としてそれ
ぞれ不適当。ｂ・ｃは部分が集まって全体を構成
しているという内容の説明がなく不適当。ｃはさ
らに「外部の脅威に影響されることで変化を重ね
ている」が本文の論理と逆。変化することで外部
の脅威に対応してきたのである。

問３ ７ ｃ

生物の「身体構造と行動の変異」は、環境の変動
に合理的に適応した結果のようでいて、実は環境
の変動に適応したものが「たまたま」生き残った
だけである。結果だけを「事後的」に見ると「合理性」
があるように見えるということを傍線部のように
言っている。ｃが適当。ａは「生物進化は環境変
化に適応する形で起きる」が事後的の説明として
不適当。ｂとｄは全体的に本文で述べられていな
い内容。ｅはここでは知性の有無は問題になって
いないので、「知性を備えていない生物」が不適当。
また後半の内容も傍線部の具体的説明としては不
適当である。

問４ ８ ａ

次段落が「実際に」という語で始まっていること
から、これより後は空欄部分の具体例になってい
ることがわかる。「グローバル経済、政治の困難な
局面の下」を「社会の適応力が衰退した時」、「パ
ンデミックが生じた」を「外的危機が訪れる」と
抽象化・一般化したａが適当。

問５ ９ ｃ

「甘受する」とは「快く受け入れること」、もしく
は、「やむを得ないものとして逆らわずに受け入れ
ること」。ここで「受け入れる」ものは「経済の縮
小」なので後者の意味。ｃが適当。

問６

Ⅰ 10 ｅ
パンデミックに対する「治療法やワクチン」を形
容する語なので、ｅ「抜本的」が適当。技術とし
ては存在するので、ｄ「革新的」は不適当。

Ⅱ 11 ｂ

２つの空欄とも、この事態が起きた結果、何らか
の危機が起きるというのだから、「金融市場」や「社
会」が“弱まる”という意味の語が入ることがわ
かる。ｂ「脆弱」が適当。

問７

⑴ 12 ｃ 前人の失敗を繰り返すことを表す言葉は「同じ轍
を踏む」。

⑵ 13 ｄ

この段落の末尾で「経済学のミネルヴァの梟はじ
つはアルバトロスであり……。」とまとめているよ
うに、ある時点の経済状況を、経済学の知見（＝
梟が象徴している知）で好況と判断しても、その
後なんらかの経済危機（＝アルバトロスが象徴し
ている不吉）が訪れることが繰り返されているこ
とを「誤りを忘れる」と言っている。ｄが適当。
ａは「その共有を怠り」、ｂは「実体経済の危機を
金融制度の改革で乗り越えはする」、ｃは「現代貨
幣理論という確証性のない理論」が、ｅは「学問
的な立場を堅持するために」がそれぞれ不適当。

問８ 14 ｅ

宮崎の言う「複合不況」とは、金融経済の危機が「実
体経済の危機に結び付いていく」ことである。ｅ
が適当。ａは「相反する景況」が不適当。ｂはデ
フレ危機とインフレ危機の関係ではないので不適
当。ｃは「共通点が存在」が不適当。ｄはバブル
の崩壊とリーマン・ショックの関係ではないので
不適当。

問９ 15 ｂ

空欄を含む文の冒頭が「これに対して」となって
いることから、「自然の脅威が、そのまま経済危機
に結びつくことが多い」とは対比的な内容が入る
ことになる。ｂが適当。

問 10 16 e

筆者の言う「複合危機」とは、資本主義システム
内部の危機に、パンデミックのような外部の危機
が輻輳する（＝集中する）ことを言っている。ｅ
が適当。ａは「実体経済の危機という外的要因と
金融経済の危機という内的要因」が不適当。ｂは

「資源危機という外的脅威に加えウィルスという健
康に害をなす内的脅威」が不適当。ｃは「資本主
義システム」の内外ではないのに加え、「共通点が
存在」が不適当。ｄは「自然がもたらす外因性の
脅威に農業経済の打撃という内因性の脅威」が不
適当。

大問 小問 解答
番号 正解 解　説

Ⅱ

問１

17 ｃ 吐いて　ａ漏斗　ｂ途方　ｃ吐露　ｄ塗布　ｅ妬
心

18 ｃ 頻繁　ａ京浜　ｂ貧困　ｃ頻度　ｄ来賓　ｅ上品

19 ｄ 潜んで　ａ詮索　ｂ鮮明　ｃ洗礼　ｄ潜伏　ｅ宣
誓

20 ｄ 洞察　ａ瞳孔　ｂ児童　ｃ銅　ｄ洞窟　ｅ胴体

問２ 21 ａ

チスイコウモリも、程度の違いこそあれ、恩恵を
こうむるために人間と同じような利他的な行動を
取る。その行動原理を人間に当てはめて考えると

〈道徳感情〉の始原のようなものが見出せるという
のである。ａが適当。ｂは「打算的な点が残って
おり」が、ｃは「欲求に応じて狭い」が、ｄは「恩
恵の有無に限らず」が、ｅは「他者への罰」「他者
への正義」がそれぞれ不適当。

問３ 22 ａ

①は後に〈間接互恵性〉として説明される内容な
ので、「直接」が当てはまりそうであるが、「将来」
も文脈上おかしくはないので、②・③を先に検討
する。②は「中立的なはず」の語であるのに、「悪
いことをすれば罰が当たるという意味で使われる
ことのほうが多い」から「因果応報」が適当。③
は最新の進化生物学理論と遜色のない内容である
ことを示す語であるので「画期（的）」が適当。し
たがって、正解はａとなり、①には「直接」が入
ることになる。

問４ 23 ｅ

空欄の直前では“自分が損をしてさえ、不正を行
う者を罰しようとする”ことが話題になっている。
その具体例としてＡとＢの二者によるやり取りが
紹介された後「さらに興味深い結果となる」Ａ・Ｂ・
Ｃの三者によるやり取りの例が紹介される。この
文脈から、二つ目も“自分が損をしてさえ、不正
を行う者を罰しようとする”例となるはずであり、
これを満たすｅが適当。ａとｄは不正なものを罰
するという観点がなく不適当。ｂは自分（Ｃ）が
損をしておらず不適当。ｃはここでは誰かからの
見返りは話題となっていないので不適当。

問５
Ｂ 24 ｅ 「囂々」とは「声や音のやかましいさま」を表す。

Ｃ 25 ａ 「示唆」とは「それとなく気付かせること」を表す。

問６

Ⅰ 26 ｃ
空欄Ⅰの前後で人間と他の生物を比較し、予想に
たがわず他の生物より人間は複雑だという文脈な
のでｃ「やはり」が適当。

Ⅱ 27 ｃ

空欄Ⅱの前後は「～のため」、「～ためでもあろう」
と結ばれている。このことから両者は並列な関係
であることが分かる。並列の意味を持つｃ「また」
が適当。

Ⅲ 28 ｄ

空欄Ⅲの直前「推論が歪まされてしまう」と直後「冤
罪が生まれてしまう」は原因と結果の関係にある。
したがって、前に述べた事柄が原因・前提となっ
て、次に述べる事柄が起こることを表すｄ「そこで」
が適当。

問７ 29 ｂ

筆者は人間が時に判断を誤ることを指摘しており、
その理由を人間が他人に共感し推論するために起
こり得るためだと述べている。一方アダム・スミ
スはそうした人間性を見越して、世間の判断に誤
りが生じ得る可能性を指摘していたに留まらず、
評判を気にして世間の判断におもねることなく「賞
賛や非難に値するかどうか」を判断するべきだと
述べている。ｂが適当。ａは「間接互恵性の概念
を知っていた」が不適当。同様の考えに至ってい
たというだけで、その概念を知っていたわけでは
ない。ｃは「罰することに満足感を持つ人間の本
質を見抜く」が不適当。スミス自身は罰すること
に人が満足することについて論じていない。ｄは

「……弱さを最初に見抜いた最新理論」が不適当。
これを見抜いたのはスミスである。ｅは「議論を
法律学にまで発展させた」が不適当。「一審」「上
級審」「控訴」などはあくまでも比喩である。

問８ 30 ｂ

ａは「血縁者以外への利他的行動」でかつ、非難
を気に病んでなされたものなので、〈間接互恵性〉
の要件を満たしている。ｂは、「その通りだと思う」
と言っておきながら、〈間接互恵性〉の要件である

〈評判〉を否定している点で本文の趣旨に反してい
る。ｃは「利己的な目的のために、自分の身を犠
牲にする」という〈互恵的利他主義〉の要件を満
たしている。ｄは世間からの「賞賛や非難」に服
従しており、本文の〈弱い人〉の説明に合致して
いる。ｅの〈公平な観察者〉についての説明に本
文の趣旨に反するところはない。「本文の趣旨とは
異なる理解をしているもの」を選ぶので、ｂが適当。

国 語

★見開き出力用_2023年版.indd   70-71★見開き出力用_2023年版.indd   70-71 2023/05/29   23:21:062023/05/29   23:21:06



73

解答・解説（化学/生物）
傾
向
と
対
策

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

入
試
結
果
デ
ー
タ

解答・解説（生物）2022 年度

大問 解答
番号 正解 解　説

Ⅰ

1 ａ 共生説。葉緑体はミトコンドリアと同様に細胞内で分裂して増殖する。

2 ｃ 触媒の酵素は反応前後で変化しない。

3 ｂ （x＋18）÷ 2 ＝ 20 より 22％。

4 ｄ 光エネルギーを吸収して ATP がつくられる。

5 ｂ 胆汁は脂肪を乳化してリパーゼのはたらきを助ける。十二指腸に放出される。

6 ｅ 3.5 未満になると，体液の塩類濃度が体外の塩類濃度よりも高く保たれている。

7 ｅ 抗原 X に対しては二次応答，抗原 Y に対しては一次応答。

8 ｂ 針葉樹林や夏緑樹林が形成される。図を読み取る力を問う。

9 ｅ アンモニウムイオンを酸化して亜硝酸イオンに変えるのは亜硝酸菌。

10 ｄ 一度生体内に入ると，分解や排出がされにくく，脂溶性で脂肪組織に蓄積される。

Ⅱ

11 ａ 組織液は血しょうが毛細血管からしみ出してできる。

12 ｂ 右心房の付け根にある。

13 ｄ
脊髄には造血幹細胞はない。白血球には食作用をもたないものも存在する。ヒ
ト赤血球には核はない。リンパ球には NK 細胞もある。

14 ｅ （95－30）÷ 95×100 ≒ 68.4

15 ｃ 1.4×15×1000/100×0.65 ＝ 136.5

16 ｄ
脳下垂体前葉からのホルモン分泌は視床下部からの放出ホルモンや放出抑制ホ
ルモンによって調節される。副腎皮質刺激ホルモンは脳下垂体前葉から分泌さ
れる。

17 ｄ
インスリンはグリコーゲン合成，グルカゴンとアドレナリンはグリコーゲン分
解を促進する。

18 ａ チロキシン分泌がなくなるので，負のフィードバックにより，いずれも増加する。

19 ｅ チロキシン濃度が上昇するので，負のフィードバックにより，いずれも減少する。

20 ｂ

脳下垂体を摘出すると，脳下垂体前葉からの甲状腺刺激ホルモン分泌はなくな
る。その結果，甲状腺の機能が低下し，チロキシン分泌が減少するので，負の
フィードバックにより視床下部からの甲状腺刺激ホルモン放出ホルモンの分泌
は増加する。

Ⅲ

21 ｃ 呼吸で放出した二酸化炭素の影響を除く。

22 ａ 吸収した酸素量だけ測れる。

23 ｅ 吸収した酸素量（減少量）と放出した二酸化炭素量（増加量）の差がわかる。

24 ｃ （10－3.0）÷10 ＝ 0.70 となる。

25 ｄ
呼吸と発酵で放出された二酸化炭素の比は 1：1 であることがわかる。よって，
呼吸と発酵で消費したグルコースのモル比は 1：3 となる。よって，90×0.75 ＝
67.5 となる。

26 ｃ 制限酵素で切断する。

27 ｄ 相補的な塩基間には水素結合が形成される。

28 ｄ 5́ 末端側と同じ配列を二つ選ぶ。

29 ｅ 耐熱性 DNA ポリメラーゼをもつ。

30 ｃ 210=1024 から求める。

Ⅳ

31 ｅ G1 期がほとんどないため成長しない。

32 ｄ C は予定内胚葉で消化器官に分化する。

33 ｂ 中胚葉誘導により，A から筋肉 ( 中胚葉 ) が生じ，C からは内胚葉が生じる。

34 ｄ 母性因子で前端にはビコイド mRNA，後端にはナノス mRNA が局在している。

35 ｅ 体節の分化を決定するのは，ホメオティック遺伝子。

36 ｃ 胚で合成されたジベレリンにより，糊粉層でアミラーゼの合成が促進される。

37 ｅ 図３から，発芽率が 0％となっている。

38 ｂ
レタスの種子では，赤色光（660nm）と遠赤色光（730nm）の作用は互いに打
ち消しあい，最後にどちらの光が照射されたかにより，発芽するか否かが決まる。

39 ｃ Pfr 型が核内に移動して発芽を誘導する。

40 ｄ
孔辺細胞に青色光が当たるとフォトトロピンが活性化し，気孔開口が促進され
る。
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解答・解説（物理 /化学）2022 年度

大問 解答
番号 正解 解　説

Ⅰ

1 e
速度は 0m/s から直線的に増加し，時刻 2.0s に 4.0m/s になり

時刻 4.0s に 0m/s になる。v-t グラフの面積より　 × 4.0 ×

4.0=8.0〔m/s〕

2 d
容器の熱容量をCとする。熱量の保存より，

（C＋80×4.2）×（30－20）＝50×4.2×（50－30）　よって，C＝

84J/K

3 e

おもりの質量を大きくすると張力が大きくなり弦を伝わる速

さが大きくなる。振動数は一定なので波長が長くなり腹が１

つの定常波ができる。よって，このときの波の速さ V は　V

＝ f λ＝ f × 2L

4 c

全合成抵抗は 4.0+　　=6.0〔Ω〕R1 を流れる電流は

　 =1.5〔A〕，R1 に加わる電圧は 4.0 × 1.5 ＝ 6.0〔V〕 よって

I2= 　　　 =1.0〔A〕

Ⅱ

5 b

AB 間の糸の張力を T とすると，BC を一体と考えたときの

運動方程式より 2ma ＝ 2mg － T   

A の運動方程式より ma ＝ T － mg　以上２式より a= 　 g

6 a
C の運動方程式より ma ＝ mg－ T’

よって，　T’＝ m（g－a）

7 d

Aが高さ3hの点から上昇する距離をlとする。鉛直投げ上げの

式より  02－v2=－2gl　∴　l=　　=　　　=    h

よって，床面からの高さは　3h＋l =　 h

8 c 動摩擦力がした仕事は－μ’mgcosθ× l ＝－μ’mglcosθ

9 a
点 Q で静止できず，下降し始める条件は

mgsinθ＞μmgcosθ　よって，tanθ＞μ

10 a

非保存力のする仕事と力学的エネルギーの関係より

－μ’mglcosθ =mglsinθ－    mv0
2　よって，

l ＝

Ⅲ

11 c 自由落下の式より　v0
2=2gh　　よって，h=

12 d

斜面はなめらかで弾性衝突なので，衝突直後の速度は水平右

向きに速さ v0 になる。

斜面が小球から受けた力積の大きさ I は，小球が斜面からう

けた力積の大きさに等しいので，斜面垂直方向の運動量変化

より

 I=　　mv0－（－　　mv0）=  2 mv0

13 e X=v0t =　　 = 4h

よって，PQ =  2 X=4  2 h

14 b
力学的エネルギー保存則より，　 　kd2= 　mv2　

よって，d=v

15 e
ばね振り子の周期 T は T=2π

振動の端から振動中心までの時間なので，　　=　

16 c

衝突直後の A，B の速度を vA，vB とすると

運動量保存則より，mv ＝ mvA ＋ mvB

反発係数の式より，e=－　　　　

以上の２式より，vB=　　　v　

Ⅳ

17 a 音源が近づくときの振動数を f1 とすると，f1= 　　　f0

18 b
音源が進む前方にできる波長をλ1 とすると，

λ1=　 =　　　

19 d 　 = 　 　 　より，v=　　　V=　　　　　× 340=20〔m/s〕

20 c

AC 間の距離は 2a なので，A の点電荷が C で作る電場の強さ

E1 は

E1= 　　　=　　

21 d
C での電場 E は

E ＝ E1 × 2cos30°=

22 b
C での電位を VC とすると

VC ＝      × 2 =

1
2

3×6
3＋6

9.0
6.0

9.0－6.0
3.0

1
3

v2

2g
2ah
2g

1
3

10
3

1
2

v0
2

2g（sinθ+μ’cosθ）
v0

2

2g

1
  2

1
  2

2v0
2

g

1
2

1
2

m
k

m
k

T
4

π
2

m
k

vA－vB

v
1＋e
2

V
V－v

V
f1

V－v
f0

f1
f2

V＋v
V－v

f1－f2
f1＋f2

900－800
900＋800

kQ
（2a）2

kQ
4a2

  3 kQ
4a2

kQ
2a

kQ
a

物 理
大問 解答

番号 正解 解　説

Ⅰ

1 ｄ
温度計の位置，枝付きフラスコ中の液体の量，冷却器の水の
流れの向き，密栓はしない。

2 ｄ 14C が 14N になるときに電子（β線）を放出する。

3 ａ アはイオン化エネルギー，イは最外殻電子の数。

4 ｅ
銀がすべての金属のうちで電気伝導性，熱伝導性が最も大き
い。

5 ｄ
過酸化水素 H2O2 は非共有電子対の数が 4 個で最大。

6 ｃ
共有結合でできた分子は分子式だがダイヤモンドなどは組成
式。

7 ｄ

⑴正しい。同じ Ne 型の電子配置であり，陰イオンの方が大
きい。⑵正しい。同じ Ar 型の電子配置であり，陽イオンど
うしでは，イオンの価数が小さい方が大きい。⑶正しい。18
族以外の同じ周期の元素では，原子番号が小さいほど原子の
半径は大きい。

Ⅱ

8 ｄ

メタンの体積を x〔L〕，エタンの体積を y〔L〕とする。
CH4 ＋ 2O2 → CO2 ＋ 2H2O   2C2H6 ＋ 7O2 → 4CO2 ＋ 6H2O

x〔L〕 2x〔L〕 x〔L〕      　　 y〔L〕  　 7
2

y〔L〕2y〔L〕

x + y＝8.4　x + 2y＝11.2　したがって x＝5.6〔L〕，y＝2.8〔L〕

メタンは　 　＝ 0.25 mol　CH4 ＝ 16　∴ 16 × 0.25 ＝ 4.0 g

9 ｅ
メタンは 　　 ＝ 0.25 mol　　　エタンは 　　 ＝ 0.125 mol

　　水は　0.25 × 2 ＋ 0.125 × 3 ＝ 0.875 mol　
      　　   0.875 × 18 ＝ 15.75 ≒ 16 g

10 ｂ
CH4 ＝ 16   C2H6 ＝ 30

　　　　　　　　＝ 20.6 ≒ 21

11 ｄ 王水は濃硝酸と濃塩酸を体積比 1：3 で混合した溶液。

12 ｂ
⑴と⑶より A ＞ C ＞（H）
⑵⑷⑸より（H）＞ E ＞ D ＞ B
したがって A ＞ C ＞ E ＞ D ＞ B

13 ｃ
3Cu＋8HNO3 → 3Cu（NO3）2 ＋ 4H2O ＋ 2NO

　　　　　　 ＝ 0.21 L

Ⅲ

14 ｃ 黄リンは P4 の四原子分子である。

15 ｄ 赤リンはマッチ箱の側薬に使用されている。

16 ｅ
過リン酸石灰はリン酸二水素カルシウムと硫酸カルシウムの
混合物である。

17 ａ
炭酸水素ナトリウムは重曹とも呼ばれ，胃薬として利用され
ている。

18 ｄ

Na2CO3（式量106）を 1 mol 作るのに NaCl（式量58）は 2 
mol 必要。
塩化ナトリウム飽和水溶液の質量を x〔kg〕とする。

x ×　　× 103 ×　×　 = 5.3 × 103 ×  　　x ＝ 22.3 ≒ 22 kg

19 ｅ

Na2CO3･10H2O の式量は 286，H2O の分子量は 18。風解が起
こり
Na2CO3･H2O となり，水和水が 9 個減少する。

　　　× 100 ＝ 56.6 ≒ 57 ％  　

Ⅳ

20 ｄ 酸化されて赤紫色になる。

21 ｅ
アセトアニリドは以前は解熱剤として使われていた。現在は
使われていない。

22 ｄ
アニリンの分子量 93，アセトアニリドの分子量 135

　　　　=2.90 ≒ 2.9 g

23 ａ
塩化ベンゼンジアゾニウムは分解しやすい。そのため 5℃以
下に冷却しながら，塩酸と亜硝酸ナトリウムで合成する。       

24
ｃ

下の 2 －ナフトールの 1 の位置にアゾ基が入ったもの

　　2 －ナフトール
                       　　　 1 －フェニルアゾ－ 2 －ナフトール

25 ａ
構造式のアゾ化合物はメチルオレンジである。メチルオレン
ジは pH3.0 以下の水溶液では赤色，pH4.5 以上の水溶液では
黄色を示す。

H：O：O：H： ：

： ：

5.6
22.4
5.6
22.4

2.8
22.4

16×5.6+30×2.8
8.4

0.90×2×22.4
64×3

26
100

1
58

1
2

1
106

18×9
286

2.0×135
93
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 15 ｄ 赤リンはマッチ箱の側薬に使用されている。 

 16 ｅ 
過リン酸石灰はリン酸二水素カルシウムと硫酸カルシウムの混合物で

ある。 

 17 ａ 炭酸水素ナトリウムは重曹とも呼ばれ，胃薬として利用されている。 

 18 ｄ 

Na2CO3(式量106)を1 mol作るのに NaCl(式量58)は2 mol必要。 

塩化ナトリウム飽和水溶液の質量を x〔kg〕とする。 

� � 26
 100 � 10� � 1

58 � 1
2 �  5�� � 10� � 1

 106   x ＝22.3≒22 kg 

 19 ｅ 

Na2CO3･10H2Oの式量は286，H2Oの分子量は18。風解が起こり  
Na2CO3･H2Oとなり，水和水が9個減少する。  

 18��
286  � 100 ＝56.6≒57 ％    

Ⅳ 20 ｄ 酸化されて赤紫色になる。 

 21 ｅ アセトアニリドは以前は解熱剤として使われていた。現在は使われていない。 

 22 ｄ 

アニリンの分子量93，アセトアニリドの分子量135 
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 23 ａ 
塩化ベンゼンジアゾニウムは分解しやすい。そのため5℃以下に冷却し

ながら，塩酸と亜硝酸ナトリウムで合成する。        

 24 ｃ 

下の2－ナフトールの1の位置にアゾ基が入ったもの 
 
 
 
 
    2－ナフトール 
                        1－フェニルアゾ－2－ナフトール 

 25 ａ 
構造式のアゾ化合物はメチルオレンジである。メチルオレンジはpH3.0
以下の水溶液では赤色，pH4.5以上の水溶液では黄色を示す。  

OH N=N

HO 
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次の対話文を読み，各問いに答えなさい。

George: Can you tell me a little bit about Japan, Makiko?

Makiko: Sure.（ 1 ）

George: First, I’m wondering what the population is.

Makiko: Well, I suppose it’s around 125 million, if I remember correctly.

George: So, Japan is a densely-populated country, right?

Makiko: Right. There are so many people living in this small country.

George: Another question. Do Japanese people sleep on the floor?（ 2 ）

Makiko: Yes. Especially a lot of elderly people sleep on futons on the floor.

But it is changing. Most young people prefer to sleep in beds, not

on the floor.

George: Oh, is that so? Well, a third question. I think most people commute

to work by train. So,
⑴
the trains are crammed like sardines, right?

Makiko: Right. You should avoid morning and evening rush hours.

George: I see. I hear station workers sometimes push people into the trains.

Makiko: I’m afraid so.（ 3 ）So, you don’t have to be worried about the

trains.

George: By the way, how about train service in the countryside?

Makiko: Well, only a few people take the train. There isn’t good service in

rural areas.

George: The final question. I hear Japanese society is becoming an aging one

with a falling birth rate.

Makiko: That’s right.（ 4 ）

George: Some European countries are confronted with a similar problem.

Makiko: We all must take into account how to deal with aging societies.

George:
⑵
You can say that again.

― 7 ―

問4 次の1～5のうち，本文の内容に一致するものの組み合わせとして最も適切

なものを，下のａ～ｄから一つ選び，記号で答えなさい。 11

1．After having a sudden increase in trade and economic activity

throughout the 20th century, Japan is now having steep population

decline.

2．As populations fall in countries all over the world, the demand for

homes will fall as the number of households increases.

3．In some cases, even in the most remote areas, lack of interest means

that there are some estate agents to handle these akiya properties.

4．It is likely that most akiya are able to withstand typhoons and

earthquakes because they are around 30 or 40 years old and therefore

comparatively new.

5．In Okutama, if new tenants take on an akiya and can pay a small

amount of money every month for 15 years, they’ll get the akiya ’s title

as well as their monthly payment refunded.

ａ 2，3 ｂ 1，5 ｃ 1，4 ｄ 3，5

― 6 ―

問3 下線部ア・イの表す内容として最も適切なものを，それぞれ下のａ～ｄから

一つずつ選び，記号で答えなさい。

ア 9

ａ 家に対する需要がすでに低い田舎では，空き家は少し価値があるけれど

も，地方自治体は空き家を引き受けたくないのだ。

ｂ 家に対する需要がすでに低い田舎では，空き家はほとんど価値がないの

で，地方自治体は空き家を引き受けたくないのだ。

ｃ 家に対する需要がすでに低い田舎では，空き家は少し価値があるけれど

も，不動産業者は空き家を引き受けたくないのだ。

ｄ 家に対する需要がすでに低い田舎では，空き家はほとんど価値がないの

で，不動産業者は空き家を引き受けたくないのだ。

イ 10

ａ 許可を得るべき所有者を特定できず，当該官庁は修繕を行ったり空き家

の多くを改築したりすることがたいていできていない。

ｂ 許可を得るべき所有者を特定できず，当該官庁は修繕を強制したり空き

家の多くを取り壊したりすることがたいていできていない。

ｃ 許可を得るべき所有者の権利をはく奪できず，当該官庁は修繕を行った

り空き家の多くを取り壊したりすることがたいていできていない。

ｄ 許可を得るべき所有者の権利をはく奪できず，当該官庁は修繕を強制し

たり空き家の多くを改築したりすることがたいていできていない。

― 5 ―

問1 空所（ 1 ）に入れるのに最も適切なものを，次のａ～ｄから一つ選び，記

号で答えなさい。 12

ａ What do you want to assert?

ｂ What would you like to know?

ｃ How are you feeling today?

ｄ How do you intend to study Japanese?

問2 空所（ 2 ）に入れるのに最も適切なものを，次のａ～ｄから一つ選び，記

号で答えなさい。 13

ａ How do you know?

ｂ How long do they sleep?

ｃ What time do they go to sleep?

ｄ Is it true?

問3 空所（ 3 ）に入れるのに最も適切なものを，次のａ～ｄから一つ選び，記

号で答えなさい。 14

ａ But the trains come and go every five minutes or so in big cities.

ｂ But the trains are sometimes full, and you cannot get on the trains.

ｃ A great number of people use train stations in big cities.

ｄ You have to take trains many times a day in big cities.

問4 空所（ 4 ）に入れるのに最も適切なものを，次のａ～ｄから一つ選び，記

号で答えなさい。 15

ａ That is one of the big problems Japan faces.

ｂ We can solve the problem easily.

ｃ That is the least difficult problem.

ｄ It is not difficult to solve the problem.

― 8 ―
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問　題（英語）2021 年度

問1 空所（ 1 ），（ 2 ），（ 3 ）に入れるのに最も適切なものを，それぞ

れ下のａ～ｄから一つずつ選び，記号で答えなさい。

（ 1 ） 1

ａ after ｂ by

ｃ since ｄ while

（ 2 ） 2

ａ In effect ｂ On the contrary

ｃ For example ｄ By chance

（ 3 ） 3

ａ In a sense ｂ All at once

ｃ So far ｄ Once and for all

― 3 ―

become a burden in the event of natural disasters. Since most akiya are a few

decades old, these older wooden homes are less likely to withstand typhoons

and earthquakes. This means any clean-up of damaged empty properties falls on

others.

In rural Okutama, a quiet, mountainous town in the north-western valleys

of Tokyo Prefecture two hours from the capital, akiya are in oversupply.

Four years ago, Okutama Council’s Youth Revitalisation Department started

a programme to use the akiya donated by heirs who preferred giving away

homes to leaving them vacant. New tenants who take on an akiya can pay a

small monthly fee across 15 years, after which they’ll get the property’s title as

well as fees refunded.（ 2 ）, the rent contributes to a small portion of the

property tax, with the council providing them with help on the rest.

Still, despite the town facilitating basic architectural maintenance, offering

an additional allowance of up to $18,000 to renovate the property and including

free children’s services for prospective tenants, Okutama is still struggling to

find new residents especially with other schemes subsidizing family housing

that include newer homes. （ 3 ） only seven families in Okutama have

chosen to opt for akiya , according to the council.

Dr. Chie Nozawa, professor of science and engineering at Toyo University,

predicts the akiya problem will grow largest in central areas of big cities that

haven’t found solutions to revive older neighbourhoods in which populations are

declining rapidly. This is especially the case as suburban towns spring up with

new housing instead of residents taking up akiya .

This means that the future of these buildings and, often, the small towns

hoping to court residents to live in them depends on whether or not local

councils take strategic action to utilise akiya . “Solutions need to be

implemented to bring in new generations,” says Nozawa, “or otherwise the

rapidly declining population will only fuel more vacant towns and buildings.”

https://www.bbc.com/worklife/article/20191023-what-will-japan-do-with-all-of- its-

empty-ghost-homes

― 2 ―

�

次の英文を読み，各問いに答えなさい。

Population decline is a major issue for many countries. It’s of particular

concern for Japan, which after experiencing a major boom throughout the 20th

century is now seeing steep population contraction. In 2018 the lowest number

of babies were born（ 1 ）the country began keeping records, while deaths

steadily outpaced births.

And, as populations decline in countries across the globe, the demand for

housing will also drop as the number of households decreases. This is already

happening in Japan, where the country’s dramatically ageing population is

fuelling a massive inventory of vacant homes. Known as ‘akiya ’, these are

homes left abandoned without heirs or new tenants. A record high of 13.6%

properties across Japan were registered as akiya in 2018, and the problem is

predicted to get worse; not only do relatives want to avoid inheriting homes

due to Japan’s second-home tax, but there are fewer citizens overall to occupy

them.

Akiya dot the landscape all over Japan, listed in ‘akiya banks’ from Tokyo

prefecture to rural Okayama prefecture to mountainous Kumamoto prefecture in

Kyushu, at the southern end of the Japanese archipelago. Akiya are particularly

concentrated in rural areas as younger generations abandon their roots in favor

of settling in cities where there are more opportunities a phenomenon that’s

causing dramatic global population shift around the world.

ア
In these rural areas where demand for homes is already low, akiya are

worth so little that estate agents don’t want to take them on; they can’t make

money from fees, which are calculated based on a percentage of the property

value. In some cases, especially in the most remote areas, lack of interest

means that there isn’t an estate agent to handle these properties at all.

Although a growing number of vacant properties are being listed on akiya

banks,
イ
authorities generally haven’t been able to enforce renovation or demolish

many of them without being able to identify owners from whom to get

permission. Local councils are feeling pressure to ensure the akiya don’t

― 1 ―

問2 次の⑴～⑸について，本文の内容と一致するように，空所に入れるのに最も

適切なものを，それぞれ下のａ～ｄから一つずつ選び，記号で答えなさい。

⑴ According to this article, the death rate became（ ） than the

birth rate in Japan. 4

ａ less ｂ slower

ｃ lower ｄ higher

⑵ The problem of akiya is getting worse partly because relatives are

（ ） to inherit homes and partly because there are fewer citizens

overall to occupy them. 5

ａ angry ｂ pleased

ｃ reluctant ｄ grateful

⑶ Akiya are concentrated in rural areas because younger generations

prefer settling in cities to（ ）in rural areas. 6

ａ living ｂ prolonging

ｃ enjoying ｄ sustaining

⑷ Local councils are feeling pressure to make sure that the akiya don’t

become a（ ）when natural disasters occur. 7

ａ correspondence ｂ stress

ｃ burden ｄ message

⑸ Dr. Chie Nozawa asserts that solutions need to be（ ） to bring

in new generations, otherwise the akiya problem will only get worse.

8

ａ blamed on ｂ thought up

ｃ used up ｄ put off

― 4 ―

1

3

2

4

著作権の都合で開示できません

Mari Shibata, What will Japan do with all of its empty ’ghost’ homes?（from BBC 
Worklife, Oct 31, 2019）

著作権の都合で開示できません
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問2 次の⑴～⑶について，与えられた日本文の意味になるように（ ）の中の

ア～カを並べかえるとき，（ ）内で前から3番目と5番目にくるものの組

み合わせとして最も適切なものを，それぞれ下のａ～ｄから一つずつ選び，記

号で答えなさい。文頭にくる語も小文字にしています。

（例） エ‐‐イ （前から3番目がエで，5番目がイを示す。）

⑴ ケンはやむを得ない事情で家を売った。 33

The （ ア of イ caused ウ force エ Ken オ to

カ circumstances ）sell his house.

ａ：オ‐‐ウ ｂ：ウ‐‐ア ｃ：ウ‐‐エ ｄ：カ‐‐エ

⑵ 私は彼のような政治家と話す共通の話題がない。 34

I have （ ア about イ nothing in ウ with エ common

オ talk カ to ）a politician like him.

ａ：イ‐‐ウ ｂ：イ‐‐エ ｃ：カ‐‐ア ｄ：カ‐‐ウ

⑶ 彼女の話し方は母親を思い出させる。 35

（ ア me イ of ウ reminds エ she オ speaks

カ the way ）her mother.

ａ：ウ‐‐オ ｂ：イ‐‐エ ｃ：オ‐‐ア ｄ：カ‐‐ウ

―14―13

問　題（英語）2021 年度
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２
０
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年
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２
０
２
３
年
度　
　

２
０
２
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年
度　
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試
結
果
デ
ー
タ　
　

問　題（英語）2021 年度

⑹ That rock band really（ ）on during the late nineties. 24

ａ had ｂ made

ｃ caught ｄ put

⑺ I was feeling a little under the（ ）. 25

ａ matter ｂ comparison

ｃ box ｄ weather

問2 次の各文の下線部⒜～⒟で，間違っている部分が1箇所ずつあります。その

間違っている箇所の記号をそれぞれ答えなさい。

⑴ My dream is
⒜
to go to abroad as

⒝
an exchange student during

⒞
the

coming summer vacation
⒟
at university. 26

⑵
⒜
Almost students were

⒝
present at the meeting, though

⒞
a considerable

number of teachers were
⒟
absent. 27

問3 次のア，イの文の空所に入る共通する語を，下のａ～ｄから一つ選び，記号

で答えなさい。 28

ア Meg had a（ ）expression on her face.

イ Nancy is with a（ ）of accountants in Nottingham.

ａ clear ｂ thoughtful

ｃ firm ｄ degree

―12―

�

各問いに答えなさい。

問1 次の⑴～⑺の英文中の空所に入れるのに最も適切なものを，それぞれ下の

ａ～ｄから一つずつ選び，記号で答えなさい。

⑴ We are fed（ ）with this rainy season. 19

ａ over ｂ up

ｃ around ｄ down

⑵ The driver’s carelessness（ ）in the traffic accident. 20

ａ consisted ｂ engaged

ｃ resulted ｄ delivered

⑶ I’d like to express my deep appreciation to you（ ）my company.

21

ａ in case of ｂ on the tip of

ｃ in order of ｄ on behalf of

⑷ He has a tendency to（ ）on support from his rich family.

22

ａ escape ｂ count

ｃ make ｄ protect

⑸ The lecturer was able to get his idea（ ）to the audience.

23

ａ after ｂ along

ｃ across ｄ among

―11―

問5 下線部⑴とほぼ同じ内容を表すものを，次のａ～ｄから一つ選び，記号で答

えなさい。 16

ａ the trains carry a lot of canned sardine products

ｂ the trains are full of people selling sardines

ｃ the trains are crowded with a lot of people

ｄ the trains smell of sardines people have got

問6 下線部⑵とほぼ同じ内容を表すものを，次のａ～ｄから一つ選び，記号で答

えなさい。 17

ａ You have to repeat what you said.

ｂ You should listen to me carefully.

ｃ I don’t agree with your behavior.

ｄ I agree with you completely.

問7 GeorgeとMakikoの対話の内容に一致するものを，次のａ～ｄから一つ選

び，記号で答えなさい。 18

ａ The Japanese population is around 125 million, which is Makiko’s

mistake.

ｂ Makiko is opposed to the idea that Japan is a densely-populated

country.

ｃ George recognizes that some nations in Europe are becoming aging

societies.

ｄ George clearly shows Makiko how to cope with the falling birth rate

in Japan and she is astonished.

― 9 ―

�

各問いに答えなさい。

問1 次の⑴～⑷について，与えられた日本文の意味になるように（ ）の中の

⒜～⒠を並べかえるとき，（ ）内で前から3番目にくるものとして最も適

切なものを，⒜～⒠から一つずつ選び，記号で答えなさい。文頭にくる語も小

文字にしています。

⑴ 私は冷蔵庫に残っているもので間に合わせなければならなかった。

29

I had （ ⒜ do ⒝ what ⒞ make ⒟ with ⒠ to ）

was left in the refrigerator.

⑵ トムは以前よりも暮らし向きがよい。 30

Tom is （ ⒜ off ⒝ than ⒞ better ⒟ used ⒠ he ）

to be.

⑶ 経験がないことを考慮に入れると，ベスはよくやったね。 31

（ ⒜ is ⒝ that ⒞ inexperienced ⒟ given ⒠ she ）,

Beth has done well.

⑷ そのようなことを言ったのは誰だったのか。 32

Who （ ⒜ was ⒝ said ⒞ such ⒟ that ⒠ it ） a

thing?

―13―

9

11

10

12
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問　題（国語）2021 年度

問
2

空
欄

Ⅰ

・

Ⅱ

に
入
る
語
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

17
ａ

Ⅰ

積
極
的

Ⅱ

戦
略
的

ｂ

Ⅰ

日
常
的

Ⅱ

恒
常
的

ｃ

Ⅰ

学
問
的

Ⅱ

経
済
的

ｄ

Ⅰ

歴
史
的

Ⅱ

必
然
的

ｅ

Ⅰ

社
会
的

Ⅱ

示
唆
的

―16―

疎
外
さ
れ
た
状
態
は
人
に「
何
か
違
う
」「
人
間
は
こ
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
べ
き
で
は
な
い
」と
い
う
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
る
。
こ�

こ�

ま�

で�

は�

よ�

い�

。

と
こ
ろ
が
こ
こ
か
ら
人
は
、「
な
ぜ
か
と
言
え
ば
、
人
間
は
そ�

も�

そ�

も�

は�

こ
う
で
な
か
っ
た
か
ら
だ
」と
か「
人
間
は
本�

来�

は�

こ
れ
こ
れ
で
あ
っ
た
は
ず

だ
」な
ど
と
考
え
始
め
る
。

つ
ま
り
、「
疎
外
」と
い
う
語
は
、「
そ
も
そ
も
の
姿
」「
戻
っ
て
い
く
べ
き
姿
」、
要
す
る
に「
本
来
の
姿
」と
い
う
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
こ
れ
ら

を
、
本
来
性
と
か〈
本
来
的
な
も
の
〉と
呼
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
。「
疎
外
」と
い
う
言
葉
は
人
に
、
本
来
性
や〈
本
来
的
な
も
の
〉を
思
い
起
こ
さ
せ
る
可
能

性
が
あ
る
。

〈
本
来
的
な
も
の
〉は
大
変
危
険
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
強
制
的
だ
か
ら
で
あ
る
。
何
か
が〈
本
来
的
な
も
の
〉と
決
定
さ
れ
て
し
ま

う
と
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
対
し
て
そ
の「
本
来
的
」な
姿
が
強
制
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
来
性
の
概
念
は
人
か
ら
自
由
を
奪
う
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。〈
本
来
的
な
も
の
〉が
強
制
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
か
ら
外
れ
る
人
は
排
除
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
何
か

に
よ
っ
て
人
間
の「
本
来
の
姿
」が
決
定
さ
れ
た
な
ら
、
人
々
に
は
そ
れ
が
強
制
さ
れ
、
ど
う
し
て
も
そ
こ
に
入
れ
な
い
人
間
は
、
人
間
に
あ
ら
ざ
る
者

と
し
て
排
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

た
と
え
ば
、「
健
康
に
働
け
る
こ
と
が
人
間
の
本
来
の
姿
だ
」と
い
う
本
来
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
な
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
か
ら「
健

康
」を
享
受
で
き
な
い
人
間
は
非
人
間
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ほ
ど

あ

こ
と
は
な
い
。

本
来
性
あ
る
い
は〈
本
来
的
な
も
の
〉は
強
制
と
排
除
に
至
る
他
な
い
。
そ
し
て
、
疎
外
が
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
て
い
た
頃
、
あ
る
と
き
か
ら
人
々
は
、

「
疎
外
」の
概
念
が「
本
来
性
」の
概
念
と
切
り
離
し
が
た
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
故
に
、「
疎
外
」は
危
険
視
さ
れ
た
。
そ
し

て
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

以
上
が
、「
疎
外
」と「
本
来
性
」を
巡
る
諸
問
題
の
大
ま
か
な
歴
史
で
あ
る
。「
本
来
性
」の
問
題
点
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
そ
し
て「
疎
外
」は
あ
る

と
き
か
ら
そ
の
共
犯
者
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ⅰ

。

だ
が
、
こ
の
歴
史
を
踏
ま
え
た
う
え
で
本
書
は
次
の
よ
う
に
問
い
た
い
の
だ
。
た
し
か
に
本
来
性
の
概
念
に
は
大
い
な
る
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、

だ
か
ら
と
い
っ
てＣ
疎
外
の
概
念
ま
で
を
も
一
緒
に
投
げ
捨
て
る
べ
き
だ
っ
た
の
か
？

疎
外
が
本
来
性
と
共
犯
関
係
に
あ
る
こ
と
は
本
当
に
間
違
い
の

―13―

み
い
だ

な
い
事
実
な
の
だ
ろ
う
か
？

も
し
か
し
た
ら
、
そ
の
共
犯
関
係
を
見
出
し
た
と
き
、
論
者
た
ち
は
何
か
大
雑
把
な
議
論
に
甘
ん
じ
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
？

一
緒
に
す
べ
き
で
な
い
も
の
を
一
緒
に
し
て
論
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

消
費
社
会
が

Ⅱ

に
作
り
出
す
満�

た�

さ�

れ�

な�

さ�

の
な
か
で
退
屈
を
感
じ
て
い
る
人
間
は
、「
こ
れ
は
何
か
違
う
」「
こ
う
い
う
状
態
に
あ
る
べ

き
で
は
な
い
」と
感
じ
る
。
つ
ま
り
、「
疎
外
」と
い
う
言
葉
は
口
に
し
な
く
て
も
、
人
は
疎
外
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。
な
ら
ば
、
な
ぜ
そ
れ
を
疎
外
と

名
指
し
て
論
じ
て
は
い
け
な
い
の
だ
ろ
う
か
？

い
や
、
む
し
ろ
こ
う
言
う
べ
き
だ
。
疎
外
と
い
う
概
念
を
遠
ざ
け
て
し
ま
っ
た
な
ら
、
こ
の
事
態
を
ど
う
扱
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？

扱

え
な
い
の
で
は
な
い
か
？

つ
ま
り
、
思
想
や
哲
学
が
疎
外
と
い
う
概
念
を
忌
避
し
始
め
た
と
き
に
起
こ
っ
た
こ
と
と
は
、
疎�

外�

は�

も�

う�

扱�

わ�

な�

い�

と

い
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
？

要
す
る
に
疎
外
概
念
に
本
来
性
概
念
と
の
共
犯
関
係
を
見
出
し
、
い
い
気
に
な
っ
て
こ
れ
を
糾
弾
し
始
め
た
思

想
・
哲
学
は
、
た
だ
単
に
、
疎�

外�

と�

い�

う�

現�

実�

か�

ら�

目�

を�

背�

け�

て�

い�

た�

だ�

け�

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
？

も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
生
ま
れ
て
い
た
の
は
、
単
な
る
現
状
追
認
の
思
想
・
哲
学
で
あ
る
。

そ
し
て
実
際
、
疎
外
の
概
念
を
投
げ
捨
て
た
思
想
・
哲
学
は
、
そ
の
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

あ
る
悲
惨
な
状
況
の
な
か
で
人
が「
こ
れ
は
何
か
違
う
」「
こ
う
い
う
状
態
に
あ
る
べ
き
で
は
な
い
」と
感
じ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
感
じ

ら
れ
た
な
ら
そ
の
原
因
を
究
明
し
、
そ
れ
を
改
善
す
る
よ
う
試
み
る
べ
き
で
あ
る
。
疎
外
の
概
念
は
そ
れ
を
可
能
に
す
る
。

な
ら
ば
、
問
題
は
疎
外
の
概
念
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
疎
外
状
況
に
対
す
る
処
方
箋
と
し
て
、
後�

か�

ら�

本�

来�

性�

の�

概�

念�

が�

提�

示�

さ�

れ�

て�

し�

ま�

う�

こ
と

に
あ
る
の
だ
。
疎
外
さ
れ
た
者
に
対
し
、
そ
の
者
の「
本
来
の
姿
」を
提
示
し
て
し
ま
う
、
こ
の
救
済
策
の
方
に
問
題
が
あ
る
の
だ
。

本
来
性
の
概
念
と
と
も
に
疎
外
の
概
念
ま
で
投
げ
捨
て
る
と
い
う
の
は
、

ⅱ

投
げ
捨
て
て
し
ま
う
よ
う
な
も
の
だ
。

退
屈
、
と
り
わ
け
現
代
の
退
屈
は
、
疎
外
と
呼
ば
れ
る
べ
き
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
な
ら
ば
積
極
的
に
こ
の
概
念
に
つ
い
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

疎
外
と
い
う
概
念
を
忌
避
し
続
け
る
こ
と
は
、
こ
の
現
実
か
ら
目
を
背
け
続
け
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

（
國
分
功
一
郎『
暇
と
退
屈
の
倫
理
学
』に
よ
る
。
出
題
の
都
合
上
、
一
部
中
略
し
た
箇
所
が
あ
る
）

―14―

（
注
）
＊
1マ

ル
ク
ス
―
―
ド
イ
ツ
出
身
の
哲
学
者
・
経
済
学
者（
一
八
一
八
〜
一
八
八
三
）。
本
来
自
己
実
現
の
手
段
で
あ
る
は
ず
の
労
働
が
、
労
働

者
が
資
本
主
義
の
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
苦
役
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を「
労
働
疎
外
」（
労
働
者
の
疎
外
）と
呼
ん
だ
。

＊
2ボ

ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
―
―
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者（
一
九
二
九
〜
二
〇
〇
七
）。

問
1

傍
線
部
Ａ「
消
費
社
会
に
お
け
る
疎
外
は
、
か
つ
て
の
労
働
者
の
疎
外
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
」と
あ
る
が
、「
か
つ
て
の
労
働
者
の
疎

外
」と「
消
費
社
会
に
お
け
る
疎
外
」と
の
違
い
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

16

ａ
「
労
働
者
の
疎
外
」は
人
間
の
本
来
の
姿
を
失
っ
て
い
る
状
態
を
い
う
が
、「
消
費
社
会
に
お
け
る
疎
外
」は
消
費
を
強
制
さ
れ
る
も
の
の
人
間

性
は
失
っ
て
い
な
い
状
態
を
い
う
。

ｂ
「
労
働
者
の
疎
外
」は
人
間
が
本
来
の
姿
を
喪
失
し
た
非
人
間
的
状
態
を
い
う
が
、「
消
費
社
会
に
お
け
る
疎
外
」は
人
間
が
本
来
の
姿
ま
で
は

喪
失
し
て
い
な
い
状
態
を
い
う
。

ｃ
「
労
働
者
の
疎
外
」は
人
間
が
他
者
か
ら
強
制
さ
れ
蝕
ま
れ
て
い
る
状
態
を
い
う
が
、「
消
費
社
会
に
お
け
る
疎
外
」は
人
間
が
一
切
強
制
さ
れ

て
い
な
い
の
に
蝕
ま
れ
て
い
る
状
態
を
い
う
。

ｄ
「
労
働
者
の
疎
外
」は
人
間
が
非
人
間
的
な
状
態
を
強
い
ら
れ
る
状
態
を
い
う
が
、「
消
費
社
会
に
お
け
る
疎
外
」は
人
間
自
ら
が
非
人
間
的
な

状
態
を
選
択
し
て
い
る
状
態
を
い
う
。

ｅ
「
労
働
者
の
疎
外
」は
人
間
が
強
制
的
に
労
働
者
に
さ
れ
て
い
る
状
態
を
い
う
が
、「
消
費
社
会
に
お
け
る
疎
外
」は
人
間
が
自
分
か
ら
消
費
者

に
な
っ
て
い
る
状
態
を
い
う
。
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16
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15
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問　題（国語）2021 年度

問
3

傍
線
部
Ｂ「
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
？
」と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
筆
者
は
ど
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な

も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

18

ａ
「
疎
外
」と
い
う
言
葉
は
本
来
性
や〈
本
来
的
な
も
の
〉を
強
制
的
に
思
い
起
こ
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
。

ｂ
「
疎
外
」と
い
う
言
葉
は
疎
外
さ
れ
た
状
況
に
あ
る
人
に「
何
か
違
う
」と
い
う
気
持
ち
を
起
こ
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う

こ
と
。

ｃ
「
疎
外
」と
い
う
言
葉
は
強
制
と
排
除
に
至
る
他
な
い
本
来
性
の
概
念
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
。

ｄ
「
疎
外
」と
い
う
言
葉
は
人
か
ら
自
由
を
奪
っ
た
り
人
を
排
除
し
た
り
す
る
概
念
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
。

い
ん
ぺ
い

ｅ
「
疎
外
」と
い
う
言
葉
は
本
来
性
や〈
本
来
的
な
も
の
〉と
結
び
つ
い
て
疎
外
の
状
態
を
隠
蔽
す
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
。

問
4

空
欄

あ

に
入
る
語
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

19

ａ

い
じ
ま
し
い

ｂ

お
ぞ
ま
し
い

ｃ

か
し
ま
し
い

ｄ

も
の
が
ま
し
い

ｅ

へ
だ
て
が
ま
し
い

―17―

問
5

空
欄

ⅰ

・

ⅱ

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ

い
。
ⅰ

20

・
ⅱ

21

ⅰ

ａ

こ
こ
で
、
本
来
性
と
い
う
概
念
の
危
険
性
に
目
が
向
け
ら
れ
た
の
だ

ｂ

あ
た
か
も
、
犯
罪
者
と
法
の
擁
護
者
が
同
一
視
さ
れ
た
か
の
よ
う
だ

ｃ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
疎
外
の
み
が
糾
弾
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ

ｄ

そ
し
て
、
い
わ
ば
同
時
に
逮
捕
さ
れ
、
罰
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る

ｅ

さ
ら
に
、
そ
の
脱
法
行
為
は
黙
認
さ
れ
放
置
さ
れ
た
ま
ま
な
の
だ

ⅱ

ａ

診
断
結
果
が
正
し
い
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
の
に
、
診
断
方
法
を

ｂ

処
方
し
た
薬
を
間
違
え
て
い
た
が
た
め
に
、
診
断
結
果
の
カ
ル
テ
ま
で

ｃ

病
が
回
復
し
な
い
の
な
ら
、
診
断
内
容
を
検
証
す
る
と
い
う
常
道
を

ｄ

診
断
上
の
ミ
ス
の
責
任
を
取
り
、
医
師
と
い
う
重
要
な
立
場
さ
え

ｅ

あ
ま
り
に
重
大
な
診
断
結
果
を
前
に
し
て
、
確
立
さ
れ
た
治
療
方
法
す
ら

―18―

問
6

傍
線
部
Ｃ「
疎
外
の
概
念
ま
で
を
も
一
緒
に
投
げ
捨
て
る
べ
き
だ
っ
た
の
か
？
」と
あ
る
が
、
疎
外
の
概
念
を
投
げ
捨
て
た
結
果
ど
う
な
っ
た
の

か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

22

ａ

消
費
社
会
に
お
け
る
疎
外
の
状
況
か
ら
目
を
背
け
、
消
費
社
会
を
肯
定
す
る
哲
学
・
思
想
が
主
流
に
な
っ
た
。

ｂ

消
費
社
会
に
退
屈
し
て
い
た
消
費
者
た
ち
が
あ
る
べ
き
本
来
の
社
会
を
求
め
て
立
ち
上
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ｃ

疎
外
状
況
に
対
す
る
処
方
箋
と
し
て
提
示
さ
れ
た
本
来
性
の
概
念
が
論
者
か
ら
忌
避
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ｄ

消
費
社
会
か
ら
疎
外
の
状
況
が
消
え
、
消
費
者
た
ち
は
こ
の
消
費
社
会
に
退
屈
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ｅ

疎
外
概
念
を
糾
弾
し
始
め
た
思
想
・
哲
学
が
、
そ
れ
に
代
わ
る
本
来
性
の
概
念
を
提
示
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

問
7

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

23

ａ
「
疎
外
」の
概
念
と「
本
来
性
」の
概
念
と
の
共
犯
関
係
を
糾
弾
し
て
、
疎
外
の
な
い
社
会
に
目
を
転
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ｂ

消
費
者
た
ち
が
消
費
社
会
に
退
屈
し
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
終
わ
り
な
き
消
費
の
ゲ
ー
ム
を
彼
ら
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ｃ

哲
学
・
思
想
は
、
疎
外
と
呼
ば
れ
る
様
相
を
呈
す
る
消
費
社
会
は
本
来
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ｄ

消
費
社
会
に
お
け
る
退
屈
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
哲
学
・
思
想
は「
疎
外
」に
代
わ
る
概
念
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ｅ

消
費
社
会
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
疎
外
の
状
況
を
正
視
す
る
た
め
に
は
、「
疎
外
」の
概
念
を
呼
び
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

―19―
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問　題（国語）2021 年度

問
4

空
欄

Ⅰ

・

Ⅱ

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。
た

だ
し
同
じ
語
を
二
度
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
Ⅰ

9

・
Ⅱ

10

ａ

む
し
ろ

ｂ

あ
る
い
は

ｃ

し
た
が
っ
て

ｄ

だ
が

ｅ

な
ぜ
な
ら

問
5

空
欄

ⅰ

に
入
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

11

ａ

全
体
主
義
と
社
会
民
主
主
義
、
社
会
保
障
と
共
同
所
有
を
全�

て�

可�

能�

と�

す�

る�

か�

ｂ

双
方
を
両
立
さ
せ
得
る
新�

し�

い�

原�

理�

を�

世
界
中
に
拡
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

ｃ

男
性
中
心
の
家
族
の
あ
り
よ
う
を
、
女�

性�

中�

心�

の�

も�

の�

に�

く
み
か
え
て
い
く
か

ｄ

従
来
の
家
族
の
原
理
を
市
場
の
原
理
に
合
わ
せ
て
い�

か�

に�

変�

容�

さ�

せ�

て�

い�

く�

か�

ｅ

家
族
の
原
理
が
重
要
性
を
増
す
な
か
、
そ
れ
を
ど�

の�

よ�

う�

に�

制�

度�

化�

し�

て�

い�

く�

か�

― 8 ―

問
1

傍
線
部（
ア
）〜（
オ
）に
該
当
す
る
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

1

〜

5

（
ア
）
カ
フ
チ
ョ
ウ

1

ａ

キ
フ
ジ
ン
の
よ
う
な
装
い

ｂ

公
費
フ
タ
ン
で
整
備
す
る

ｃ

鉄
道
を
フ
セ
ツ
す
る

ｄ

フ
ヘ
ン
的
に
通
じ
る
話
だ

ｅ

フ
ソ
の
代
か
ら
の
土
地

（
イ
）
ソ
マ
ツ2

ａ

客
に
ソ
ソ
ウ
な
く
ふ
る
ま
う

ｂ

ケ
ン
ソ
な
山
道
を
行
く

ｃ

文
を
ヨ
ウ
ソ
に
分
解
す
る

ｄ

ソ
ゼ
イ
を
徴
収
す
る

ｅ

キ
ョ
ソ
に
気
を
付
け
る

（
ウ
）
シ
ョ
ウ
テ
ン

3

ａ

喜
び
で
破
顔
イ
ッ
シ
ョ
ウ
す
る

ｂ

論
文
の
シ
ョ
ウ
ロ
ク
を
作
る

ｃ

シ
ョ
ウ
シ
ン
苦
慮
の
末
の
決
断

ｄ

事
務
レ
ベ
ル
で
の
セ
ッ
シ
ョ
ウ

ｅ

国
家
権
力
を
シ
ョ
ウ
ア
ク
す
る

― 5 ―

（
エ
）
モ
サ
ク4

ａ

作
文
を
テ
ン
サ
ク
す
る

ｂ

部
首
サ
ク
イ
ン
を
用
い
る

ｃ

タ
ン
ザ
ク
に
願
い
を
書
く

ｄ

利
益
の
中
間
サ
ク
シ
ュ

ｅ

現
実
と
サ
ッ
カ
ク
す
る

（
オ
）
シ
セ
ツ5

ａ

旅
館
に
シ
シ
ュ
ク
す
る

ｂ

役
所
に
シ
ュ
ッ
シ
す
る

ｃ

シ
ヨ
ウ
末
節
に
こ
だ
わ
る

ｄ

首
相
の
シ
セ
イ
方
針
演
説

ｅ

ロ
ン
シ
が
曖
昧
な
文
章

― 6 ―

問
2

傍
線
部
Ｘ
・
Ｙ
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

Ｘ

6

・
Ｙ

7

Ｘ

問
い
か
え
す
も
の

6

ａ

論
理
の
難
点
を
突
く
命
題

ｂ

自
問
を
迫
っ
て
く
る
圧
力

ｃ

考
察
の
契
機
と
な
る
反
論

ｄ

論
点
と
し
て
提
示
す
る
視
点

ｅ

方
法
論
の
示
唆
と
な
る
見
解

Ｙ

煩
雑
さ

7

ａ

利
害
関
係
が
強
い
こ
と

ｂ

数
が
多
い
と
い
う
こ
と

ｃ

ま
と
ま
り
を
欠
く
こ
と

ｄ

込
み
入
っ
て
面
倒
な
こ
と

ｅ

不
愉
快
極
ま
り
な
い
こ
と

問
3

次
の
一
文
が
入
る
本
文
中
の
位
置（
①
〜
⑤
）の
中
で
正
し
い
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

8

し
か
し
、
こ
の
議
論
は
現
実
を
十
分
に
説
明
し
き
れ
て
い
な
い
。

ａ
（

①

）

ｂ
（

②

）

ｃ
（

③

）

ｄ
（

④

）

ｅ
（

⑤

）

― 7 ―

6

8

5

7
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問　題（国語）2021 年度

�

次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

消
費
社
会
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
、「
現
代
の
疎
外
」と
呼
ぶ
べ
き
事
態
が
た
し
か
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
し
て
―
―
映
画
に
描
か
れ
て
い
る
ほ
ど

に
陳�

腐�

で�

過�

激�

に
な
る
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
―
―
こ
の
疎
外
の
奥
に
は
何
か
強
烈
な
情
念
が
あ
る
。

一�

般�

に�

疎
外
と
は
、
人
間
が
本
来
の
姿
を
喪
失
し
た
非
人
間
的
状
態
の
こ
と
を
指
す
。
か
つ
て
は「
労
働
者
の
疎
外
」が
大
い
に
語
ら
れ
た
。
労
働
者

は
、
資
本
家
か
ら
劣
悪
な
労
働
条
件
・
労
働
環
境
を
強
制
さ
れ
、
人
間
と
し
て
の
本
来
の
姿
を
失
っ
て
い
る
と
さ
れ
た
。
た
と
え
ば＊
1マ

ル
ク
ス
の『
資

本
論
』を
読
む
と
、
い
ま
で
は
信
じ
ら
れ
な
い
よ
う
な
労
働
条
件
で
働
く
者
た
ち
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
対
しＡ
消
費
社
会
に
お
け
る
疎
外
は
、
か
つ
て
の
労
働
者
の
疎
外
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
消
費
社
会
に
お
け
る
疎
外
と

は
、
だ�

れ�

か�

が�

だ�

れ�

か�

に�

よ�

っ�

て�

虐�

げ�

ら�

れ�

て�

い�

る�

こ
と
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
消
費
社
会
に
お
け
る
疎
外
さ
れ
た
人
間
は
、
自�

分�

で�

自�

分�

の�

こ�

と�

を�

疎�

外�

し�

て�

い�

る�

の
で
あ
る
。＊
2ボ

ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。「〔
消
費
社
会
に
お
け
る
〕疎
外
さ
れ
た
人
間
と
は
、
衰
弱
し
貧
し
く

な
っ
た
が
本
質
ま
で
は
犯
さ
れ
て
い
な
い
人
間
で
は
な
く
、
自
分
自
身
に
対
す
る
悪
と
な
り
敵
に
変
え
ら
れ
た
人
間
だ
」。

な
ぜ
そ
の
よ
う
に
言
え
る
の
か
？

そ
れ
は
終
わ
り
な
き
消
費
の
ゲ
ー
ム
を
続
け
て
い
る
の
が
消
費
者
自
身
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
あ
る
意

あ
お

味
で
消
費
者
は
消
費
を
強
制
さ
れ
て
い
る
。
広
告
で
煽
ら
れ
、
消
費
の
ゲ
ー
ム
に
参
入
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
資
本
家
が

金
に
も
の
を
言
わ
せ
て
労
働
者
に
劣
悪
な
条
件
で
働
か
せ
る
場
合
の
強
制
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
消
費
者
は
自
分
で
自
分
た
ち
を
追
い
詰
め
る
サ
イ
ク

む
し
ば

ル
を
必�

死�

で�

回�

し�

続�

け�

て�

い�

る�

。
人
間
が
だ
れ
か
に
蝕
ま
れ
る
の
で
は
な
く
、
人
間
が
自
分
で
自
分
を
蝕
む
の
が
消
費
社
会
に
お
け
る
疎
外
で
あ
る
の

だ
。た

だ
し
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
疎
外
を
た
だ
疎
外
と
名
指
す
だ
け
で
は
重
大
な
過
ち
を
犯
す
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

「
疎
外
」は
か
つ
て「
労
働
者
の
疎
外
」と
し
て
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
あ
る
と
き
か
ら
、
む
し
ろ

Ⅰ

に
遠
ざ
け
ら
れ
る
概
念
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
な
ぜ
そ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
こ
の
概
念
が
ど
う
も
危
険
だ
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。Ｂ
ど

う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
？
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問
6

傍
線
部
Ａ「
欲
望
」、
Ｂ「
必
要
」と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず

つ
選
び
な
さ
い
。
Ａ

12

・
Ｂ

13

Ａ

ａ

家
族
へ
の
貢
献
度
や
社
会
的
地
位
、
所
得
の
多
寡
に
よ
っ
て
充
足
度
が
異
な
る
、
家
族
内
で
再
生
産
さ
れ
る
消
費
需
要
。

ｂ

顕
示
的
欲
望
を
刺
激
し
な
が
ら
消
費
需
要
を
再
生
産
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
全
体
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
消
費
者
心
理
。

ｃ

近
代
に
お
い
て
は
、
お
金
で
充
足
す
る
べ
き
と
さ
れ
る
、
自
分
の
持
ち
物
を
見
せ
び
ら
か
し
、
真
似
を
さ
せ
た
が
る
心
情
。

ｄ

近
代
以
降
、
金
銭
で
み
た
す
こ
と
が
当
然
と
さ
れ
た
、
顕
示
的
な
欲
求
に
基
づ
く
、
終
わ
り
の
な
い
物
質
的
な
む
さ
ぼ
り
。

ｅ

現
代
で
は
、
個
人
や
そ
の
家
族
が
得
た
金
銭
に
よ
っ
て
み
た
す
の
が
当
然
と
さ
れ
る
資
本
主
義
社
会
特
有
の
物
質
的
欲
求
。

Ｂ

ａ

近
代
に
お
い
て
は
金
銭
で
充
足
す
る
こ
と
が
も
と
め
ら
れ
、
貢
献
度
や
地
位
、
収
入
に
よ
ら
ず
配
分
さ
れ
る
べ
き
も
の
。

ｂ

経
済
成
長
の
妨
げ
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
市
場
取
引
が
不
可
能
な
人
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
サ
ー
ビ
ス
。

ｃ

近
代
の
社
会
に
特
有
の
、
市
場
経
済
に
よ
り
得
る
お
金
の
多
寡
で
充
足
度
が
異
な
る
、
生
き
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
も
の
。

ｄ

生
き
て
い
く
う
え
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ず
、
金
銭
で
は
い
つ
ま
で
も
充
足
す
る
こ
と
が
お
ぼ
つ
か
な
い
協
働
の
対
象
。

ｅ

か
つ
て
は
家
族
間
の
協
働
で
充
足
さ
れ
て
い
た
が
、
近
代
社
会
で
は
金
銭
で
み
た
す
も
の
と
さ
れ
る
社
会
の
編
成
原
理
。
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問
7

傍
線
部
Ｃ「
個
人
的
な
ニ
ー
ズ
と
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
、
こ
れ
ら
を
厳
密
な
意
味
で
区
別
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
」と
あ
る
が
、
そ
の
理
由
の
説

明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

14

ａ

ど
ん
な
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
で
あ
っ
て
も
、
政
府
が
税
を
使
っ
て
充
足
す
る
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
個
人
的
な
ニ
ー
ズ
と
な
っ
て
し
ま

う
か
ら
。

ｂ

ニ
ー
ズ
が
個
人
的
な
も
の
か
社
会
的
な
も
の
か
を
決
定
す
る
要
因
は
、
客
観
的
な
も
の
と
は
な
り
え
ず
、
そ
の
時
々
の
人
び
と
の
感
じ
方
に

よ
る
か
ら
。

ｃ

個
人
的
ニ
ー
ズ
は
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
包
含
さ
れ
る
の
で
、
一
部
の
人
に
と
っ
て
は
社
会
的
ニ
ー
ズ
も
個
人
的
ニ
ー
ズ
も
同
じ
よ
う
に
感
じ
ら

れ
る
か
ら
。

ｄ

社
会
的
な
ニ
ー
ズ
か
個
人
的
な
ニ
ー
ズ
か
は
、
そ
の
社
会
の
多
く
の
構
成
員
が
市
場
と
直
結
す
る
問
題
と
考
え
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
決
ま

る
か
ら
。

ｅ

あ
る
ニ
ー
ズ
が
社
会
的
な
も
の
と
認
定
さ
れ
る
の
は
、
個
人
的
な
ニ
ー
ズ
が
寄
り
集
ま
り
、
多
く
の
人
の
ニ
ー
ズ
と
み
な
さ
れ
た
と
き
で
あ

る
か
ら
。
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問
8

本
文
の
内
容
に
合
致
す
る
も
の
を
、
次
の
ａ
〜
ｅ
の
中
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

15

ａ

従
来
、「
母
親
」に
押
し
付
け
ら
れ
て
き
た
命
や
く
ら
し
を
さ
さ
え
る
営
み
を
、
全
体
主
義
的
に
組
み
か
え
て
い
く
こ
と
が
、
今
の
我
々
に
課

せ
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
。

ｂ

近
代
資
本
主
義
社
会
は
、
命
や
く
ら
し
を
さ
さ
え
る
営
み
を
政
府
に
任
せ
、
市
場
取
引
さ
れ
得
る
自
ら
の
欲
望
の
充
足
を
皆
が
追
い
も
と
め

た
社
会
だ
っ
た
と
い
え
る
。

ｃ

近
代
社
会
に
お
け
る
消
費
は
多
か
れ
少
な
か
れ
す
べ
て
誰
か
に
見
せ
び
ら
か
し
他
人
に
模
倣
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
た
め
、
永
遠
に
充

足
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

ｄ

近
代
社
会
に
お
い
て
、
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
は
市
場
経
済
で
取
引
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
人
び
と
は
欲
望
を
充
足
す
る
こ
と
に
振
り

回
さ
れ
が
ち
と
な
る
。

ｅ

縮
減
の
世
紀
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
欲
望
と
必
要
の
関
係
を
読
み
解
き
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
新
し
い
時
代
の
家
族
の
姿
を
占
い
創
造
し
て

い
く
こ
と
で
あ
る
。
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問　題（数学）2021 年度

�

次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 5 ～ 7 。

xの2次関数 f（ x）＝ x2－2ax－2a2＋2a＋1について考える。

ただし，aは定数とする。

⑴ a＝2のとき，－1≦ x≦1における f（ x）の最大値と最小値は， 5

である。

5 の解答群

ａ 最大値2，最小値－7 ｂ 最大値2，最小値－6

ｃ 最大値2，最小値－3 ｄ 最大値6，最小値－2

ｅ 最大値6，最小値－3

⑵ f（ x）の最小値が1であるとき，a＝ 6 である。

6 の解答群

ａ －2，0 ｂ －32 ，0 ｃ －23 ，0

ｄ 0，23 ｅ 0，2

⑶ y＝ f（ x）のグラフと x軸の正の部分が異なる2点で交わるような aの値の範

囲は， 7 である。

7 の解答群

ａ 1－
�

3
2 ＜ a＜－13 ｂ 1－

�

3
2 ＜ a＜1＋�32

ｃ 0＜ a＜1 ｄ 0＜ a＜1＋�32

ｅ 1＜ a＜1＋�32

― 3 ―

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11（時間）

女子

男子⑷ 右の図は，男子，女子43人ずつの

睡眠時間のデータを表した箱ひげ図で

ある。この箱ひげ図から読みとれるこ

ととして正しいものは 4 であ

る。

4 の解答群

ａ 男子の方が範囲が大きい。

ｂ 男子の方が四分位範囲が大きい。

ｃ 6時間以下の人が男子は22人以下で，女子は22人以上いる。

ｄ 7時間以下の人が男子も女子も22人以上いる。

ｅ 9時間以上の人が女子は10人以下である。
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�

次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 1 ～ 4 。

⑴ 3�
�

23－5�＋�
�

23－7�＝ 1 である。

1 の解答群

ａ 2
�

23＋2 ｂ 2
�

23－8 ｃ －22＋2
�

23

ｄ －22＋4
�

23 ｅ 22－4
�

23

⑵ 2次不等式 ax2＋2x＋ b＞0の解が－2＜ x＜3となるような定数 a，bの

値は 2 である。

2 の解答群

ａ a＝－2，b＝12 ｂ a＝2，b＝－12

ｃ a＝－2，b＝6 ｄ a＝2，b＝－6

ｅ a＝－1，b＝6

⑶ 0°≦ θ≦180°とする。tan θ＝－3のとき，cos2θ－ sin2θ＝ 3 で

ある。

3 の解答群

ａ －65 ｂ －45 ｃ 4
5 ｄ 11

9 ｅ 47
81
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�

次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 8 ～ 10 。

平行四辺形 ABCDにおいて，AB＝8，AD＝3，∠DAB＝120°である。

⑴ 対角線 ACの長さは 8 である。

8 の解答群

ａ 5 ｂ 7 ｃ 11 ｄ
�

61 ｅ
�

97

⑵ 平行四辺形 ABCDの面積は 9 である。

9 の解答群

ａ 6
�

2 ｂ 6
�

3 ｃ 12 ｄ 12
�

2 ｅ 12
�

3

⑶ △ABCの外接円の半径を R，内接円の半径を r とすると， r
R
＝ 10 で

ある。

10 の解答群

ａ 2
�

3
21 ｂ �

3
21 ｃ 1

3 ｄ 1
7 ｅ 2

7
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1

3

2

4

84

傾
向
と
対
策　
　
　

２
０
２
２
年
度　
　

２
０
２
３
年
度　
　

２
０
２
１
年
度　
　

入
試
結
果
デ
ー
タ　
　

問　題（国語）2021 年度

る
か
、
共
通
し
て
必
要
と
感
じ
る
か
に
よ
っ
て
揺
れ
う
ご
く
わ
け
だ
。

ウ
ォ
ン
ツ

ニ
ー
ズ

だ
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
両
者
の
厳
格
な
区
別
で
は
な
い
。
こ
の
社
会
が「
欲
望
」と「
必
要
」の
ふ
た
つ
を
編
成
原
理
と
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
ど
の
ニ
ー
ズ
が
私
的
か
、
社
会
的
か
と
い
う
解
釈
し
だ
い
で
、
財
政
の
あ
り
か
た
も
か
わ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の

関
係
が
ど
の
よ
う
に
組
み
か
え
ら
れ
て
い
く
か
を
読
み
と
く
こ
と
で
、
縮
減
の
世
紀
の
今
後
を
占
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

（
井
手
英
策『
幸
福
の
増
税
論
―
―
財
政
は
だ
れ
の
た
め
に
』に
よ
る
。
出
題
の
都
合
上
、
一
部
中
略
し
た
箇
所
が
あ
る
）

（
注
）
＊
1世

界
大
恐
慌
―
―
一
九
二
九
年
の
ア
メ
リ
カ
株
式
市
場
の
暴
落
が
資
本
主
義
諸
国
に
波
及
し
て
起
こ
っ
た
経
済
恐
慌
。

＊
2ソ

ビ
エ
ト
連
邦
―
―
現
在
の
ロ
シ
ア
を
中
心
と
す
る
地
域
に
存
在
し
た
社
会
主
義
国
家（
一
九
二
二
〜
一
九
九
一
）。

＊
3ダ

ニ
エ
ル
・
ベ
ル
―
―
ア
メ
リ
カ
の
社
会
学
者（
一
九
一
九
〜
二
〇
一
一
）。
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�

次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

家
族
を
命
や
く
ら
し
の
安
心
と
む
す
び
つ
け
る
見
か
た
の
源
流
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は『
政
治
学
』の
第
一
巻
一
三
章
で「
家
政
の
務
は
無
生
物
の
財
産
に
よ
り
も
、
む
し
ろ
人
間
に
一
そ
う
留
意
し
、
ま
た
わ
れ
わ
れ

が
富
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
財
産
の
徳
に
よ
り
も
人
々
の
徳
に
留
意
し
、
さ
ら
に
奴
隷
の
そ
れ
に
よ
り
も
自
由
人
の
そ
れ
に
留
意
す
る
」と
述
べ
た
。

家
政
＝
オ
イ
コ
ノ
ミ
ア
は
、
経
済
＝
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
語
源
だ
が
、
一
家
の
生
活
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
こ
と
が
ら
を
処
理
し
、
治
め
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
家
と
は
、
財
産
の
望
ま
し
い
状
態
よ
り
も
人
間
の
望
ま
し
い
状
態
を
維
持
す
る
た
め
の
存
在
だ
と
説
い
た
の
で
あ

る
。人

間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た
め
の
条
件
、
命
や
く
ら
し
を
さ
さ
え
る
こ
と
を
、
こ
こ
で
は「
家
族
の
原
理
」と
呼
ん
で
お
こ
う
。
だ
が
、
こ
の

見
か
た
に
は
、
い
く
つ
か
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。

ま
ず
、
こ
こ
で
い
う
家
族
と
は
、
家
と
公
的
な
領
域
と
が
区
別
さ
れ
、
性
別
分
業
が
す
す
み
、
各
人
を
情
緒
的
に
結
合
さ
せ
た「
近
代
家
族
モ
デ
ル
」

を
さ
す
の
で
は
な
い（
落
合
恵
美
子『
近
代
家
族
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
』）。

む
し
ろ
家
族
の
内
側
、
あ
え
て
い
え
ば「
母
親
」に
押
し
つ
け
ら
れ
て
き
た
命
や
く
ら
し
の
維
持
と
い
う
機
能
を
、
ど
の
よ
う
に
社
会
全
体
に
押
し
ひ

ろ
げ
て
い
く
の
か
をＸ
問
い
か
え
す
も
の
で
あ
る
。（

①

）

も
う
一
点
、＊
1世

界
大
恐
慌
に
多
く
の
先
進
国
が
飲
み
こ
ま
れ
た
が
、
そ
の
危
機
か
ら
い
ち
早
く
脱
出
し
た
の
は
日
本
、
そ
し
て
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
だ
っ

た（C
argill,“M

onetary
Policy,D

eflation,and
E
conom

ic
H
istory”

）。

Ⅰ

前
者
は
、
家
族
の
原
理
の
も
と
に
カ
（
ア
）フ

チ
ョ
ウ
制
的
な
全
体

主
義
国
家
を
作
り
だ
し
、
後
者
は
、
同
じ
家
族
の
原
理
の
も
と
に
社
会
民
主
主
義
国
家
を
作
り
だ
し
た
。

経
済
的
な
困
難
か
ら
脱
出
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
ア
メ
リ
カ
は
劣
等
生
だ
っ
た
。
一
方
、＊
2ソ

ビ
エ
ト
連
邦
は
世
界
大
恐
慌
期
に
も
順
調
な
経
済
成

長
を
遂
げ
た
。
前
者
で
あ
れ
ば
社
会
保
障
、
後
者
で
あ
れ
ば
共
同
所
有
と
い
う
か
た
ち
で
家
族
の
原
理
は
展
開
し
た
が
、
後
者
の
歴
史
的
限
界
は
よ
く

知
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

― 1 ―

よ
う
す
る
に
、
縮
減
の
世
紀
に
お
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、
家
族
の
原
理
と
市
場
の
原
理
の
ど
ち
ら
が
重
要
か
と
い
う
問
い
で
は
も
は
や
な
く
、

ⅰ

、
と
い
う
点
な
の
で
あ
る
。（

②

）

ニ
ー
ズ

こ
の
問
い
に
挑
む
た
め
に
、
ひ
と
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
意
し
よ
う
。
家
族
の
原
理
と
社
会
と
の
関
係
を
考
え
る
際
の
カ
ギ
に
な
る「
必
要
」で
あ

る
。

＊
3ダ

ニ
エ
ル
・
ベ
ル
が
強
調
し
た
よ
う
に
、
家
族
の
な
か
で
、
食
料
は
、
一
人
ひ
と
り
の
必
要
に
応
じ
て
分
配
さ
れ
る
。
け
っ
し
て
貢
献
度
や
社
会
的

な
地
位
、
所
得
の
多
寡
に
よ
っ
て
分
配
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

資
本
主
義
、

Ⅱ

近
代
と
よ
ば
れ
る
時
代
の
特
徴
は
、
こ
の
必
要
を
み
た
す
役
割
が
政
府
の
財
政
の
な
か
に
押
し
こ
め
ら
れ
た
一
方
、
社
会

ウ
ォ
ン
ツ

全
体
を「
欲
望
」が
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
点
に
あ
る
。

僕
た
ち
は
、
だ
れ
か
に
見
せ
び
ら
か
す
た
め
に
消
費
を
お
こ
な
う
。
い
わ
ゆ
る
顕
示
的
消
費
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
欲
望
を
刺
激
し
な
が
ら
消
費
需

要
を
次
々
と
再
生
産
し
て
い
っ
た
時
代
こ
そ
が
資
本
主
義
、
近
代
と
よ
ば
れ
る
時
代
だ
っ
た（
ヴ
ェ
ブ
レ
ン『
有
閑
階
級
の
理
論
』、
ガ
ル
ブ
レ
イ
ス『
ゆ

た
か
な
社
会

決
定
版
』）。（

③

）

僕
た
ち
の
社
会
に
はＡ「
欲
望
」と
同
時
にＢ「
必
要
」が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
人
類
の
歴
史
の
大
半
は
、
こ
の
必
要
を
ど
の
よ
う
に
自
ら
の
手
で
充
足
す

る
か
と
い
う
闘
い
だ
っ
た（
ポ
ラ
ン
ニ
ー『
人
間
の
経
済
』）。
資
本
主
義
や
近
代
と
は
、
こ
の
必
要
と
顕
示
的
消
費
を
お�

金�

で�

み�

た�

す�

あ�

る�

一�

時�

代�

を
さ

し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

欲
望
だ
け
で
は
な
く
、
生
き
る
た
め
の
必
要
を
も
お
金
で
み
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
は
、
市
場
経
済
で
得
ら
れ
る
お
金
の
多
寡
が
決
定
的

な
基
準
と
な
り
、
人
間
の
生
き
か
た
、
社
会
の
地
位
を
決
定
づ
け
る
こ
と
と
な
る
。
だ
か
ら
僕
は
、
資
本
主
義
や
近
代
と
い
う「
欲
望
の
時
代
」を
さ
す

し
ゅ
う
え
ん

こ
と
ば
を
、
あ
え
て「
経
済
の
時
代
」と
読
み
か
え
た（
井
手
英
策『
経
済
の
時
代
の
終
焉
』）。（

④

）

ま

ね

ウ
ォ
ン
ツ
は
け
っ
し
て
充
足
さ
れ
き
る
こ
と
が
な
い
。
高
価
な
も
の
を
見
せ
び
ら
か
し
、
だ
れ
か
が
そ
れ
を
真
似
す
れ
ば
、
富
裕
層
は
さ
ら
に
高
価

な
も
の
を
買
い
も
と
め
る
。
顕
示
的
消
費
と
は
そ
う
い
う
も
の
だ
。

こ
れ
に
た
い
し
て
、
ニ
ー
ズ
は
、
消
費
を
つ
う
じ
て
充
足
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

― 2 ―

た
と
え
ば
、
食
事
と
い
う
ニ
ー
ズ
は
、
た
と
え
（
イ
）ソ

マ
ツ
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
な
ん
ら
か
の
食
料
を
と
れ
ば
み
た
さ
れ
る
し
、
病
気
も
、
高
い
医

療
、
安
い
医
療
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
治
癒
さ
え
す
れ
ば
ニ
ー
ズ
は
み
た
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
満
腹
な
の
に
食
事
を
つ
づ
け
れ
ば
物
理
的
な
限
界
が

お
と
ず
れ
る
し
、
が
ん
が
治
っ
て
い
る
の
に
が
ん
を
さ
ら
に
治
そ
う
と
す
る
人
は
い
な
い
。（

⑤

）

ニ
ー
ズ
に
は
き
わ
め
て
多
様
な
性
格
が
あ
る（
デ
ィ
ー
ン『
ニ
ー
ズ
と
は
何
か
』）。
こ
こ
で
は
、
話
のＹ
煩
雑
さ
を
さ
け
る
た
め
に
、
必
要
論
の
原
点
に

か
え
っ
て
ふ
た
つ
の
ニ
ー
ズ
を
見
て
み
た
い
。
ひ
と
つ
は
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
で
あ
り
、
い
ま
ひ
と
つ
は
個
人
的
ニ
ー
ズ
で
あ
る
。

個
人
的
な
ニ
ー
ズ
と
は
、
私
的
な
ニ
ー
ズ
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
あ
る
人
が
あ
る
状
況
の
も
と
で
個
人
的
に
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
み
た

す
た
め
に
み
ん
な
の
税
を
使
う
こ
と
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
ニ
ー
ズ
は
市
場
経
済
で
取
引
可
能
な
た
め
、
欲
望
の
原
理
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
。

反
対
に
、
民
主
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
み
と
め
ら
れ
た
、
大
勢
の
人
に
共
通
す
る
ニ
ー
ズ
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
と
考
え
ら
れ
、
政

府
が
税
を
使
っ
て
保
障
す
る
対
象
と
な
る
。
所
得
の
少
な
い
人
、
市
場
経
済
で
取
引
の
で
き
な
い
人
で
あ
っ
て
も
保
障
さ
れ
る
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
サ
ー
ビ

ス
は
、
ま
さ
に
こ
れ
に
属
す
る
。

歴
史
に
何
度
か
お
と
ず
れ
た
危
機
の
時
代
に
（
ウ
）シ

ョ
ウ
テ
ン
化
さ
れ
た
の
は
、
こ
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
だ
っ
た
。
命
や
く
ら
し
と
直
結
す
る
ニ
ー
ズ
が
あ

り
、
そ
れ
を
み
た
せ
な
い
人
た
ち
が
増
え
る
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
が
社
会
的
ニ
ー
ズ
と
し
て
認
識
さ
れ
、
協
働
の
対
象
と
な
り
、
そ
の
充
足
の
し
く
み
が

モ
（
エ
）サ

ク
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

Ｃ
個
人
的
な
ニ
ー
ズ
と
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
、
こ
れ
ら
を
厳
密
な
意
味
で
区
別
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。

た
と
え
ば
、
交
通
手
段
や
宿
泊
（
オ
）シ

セ
ツ
を
見
て
み
よ
う
。
あ
る
場
所
に
む
か
う
の
に
、
タ
ク
シ
ー
や
自
家
用
車
、
自
転
車
の
ど
れ
で
移
動
を
す
る
か

は
個
人
的
な
ニ
ー
ズ
だ
。
あ
る
い
は
観
光
旅
行
に
い
っ
た
と
き
、
ど
ん
な
宿
に
泊
ま
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
個
人
的
な
ニ
ー
ズ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
大
勢
の
人
び
と
の
移
動
の
た
め
の
バ
ス
や
鉄
道
は「
公
共
交
通
機
関
」と
位
置
づ
け
ら
れ
、
税
が
投
入
さ
れ
る
。
国
民
の
財
産
で
あ
る
観

光
資
源
を
た
の
し
む
た
め
に
、
す
べ
て
の
国
民
が
安
い
値
段
で
宿
泊
で
き
る
よ
う
な
シ
セ
ツ
を
と
と
の
え
れ
ば「
国
民
宿
舎
」の
よ
う
な
公
的
な
機
関
と

な
り
、
こ
こ
で
も
税
が
投
入
さ
れ
る
。
い
わ
ば
、
あ
る
ニ
ー
ズ
が
個
人
的
か
、
社
会
的
か
は
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
ど
れ
く
ら
い
多
く
の
人
た
ち
が
共
感
す

― 3 ―

2

4

1

3
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問　題（物理）2021 年度

�

次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ 図1のように，水平となす角度が30°の斜面上に質量 mの直方体の物体 A を

置くと，物体 A は斜面上で静止した。次に，図2のように，ある質量の直方体

の物体 Bを物体 A の上側の側面に接触するように斜面上に静かに置くと，物体

A，Bは一体となって斜面を下降した。ただし，物体 A と斜面の間の静止摩擦係

数を �32 ，動摩擦係数を
�

3
4 とし，物体 Bと斜面の間にはたらく摩擦力は無視で

きるものとする。また，重力加速度の大きさを gとする。

A

30°

A
B

30°

図1 図2

問1 図1で物体 A が斜面上で静止しているとき，物体 A にはたらく静止摩擦

力の大きさはいくらか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びな

さい。 5

ａ �

3
4 mg ｂ 1

2 mg ｃ 3
4 mg ｄ �

3
2 mg ｅ mg

― 3 ―

問3 図2のように，熱容量が同じ容器 A，B，Cがある。容器 A にはある量の水

が入っており，その水と容器 A の温度は95℃であり，容器 B，Cはともに空

で温度はともに20℃である。容器 A に入っている水の全量を容器 Bに移して

じゅうぶん時間がたつと，容器 Bと水の温度は80℃になった。続いて，容器

Bに入っている水の全量を容器 Cに移してじゅうぶん時間がたった。容器 C

と水の温度はいくらか。最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさ

い。ただし，熱は容器と水の間だけでやりとりされるものとする。 3

A

水
95 ℃

B C

20 ℃ 20 ℃

図2

ａ 62℃ ｂ 65℃ ｃ 68℃ ｄ 70℃ ｅ 72℃

問4 熱効率0．25の熱機関がある。1サイクルの間に，この熱機関が低温物体に

放出した熱量が300Jであるとき，高温物体から吸収した熱量は ア J

であり，外部にした仕事は イ Jである。

空欄 ア ・ イ に入れる数値の組み合わせとして最も適当な

ものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 4

ア イ

ａ 400 100

ｂ 400 200

ｃ 400 300

ｄ 1200 300

ｅ 1200 900

― 2 ―

�

次の問い（問1～4）に答えなさい。

問1 一直線の道路を速さ v0で進む自動車が急ブレーキをかけたところ，ブレー

キをかけてから距離 lだけ進んで停止した。この間に自動車にはたらいた力の

大きさは一定とする。ブレーキをかけてから停止するまでの時間はいくらか。

最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 1

ａ l
2v0

ｂ �

2l
2v0

ｃ l
v0

ｄ �

2l
v0

ｅ 2l
v0

問2 図1のように，鉛直でなめらかな壁面に重さ（重力の大きさ）W の物体を押

しあて，水平から30°だけ上向きの力を加えて物体を静止させた。このときに

物体が壁面から受ける垂直抗力の大きさはいくらか。最も適当なものを，下の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 2

W

壁面

力
30°

物体

図1

ａ 1
2 W ｂ �

3
2 W ｃ 2

�

3
3 W ｄ

�

3W ｅ 2W

― 1 ―

問2 図2で，物体 A，Bが斜面を下降するためには，物体 Bの質量はいくら

より大きくなければならないか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一

つ選びなさい。 6

ａ 1
4 m ｂ �

3－1
2 m ｃ 1

2 m ｄ 3
4 m ｅ �

3
2 m

問3 物体 Bの質量が mである場合を考える。物体 A，Bが一体となって斜面

を下降する加速度の大きさはいくらか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中

から一つ選びなさい。 7

ａ 1
8 g ｂ 3

16g ｃ 1
4 g ｄ 5

16g ｅ 3
8 g

問4 問3で物体 A，Bが一体となって斜面を下降するとき，物体 Bが物体 A

を斜面に平行な方向に押す力の大きさはいくらか。最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 8

ａ 3
16mg ｂ 1

4 mg ｃ 5
16mg ｄ 3

8 mg ｅ 1
2 mg

　

― 4 ―

1

3

2

4
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入
試
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デ
ー
タ　
　

問　題（数学）2021 年度

�

次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 17 ～ 19 。

⑴ nを自然数とし，7nを10で割ったときの余りを p（n）とする。

p（2002）＝ 17 である。

また，p（3＋ k）＝ p（3）となる最小の自然数 kは 18 である。

17 の解答群

ａ 1 ｂ 3 ｃ 5 ｄ 7 ｅ 9

18 の解答群

ａ 1 ｂ 2 ｃ 3 ｄ 4 ｅ 5

⑵ 5進法で表したとき4桁となる数のうち，1の位の数が0であるものは全部で

19 個ある。

19 の解答群

ａ 99 ｂ 100 ｃ 149 ｄ 199 ｅ 200

― 7 ―

�

次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 14 ～ 16 。

△ABCにおいて，AB＝6，BC＝8，CA ＝7である。△ABCの内接円の中心

を Iとし，直線 AIと辺 BCの交点を D，直線 BIと辺 ACの交点を Eとする。

⑴ 線分 AEの長さは 14 である。

14 の解答群

ａ 3 ｂ 4 ｃ 4
3 ｄ 3

4 ｅ 1

⑵ BI：IE＝ 15 である。

15 の解答群

ａ 2：1 ｂ 3：2 ｃ 3：4 ｄ 6：7 ｅ 7：6

⑶ △ABCの面積は，△ABIの面積の 16 倍である。

16 の解答群

ａ 7 ｂ 7
2 ｃ 4

3 ｄ 7
4 ｅ 49

12

― 6 ―

A

P

Q

B

�

次の問題の に当てはまる答えを解答群から選び，その記号をマークし

なさい。解答番号は， 11 ～ 13 。

右の図のような道路があり，A 地点から B地

点へ最短距離で行く道順を考える。

⑴ P地点と Q地点の両方を通って，A 地点か

ら B地点へ最短距離で行く道順は全部で

11 通りである。

11 の解答群

ａ 16 ｂ 90 ｃ 150 ｄ 210 ｅ 360

⑵ P地点と Q地点のどちらか一方だけを通って，A 地点から B地点へ最短距離

で行く道順は全部で 12 通りである。

12 の解答群

ａ 102 ｂ 154 ｃ 180 ｄ 270 ｅ 360

⑶ P地点も Q地点も通らずに，A 地点から B地点へ最短距離で行く道順は全部

で 13 通りである。

13 の解答群

ａ 102 ｂ 192 ｃ 270 ｄ 282 ｅ 372

― 5 ―5

7

6
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問　題（物理）2021 年度

�

次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ 図1は，空気中を進んできた波長 λの単色光が，水に浮いた厚さ dの油膜の

上面と下面で反射する様子を表している。空気の屈折率を1，油の屈折率を n1，

水の屈折率を n2とし，n1＞n2＞1とする。

n1は図1に示した角度 θと φを用いて，n1＝ ア と表される。また，

図1の入射光①が点 Cで反射するときと，入射光②が点 Dで反射するときの位

相の変化は， イ である。

図1の AA´，BDはともに波面である。光の経路 ACDと経路 A´Dの光路差を

Δとすると，図1の二つの反射光が強め合う条件は，0または正の整数

m（m＝0，1，2，…）を用いて，Δ＝ ウ と表される。また，Δは d，n1，

φを用いて，Δ＝ エ と表される。これらの式より，波長が異なれば，反

射光が強め合う方向が異なることがわかる。

空気
1

上面
反射光

入射光①

λ

λ
入射光②

下面

油
n1

水
n2

d

A
θ

φ

Á

B

C

D
θ

図1

問1 空欄 ア に入れる式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中か

ら一つ選びなさい。 19

ａ sinθ
sinφ

ｂ cosθ
cosφ

ｃ sinθ
cosφ

ｄ sinφ
sinθ

ｅ cosφ
sinθ

―11―

問6 小球にはたらく力の合力の大きさはいくらか。最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 17

ａ hmg
l

ｂ lmg
h

ｃ �
l2－h2mg

l

ｄ �
l2－h2mg

h
ｅ lmg

�
l2－h2

問7 等速円運動をしている小球の角速度はいくらか。最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 18

ａ
�

h
g

ｂ
�

g
h

ｃ
�

l
g

ｄ
�

g
l

ｅ
�

gl

―10―

Ｂ 図2のように，水平な床面から高さ2hの天井の点 Oに，軽くて伸びない長さ

lの糸の一端を付け，糸の他端に質量 mの小球を付けて，その小球に初速度を与

えて，床面からの高さが hの点 Pを中心として水平面内で等速円運動をさせた。

ただし，h＜ lとし，重力加速度の大きさを gとする。また，点 O，Pは同一鉛

直線上にある。

m

h l

h

小球
P

O
天井

糸

床面

図2

問5 小球にはたらく糸の張力の大きさはいくらか。最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 16

ａ hmg
l

ｂ lmg
h

ｃ �
l2－h2mg

l

ｄ �
l2－h2mg

h
ｅ lmg

�
l2－h2

　

― 9 ―

問2 空欄 イ に入れる語句として最も適当なものを，次のａ～ｅの中

から一つ選びなさい。 20

ａ 点 Cで π

2，点 Dで0 ｂ 点 Cで π，点 Dで0

ｃ 点 Cで0，点 Dで π

2 ｄ 点 Cで0，点 Dで π

ｅ 点 Cで π，点 Dで π

問3 空欄 ウ に入れる式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中か

ら一つ選びなさい。 21

ａ 2mλ ｂ mλ ｃ 1
2 mλ

ｄ �

�

m＋12
�

�

λ ｅ �

�

m
2＋

1
4
�

�

λ

問4 空欄 エ に入れる式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中か

ら一つ選びなさい。 22

ａ n1d sinφ ｂ n1d cosφ ｃ 2n1d sinφ

ｄ 2n1d cosφ ｅ 2d cosφ
n1

―12―

9

11

10

12

88

傾
向
と
対
策　
　
　

２
０
２
２
年
度　
　

２
０
２
３
年
度　
　

２
０
２
１
年
度　
　

入
試
結
果
デ
ー
タ　
　

問　題（物理）2021 年度

�

次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ 図1のように，水平面と半径 r の円筒面で構成される質量M の台が，水平な

床面上に置かれ，静止している。点 Pから円筒面となり，台の頂点 Qの水平面

からの高さは r である。台の水平面上の点 Oに質量 mの小球を置き，水平右向

きに大きさ v0の初速度を与えたところ，小球が点 Pを通過後，台も動き始め，

小球はちょうど点 Qに到達して折り返した。小球と台の水平面，円筒面の間の

摩擦力，台と床面の間の摩擦力はともに無視できるものとし，重力加速度の大き

さを gとする。また，小球と台は同一鉛直面内で運動するものとする。

m

M

r
v0

床面

小球

台
水平面

円筒面
PO

Q

図1

問1 小球が点 Qに到達したときの台の速さはいくらか。最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 12

ａ mv0
M

ｂ mv0
M＋m

ｃ Mv0
M＋m

ｄ
�
v0
2－gr ｅ

�
v0
2－2gr

― 7 ―

問6 図3で物体が静止しているとき，ばねの弾性力による位置エネルギーはい

くらか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 10

ａ Mgd
2 ｂ Mgd ｃ 2Mgd ｄ Mgd2

2 ｅ Mgd2

問7 図4の状態で静かに手をはなすと，物体は初速度0で上昇を始め，ばねが

自然の長さになったときに板が床面から離れて，全体が鉛直方向に飛び上

がった。物体から静かに手をはなした後について，ばねが自然の長さになっ

てから物体が最高点に達するまでの物体の上昇距離はいくらか。最も適当な

ものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 11

ａ 1
4 d ｂ 1

2 d ｃ 3
4 d ｄ d ｅ 3

2 d

― 6 ―

Ｂ 図3のように，軽いばねの両端にそれぞれ質量M の物体と質量の無視できる

薄い板を付け，板を下にして水平な床面上に置き，物体を静止させた。このとき，

ばねは鉛直で，自然の長さから dだけ縮んでいた。

図3の状態から，物体に手で鉛直下向きに力を加えて，ゆっくりと物体を鉛直

下向きに2dだけ移動させた（図4）。dはばねの自然の長さに比べてじゅうぶん

小さいとし，重力加速度の大きさを gとする。

Md

2d

ばね

板

物体

床面

自
然
の
長
さ

図3 図4

問5 ばねのばね定数はいくらか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ

選びなさい。 9

ａ Md
g

ｂ 2Md
g

ｃ Mg
d

ｄ 2Mg
d

ｅ 2Mg2

d

― 5 ―

問2 r はどのように表されるか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ

選びなさい。 13

ａ mv0
2

2Mg
ｂ （M＋m）v02

2Mg
ｃ （M＋m）v02

mg

ｄ mv0
2

2（M＋m）g ｅ Mv0
2

2（M＋m）g

問3 小球が点 Qに到達した後，台の水平面上の点 Oに戻ってきたときの，台

の速さはいくらか。最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

14

ａ 0 ｂ mv0
M

ｃ Mv0
M＋m

ｄ 2mv0
M＋m

ｅ �M－m�v0
M＋m

問4 はじめの状態に戻し，点 Oで小球に与える初速度の大きさを2v0にする

と，小球は点 Qを通過後，上向きに飛び出す。飛び出した小球の最高到達

点の高さは台の水平面から測っていくらか。最も適当なものを，次のａ～ｅ

の中から一つ選びなさい。 15

ａ 3
2 r ｂ 2r ｃ 5

2 r ｄ 3r ｅ 4r

― 8 ―
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問　題（化学）2021 年度

問2 次の記述のうち下線部が元素でなく単体を示しているものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 2

ａ アルミニウムは地殻中に質量比で3番目に多く存在している。

ｂ 過酸化水素は水素と酸素からできている。

ｃ 空気中には窒素が体積百分率で約78％含まれている。

ｄ カルシウムは骨に多く含まれている。

ｅ リンの同素体には赤リンや黄リンがある。

問3 ステンレス鋼は，鉄と金属 Xと Y との合金である。この金属 Xと Y の組み

合わせとして最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

3

ａ 亜鉛とニッケル ｂ 亜鉛とクロム

ｃ マンガンとニッケル ｄ マンガンとクロム

ｅ ニッケルとクロム

問4 原子番号が nの原子 Xの陽イオン X2＋と，原子 Y の陰イオン Y－の電子配置

が同じであった。原子 Y の原子番号を，nを用いて表した式として最も適当な

ものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 4

ａ n－3 ｂ n－2 ｃ n－1

ｄ n＋1 ｅ n＋2

問5 イオンからなる物質が特定の面に沿って割れる性質を何というか。最も適当

なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 5

ａ 崩 壊 ｂ はく離 ｃ へき開

ｄ 解 離 ｅ 融 解

― 2 ―

�

次の問い（問1～7）に答えなさい。

問1 石油は次の図のような装置を用いて分留を行っている。図中のア～ウに入る

物質の組み合わせとして最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさ

い。 1

加熱された石油

精留塔
残油

ア

石油ガス

イ

ウ

（沸点 30～180 ℃）

（沸点 170～250 ℃）

（沸点 240～350 ℃）

ア イ ウ

ａ 灯 油 ナフサ 軽 油

ｂ 灯 油 軽 油 ナフサ

ｃ ナフサ 軽 油 灯 油

ｄ ナフサ 灯 油 軽 油

ｅ 軽 油 ナフサ 灯 油

― 1 ―

問6 次の図に示す電子配置をもつ原子ア～オに関する記述として誤っているもの

を，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。ただし，図の中心の丸は原子核を，

外側の同心円は電子殻を，同心円上の黒丸は電子を表す。 6

ア イ ウ

エ オ

ａ エは3価の陽イオンになりやすい。

ｂ イとオはいずれも1価の陰イオンになりやすい。

ｃ エとオは周期表の同じ周期に含まれる元素の原子である。

ｄ アとウは周期表の同じ族に含まれる元素の原子である。

ｅ ウはア～オの原子の中で最も価電子の数が多い。

問7 配位結合を含む物質として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選び

なさい。 7

ａ CCl4 ｂ NH4Cl ｃ Ca（OH）2
ｄ K2S ｅ HCN

― 3 ―

1

3

2

4

化学基礎・化学

（解答番号は 1 ～ 25 である）

注意 解答に必要な場合には，次の値を用いなさい。

原子量 H＝1．0 C＝12 O＝16 Fe＝55．9
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問6 空欄 カ に入れる式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中か

ら一つ選びなさい。 24

ａ 2
15CV ｂ 1

5 CV ｃ 4
15CV ｄ 2

5 CV ｅ 3
5 CV

問7 空欄 キ に入れる式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中か

ら一つ選びなさい。 25

ａ 4
15V ｂ 1

3 V ｃ 2
5 V ｄ 3

5 V ｅ 4
5 V

―14―13 14

Ｂ 図2は，電気容量がそれぞれ C，2C，3C のコンデンサー C1，C2，C3，抵抗

値がともに Rの抵抗 R1，R2，起電力が V で内部抵抗が無視できる電池 E，お

よび，スイッチ S1，S2を接続した電気回路である。回路中に点 a，bをとる。

はじめ，コンデンサー C1，C2，C3に電荷は蓄えられておらず，スイッチ S1，

S2は開かれている。

まず，スイッチ S1だけを閉じてじゅうぶん時間がたった。このとき，コンデ

ンサー C1に蓄えられる電気量は オ である。

次に，スイッチ S1を開いてからスイッチ S2を閉じて，じゅうぶん時間がたっ

た。このとき，コンデンサー C3に蓄えられている電気量は カ であり，

ab間の電位差は キ である。

R R

V

R1

S1

S2

a

b

R2

C2

2C

C1

C

C3

3C

E

図2

問5 空欄 オ に入れる式として最も適当なものを，次のａ～ｅの中か

ら一つ選びなさい。 23

ａ 1
3 CV ｂ 2

3 CV ｃ CV ｄ 3
2 CV ｅ 3CV

　

―13―
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問　題（化学）2021 年度

問2 図中のイ，ウに関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一

つ選びなさい。 21

ａ イには，ソーダ石灰が用いられる。

ｂ イでは気体の酸素が吸収される。

ｃ ウでは，2種類の物質が吸収される。

ｄ ウの質量の増加量から，試料に含まれる炭素の質量を求めることができる。

ｅ イとウを通過した気体には，二酸化炭素，水，酸素のいずれも含まれてい

ない。

問3 A と同じ分子式で表される物質のうち，加水分解により別の化合物が2種類

生成する物質の構造異性体の数として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。ただし，条件に A が当てはまる場合は，その数に A を含む

ものとする。 22

ａ 5 ｂ 6 ｃ 7 ｄ 8 ｅ 9

問4 A と同じ分子式で表される物質のうち，炭酸水素ナトリウム水溶液に入れる

と気体が発生する物質の構造異性体の数として最も適当なものを，次のａ～ｅ

の中から一つ選びなさい。ただし，条件に A が当てはまる場合は，その数に

A を含むものとする。 23

ａ 2 ｂ 3 ｃ 4 ｄ 5 ｅ 6

―12―

�

次の文章を読み，下の問い（問1～5）に答えなさい。

次の図のような元素分析装置を用いて，炭素・水素・酸素のみからなる化合物を

完全燃焼させると，図中のイおよびウの質量の増加量から，化合物の組成式を求め

ることができる。

酸素 試料

バーナー

ア イ ウ

炭素・水素・酸素のみからなるエステル A の元素分析を行い，A の組成式を求

めた。さらに別の測定を行って分子量を求め，A の分子式は C5H10O2であること

がわかった。

問1 図中のアに入れる物質とその働きの組み合わせとして最も適当なものを，次

のａ～ｄの中から一つ選びなさい。 20

物 質 働 き

ａ 酸化銅（Ⅰ） 酸化剤

ｂ 酸化銅（Ⅰ） 還元剤

ｃ 酸化銅（Ⅱ） 酸化剤

ｄ 酸化銅（Ⅱ） 還元剤

―11―

Ｂ 周期表の2族に属する元素にカルシウムとバリウムがあり，ともに炎色反応を

示す。また，どちらの元素の単体も常温で水と反応して水素を発生し，水酸化物

になる。

カルシウムの化合物には塩化カルシウムや炭酸カルシウム，バリウムの化合物

には塩化バリウムや硫酸バリウムがある。

これに関する次の問1～3に答えなさい。

問1 カルシウムやバリウムに関する記述として誤っているものを，次のａ～ｅ

の中から一つ選びなさい。 17

ａ カルシウムの融点はバリウムの融点より高い。

ｂ カルシウムは溶融塩電解でつくられている。

ｃ 単体のカルシウムのほうが単体のバリウムより反応性が大きい。

ｄ 塩化カルシウムは潮解性があり凍結防止剤に用いられている。

ｅ 塩化バリウムの水溶液は中性である。

問2 カルシウムの化合物にセッコウがある。セッコウを示す化学式として最も

適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 18

ａ CaSO4・
1
2H2O ｂ CaSO4・H2O ｃ CaSO4・

3
2H2O

ｄ CaSO4・2H2O ｅ CaSO4・5H2O

問3 硫酸バリウムの用途として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選

びなさい。 19

ａ Ｘ線造影剤 ｂ 吸着剤 ｃ 医療用ギプス

ｄ 酸化防止剤 ｅ 漆喰（しっくい）

― 9 ―

問5 A を加水分解すると，酸性の化合物 Bと中性の化合物 Cが生成した。Bに

は還元性があることが確認された。Cを酸化したところ，中性の化合物 Dが

生成した。Dにアンモニア性硝酸銀水溶液を加えて温めてみたが，変化が見

られなかった。

これに関する次の問⑴，⑵に答えなさい。

⑴ 化合物 Dとして最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

24

ａ アセトアルデヒド ｂ ジメチルエーテル

ｃ アセトン ｄ エチルメチルエーテル

ｅ エチルメチルケトン

⑵ 下線部の操作を行うことで，確認できる化合物の性質と観察される現象に

関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

25

ａ 白色沈殿が生じることで，還元性が確認できる。

ｂ 白色沈殿が生じることで，炭素原子間に不飽和結合をもつことが確認で

きる。

ｃ 溶液が赤褐色に変化することで，炭素原子間に不飽和結合をもつことが

確認できる。

ｄ 銀が析出することで，還元性が確認できる。

ｅ 銀が析出することで，炭素原子間に不飽和結合をもつことが確認できる。

―13―
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�

次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ 周期表の14族に属する元素に炭素とケイ素がある。炭素の単体にはダイヤモ

ンドや黒鉛（グラファイト）や⑴フラ－レンなどがある。また，炭素の化合物に一

酸化炭素がある。一酸化炭素は無色・無臭の有毒な気体であり，高温の一酸化炭

素は強い還元性をもっている。⑵ケイ素の単体は天然には存在せず，二酸化ケイ

素を電気炉中で，高温で還元すると作ることができる。ケイ素の単体はダイヤモ

ンド型の結晶で，金属のような光沢をもっている。

これに関する次の問1～3に答えなさい。

― 7 ―

Ｂ 0．020mol／L のシュウ酸水溶液25mL をコニカルビ－カ－にとり ア を

加えた。この水溶液を温めた後に濃度がわからない過マンガン酸カリウム水溶液

を加えていったところ，20mL 加えたところで反応の終点をむかえた。この反応

でシュウ酸と過マンガン酸イオンは，次の①，②のイオン反応式のように反応す

る。

MnO4
－ ＋8H＋ ＋ イ e－ → Mn2＋ ＋4H2O ……①

H2C2O4 →2CO2 ＋2H＋ ＋2e－ ……②

これに関する次の問1～3に答えなさい。

問1 空欄 ア に入る物質として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 11

ａ 希塩酸 ｂ 希硝酸 ｃ 希硫酸

ｄ デンプン水溶液 ｅ フェノ－ルフタレイン水溶液

問2 空欄 イ に入る係数として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から

一つ選びなさい。 12

ａ 2 ｂ 3 ｃ 4 ｄ 5 ｅ 6

問3 過マンガン酸カリウム水溶液のモル濃度は何 mol／L か。最も適当なもの

を，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 13

ａ 0．010mol／L ｂ 0．013mol／L ｃ 0．017mol／L

ｄ 0．025mol／L ｅ 0．050mol／L

― 6 ―

�

次の問い（Ａ・Ｂ）に答えなさい。

Ａ 濃度がわからない水酸化ナトリウム水溶液40mL に0．40mol／L の塩酸80mL

を加えると全量は120mL になった。これを溶液 Xとする。溶液 Xの pHを測定

したところ1．0であった。ただし，塩酸の電離度は1．0とする。

これに関する次の問1～3に答えなさい。

問1 溶液 X中の水素イオンの物質量は何molか。最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 8

ａ 8．0×10－3mol ｂ 1．2×10－2mol ｃ 3．2×10－2mol

ｄ 8．0×10－2mol ｅ 1．2×10－1mol

問2 水酸化ナトリウムと反応した塩化水素の物質量は何 molか。最も適当な

ものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 9

ａ 1．2×10－2mol ｂ 2．0×10－2mol ｃ 3．2×10－2mol

ｄ 4．0×10－2mol ｅ 5．2×10－2mol

問3 水酸化ナトリウム水溶液のモル濃度は何 mol／L か。最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 10

ａ 0．10mol／L ｂ 0．20mol／L ｃ 0．30mol／L

ｄ 0．40mol／L ｅ 0．50mol／L

― 5 ―

問1 下線部⑴のフラ－レンには次の図のような構造をもつ，分子式 C60の球状

の分子が存在する。この分子中には炭素－炭素原子間の結合が何本あるか。

最も適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 14

ａ 60本 ｂ 90本 ｃ 120本 ｄ 180本 ｅ 240本

問2 酸化鉄（Ⅲ）6．4gを十分な量の一酸化炭素と高温で完全に反応させた。

このとき生成した気体の体積は標準状態で何 L か。最も適当なものを，次

のａ～ｅの中から一つ選びなさい。ただし，標準状態での気体のモル体積は

22．4L／molとする。 15

ａ 0．90L ｂ 1．8L ｃ 2．7L ｄ 3．6L ｅ 4．5L

問3 下線部⑵のケイ素の高純度のものは，電気をわずかに通す。この性質を利

用したケイ素の用途として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選び

なさい。 16

ａ 乾燥剤 ｂ 光ファイバ－ ｃ 吸着剤

ｄ 還元剤 ｅ 太陽電池

― 8 ―
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�

ヒトの腎臓と免疫に関する次の文Ａ，Ｂを読み，各問いに答えなさい。

Ａ 次の図1は，腎臓の基本構造の模式図である。

A B

C

D

図1

問1 A，B，Dの各部位の名称の組合せとして最も適当なものを，次のａ～ｅ

の中から一つ選びなさい。 11

A B D

ａ ボーマンのう 集合管 糸球体

ｂ 集合管 糸球体 細尿管

ｃ 細尿管 ボーマンのう 糸球体

ｄ 糸球体 細尿管 ボーマンのう

ｅ 糸球体 ボーマンのう 集合管

― 7 ―

問9 土壌に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びな

さい。 9

ａ 土壌では，腐植層の上に岩石が風化した層が重なる。

ｂ 腐植層よりも，岩石が風化した層の方が水分を多く含む。

ｃ 土壌に含まれる有機物の量は，遷移が進行する速さに影響しない。

ｄ 一般に森林よりも草原の方が，土壌が発達している。

ｅ 土壌に含まれる有機物の量は，一般に熱帯よりも亜寒帯の方が多い。

問10 現在，化石燃料の大量消費により大気中の二酸化炭素濃度が上昇しているこ

とが大きな問題になっている。この問題に関する記述として最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 10

ａ 植物の光合成速度が低下し，熱帯地域で多くの生物種が絶滅する可能性が

ある。

ｂ 地表に届く紫外線の量が増し，多くの生物種が絶滅する可能性がある。

ｃ 地表に届く紫外線の量が増し，有害な微生物が繁殖しやすくなる。

ｄ 地球の平均気温が上昇し，海水面が上昇する可能性がある。

ｅ 地球の平均気温が上昇し，種の多様性が高まる可能性がある。

― 6 ―

問8 1年間のうち，月平均気温が5℃以上となる月の月平均気温から5を引いた

値を合計した値を，暖かさの指数という。暖かさの指数は，分布するバイオー

ムによく対応していることが知られている。暖かさの指数とバイオームの関係

は，次の表1のようになる。また，表2は，日本のある都市の月平均気温を示

している。この都市における暖かさの指数とバイオームの組合せとして最も適

当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 8

寒帯
亜寒帯
冷温帯
暖温帯
亜熱帯
熱帯

0～15

15～45

45～85

85～180

180～240

240 以上

ツンドラ
針葉樹林
夏緑樹林
照葉樹林

亜熱帯多雨林
熱帯多雨林

気候帯 暖かさの指数 バイオーム

月
平均気温

月
平均気温

2 月
－1.0

8 月
24.3

3 月
4.8

9 月
19.0

4 月
10.4

10 月
13.8

5 月
16.5

11 月
8.3

6 月
20.7

12 月
1.5

1 月
－0.2

7 月
24.3

※表中の平均気温の単位は， 摂氏温度（℃）である。

暖かさの指数 バイオーム

ａ 59．0 夏緑樹林

ｂ 97．3 照葉樹林

ｃ 97．3 夏緑樹林

ｄ 137．3 照葉樹林

ｅ 137．3 夏緑樹林

表1

表2

― 5 ―

問2 健康なヒトの血中グルコースの尿中への排出に関する記述として最も適当

なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 12

ａ A でろ過され，すべて尿中に排出される。

ｂ A でろ過され，一部は再吸収され，一部は尿中に排出される。

ｃ A でろ過され，Cですべて再吸収されるので，尿中には排出されない。

ｄ A でろ過され，Dですべて再吸収されるので，尿中には排出されない。

ｅ A でろ過されないので，尿中には排出されない。

問3 次の表1は，ヒトの静脈にイヌリンを注射し，一定時間後の，血しょう，

原尿，尿に含まれる成分とその量を示したものである。下の⑴～⑶に答えな

さい。ただし，イヌリンは，ヒトの体内では利用も合成もされず，腎臓でろ

過されて再吸収も分泌も受けない物質である。

ナトリウムイオン
カリウムイオン
カルシウムイオン

尿素
尿酸
イヌリン

血しょう
（g/100 mL）

0.3

0.02

0.008

0.03

0.004

0.1

原尿
（g/100 mL）

0.3

0.02

0.008

0.03

0.004

0.1

尿
（g/100 mL）

0.34

0.15

0.014

2

0.054

12

表1

⑴ 表1中で濃縮率が2番目に高い物質として最も適当なものを，次のａ～

ｅの中から一つ選びなさい。 13

ａ ナトリウムイオン ｂ カリウムイオン ｃ カルシウムイオン

ｄ 尿 素 ｅ 尿 酸

― 8 ―
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問4 ヒトゲノム DNA は約30億塩基対からなる。ヒトゲノム DNA のおよその長

さ（m）として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。ただ

し，1本のヌクレオチド鎖上に連なる塩基間の平均距離は，3．4×10－7mmで

あるとする。 4

ａ 0．01m ｂ 0．1m ｃ 0．2m ｄ 1．0m ｅ 2．0m

問5 肝臓に関する次の文章中の（ ア ）～（ ウ ）に入る語の組合せとして最も

適当なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 5

ヒトの肝臓には，二つの血管を通して血液が流れ込む。一つは心臓からの血

液が直接流れる（ ア ），もう一つは（ イ ）やひ臓を通った血液が流れる

（ ウ ）である。

ア イ ウ

ａ 肝動脈 消化管 肝静脈

ｂ 肝動脈 腎 臓 肝門脈

ｃ 肝動脈 消化管 肝門脈

ｄ 肝門脈 腎 臓 肝動脈

ｅ 肝門脈 消化管 肝動脈

― 3 ―

問3 体細胞分裂での細胞周期における細胞あたりの DNA 量の変化を表すグラフ

として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。ただし，横軸

は経過時間，縦軸は細胞あたりの DNA 量の相対値を表す。 3

細
胞
あ
た
り
の

量（
相
対
値
）

D
N
A

4

2

0

経 過 時 間
（→） （→）

細
胞
あ
た
り
の

量（
相
対
値
）

D
N
A

4

2

0

経 過 時 間

（→）

細
胞
あ
た
り
の

量（
相
対
値
）

D
N
A

4

2

0

経 過 時 間
（→）

細
胞
あ
た
り
の

量（
相
対
値
）

D
N
A

4

2

0

経 過 時 間

（→）

細
胞
あ
た
り
の

量（
相
対
値
）

D
N
A

4

2

0

経 過 時 間

ａ ｂ

ｃ ｄ

ｅ

― 2 ―

�

次の各問いに答えなさい。

問1 生物の多様性と共通性に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 1

ａ 一般に，原核細胞は，細胞膜の外側に細胞壁をもつ。

ｂ 多細胞生物の細胞は核膜をもつが，単細胞生物の細胞は核膜をもたない。

ｃ 体内環境を一定に調節するのは，単細胞生物だけである。

ｄ 酵素をもつのは，真核生物だけである。

ｅ 植物は同化と異化を行うが，動物は異化だけ行う。

問2 ATPに関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選び

なさい。 2

ａ ATPが ADPとリン酸に分解されるとき，エネルギーが吸収される。

ｂ ADPとリン酸から ATPが合成されるとき，エネルギーが放出される。

ｃ カタラーゼは ATPのエネルギーを用いて過酸化水素を分解する。

ｄ 1分子の ATP内には高エネルギーリン酸結合が二つある。

ｅ ATPは DNA を構成するヌクレオチドの一種である。

― 1 ―

問6 ヒトの体温調節の説明として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選

びなさい。 6

ａ 体温が低下すると，脳下垂体前葉からの刺激ホルモンにより甲状腺からパ

ラトルモンが分泌される。

ｂ 体温が低下すると，脳下垂体前葉からの刺激ホルモンにより副腎皮質から

糖質コルチコイドが分泌される。

ｃ 体温が上昇すると，交感神経の作用により肝臓で代謝が促進される。

ｄ 体温が上昇すると，交感神経の作用により立毛筋が収縮する。

ｅ 体温が上昇すると，副交感神経の作用により汗腺で発汗が促進される。

問7 海水生硬骨魚の塩類調節に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅ

の中から一つ選びなさい。 7

ａ 海水を飲み，体液よりも薄い尿を多量に排出する。

ｂ 海水を飲み，体液と同じ濃さの尿を少量排出する。

ｃ 海水を飲み，体液より濃い尿を少量排出する。

ｄ 海水を飲まず，体液よりも薄い尿を多量に排出する。

ｅ 海水を飲まず，体液と同じ濃さの尿を少量排出する。

― 4 ―
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Ｂ 真核生物では，転写は核内で，翻訳は細胞質で行われるが，原核生物では，多

くの場合，転写と翻訳は細胞質で同時に行われる。そのため，原核生物では転写

が完了する前に翻訳も進行することになる。次の図3は，原核生物の一つの遺伝

子が発現しているようすを模式的に示したものである。

領域
X

領域
Y

ア

イ
ウ

エ
オ

DNA

図3

問6 図3に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選び

なさい。 27

ａ エとオは DNA ポリメラーゼで，オの方が転写が進んでいる。

ｂ エとオは RNA ポリメラーゼで，オの方が転写が進んでいる。

ｃ 領域 Xにはプロモーターやオペレーターが存在する。

ｄ 領域 Y にはプロモーターやオペレーターが存在する。

ｅ 領域 Xにはプロモーターが，領域 Y にはオペレーターが存在する。

問7 図3のア～オの中で，合成中の最も長いポリペプチド鎖がつながっている

リボソームとして最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

28

ａ ア ｂ イ ｃ ウ ｄ エ ｅ オ

―15―

問4 光合成によって有機物としてグルコース（分子量180）を60g合成するた

めに必要な二酸化炭素（分子量44）の量（g）として最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 25

ａ 66g ｂ 88g ｃ 110g ｄ 176g ｅ 264g

問5 細菌が行う光合成および化学合成に関する記述として最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 26

ａ 紅色硫黄細菌の光合成では，水の分解が起こる。

ｂ シアノバクテリアの光合成では，硫黄化合物の分解が起こる。

ｃ 緑色硫黄細菌は，化学合成細菌の一種である。

ｄ シアノバクテリアは，クロロフィルをもつ。

ｅ 硫黄細菌は，光合成細菌の一種である。

―14―

問3 下線部⑵について，放射性同位体の炭素14Cで標識した二酸化炭素

（14CO2）を緑藻に与えると，光合成で取り込んだ二酸化炭素がどのような物

質に変換されていくのか調べることができる。カルビン・ベンソン回路では，

二酸化炭素は物質 A と結合して，2分子の物質 Bとなる。物質 Bから物質

A に戻るには，チラコイド膜で生成された ATPと NADPHが必要である。

緑藻に14CO2を与え，物質 A と物質 Bの濃度について，二酸化炭素濃度を

1％から0．003％に変化させたときのグラフを図1に，十分な強さの光を当

ててから暗黒状態にしたときのグラフを図2に示した。なお，大気中の二酸

化炭素濃度は0．038％である。物質 A の炭素数と，図1，図2における物

質 A を示すグラフⅠ～Ⅳの組合せとして最も適当なものを，下のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 24

CO2（0.003％）

60 1200
0

CO2（1％）

時間（秒）

濃
度（
相
対
値
）

Ⅰ

Ⅱ

暗暗

60 1200
0

明

時間（秒）

濃
度（
相
対
値
）

Ⅲ

Ⅳ

炭素数 図1 図2

ａ 3 Ⅰ Ⅲ

ｂ 3 Ⅱ Ⅲ

ｃ 5 Ⅰ Ⅳ

ｄ 5 Ⅱ Ⅲ

ｅ 5 Ⅱ Ⅳ

図1 図2

―13―

問8 真核生物の転写に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中か

ら一つ選びなさい。 29

ａ 転写開始には，プライマーが必要である。

ｂ 転写後にmRNA に残る領域をイントロンという。

ｃ 転写で必要なヌクレオチドを tRNA が運ぶ。

ｄ 一つの遺伝子から複数の種類のmRNA が生じることがある。

ｅ 基本転写因子は，転写を終了させる。

問9 真核生物の転写の調節に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅ

の中から一つ選びなさい。 30

ａ 転写の調節を行う調節タンパク質は，プロモーターに結合する。

ｂ 転写調節領域から転写と翻訳を経て調節タンパク質がつくられる。

ｃ 転写の調節は，複数の調節タンパク質によって行われる場合がある。

ｄ 転写の調節は，主にオペロン単位で行われる。

ｅ 転写は，DNA リガーゼにより抑制される。

―16―
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問6 下線部⑶の獲得免疫に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 18

ａ ヘルパー T 細胞が，ウイルスなどの異物を食作用で除去する。

ｂ 1個の B細胞は，抗原に応じて多様な抗体をつくる。

ｃ キラー T 細胞は，ウイルス感染細胞を直接攻撃する。

ｄ 抗原が繰り返し侵入しても，毎回同じ程度の反応が起こる。

ｅ 通常，自己成分に対して反応が起こる。

問7 下線部⑷の免疫のはたらきの異常のうち，自己免疫疾患が原因であるもの

として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 19

ａ 花粉症 ｂ Ⅰ型糖尿病 ｃ 日和見感染

ｄ アナフィラキシー ｅ ぜんそく

問8 下線部⑸について，ジェンナーは牛痘にかかったウシの膿（うみ）をヒトに

接種して天然痘を予防する種痘を考案した。この種痘に関する記述として最

も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 20

ａ 牛痘は，天然痘とは全く異なる構造をもつ。

ｂ 牛痘の毒性は，天然痘よりも高い。

ｃ 天然痘にかかったことがないと，牛痘接種は効果がない。

ｄ 牛痘接種は，血清療法の一種である。

ｅ 牛痘に対する免疫反応は，天然痘に対しても有効となる。

―11―

Ｂ ヒトのからだには，外界からのさまざまな病原体などの異物の侵入を阻止し，

排除する生体防御のしくみが備わっている。このようなしくみは， ⑴物理的・

化学的防御， ⑵自然免疫， ⑶獲得免疫（適応免疫）に分けられる。 ⑷免疫のは

たらきに異常が生じると，ヒトにとってさまざまな不都合が生じるが，免疫のし

くみを医療に利用して ⑸感染症の予防を行っている。

問4 下線部⑴の物理的・化学的防御に関係するものとして最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 16

ａ 気管の繊毛運動 ｂ ワクチン ｃ マクロファージ

ｄ HIV ｅ 記憶細胞

問5 下線部⑵の自然免疫の食作用に関する記述として最も適当なものを，次の

ａ～ｅの中から一つ選びなさい。 17

ａ 無脊椎動物にはみられない。

ｂ 1個のマクロファージは，特定の異物だけを食作用で処理する。

ｃ 1個のナチュラルキラー（NK）細胞は，特定の異物だけを食作用で処理

する。

ｄ 樹状細胞の食作用は，獲得免疫とも関わりをもっている。

ｅ 好中球は殺菌成分を分泌するが，食作用は行わない。

―10―

⑵ イヌリンの濃縮率を用いて求めた1日の原尿量（L）として最も適当なも

のを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。ただし，1日の尿量は1．5L

とする。 14

ａ 18L ｂ 100L ｃ 120L ｄ 150L ｅ 180L

⑶ ⑵のとき，1日に再吸収された尿素の量（g）として最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 15

ａ 20g ｂ 22g ｃ 24g ｄ 26g ｅ 54g

― 9 ―

�

光合成と遺伝情報の発現に関する次の文Ａ，Ｂを読み，各問いに答えなさい。

Ａ 植物の光合成は，葉緑体で行われる。葉緑体のチラコイド膜には，クロロフィ

ルなどの光合成色素とタンパク質からなる ⑴光化学系Ⅰと光化学系Ⅱが存在す

る。チラコイド膜では，光エネルギーを利用して，ATPと NADPHが生成され

る。ATPと NADPHは，ストロマの ⑵カルビン・ベンソン回路で二酸化炭素の

固定に利用される。

問1 緑色植物の光合成で主に利用される光の波長（色）の組合せとして最も適当

なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 21

ａ 青紫色と緑色 ｂ 緑色と黄色 ｃ 黄色と赤色

ｄ 赤色と青紫色 ｅ 赤色と緑色

問2 下線部⑴の光化学系Ⅰ，光化学系Ⅱで起こる反応として最も適当なものを，

次のａ～ｅの中から一つずつ選びなさい。

光化学系Ⅰ 22 光化学系Ⅱ 23

ａ 水の分解 ｂ ATPの分解 ｃ 水素イオンの輸送

ｄ NADPHの生成 ｅ ATPの生成

―12―
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問8 クラス B遺伝子が欠損した場合に領域1～領域4でつくられる花器官と

して最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。ただし，ａ～

ｅは，左から順に，領域1から領域4の順に並べてあるものとする。

38

ａ がく・がく・めしべ・めしべ

ｂ がく・がく・おしべ・おしべ

ｃ 花弁・花弁・めしべ・めしべ

ｄ 花弁・花弁・おしべ・おしべ

ｅ 花弁・がく・めしべ・おしべ

　

問9 クラス C遺伝子が欠損した場合に領域1～領域4でつくられる花器官と

して最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。ただし，ａ～

ｅは，左から順に，領域1から領域4の順に並べてあるものとする。

39

ａ めしべ・おしべ・花弁・がく

ｂ がく・花弁・花弁・がく

ｃ 花弁・がく・がく・花弁

ｄ おしべ・めしべ・めしべ・おしべ

ｅ めしべ・おしべ・おしべ・めしべ

問10 三つの調節遺伝子をすべて欠損した場合，茎頂で分化する器官として最も

適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 40

ａ 花 弁 ｂ が く ｃ おしべ

ｄ めしべ ｅ 葉

―21―21
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問5 上のリード文と図1を参考にして，神経筋接合部での興奮の伝達時間（ミ

リ秒）として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。ただ

し，興奮が筋繊維に到達してから筋収縮が始まるまでの時間は無視するもの

とする。 35

ａ 1．0ミリ秒 ｂ 1．5ミリ秒 ｃ 2．0ミリ秒

ｄ 2．5ミリ秒 ｅ 3．0ミリ秒

問6 図1のアとイの部位を同時に電気刺激したときの筋収縮に関する記述とし

て最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 36

ａ 3．5ミリ秒後に1回だけ筋収縮が起こる。

ｂ 4．5ミリ秒後に1回だけ筋収縮が起こる。

ｃ 8．0ミリ秒後に1回だけ筋収縮が起こる。

ｄ 3．5ミリ秒後と4．5ミリ秒後に筋収縮が起こる。

ｅ 筋収縮は1回も起こらない。

―19―

問2 下線部⑵について，次のⓐ～ⓓの中で心筋の特徴の組合せとして最も適当

なものを，下のａ～ｅの中から一つ選びなさい。 32

ⓐ 横紋筋 ⓑ 平滑筋 ⓒ 随意筋 ⓓ 不随意筋

ａ ⓐ，ⓑ ｂ ⓐ，ⓒ ｃ ⓐ，ⓓ

ｄ ⓑ，ⓒ ｅ ⓑ，ⓓ

問3 下線部⑶の筋収縮に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの中

から一つ選びなさい。 33

ａ 筋収縮時には，ゴルジ体からカルシウムイオンが放出される。

ｂ アクチンフィラメント上のトロポミオシンが ATPを分解する。

ｃ トロポニンは，カルシウムイオンと結合する。

ｄ ミオシンは，尾部でアクチンフィラメントと結合する。

ｅ サルコメアの明帯の長さは変化しないが，暗帯の長さは変化する。

問4 上のリード文と図1を参考にして，この座骨神経の興奮の伝導速度

（m／秒）として最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。

34

ａ 4．0m／秒 ｂ 13．0m／秒 ｃ 30．0m／秒

ｄ 40．0m／秒 ｅ 400．0m／秒

―18―

�

生物の環境応答と植物の発生に関する次の文Ａ，Ｂを読み，各問いに答えなさい。

Ａ カエルのふくらはぎから， ⑴座骨神経がついたままの ⑵筋肉を取り出し，神

経筋標本とした（図1）。神経筋接合部から2cm離れた座骨神経上のアの部位を

電気刺激すると，3．5ミリ秒後に ⑶筋収縮が起こった。同様に，6cm離れた座

骨神経上のイの部位を電気刺激すると，4．5ミリ秒後に筋収縮が起こった。

神経終末

筋肉

座骨神経

電
気
刺
激

ア

6 cm

2 cm

電
気
刺
激

イ

図1

問1 下線部⑴の座骨神経に関する記述として最も適当なものを，次のａ～ｅの

中から一つ選びなさい。 31

ａ ヒトでは長さが10m程度になる。

ｂ 複数の軸索の束からなる。

ｃ 中枢神経系の神経の一種である。

ｄ 自律神経系の神経の一種である。

ｅ 運動神経は含まない。

―17―

Ｂ 花は「がく」「花弁」「おしべ」「めしべ」という花器官から構成される。花

が形成されるときには3種類の調節遺伝子（クラス A 遺伝子，クラス B遺伝子，

クラス C遺伝子）がはたらくが，茎頂の領域によって発現する調節遺伝子の組合

せは異なる。茎頂で花芽が形成される領域を，外側から内側に順に領域1～領域

4とすると，領域1ではクラス A 遺伝子のみが発現して「がく」となり，領域

2ではクラス A 遺伝子とクラス B遺伝子が発現して「花弁」となる。また，領

域3ではクラス B遺伝子とクラス C遺伝子が発現して「おしべ」となり，最も

内側の領域4ではクラス C遺伝子のみが発現して「めしべ」となる。また，ク

ラス A 遺伝子とクラス C遺伝子は互いに発現を抑制するため，一方が欠損する

とすべての領域で他方の遺伝子が発現することになる。

問7 クラス A 遺伝子が欠損した場合に領域1～領域4でつくられる花器官と

して最も適当なものを，次のａ～ｅの中から一つ選びなさい。ただし，ａ～

ｅは，左から順に，領域1から領域4の順に並べてあるものとする。

37

ａ めしべ・おしべ・花弁・がく

ｂ がく・花弁・花弁・がく

ｃ 花弁・がく・がく・花弁

ｄ おしべ・めしべ・めしべ・おしべ

ｅ めしべ・おしべ・おしべ・めしべ

―20―
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解答・解説（英語）2021 年度

英 語
大問 解答

番号 正解 解　説

Ⅰ

１ ｃ since「～から、～以来」

２ ａ In eff ect「実際」

３ ｃ So far 「これまでのところ」　

４ ｄ 第１段最終文に「死亡（数）は着実に誕生（数）をしのいだ」とある。

５ ｃ 第２段最終文に「親族は家屋を相続するのを避けたがる」とある。

６ ａ 第３段第 2 文に「若い世代は都会に定住することを好んで自分の故郷を放棄する」とある。

７ ｃ 第５段第 2 文に「地元議員は自然災害の場合に空き家が負担にならないことを保証するのにプレッシャーを感じている」とある。

８ ｂ 第 10 段第 2 文に「新しい世代を呼び込むために解決策は実行される必要がある」とある。

９ ｄ demand「需要」little「ほとんど～ない」estate agent「不動産業者」

10 ｂ identify「～を特定する」demolish「～を取り壊す」

11 ｂ １―〇（第１段）　２―×（第２段）３―×（第４段）４―×（第５段）　５―〇（第７段）

Ⅱ

12 ｂ 前文「日本のことを少し教えて」に対する応答。

13 ｄ 次の Makiko の True を引き出す質問。

14 ａ 次文「電車の心配はいらないよ」と連結する文を選ぶ。

15 ａ 次の「そのような問題」とつながる文。

16 ｃ 「ぎっしり詰まっている」という意。

17 ｄ 「そのとおり」という意。

18 ｃ 空所（４）の次の George の発言に基づく。

Ⅲ

19 ｂ be fed up with ～「～にうんざりしている」

20 ｃ result in ～「結果として～になる」

21 ｄ on behalf of ～「～を代表して，～の代わりに」

22 ｂ count on ～「～を当てにする」

23 ｃ get A across to B「B に A を伝える」

24 ｃ catch on 「人気がでる」

25 ｄ feel under the weather「少し体調を崩している」

26 ａ × to go to abroad →○ to go abroad

27 ａ × Almost students →○ Most students

28 ｃ fi rm は，形容詞で「確固たる」名詞で「会社」。

Ⅳ

29 ａ I had （to make do with what） was left in the refrigerator.

30 ｂ Tom is （better off  than he used） to be.

31 ｅ （Given that she is inexperienced）, Beth has done well.

32 ｄ Who （was it that said such） a thing? 

33 ｄ The （force of circumstances caused Ken to） sell his house.

34 ｃ I have （nothing in common to talk about with） a politician like him.

35 ｃ （The way she speaks reminds me of） her mother.
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看
護
学
部
　
小
論
文

―
1
―

以
下
の
文
を
読
み
，
問
に
答
え
な
さ
い
。

つ
ま
り
，
何
を
材
料
に
し
て
自
分
を
造
り
上
げ
る
か
。
広
い
知
識
や
広
い
体
験
は
決
定
的
に
大
事
な
材
料
の
一
つ

で
す
け
ど
，
全
部
で
は
な
い
。
造
り
上
げ
る
と
い
う
と
，
い
か
に
も
何
か
が
ち
が
ち
に
造
り
上
げ
た
完
成
品
が
で
き

て
し
ま
う
よ
う
に
見
え
ま
す
け
ど
，
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
ね
。
自
分
と
い
う
も
の
を
固
定
化
す
る
の
で
は
な
く
，

む
し
ろ
い
つ
も「
開
か
れ
て
」い
て
，
そ
れ
を「
自
分
」で
あ
る
と
み
な
す
作
業
，
そ
う
い
う
意
味
で
の
造
り
上
げ
る
行

為
は
実
は
永
遠
に
，
死
ぬ
ま
で
続
く
わ
け
で
す
。

も
し
か
す
る
と
死
ん
で
か
ら
も
続
く
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
中
で
，
一
生
を
か
け
て
自
分
を
造
り
上
げ
て
い
く
と

ま
い
し
ん

い
う
こ
と
に
い
そ
し
ん
で
い
る
，
邁
進
し
て
い
る
。
そ
れ
を
日
常
，
実
現
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
人
を
，
わ
れ
わ

れ
は
教
養
の
あ
る
人
と
い
う
の
で
は
な
い
か
，
そ
う
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
を
達
成
す
る
と
き
に
，
狭
い
局
面
に
自
分
を
固
定
し
て
し
ま
わ
ず
，
開
か
れ
た
形
で
臨
む
た
め
に
は
，
や
は

り
知
識
は
決
定
的
に
重
要
で
も
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
，
心
を
解
放
し
て
く
れ
ま
す
か
ら
。
い
ろ
い
ろ
な
知
識
を
身

に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
自
分
を
造
り
上
げ
よ
う
と
す
る
射
程
が
広
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
あ
る
と
思
う
ん
で
す

ね
。
だ
か
ら
，
造
り
上
げ
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
，
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
か
，
あ
る
限
ら
れ
た
角
度
の
中

で
し
か
で
き
な
い
か
は
，
知
識
が
あ
る
か
，
な
い
か
で
違
っ
て
く
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
だ
か
ら
や
は
り
知
識
と
い
う

の
は
百
パ
ー
セ
ン
ト
大
事
だ
。
け
れ
ど
も
，
じ
ゃ
あ
知
識
が
な
い
人
は
い
ま
言
っ
た
よ
う
な
意
味
で
の
教
養
も
な
い

の
か
と
言
わ
れ
た
ら
，
私
は
断
然
ノ
ー
と
答
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

そ
の
意
味
で
，
実
学
と
虚
学
と
い
う
分
類
は
，
私
は
採
り
た
く
な
い
ん
で
す
。
何
事
も
実
学
な
ん
で
す
。
自
分
を

造
り
上
げ
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
，「
役
に
立
つ
」と
い
う
意
味
で
あ
ら
ゆ
る
知
識
活
動
，
学
問
は「
実
学
」で
す
。
ま

し
て
や
文
学
と
い
う
の
が
，
文
字
通
り
実
学
の
一
つ
な
ん
で
す
よ
。

だ
っ
て
そ
う
で
し
ょ
う
。
人
間
が
一
生
に
体
験
で
き
る
世
界
な
ん
て
，
た
か
が
知
れ
て
い
る
。
し
か
し
，
文
学
が

開
く
世
界
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あ
る
こ
と
か
。

村
上
陽
一
郎
著『
あ
ら
た
め
て
教
養
と
は
』2
00
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潮
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述
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傾
向
と
対
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題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

問　

題

解
答
・
解
説

入
試
結
果
デ
ー
タ

解答・解説（数学）2021 年度

大問 解答
番号 正解 解　説

Ⅰ

1 e

2 a

3 b

4 e

Ⅱ

5 b

6 d

7 e

Ⅲ

8 b

9 e

10 e

 

 11 / 77 
 

Ⅰ  
(1)  １  ｅ 

 16 23 25  より， 4 23 5   
 よって， 

    3 23 5 23 7 3 23 5 23 7         

      
3 23 15 23 7

22 4 23

    

 
 

 
(2)  ２  ａ 

  2 2  f x ax x bとする。 
  0f x の解が 2 3  x となるための条件は 

   
 

0
2 0

3 0




 
 







①

②

③

a
f
f

 

②，③より， 
4 4 0
9 6 0

  
   

a b
a b

 

これを解いて， 2 a ， 12b  
これは①を満たす。 

   
(3)  ３  ｂ 

2
2

1 1 tan 1 9 10
cos




      

2 1cos 10   

  よって， 
 2 2 2 2 2 1 4cos sin cos 1 cos 2cos 1 2 110 5                

 
(4)  ４  ｅ 

a 範囲は，男子 11－4=7（時間），女子 10－2=8（時間）なので，女子の方

が大きい。 
b 四分位範囲は，男子 9－6=3（時間），女子 8－5=3（時間）で，同じであ

る。 
c 女子の中央値が 6.5 時間なので，6 時間以下の女子は 22 人はいない。 
d 男子の中央値が 8 時間なので，7 時間以下の男子は 22 人はいない。 
e 女子の第 3四分位数が 8時間なので，9時間以上の人は 10人以下である。 
よって，ａ～ｅのうち，正しいものは，ｅである。 
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Ⅱ  
(1)   ５  ｂ 
 a=2より， 

  2 4 3  f x x x  
      22 7  x  
 よって，  y f x のグラフは，軸が直線 2x の下に凸の放物線なので， 

1 x で最大値      21 1 4 1 3 2       f  
1x で最小値   21 1 4 1 3 6     f  

をとる。 
 

(2)  ６  ｄ 
    2 23 2 1    f x x a a a  

  より，  y f x のグラフは下に凸の放物線なので，頂点で最小となる。 
  よって， 

   23 2 1 1   a a  
   23 2 0 a a  
    3 2 0 a a  
   20, 3a  

 
(3)  ７  ｅ 
  y f x のグラフは，軸は直線 x a，頂点は点  2, 3 2 1  a a a の下に凸

の放物線より，x軸の正の部分と異なる 2点で交わる条件は， 
(ⅰ) 頂点の y座標が負 
(ⅱ) 軸が y軸より右にある 
(ⅲ) y軸との交点の y座標が正 

(ⅰ)より， 23 2 1 0   a a  
     23 2 1 0  a a  
       3 1 1 0  a a  
     1 , 13  a a  

(ⅱ)より， 0a  
(ⅲ)より，   20 2 2 1 0    f a a  
        22 2 1 0  a a  

        
1 3 1 3
2 2
  a  

 (ⅰ)～(ⅲ)より，求める aの値の範囲は， 1 31 2
 a  
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Ⅲ 
(1)  ８  ｂ 
平行四辺形より， 
  ∠ABC=180 120 60      
  BC=AD=3 
△ABC において，余弦定理より， 

   

2 2 2AC 8 3 2 8 3cos60
164 9 2 8 3 492

     

      
 

 AC＞0 より，AC=7 
  

(2)  ９  ｅ 
 △ABC の面積は， 

   1 1 38 3sin 60 8 3 6 32 2 2         

よって，平行四辺形 ABCD の面積は， 
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72 sin 60


R  

1 2 7 372 33
   R  

△ABC の面積が 6 3 であることから， 

    1 8 3 7 6 32   r  

   9 6 3r  

   2 3
3r  

 よって 
2 3 3 2

3 77 3
  r

R
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大問 解答
番号 正解 解　説

Ⅳ

11 b

12 c

13 b

Ⅴ

14 a

15 a

16 b

Ⅵ

17 e

18 d

19 b
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Ⅳ 
(1)  11  ｂ 

A 地点から P 地点への最短経路は，
3! 3

2!1!
 （通り） 

  P 地点から Q 地点への最短経路は，
3! 3

2!1!
 （通り） 

Q 地点から B 地点への最短経路は， 
5! 10

2!3!
（通り） 

  よって， P 地点と Q 地点の両方を通って，A 地点から B 地点へ最短距離で

行く道順は，全部で 
  3 3 10 90   (通り) 
 

(2)  12  ｃ 
 A→P→B の順に通る道順は全部で 

3 8 3 70 210
2 1 4 4

   
! !

! ! ! !
（通り） 

  A→Q→B の順に通る道順は全部で 

6 5 15 10 150
4 2 2 3

   
! !

! ! ! !
（通り） 

  P 地点と Q 地点のどちらか一方だけを通って，A 地点から B 地点へ最短距

離で行く道順は全部で 

   210 90 150 90 180    （通り） 

 
(3)  13  ｂ 

A 地点から B 地点へ行く最短経路は， 
11! 462
6!5!

（通り） 

P 地点を通る道順の集合を P，Q 地点を通る道順の集合を Q とすると， 

  210n P ，   150n Q ，   90n P Q より 

          n P Q n P n Q n P Q  

210 150 90 270     
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求める場合の数は，  n P Q  

ド・モルガンの法則により，     n P Q n P Q  

したがって，求める道順は全部で 

   462 462 270 192   n P Q （通り） 
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Ⅴ 
(1)  14  ａ 

I は△ABC の内心より，BE は∠ABC の二等分線だから， 
  AE：EC＝AB：BC＝6：8＝3：4 
よって， 
  AE 3 7 37     

 
(2)  15  ａ 

I は△ABC の内心より，AI は∠CAB の二等分線だから， 
  BI：IE＝AB：AE 
ここで，(1)より，AE＝3 だから， 
  BI：IE＝6：3＝2：1 

 
(3)  16  ｂ 

BI：IE＝2：1 であるから， 
  △ABE＝ 3

2 △ABI 

また，AE：EC＝3：4 であるから， 

  △ABC＝ 7
3 △ABE 

よって， 
  △ABC＝ 7 3

3 2 △ABI＝ 7
2 △ABI 

したがって，△ABC の面積は，△ABI の面積の 7
2 倍である。

 

 66 / 77 
 

Ⅴ 
(1)  14  ａ 

I は△ABC の内心より，BE は∠ABC の二等分線だから， 
  AE：EC＝AB：BC＝6：8＝3：4 
よって， 
  AE 3 7 37     

 
(2)  15  ａ 

I は△ABC の内心より，AI は∠CAB の二等分線だから， 
  BI：IE＝AB：AE 
ここで，(1)より，AE＝3 だから， 
  BI：IE＝6：3＝2：1 

 
(3)  16  ｂ 

BI：IE＝2：1 であるから， 
  △ABE＝ 3

2 △ABI 

また，AE：EC＝3：4 であるから， 

  △ABC＝ 7
3 △ABE 

よって， 
  △ABC＝ 7 3

3 2 △ABI＝ 7
2 △ABI 

したがって，△ABC の面積は，△ABI の面積の 7
2 倍である。

 

 66 / 77 
 

Ⅴ 
(1)  14  ａ 

I は△ABC の内心より，BE は∠ABC の二等分線だから， 
  AE：EC＝AB：BC＝6：8＝3：4 
よって， 
  AE 3 7 37     

 
(2)  15  ａ 

I は△ABC の内心より，AI は∠CAB の二等分線だから， 
  BI：IE＝AB：AE 
ここで，(1)より，AE＝3 だから， 
  BI：IE＝6：3＝2：1 

 
(3)  16  ｂ 

BI：IE＝2：1 であるから， 
  △ABE＝ 3

2 △ABI 

また，AE：EC＝3：4 であるから， 

  △ABC＝ 7
3 △ABE 

よって， 
  △ABC＝ 7 3

3 2 △ABI＝ 7
2 △ABI 

したがって，△ABC の面積は，△ABI の面積の 7
2 倍である。  

 77 / 77 
 

Ⅵ  
(1)  17  ｅ 

71=7 より，  1 7p  
72=49 より，  2 9p  
73=343 より，  3 3p  
74=2401 より，  4 1p  
 …… 
7n を 10 で割ったときの余りは，7，9，3，1 を繰り返すから，nの値が 4 増

えるごとに余りは同じになる。 

  2002＝4×500＋2 

より， 
       2002 2 4 500 2 9    p p p  

 
 18  ｄ 

nの値が 4 増えるごとに余りは同じになるから，    3 3 4 p p となる。 
よって，    3 3 p k p となる最小の自然数 kは 4 である。 

 
(2)  19  ｂ 

5 進法で表したとき 4 桁となる最小の数は 1000(5)であり，最大の数は 4444(5)

である。 

   
3

51000 1 5 125    

   
3 2

54444 4 5 4 5 4 5 4 1 624          
ここで，1 の位の数が 0 であるのは，10 進法で表された 5 の倍数であるから 

  5×25，5×26，5×27，……，5×124 

よって，求める個数は， 

  124 25 1 100   （個） 
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解答・解説（国語）2021 年度

大問 小問 解答
番号 正解 解　説

Ⅰ

問１

１ ｅ
家父長　ａ貴婦（夫）人　ｂ負担　ｃ敷設　
ｄ普遍　ｅ父祖

２ ａ
粗（麁）末　ａ粗（麁）相　ｂ険阻　ｃ要素　
ｄ租税　ｅ挙措

３ ｃ
焦点　ａ一笑　ｂ抄録　ｃ焦心苦慮　ｄ折衝　
ｅ掌握

４ ｂ 模索　ａ添削　ｂ索引　ｃ短冊　ｄ搾取　ｅ錯覚

５ ｄ
施設　ａ止宿　ｂ出仕　ｃ枝葉末節　ｄ施政　
ｅ論旨

問２
Ｘ ６ ｄ

「問いかえすもの」の主語は“「家族の原理」とい
う見かた”である。この見かた（視点）は従来的
な近代家族モデルをさすのではなく、「家族の内側
……押しひろげていくのか」という新しい論点を
提示するものである、という文脈である。

Ｙ ７ ｄ
「煩雑」の「煩」は「煩わしい」、「雑」は「複雑」
なので、両方の意味を含んでいるものを選ぶ。

問３ ８ ｃ

「議論」が直前に述べられた部分を探すと、④と⑤
は除かれる。さらに「十分に説明しきれていない」
と述べているのだから、該当部より後ではさらに
深められた議論が展開されているはずである。す
ると、「必要」という新しい視点を持ち出している
③が適当。正解はｃ。

問４

Ⅰ ９ ｄ
前文では日本もスウェーデンも先んじて危機を脱
したことを述べ、続く文でその後の対照的なあり
ようを述べているので、「だが」が適当。

Ⅱ 10 ｂ

ここより後に「資本主義、近代とよばれる時代」「資
本主義や近代」などとあるので、空欄Ⅱの箇所は、

“資本主義の時代とも言い換えられる近代とよばれ
る時代”という意味になる語が適切であるとわか
る。「あるいは」が適当。

問５ 11 ｅ

空欄の前段落までで、「家族の原理」が無視できる
ものではないという内容が読み取れる。とすれば、

「家族の原理」をおさえている、ｂ・ｄ・ｅのいず
れかになる。ｂは「世界中に拡張」が本文にない
内容で不適。ｄは市場の原理の重視になっている
点で直前の内容と矛盾する。正解はｅ。ａは「全
体主義」を肯定している点も不適。ｃは「女性中心」
を求めていることではないので、この点も不適。

問６

Ａ 12 ｄ

近・現代の「欲望」は以下のような特徴を持つ。“だ
れかに見せびらかす”（＝顕示的欲望）ことに支え
られている点、それを金銭によりみたすことが求
められるという点、さらに他者の模倣を喚起し、
そのために果てしなく繰り返されるという点。以
上を満たしているのはｄ。ａは「家族内で再生産
される」が不適。ｂは「……ことにより、社会全
体を支配するに至った」が不適。ｃは「真似をさ
せたがる」が本文の内容とは逆。ｅは「家族が得
た金銭によってみたすのが当然」が不適。

Ｂ 13 ａ

こちらはＡとは対立的に、“みたされ得る”という
特徴を持つ。しかも、それは金銭により充足され
得るのである。その点でａかｅが該当。ｅは「か
つては家族間の協働で充足されていた」という点
が誤り。ｂは「経済成長の妨げとなってしまって
いる」が本文にない内容。ｃは「近代の社会に特有」
が不適。ｄは「いつまでも充足することがおぼつ
かない」という点が本文の内容と逆。

問７ 14 ｂ

文脈をたどれば、二つ後の段落末尾に「いわば、
あるニーズが個人的か、社会的かは、そのニーズ
にどれくらい多くの人たちが共感するか、共通し
て必要と感じるかによって揺れうごくわけだ。」と
いう１文が見つかる。この内容を要約したｂが正
解。ａは本文の内容にまったくそぐわない内容に
なっている。ｃは「個人的ニーズは社会的ニーズ
に包含されるので」という部分が不適。ｄは「市
場と直結」という部分が不適。ｅは「感じ方による」
という部分に対して共感できた場合の説明のみが
なされたものであり、包括的な理由説明になって
いない。

問８ 15 ｂ

全体の内容を問う設問。ａは、「全体主義的に組み
かえていく」が本文にない内容。ｃは「模倣させる」
という点が不適。ｄは「そのため」という因果関
係が成立しないので不適。ｅは後半「それに基づ
いて」以降が本文中にはない内容である。ｂは「資
本主義……」で始まる第 12 段落と合致している。

大問 小問 解答
番号 正解 解　説

Ⅱ

問１ 16 ｄ

「労働者の疎外」と「消費社会における疎外」の違

いは、疎外状況が強制されたものか、自ら選択し

たものかという点にある。これに合致した説明は

ｄである。ａは人間性を失っているか否かの違い

として説明しており不適。ｂは「本来の姿までは

喪失していない」が不適。ｃは「一切強制されて

いない」が不適。第４段落の「ある意味で消費者

は消費を強制されている」に合致しない。ｅは「労

働者にされている」「自分から消費者になっている」

が不適。

問２ 17 ａ

　Ⅰ　は直前の「盛んに論じられた」ものが「遠

ざけられる概念になっ」たのだから、「積極的」「学

問的」などが当てはまる。　Ⅱ　は第４段落の「広

告で煽られ、消費のゲームに……強いられている」

に着眼して、企業が消費者の欲望をかきたてる戦

術を取るという趣旨がつかめれば「戦略的」が入る。

両方を満たすａが正解。

問３ 18 ｃ

「疎外」という言葉を危険視するようになった事情

を以下の段落から読み取る。すなわち「疎外」が「本

来性」と結びついて「強制と排除に至る」という

趣旨をつかむ。ｃが正解。ａは「排除に至る」と

いう点に言及がなく説明不足で不適。ｂは「『何か

違う』という気持ちを起こさせる」が不適。ｄは

「人から自由を奪ったり」が不適。これは「本来性」

の概念であり、「疎外性」の概念ではない。ｅは「疎

外の状態を隠蔽する」が不適。

問４ 19 ｂ

ｂ「おぞましい」は「悍ましい」と書くと「身震

いするほど嫌な感じ」、「鈍ましい」と書くと「不

快なほど愚かしい」という意味になり、いずれの

意味にしてもこの文脈に合う。ａ「いじましい」

は「こせこせしていて見苦しい」、ｃ「かしましい

（姦しい・囂しい）」は「耳障りでうるさい」、ｄ「も

のがましい」は「おおげさである」、ｅ「へだてが

ましい（隔てがましい）」は「うちとけない様子」

という意味で、どれも文脈に合わない。

問５

ⅰ 20 ｄ

「本来性」だけが問題視されるべきであるのに、「疎

外」も問題視されてしまった（そうすべきではな

かった）というのが筆者の主張であるので、これ

に沿った内容となっていて、直前の「共犯者」と

いう比喩を踏まえた表現になっているｄが適当。

ⅱ 21 ｂ

「本来性」＝処方箋＝救済策という比喩が前段落か

ら読み取れる。これは疎外状況に対して出された

概念であるので、「疎外」＝病そのものという比喩

が導かれる。すると空欄直前の「本来性の概念と

ともに疎外の概念まで投げ捨てる」とは、“対処法

を捨てるとともに、病の問題もなかったことにす

る”といった内容になるとわかる。この内容を正

しく説明した比喩はｂである。

問６ 22 ａ

傍線部の二段落後の「疎外という現実から目を背

けていただけだった」や、三段落後の「単なる現

状追認の思想・哲学である」に着眼する。これに

合致するのはａ。ｂの「あるべき本来の社会を求

めて立ち上がる」、ｃの「本来性の概念が論者から

忌避される」、ｄの「疎外の状況が消え」、ｅの「本

来性の概念を提示するようになった」はいずれも

この内容に合わない。

問７ 23 ｅ

ｅは最終段落の「疎外という概念を忌避し続ける

ことは、この現実から目を背け続けることを意味

する」などに合致する。ａは「疎外のない社会に

目を転じなければならない」が不適。ｂは「終わ

りなき消費のゲームを彼らに提供しなければなら

ない」が不適。ｃは「本来どうあるべきなのか」

が不適。ｄは「『疎外』に代わる概念を提示」が不

適。いずれも本文に書かれていない。

国 語
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解答・解説（生物）2021 年度

大問 解答
番号 正解 解　説

Ⅰ

1 ａ 一般に，原核細胞は細胞壁をもつ。動物も同化を行う。

2 ｄ
三つのリン酸があり，リン酸とリン酸の間に高エネルギーリン酸結合があるの

で合計二つある。

3 ｃ DNA 合成で倍になり，分裂して元に戻る。

4 ｄ 3 × 109 × 3.4 × 10－7 × 10－3 ＝ 1.02（m）

5 ｃ 消化管やひ臓からの血液は，肝門脈を通って肝臓に入る。

6 ｂ 糖質コルチコイドにより，肝臓などで代謝が促進され，熱産生が起こる。

7 ｂ
からだから水が出ていくので海水を飲み，体液と同じ濃さ（等張）の尿を少量

排出する。

8 ｂ （10.4＋16.5＋20.7＋24.3＋24.3＋19.0＋13.8＋8.3）－5×8＝97.3

9 ｅ 土壌中の分解者の呼吸速度は亜寒帯の方が小さい。

10 ｄ 温暖化で南極などの氷がとけて海水面が上昇する。

Ⅱ

11 ｅ A は糸球体，B はボーマンのう，D は集合管。

12 ｃ グルコースは糸球体でろ過されて，細尿管ですべて再吸収される。

13 ｄ 尿素の濃縮率は約 67 でイヌリンに次いで大きい。

14 ｅ 1.5×12÷0.1 ＝ 180（L）

15 ｃ 180×1000×0.03/100－1.5×1000×2/100 ＝ 24（g）

16 ａ aは，物理的防御である。

17 ｄ 樹状細胞は抗原提示を行い，獲得免疫を発動する。

18 ｃ キラー T 細胞は，感染細胞やがん細胞を直接攻撃する。

19 ｂ ランゲルハンス島 B 細胞が自己免疫により破壊される。

20 ｅ
牛痘と天然痘は似ており，牛痘に対して行われる免疫反応は天然痘にも有効で

ある。

Ⅲ

21 ｄ クロロフィルがよく吸収するのは青紫色と赤色。

22 ｄ 光化学系Ⅰでは，還元型補酵素ができる。

23 ａ 光化学系Ⅱでは，水が分解されて酸素が発生する。

24 ｅ 物質 A は C5 の RuBP。

25 ｂ 60÷180×6×44 ＝ 88（g）

26 ｄ シアノバクテリアはクロロフィルをもち，水の分解が起こる。

27 ｄ 転写の始まる上流側に，プロモーターやオペレーターが存在する。

28 ａ アが移動して翻訳したポリペプチド鎖の長さが最も長い。

29 ｄ 選択的スプライシング。

30 ｃ
真核生物の転写調節領域には複数の調節タンパク質が結合して転写の調節が行

われる場合がある。

Ⅳ

31 ｂ 座骨神経は，末梢神経系の運動神経で，知覚も含む複数の軸索の束からなる。

32 ｃ 心筋は，横紋筋の一種で不随意筋である。

33 ｃ
トロポニンがカルシウムイオンと結合すると，アクチンとミオシンの相互作用

が可能となり，筋収縮が起こる。

34 ｄ （6－2）×10－2÷｛（4.5 － 3.5）×10－3｝＝ 40.0（m/ 秒）

35 ｅ
4cm の伝導に 1 ミリ秒かかるので，2cm では伝導に 0.5 ミリ秒かかり，伝達時

間は 3.5－0.5 ＝ 3.0（ミリ秒）となる。

36 ａ イからの興奮はアからの興奮とぶつかり消滅する。

37 ｅ A が欠損すると，すべての領域で C が発現する。

38 ａ B が欠損すると，領域 1 と 2 では A のみ，領域 3 と 4 では C のみが発現する。

39 ｂ C が欠損すると，すべての領域で A が発現する。

40 ｅ 花芽に分化せず葉芽となる。

生 物
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解答・解説（物理 /化学）2021 年度

大問 解答
番号 正解 略　解　説

Ⅰ

1 e 0 ＝ v0 － at　　　0 － v0
2 ＝－ 2al　　　よって，t ＝　　

2 d Fsin30°－W＝0　　Fcos30°－N＝0　　よって，N＝  3 W

3 c

水の熱容量を C1，容器の熱容量を C2 とする。熱量の保存より，

C1（95 － 80）＝ C2（80 － 20）　　　よって，C1 ＝ 4C2

C1（80 － t）＝ C2（t － 20）　　　よって，t ＝ 68 ℃

4 a
0.25 ＝ 　　　　　 = 　　より，Qin ＝ 400 J

W ＝ 400 J － 300 J ＝ 100 J

Ⅱ

5 b mgsin30°＝　  mg

6 c （m+m’）gsin30°＞ 　　 mgcos30°　　よって，m’ ＞　  m

7 d 2ma ＝ 2mgsin30°－ 　　 mgcos30°　よって，a ＝　  g

8 a B について，ma ＝－ F ＋ mgsin30°　　よって，F ＝　  mg

9 c kd － Mg＝ 0　　　よって，k =　  

10 a 　  kd2 ＝　  　   d2 ＝　   

11 e 　  k（3d）2=Mg（3d+x） 　　よって，x ＝　  d

Ⅲ

12 b mv0 ＝（M＋m）V 　　よって，V ＝　　　

13 e 　 mv0
2 ＝　 （M＋m）V2＋mgr　　よって，r ＝　　　　　　　　　　

14 d mv0 ＝ MV'＋mv'　　1 ＝－ 　　　　　よって，V’＝　　　

15 e
小球の最高点での速さは台の速さに等しい。m（2v0）＝（M＋m）V''

　 m（2v0）2=　 （M＋m）V''2＋mgH　　　H ＝　　　　　＝ 4r

16 b Scosθ＝ mg より，S 　 ＝ mg　　よって，S ＝　　　

17 d F=mgtanθ＝ mg 　　　　

18 b mhtanθ・ω2 ＝ mgtanθ　　　よって，ω＝

Ⅳ

19 b 屈折の法則より，n1 ＝　　　　　　=　　　　

20 d 位相のずれは，点 C で 0，点 D でπ

21 d 強め合う条件は，⊿＝（2m＋1）・　 

22 ｃ 光路差は，⊿＝ 2n1dsinφ

23 b Q1 ＝ C ×　 　= 　 　

24 d Q3 ＝　 　×　 = 　 　

25 e Vab ＝　 　＋　 　=　 　

2l
v0

Qin － 300
Qin

W
Qin

1
2

  3
2

1
2

  3
4

5
16

3
16

Mg
d

1
2

1
2

Mg
d

Mgd
2

1
2

3
2

mv0

M＋m

1
2

1
2

Mv0
2

2（M＋m）g

v'－V'
v0－0

2mv0

M＋m

1
2

1
2

M（2v0）2

2（M＋m）g

h
l

lmg
h

  l2－h2

h

g

h

sin（　－θ）

sin（　－φ）

π
2
π
2

cosθ
cosφ

λ
2

2V
3

2CV
3

2CV
3

3
5

2CV
5

Q3

3C
2V
3

4V
5

大問 解答
番号 正解 略　解　説

Ⅰ

1 ｄ 沸点は軽油＞灯油＞ナフサである。

2 ｃ 空気は窒素分子や酸素分子等の混合物である。

3 ｅ ステンレス鋼は鉄にニッケルとクロムを混ぜた合金。

4 ａ
Y の原子番号を x とする。X2＋の電子の数は n － 2 であり Y－

の電子の数は x ＋ 1 である。n － 2 ＝ x ＋ 1 より，x ＝ n － 3

5 ｃ 結晶が特定の面にそって割れることをへき開という。

6 ｅ
原子はア（He），イ（F），ウ（Ne），エ（Al），オ（Cl）である。
ウの価電子の数は０。イとオの価電子の数が 7 で最も多い。

7 ｂ NH4Cl の NH4
＋は NH3 と H＋の配位結合によりできた物質。

Ⅱ

8 ｂ
［H＋］＝ 1.0 × 10－1 mol/L

1.0 × 10－1 ×　　　＝ 1.2 × 10－2 mol

9 ｂ

加えた塩酸からの H＋の物質量は

0.40 ×　　　＝ 3.2 × 10－2 mol

中和に使われた H＋の物質量（＝中和に使われた塩化水素の
物質量）は
3.2 × 10－2 － 1.2 × 10－2 ＝ 2.0 × 10－2 mol

10 ｅ
水酸化ナトリウム水溶液のモル濃度を x〔mol/L〕とする。

1 × x ×　　　＝ 1 × 2.0 × 10－2　　　x ＝ 0.50 mol/L

11 ｃ 酸化還元反応に影響しない希硫酸を加えて酸性にする。

12 ｄ Mn の酸化数＋ 7 から＋ 2 になっており，5 減少している。

13 ａ
過マンガン酸カリウム水溶液のモル濃度を x〔mol/L〕とする。

x ×　　　× 5 ＝ 0.020 ×　　　× 2　　　x ＝ 0.010 mol/L

Ⅲ

14 ｂ
C60 は 1 個の炭素原子が 3 本の結合を形成しているので，

60 × 3 ×　 ＝ 90 本　

15 ｃ
Fe2O3 ＋ 3CO → 2Fe ＋ 3CO2　　　Fe2O3 ＝ 159.8

　　　× 3 × 22.4 ＝ 2.69 ≒ 2.7L

16 ｅ ケイ素は半導体の性質を示し，太陽電池に使われている。

17 ｃ 2 族の元素は原子番号が大きいほど反応性が大きい。

18 ｄ
硫酸カルシウムの二水和物はセッコウと呼ばれている。セッ
コウを約 130℃で焼くと半水和物の焼きセッコウになる。

19 ａ
硫酸バリウムは白色の粉末でＸ線の吸収力が大きいので，Ｘ
線造影剤に用いられている。

Ⅳ

20 ｃ
アに入れる物質は酸化銅（Ⅱ）である。酸化銅（Ⅱ）は完全
燃焼させるための酸化剤として働いている。

21 ｄ
ウに吸収された二酸化炭素の質量から，試料に含まれる炭素
の質量を求めることができる。

22 ｅ 分子式 C5H10O2 のエステルは 9 種類存在する。

23 ｃ
酸素が 2 原子含まれており，炭酸水素ナトリウム水溶液に入
れると気体が発生する物質はカルボン酸である。

24 ｅ

エステルを構成する酸 B は還元性のあるギ酸。C のアルコー
ルは第二級アルコールの 2 －ブタノール。2 －ブタノールを
酸化するとエチルメチルケトンができ，これには還元性がな
い。他のギ酸とエステルを構成するアルコールは，第一級ア
ルコールが2種類，第三級アルコールが1種類。第一級アルコー
ルを酸化してできる中性物質はアルデヒド。アルデヒドがで
きるので還元性があり，銀鏡反応が起こる。また第三級アル
コールは酸化されにくい。

25 ｄ
銀鏡反応を調べることによって，化合物の還元性の有無がわ
かる。
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看護学部
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験
大

学
入

学
共

通
テ

ス
ト

利
用

選
抜

試
験

追
試

験
計

専
願

制
併

願
制

2
教

科
型

3
教

科
型

2
教

科
型

3
教

科
型

募
集

人
員

25
名

5
名

20
名

40
名

5
名

5
名

10
0
名

志
願

者
男

5
3

21
23

11
13

0
76

女
14

7
97

34
7

43
8

20
2

23
1

1
1,4

63
計

15
2

10
0

36
8

46
1

21
3

24
4

1
1,5

39

受
験

者
男

4
3

21
23

11
13

0
75

女
14

4
96

34
0

43
1

20
1

23
1

1
1,4

44
計

14
8

99
36

1
45

4
21

2
24

4
1

1,5
19

合
格

者
男

0
1

2
2

2
1

0
8

女
26

11
53

11
0

31
29

1
26

1
計

26
12

55
11

2
33

30
1

26
9

補
欠

者
男

4
3

1
1

9
女

34
60

20
29

14
3

計
38

63
21

30
15

2

入
学

者
男

0
0

1
3

0
0

0
4

女
26

5
10

50
3

2
1

97
計

26
5

11
53

3
2

1
10

1
　

　
実

倍
率

（
志

願
者

数
／

正
規

合
格

者
数

）
5.8

8.3
6.7

4.1
6.5

8.1
1

5.7

備
　

　
考

正
規

合
格

者
最

高
点

18
8
点

最
低

点
16

0
点

（
20

0
点

満
点

）

正
規

合
格

者
最

高
点

26
8
点

最
低

点
22

2
点

（
30

0
点

満
点

）

正
規

合
格

者
最

高
点

18
9.5

点
最

低
点

15
4.7

点
（

20
0
点

満
点

）

正
規

合
格

者
最

高
点

28
2.5

点
最

低
点

23
3.0

点
（

30
0
点

満
点

）
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111

MEMO

110

傾
向
と
対
策　
　
　

２
０
２
２
年
度　
　

２
０
２
３
年
度　
　

２
０
２
１
年
度　
　

入
試
結
果
デ
ー
タ　
　

20
23
年
度
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
【
作
業
療
法
学
科
】　
入
試
結
果

入
試

種
別

人
数

総
合

型
選

抜
試

験
学

校
推

薦
型

選
抜

試
験

一
般

選
抜

試
験

大
学

入
学

共
通

テ
ス

ト
利

用
選

抜
試

験
計

専
願

制
専

願
制

併
願

制
2
教

科
型

3
教

科
型

2
教

科
型

募
　

集
　

定
　

員
6
名

12
名

8
名

2
名

10
名

2
名

40
名

志
願

者
男

6
3

2
12

14
9

46
女

24
8

7
11

16
19

85
計

30
11

9
23

30
28

13
1

受
験

者
男

6
3

2
12

14
9

46
女

24
8

7
10

16
19

84
計

30
11

9
22

30
28

13
0

正
規

合
格

者
男

1
2

2
9

10
9

33
女

8
8

6
8

11
17

58
計

9
10

8
17

21
26

91

補
欠

者
男

3
4

0
7

女
2

5
2

9
計

5
9

2
16

入
学

者
男

1
2

1
4

3
1

12
女

8
8

3
1

8
4

32
計

9
10

4
5

11
5

44
実

倍
率

（
志

願
者

数
／

正
規

合
格

者
数

）
3.3

1.1
1.1

1.4
1.4

1.1
1.4

備
　

　
考

正
規

合
格

者
最

高
点

：
17

5
点

最
低

点
：

10
4
点

（
20

0
点

満
点

）

正
規

合
格

者
最

高
点

：
25

6
点

最
低

点
：

16
6
点

（
30

0
点

満
点

）

正
規

合
格

者
最

高
点

：
18

4.7
点

最
低

点
：

95
.0

点
（

20
0
点

満
点

）

MEMO
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この「2023年度　関西医科大学入試問題集」の「傾向と対策」は代々木ゼミナールが作成
しております。これら掲載内容に関する質問がございましたら、郵便番号・住所・氏名・電
話番号を明記の上、封書またはハガキにて、下記までお問い合わせください。

〒 151 － 8559　東京都渋谷区代々木 ２ － 2 5 － ７
代々木ゼミナール　大学支援事業推進室内

「関西医科大学入試問題集」係
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